
はじめに

このたびは、IDEC 株式会社製スマー ト リ レーをお買い求めいただき ま し て誠にあ り が と う ご

ざいます。

スマー ト リ レーは、 さ まざ まな分野で利用でき、 高機能であ り ながら操作性にすぐれ、 ほ と

んどの利用分野で非常に高い経済性を発揮し ます。

ご使用の前に本書を よ く お読みいただき、 本製品の機能 と 性能を十分にご理解し た上で正し

く ご使用いただき ますよ う お願いいた し ます。

なお、 プロ グ ラ ミ ング ソ フ ト ウ ェ ア 「WindLGC」 につき ま し ては、 本書と 「WindLGC」 をご

覧下さい。

お断り

1. 本書の一部あ るいは全部を無断で複写、 転載、 販売、 譲渡、 賃貸する こ と は固 く お

断 り いた し ます。

2. 本書の内容については、 将来お断 り な しに変更する こ と があ り ます。

3. 本書の内容については、 万全を期し て作成し ま し たが、 万一誤 り や記載もれなどが

あ り ま し た ら、 お買い求めの販売店または IDEC 株式会社までご連絡下さい。
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はじめに
本マニュアルの目的

本マニ ュ アルは、回路プロ グ ラ ムの作成や、 スマー ト リ レー FL1E モデル と 増設 I/O モジ ュー

ルの取付け と使用方法、 さ らに、 旧タ イプ FL1A ～ FL1D と の互換性について説明し ていま

す。 （"FL1x" は、 型番の末尾 4 文字目で、 製品シ リ ーズを区別する ものです。）

IT 分野におけるスマー ト リ レーの位置付け

スマー ト リ レーのマニ ュ アルに記載された情報は、 すべてのスマー ト リ レーに同梱される ス

マー ト リ レーの製品情報に も記載されています。 パソ コ ン上でスマー ト リ レーのプロ グ ラ ミ

ングを行 う 場合の詳細については、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプをご覧 く だ さい。

WindLGC は、 プロ グ ラ ミ ング用の ソ フ ト ウ ェ アです。 Windows 環境のパソ コ ンで動作し ま

す。 スマー ト リ レーの初期設定から、 プロ グ ラ ムの作成、 テス ト 、 印刷、 保存までを、 スマー

ト リ レーを使わずに実行でき ます。

本マニュアルの内容

本マニ ュ アルは、 以下の 8 章で構成されています。

• スマー ト リ レーの概要

• スマー ト リ レーの取 り 付け と 配線

• スマー ト リ レーのプロ グ ラ ミ ング

• スマートリレーのファンクション構成

• スマー ト リ レーの環境設定

• スマー ト リ レー メ モ リ およびバッ テ リ カー ト リ ッ ジ

• スマー ト リ レーの ソ フ ト ウ ェ ア

• アプ リ ケーシ ョ ン例

• 付録
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はじめに
本マニュアルの適用範囲

本マニ ュ アルは、 FL1E シ リ ーズのスマー ト リ レー用に書かれています。

FL1E シ リーズのスマー ト リ レーの新機能

• テキ ス ト デ ィ スプレ イ  ( テキス ト 表示 ) は、メ ッ セージを表示する ための新しいデ ィ スプ 

レ イです。 テキ ス ト デ ィ スプレ イには回路プロ グ ラ ムで使用でき る 4 つのカーソルキー

および 4 つのフ ァ ン ク シ ョ ンキーが装備されています。

• ベース モジュ ール（ バージ  ョ  ン 4 以降） と テキス ト ディ ス プレ イ（ バージョ ン 4 以降） を  

併用し ている 場合のみ、テキス ト ディ ス プレ イ のパス ワ ード 保護機能が追加さ れま し た。

• 新し いスマー ト リ レー用バ ッ テ リ カー ト リ ッ ジおよびスマー ト リ レー用 メ モ リ ／バ ッ

テ リ カー ト リ ッ ジは最長 2 年間のバッ ク ア ッ プ時間を可能にし ます。 新しいスマー ト リ

レー用 メ モ リ カー ト リ ッ ジおよび メ モ リ ／バッ テ リ カー ト リ ッ ジの メ モ リ 容量は 32 KB 
です。

• アナロ グ入力および高速入力は、 FL1E-H12RCE、 FL1E-B12RCE、 FL1E-H12SND で使用

でき ます。

• FL1E シ リ ーズのスマー ト リ レーの設定 メ ニューは、 10 種類の言語をサポー ト し ていま

す。 メ ニューの言語を指定する ための設定オプシ ョ ンがあ り ます。

• 新しいフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク と し て、 パルス幅変調器 (PWM)、 アナロ グ演算、 および

アナロ グ演算エ ラー検出が追加されています。

• メ ッ セージ出力は表示を 1 文字ずつ左へス ク ロールする こ と ができ ます。 さ らに棒グ ラ

フの表示、 2 つの言語間での表示の切 り 替え、 またスマー ト リ レーデ ィ スプレ イ、 テキ

ス ト デ ィ スプレ イのいずれか、 またはその両方で メ ッ セージテキ ス ト を表示でき ます。

メ ッ セージ出力は WindLGC でのみフル編集でき ます。 ベースモジ ュールでは簡単なテ

キス ト のみ編集でき ます。

• パソ コ ン と ベースモジュールを接続する USB PC ケーブルがオプシ ョ ン と し て使用でき 

ます。

• 回路プロ グ ラ ムで最大 200 個のフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クが使用でき ます。

従来のスマー ト リ レー (FL1A シ リーズ～ FL1D シ リーズ ) からの拡張

• フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク用の参照パラ メ ータの拡張

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ、稼働時間カ ウ ン タ、年間タ イ ム ス イ ッチ、およびアナロ グモニ

タ フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の機能の拡張

サポー ト の窓口

イ ン ターネ ッ ト

http ： //smart.idec.com/SmartRelay_J

スマー ト リ レーに関する情報を簡単に入手でき ます。
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製品を安全にご使用いただくために
製品を安全にご使用いただ く ために

• 本製品の取 り 付け、 配線作業、 運転および保守点検を行な う 前には、 本書を よ く お読み

いただき、 正し く ご使用下さ い。

• 本製品は弊社の厳しい品質管理体制の も と で製造されてお り ますが、 万一本製品の故障

に よ り 重大な事故や損害の発生のおそれがあ る用途へご使用の際は、 バ ッ ク ア ッ プや

フ ェールセーフ機能をシステムに追加し て下さい。

• 本書では、 誤った取 り 扱いを し た場合に生じ る こ と が予想される危険の度合いを 

「警告」 「注意」 と し て区分し ています。 それぞれの意味する と こ ろは以下の通 り です。

  取 り 扱いを誤った場合、 人が死亡または重傷を負 う か物的損害が発生  

する可能性があ り ます。

  取 り 扱いを誤った場合、 人が障害を負 う か物的損害が発生する可能性  

があ り ます。

注記 製品 と その取扱いについて特に重要な情報や、 特に注意し ていただき たい内

容を示し ます。

• 取 り 付け、 取 り 外し、 配線作業および保守 ・ 点検は必ず電源を切って行って下さい。

• 本製品の設置、 配線、 プロ グ ラ ムの入力および操作を行 う には専門の知識が必要で

す。 

専門の知識のない一般消費者が扱 う こ と はでき ません。

• 非常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路などはスマー ト リ レーの外部回路で構成し て下

さい。 

これらの回路を スマー ト リ レーの内部で構成する と 、 スマー ト リ レーが故障し た場

合、 機械の暴走、 破損や事故のおそれがあ り ます。

• 本書に記載の指示に し たがって取 り 付けて下さ い。 取 り 付けに不備があ る と 落下、

故障、 誤動作の原因 と な り ます。
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正しくお使いください
正し く お使い く だ さい

• 本製品は、 装置内への組み込み設置専用品ですので、 装置外へは設置でき ません。

• カ タ ロ グ、 本書に記載の環境下で使用し て下さ い。 高温、 多湿、 結露、 腐食性、 ガ

ス、 過度の振動 ・ 衝撃のあ る所で使用する と感電、 火災、 誤作動の原因にな り ます。

• 本製品の使用環境の汚染度は “汚染度 2 ” です。 汚染度 2 の環境下で使用し て下さ  

い。 （IEC60664-1 規格に基づ く ）

• 移動 ・ 運送時などに本製品を落下させないで下さ い。 本製品の破損や故障の原因 と

な り ます。

• 設置 ・ 配線作業時に配線 く ずや ド リ ルの切 り 粉などが、 本製品内に入ら ないよ う に

注意し て下さ い。 配線 く ずなどが本製品内部に入 り ます と 火災、 故障、 誤動作の原

因にな り ます。

• 定格にあった電源を接続し て下さ い。 定格 と 異な る電源を接続する と 火災の原因に

な るおそれがあ り ます。

• 本製品の電源ラ イ ンの外側には、 IEC60127 承認品の ヒ ューズをご使用下さい。 （ス

マー ト リ レーを組み込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 出力回路には、 IEC60127 承認の ヒ ューズをご使用下さい。 （スマー ト リ レーを組み 

込んだ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• サーキ ッ ト ブレーカーは、 EU 承認品をご使用下さい。 （スマー ト リ レーを組み込ん 

だ機器を欧州に出荷する場合に適用）

• 運転中の強制出力、 運転、 停止などの操作は、 十分に安全を確認し てか ら行って下

さい。 操作 ミ スによ り 機械の破損や事故の原因にな る こ と があ り ます。

• リ レー、 ト ラ ンジス タ などの故障によ り 、 出力が ON あ るいは OFF の状態になった  

ま まにな る こ と があ り ます。 重大事故の可能性のあ る出力信号については、 外部に

状態を監視する回路を設けて下さい。

• 分解、 修理、 改造等は行わないで下さい。

• 製品を廃棄する と きは、 産業廃棄物と し て扱って下さい。
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1. スマー ト リ レーの概要

スマー ト リ レーとは

スマー ト リ レーは、IDEC 株式会社製のマイ ク ロプロ グ ラ ム コ ン ト ローラで、以下の機能を搭

載し ています。

• コ ン ト ロール装置

• 操作パネル と バッ ク ラ イ ト 付きデ ィ スプレ イ

• 電源装置 （内部電源用）

• 増設 I/O モジ ュール用イ ン ターフ ェース

• メ モ リ カー ト リ ッ ジ、バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 メ モ リ ／バッ テ リ カー ト リ ッ ジ用イ ン ター

フ ェース、 スマー ト リ レー PC ケーブルまたは USB PC ケーブル

• テキス ト デ ィ スプレ イ用接続イ ン ターフ ェース

• フ ァ ン ク シ ョ ン （オン / オフデ ィ レータ イマ、 ソ フ ト ウ ェ アス イ ッチなど）

• タ イマ

• 入出力 ( スマー ト リ レーモデルによ り 異な る )、 マーカ （内部 リ レー）

スマー ト リ レーの主な用途

設備用と し て以下のよ う な用途で使用でき ます。

階段照明、 屋外照明、 日よ けブラ イ ン ド、 シ ャ ッ ター、 シ ョ ーウ ィ ン ド ウの照明、 ス イ ッ チ

ボ ッ ク ス、 ゲー ト コ ン ト ロールシステム、 換気装置、 雨水ポンプなど

さ らに、 以下のよ う な特殊なコ ン ト ロールシステムに も利用でき ます。

温室、 コ ン ト ロール信号の処理、 機械やプロセス装置の分散型ローカルコ ン ト ロール 

（AS-Interface、 LONWORKS®） などの通信モジュールを接続し た場合

小さ な機械、装置、 ス イ ッ チボ ッ ク ス、設備に組み込んで使用する場合は、操作パネルやデ ィ

スプレ イのない専用タ イプ も用意し ています。
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1. スマートリレーの概要
ベースモジュール

ベースモジ ュールでは、 ２ 種類の入力電源電圧ク ラ ス を用意し ています。

• 24V 以下の ク ラ ス （DC 12V、 AC/DC 24V） 

24V を超え る ク ラ ス （AC/DC 100 ～ 240V）

また、 以下の 2 つのタ イプがあ り ます。

• デ ィ スプレ イ あ り ： 8 入力、 4 出力

• デ ィ スプレ イ な し ： 8 入力、 4 出力

両タ イプ と も、増設コネ ク タ と テキス ト デ ィ スプレ イ ケーブルコネ ク タが装備されています。

また、回路プロ グ ラ ム作成用に 39 個の基本フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クおよび特殊フ ァ ン ク シ ョ

ンブロ ッ ク が搭載されています。

増設 I/O モジュール

• スマー ト リ レー入出力混合モジ ュール 

DC 12V、 AC/DC 24V、 AC/DC 100 ～ 240V、 ４ 入力 / ４ 出力

• スマー ト リ レーアナロ グモジ ュール 

DC 24V、 DC 12V、 2 アナロ グ入力または 2 アナロ グ出力

• スマー ト リ レー通信モジ ュール

例： AS-Interface 対応通信モジュール （AS-Interface 対応通信モジ ュールの取 り 扱い説明書

を参照 く だ さい。）

入出力混合 / アナロ グモジ ュールは、 モジ ュールの追加接続用に ２ つの増設コネ ク タ を備え

ています。

デ ィ スプレ イモジュール

• スマー ト リ レー ベースモジ ュール （デ ィ スプレ イ あ り ）

• テキス ト デ ィ スプレ イ 

（スマー ト リ レー専用のデ ィ スプレ イモジ ュールです。）
2



1. スマートリレーの概要  
テキス ト デ ィ スプレ イの機能

テキ ス ト デ ィ スプレ イは、FL1E 形ベースモジ ュール と 接続し て使用し て く だ さい。 テキ ス ト

デ ィ スプレ イには、 ベースモジ ュールよ り 幅の広いデ ィ スプレ イ と 回路プロ グ ラ ムで入力 と

し てプロ グ ラ ム可能な 4 つのフ ァ ン ク シ ョ ンキーが装備されています。 さ らにテキス ト デ ィ

スプレ イには、 スマー ト リ レー ベースモジ ュール と 同様に、 回路プロ グ ラ ムでプロ グ ラ ム可 

能な 4 つのカーソルキー と ESC キーおよび OK キーが装備されています。

WindLGC でテキ ス ト デ ィ スプレ イの電源投入時に表示する画面を作成し て、テキ ス ト デ ィ ス

プレ イにダ ウ ン ロード する こ と ができ ます。 こ の画面は、 テキ ス ト デ ィ スプレ イの電源を投

入し た際に、 短い時間表示されます。 また、 テキス ト デ ィ スプレ イから WindLGC に、 こ の

電源投入画面をア ッ プロードする こ と もでき ます。

テキ ス ト デ ィ スプレ イの メ ニューについては、 付録の D.2 で説明し ています。 テキス ト デ ィ

スプレ イの設定は独立し ています。 つま り 、 スマー ト リ レー ベースモジュール と は異な る内 

容を設定する こ と ができ ます。

通信モジュール

• FL1B-CAS2

FL1B-CAS2 には 4 つの仮想入出力が搭載されていて、 AS-Interface と スマー ト リ レーシステ

ム間のイ ン ターフ ェースの働き を し ます。 こ のモジ ュールによ り 、 4 つのデータ ビ ッ ト を ス

マー ト リ レーから AS-Interface システムへ、 またはその逆方向に転送する こ と ができ ます。

• FL1B-CL1C12

FL1B-CL1C12 には最大 16 点の仮想入力、 最大 12 点の仮想出力、 最大 8 点の仮想アナロ グ入

力が搭載されています。
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1. スマートリレーの概要
オプシ ョ ン

ベースモジ ュール、増設 I/O モジ ュール、テキス ト デ ィ スプレ イおよび通信モジ ュールは、目

的の用途に応じ たフ レキシブルで最適なシステムを構築でき ます。

スマー ト リ レーシステムは、 簡易自動装置、 そ し てバスシステム （例 ： FL1B-CAS2） を構築 

する こ と によ り 、 高度なエンジニア リ ングシステムに も利用でき ます。

注記

ベースモジ ュールは、 同じ電圧ク ラ スの増設 I/O モジ ュール と のみ組合せが可能です。 モ

ジ ュールの増設ピンによ り 、電圧ク ラ スの異な るモジ ュールは接続でき ないよ う になって

います。

例外： アナロ グモジュールおよび通信モジ ュールの左側の接続ポー ト は、電気的に独立し 

ているので、 電圧ク ラ スが異なる増設 I/O モジ ュールを接続でき ます。 （2.1 参照）

テキス ト デ ィ スプレ イは FL1E 形ベースモジ ュールにのみ接続でき ます。

ベースモジ ュールは、 接続し た増設 I/O モジ ュールの個数に関係な く 、 回路プロ グ ラ ム作

成用に下記の接続を利用でき ます。

• 入力 ： 11 ～ I24

• アナロ グ入力 ： AI1 ～ AI8

• 出力 ： Q1 ～ Q16

• アナロ グ出力 ： AQ1/AQ2

• マーカ （内部 リ レー） ： M1 ～ M27

- M8: ス ター ト ア ッ プマーカ

- M25: バッ ク ラ イ ト 出力マーカ : スマー ト リ レー デ ィ スプレ イ

- M26: バッ ク ラ イ ト 出力マーカ : テキス ト デ ィ スプレ イ

- M27: メ ッ セージ言語切 り 替えマーカ

• アナロ グマーカ ： AM1 ～ AM6

• シフ ト レジス タ ビ ッ ト ： S1 ～ S8

• 4 カーソルキー

• 16 未使用出力 ： X1 ～ X16
4



1. スマートリレーの概要  
スマー ト リ レーの構造

ベースモジ ュール ( 例 ： FL1E-H12RCC)

I7 I8

Q1 Q2 Q3 Q4

4

L1 N

09

I5 I6I2 I3 I4I1

72 55

53

1         2       1         2     1         2       1        2

1

3
12

2

4

5
6

8

10

13

増設 I/O モジ ュール ( 例 ： FL1B-M08C2R2)

Q4

Q1 Q2

35

L1 N I2 I3 I4I1

36

RUN/ST OP 90

53

3

1
2

9
9 10

88

11

    1            2    1            2

  1          2            1           2

7

4

Q3

13

① 電源端子

② 入力端子

③ 出力端子

④ カー ト リ ッ ジ挿入口 

( カバー付 )

⑤ コ ン ト ロールボタ ン 

(FL1E-H12... のみ )

⑥ LCD (FL1E-H12... のみ )

⑦ステータ ス LED

⑧増設コネ ク タ

⑨増設ピン

⑩増設ソ ケ ッ ト

⑪ス ラ イ ダ

⑫テキ ス ト デ ィ スプレ イ ケーブルコネ ク タ

⑬バージ ョ ン番号 

（例 ： X  2
3  4  はバージ ョ ン １ を表わし ます）
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1. スマートリレーの概要
ベースモジ ュール （例 ： FL1E-H12RCE）

I7 I8

 Q1 Q2 Q3 Q4

4

L+ M

09

I5 I6I2 I3 I4I1

72
55

53

1         2         1          2         1         2          1         2

1

2

8

312

10

4

5
6

13

増設 I/O モジ ュール （例 ： FL1B-M08B2R2）

Q3 Q4

Q1 Q2

35

L+ M I2 I3 I4I1

36

RUN/STOP 90

53

3

1

2

7

9
9 10

   1          2     1          2

 1         2            1          2

88

11

4

13

① 電源端子

② 入力端子

③ 出力端子

④ カー ト リ ッ ジ挿入口 ( カバー付 )

⑤ コ ン ト ロールボタ ン (FL1E-H12... のみ )

⑥ LCD (FL1E-H12... のみ )

⑦ ステータ ス LED

⑧ 増設コネ ク タ

⑨ 増設ピン

⑩ 増設ソ ケ ッ ト

⑪ ス ラ イ ダ

⑫ テ キ ス ト デ ィ ス プ レ イ ケーブル コ

ネ ク タ

⑬ バージ ョ ン番号
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1. スマートリレーの概要  
アナロ グ入力モジ ュール (FL1B-J2B2)

I1

PE

INPUT2x(0..10V/0..20mA)

35

L+ M

36

RUN/STOP 90

53

1

7

9
9 10

88

11

M1 U1 M2 U2I2

12

4

L+ M

2

13

① 電源端子

② 入力端子

⑦ ステータ ス LED

⑧ 増設コネ ク タ

⑨ 増設ピン

⑩ 増設ソ ケ ッ ト

⑪ ス ラ イ ダ

⑫ PE 端子 （接地用、 アナロ グ測定ケーブル 

のシール ド と の接続用）

⑬ バージ ョ ン番号

アナロ グ出力モジ ュール (FL1D-K

① 電源端子

② 出力端子

⑦ ステータ ス LED

⑧ 増設コネ ク タ

⑨ 増設ピン

⑩ 増設ソ ケ ッ ト

⑪ ス ラ イ ダ

⑫ PE 端子 （接地用）

⑬ バージ ョ ン番号

2B2)

V1+

OUTPUT 2x(0..10V)

L + M

36

RUN/STOP

1

7

9
9

88

M1

PE

M2V2+

4

L + M

2

11

10

12

53

903513
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1. スマートリレーの概要
アナロ グ出力モジ ュール (FL1D-K2BM

① 電源端子

② 出力端子

⑦ ステータ ス LED

⑧ 増設コネ ク タ

⑨ 増設ピン

⑩ 増設ソ ケ ッ ト

⑪ ス ラ イ ダ

⑫ PE 端子 （接地用）

⑬ バージ ョ ン番号

2)

OUTPUT 2x(0..10V or 0/4..20mA)

L + M

36

RUN/STOP

1

7

9
9

88

PE

4

L + M

2

11

10

12

53

903513

テキス ト デ ィ スプレ イ 

　 　 　 ①  通信イ ン ターフ ェース 

　 　 　 ②  電源

テキ ス ト デ ィ スプレ イには、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ よ り 広い表示領域があ り ます。 ま

た、 4 つのプ ロ グ ラ ム可能なカーソ ルキー、 4 つのプ ロ グ ラ ム可能な フ ァ ン ク シ ョ ンキー、

ESC キーおよび OK キーが装備されています。 テキス ト デ ィ スプレ イに同梱されている テキ

ス ト デ ィ ス プ レ イ ケーブルを使っ て、 テ キ ス ト デ ィ ス プ レ イ の右側にあ る 通信 イ ン タ ー

フ ェース を、 スマー ト リ レー ベースモジ ュールの左側にあ る対応する イ ン ターフ ェースに接 

続し ます。
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1. スマートリレーの概要

9

スマート リレーの識別方法

スマート リ レーでは、 以下のよ うな識別子で属性を区分しています。

ベースモジュール

　 　 FL1E －①②③④⑤

　 　 　①  B ： ディ スプレイなしタイプ　H ： ディ スプレイあ り タイプ

　 　 　②  入出力合計点数

　 　 　③  R ： リ レー出力　 S ： Tr.( ソース ) 出力

　 　 　④  C ： 時計機能あ り 　N ： 時計機能なし※

　 　 　⑤  D ： DC 24V　E ： DC 12/24V　A ： AC/DC 24V

　 　 　 　   B ： AC 100 ～ 240V　C ： AC/DC 100 ～ 240V

注記

※ :　バージ ョ ン 5 以降の FL1E-H12SND には時計機能があ り ます。

　 　   バージ ョ ン番号のご確認は、 5 ページを参照して ください。

増設 I/O モジュール

　入出力混合モジュール

　 　 FL1B － M ①②③④

　 　 　①  入出力合計点数

　 　 　②  B1 ： DC 24V　B2 ： DC 12/24V　C2 ： AC/DC 100 ～ 240V　D2 ： AC/DC 24V

　 　 　③  S ： Tr.( ソース ) 出力　R ： リ レー出力

　 　 　④  接続仕様　 2 ： ノ ン リ ムーバブル ・ ターミナル

　アナログ入力モジュール

　 　 FL1B － J ①②③

　 　 　①  入力点数

　 　 　②  分解能　B ： 10bit

　 　 　③  接続仕様　 2 ： ノ ン リ ムーバブル ・ ターミナル



1. スマートリレーの概要
　 アナロ グ出力モジ ュール

　 　 FL1D － K ①②③④

　 　 　 ①  出力点数

　 　 　 ②  分解能 　 B ： 10bit

　 　 　 ③  出力仕様 　 無 ： 0 ～ 10V 　 M ： 0 ～ 10V, 0/4 ～ 20mA

　 　 　 ④  接続仕様 　 2 ： ノ ン リ ムーバブル ・ ター ミ ナル

　 通信モジ ュール

　 　 FL1B －①②③④

　 　 　 ①  C ： 通信モジ ュール

　 　 　 ②  L1 ： LONWORKS 　 AS ： AS-Interface

　 　 　 ③  無 ： AS-Interface 電源 (DC 30V) 　 C1 ： AC/DC 24V

　 　 　 ④  接続仕様 　 2 ： ノ ン リ ムーバブル ・ ター ミ ナル

　 テキス ト デ ィ スプレ イ

　 　 FL1E －①②

　 　 　 ①  RD ： リ モー ト デ ィ スプレ イ

　 　 　 ②  バージ ョ ン

記号

デ ィ スプレ イ あ り のベースモジ ュール （8 入力 /4 出力）

デ ィ スプレ イ な しのベースモジ ュール （8 入力 /4 出力）

入出力混合モジ ュール （4 入力 /4 出力）

アナロ グモジ ュール （2 アナロ グ入力または 2 アナロ グ出力）

通信モジ ュール （仮想 4 入力 /4 出力） 

（例 ： AS-Interface 対応通信モジ ュール）

テキス ト デ ィ スプレ イ
s
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1. スマートリレーの概要  
ベースモジュールのタ イプ

ベースモジ ュールのタ イプには以下の ものがあ り ます。

FL1E-H12RCE DC 12/24V
デジ タル

8 入力(1)
リ レー 4 出力

(10A)

FL1E-H12SND DC 24V
デジ タル

8 入力 (1)

ト ラ ンジス タ 

4 出力 

(24V/0.3A)
時計機能な し

FL1E-H12RCA(2) AC 24V/ 
DC 24V

デジ タル

8 入力

リ レー 4 出力

(10A)

FL1E-H12RCC(3) AC/DC 

100 ～ 240V
デジ タル

8 入力

リ レー 4 出力

(10A)

FL1E-B12RCE DC 12/24V
デジ タル

8 入力 (1)
リ レー 4 出力

(10A)

デ ィ スプレ イ、 

コ ン ト ロールボ

タ ンな し

FL1E-B12RCA(2) AC 24V/ 
DC 24V

デジ タル

8 入力

リ レー 4 出力

(10A)

デ ィ スプレ イ、 

コ ン ト ロールボ

タ ンな し

FL1E-B12RCC(3) AC/DC  
100 ～ 240V

デジ タル

8 入力

リ レー 4 出力

(10A)

デ ィ スプレ イ、 

コ ン ト ロールボ

タ ンな し

マーク 名称 供給電圧 入力 出力 属性

(1): 4 デジタル / アナロ グ (0 ～ 10V) 共用入力および 4 高速入力。

(2): 入力は、 NPN/PNP 共用入力です。

(3): 入力は、 2 グループあ り 、 各グループは 4 入力です。 各グループは同じ位相に接続し て く だ

さい。 内部接続の場合は、 位相が異なって も接続でき ます。
11



1. スマートリレーの概要
増設 I/O モジュールのタ イプ

以下の増設 I/O モジ ュールが接続でき ます。

FL1B-M08B2R2 DC 12/24V デジ タル 4 入力 リ レー 4 出力 (5A)

FL1B-M08B1S2 DC 24V デジ タル 4 入力

ト ラ ンジス タ 

4 出力 

(24V/0.3A)

FL1B-M08D2R2(1) AC 24V/ 
DC 24V デジ タル 4 入力 リ レー 4 出力 (5A)

FL1B-M08C2R2
AC/DC 

100 ～ 240V
デジ タル 4 入力

(2)
リ レー 4 出力 (5A)

FL1B-J2B2 DC 12/24V
アナロ グ 2 入力

(0 ～ 10V または

0 ～ 20mA)(3)
な し

D-KFL1 2B2 DC 24V な し
アナロ グ 2 出力 

(0 ～ 10V)

D-KFL1 2BM2 DC 24V な し

アナロ グ 2 出力 

(0 ～ 10V、 

～ 200/4 mA)(4)

テキス ト デ ィ スプレ イ

FL1E 形ベースモジ ュール と接続し て、 以下のテキス ト デ ィ スプレ イが使用でき ます。

マーク 名称 電源電圧 デ ィ スプレ イ

s

テキス ト デ ィ スプレ イ
AC/DC 24V 
DC 12V

LCD (128 x 64) 
4 行デ ィ スプレ イ

マーク 名称 供給電圧 入力 出力

(1): 入力は、 NPN/PNP 共用入力です。

(2): 入力は同じ位相にし て く ださ い。

(3): 0 ～ 10V または 0 ～ 20mA を任意に選択し、 使用でき ます。

(4): 0 ～ 10V、 0/4 ～ 20mA を任意に選択し、 使用でき ます。
12



1. スマートリレーの概要  
規格の認証と承認

スマー ト リ レーは、 cULus 規格と FM 規格の認証を受けています。

• cULus Haz. Loc.

Underwriters Laboratories Inc. （UL）

- UL 508 （工業用制御装置）

- CSA C22.2 No. 142 （プロセス制御装置）

- UL 1604 （危険場所等級）

- CSA-213 （危険場所等級）

下記の使用条件で認定

Class I、 Division 2、 Group A、 B、 C、 D Tx

Class I、 Zone 2、 Group IIC Tx

• FM 規格認定

Factory Mutual Research （FM）

認定基準ク ラ ス番号 ： 3611、 3600、 3810

下記の使用条件で認定

Class I、 Division 2、 Group A、 B、 C、 D Tx

Class I、 Zone 2、 Group IIC Tx

注記

現状の認証内容は、 各モジ ュールの製品側面に記載されています。
13



1. スマートリレーの概要
人的傷害および物的損害の危険性

爆発が起こ る可能性のあ る場所では、 システムの動作中にコネ ク タ を外すと、 人が傷害を

負 う か物的損害が発生する可能性があ り ます。

爆発が起こ る可能性のあ る場所では、 コネ ク タ を外す前に必ず、 スマー ト リ レーと接続機

器の電源を切って く だ さい。

スマー ト リ レーは CE マークに適合し てお り 、

IEC 60730-1、 IEC 61131-2、 EN 55011、 Limit Class B の基準に準拠し ています。

また下記の船舶認証を申請し ています。

 

• ABS - American Bureau of Shipping （ア メ リ カ） 

• BV - Bureau Verites （フ ラ ン ス）

• DNV - Det Norske Veritas （ノ ルウ ェー）

• GL - Germanischer Lloyd （ド イ ツ）

• LRS - Lloyds Register of Shipping （イ ギ リ ス）

• Class NK （日本海事協会）

電源電圧 DC 12/24V 及び DC 24V 仕様の製品において、 サージ防護デバイ ス : エース ラ イ   

オン株式会社の型式 [BLITZDUCTOR VT AD24] （品番 ： 9918402） の設置が条件で認証さ  

れています。

オース ト ラ リ ア市場向けの認証ラベル

製品の側面のラベルは、 下記の基準に準拠し ている こ と を示し ます。

AS/NZS 2064 ： 1997 （Class A） standard

リサイ クルと廃棄 

スマー ト リ レー製品は、 公害性の低い部品を使用し ていますので、 完全 リ サイ クルが可能で

す。

廃棄する場合は、 環境保護のため、 電気製品の廃棄に関し て認定を受けた専門の機関にご相

談 く だ さい。
14



2. スマー ト リ レーの取り付けと配線

設置と配線時の注意

設置や配線作業の前に、 本イ ン ス ト ラ ク シ ョ ンマニ ュ アルに記載されている 「製品を安全に

ご使用いただ く ために」の「警告」および「注意」に記載されている事項を必ずお読み く だ さい。

• 取 り 付けや取 り 外し、配線作業および保守、点検は必ず電源を切って行って く だ さい 。 

感電および火災の原因と な り ます。

• 非常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路などは、 スマー ト リ レーの外部回路で構成し て く

だ さ い。 非常停止回路やイ ン ターロ ッ ク回路を スマー ト リ レーで構成する と 、 スマー

ト リ レーが故障し た場合、 機械の暴走、 破損や事故の恐れがあ り ます。

• スマー ト リ レーの設置、 配線を行 う には専門の知識が必要です。 専門の知識のない 一 

般消費者が扱 う こ と はでき ません。

  

• スマー ト リ レーの設置、配線を行 う 場合には、配線 く ずやド リ ルの切 り 粉などがスマー

ト リ レー内部に入ら ないよ う に注意し て く だ さ い。 配線 く ずなどがスマー ト リ レー内

部に入る と 、 火災や故障、 誤動作の原因にな り ます。

• 静電気破壊防止のため、 コネ ク タ類のピンに直接触れないよ う にし て く だ さい。

• 入力線 ・ 通信ケーブルは、 電源線 ・ 出力線 ・ 動力線と 分離し て配線し て く だ さい°

• 出力部の リ レー、 ト ラ ンジス タ などの故障によ り 、 出力が ON あ るいは OFF の状態の  

ま まにな る こ と があ り ます。 重大事故の可能性のあ る出力信号については、 外部に状

態を監視する回路を設けて く だ さい。

• 出力モジ ュールには、 負荷に応じ た ヒ ューズを使用し て く だ さい。

• マグネ ッ ト やバルブなどの ノ イ ズ発生のあ る負荷を駆動する と きには、DC 電源ではダ

イオード 、 AC 電源ではサージアブ ソーバなど を使用し て く だ さい。

• スマー ト リ レーの外形寸法は DIN 43880 に適合し ています。スマー ト リ レー は、35mm   
幅の DIN レール (DIN EN 50022) に装着し て使用でき ます。

• スマー ト リ レーの幅は、ベースモジ ュール…72mm、増設 I/O モジ ュール と 通信モジ ュー

ル…36mm 、 テキ ス ト デ ィ スプレ イ…128.2mm です。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
設置時の注意

スマー ト リ レーは制御盤の中に固定し て設置し て く だ さい。

カバーのない設備に設置し た場合

取 り 扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負 う か物的損害が発生する可能性があ り ま

す。

スマー ト リ レーにカバーはあ り ません。スマー ト リ レーは制御盤等の中に設置し て く だ さ

い。

制御盤は鍵または道具がなければ使用でき ないよ う にし、権限を もつ作業者や承認された

作業者だけが使用でき る よ う にし て く だ さい。

スマー ト リ レーは正面からいつで も操作する こ と ができ ます。

電子制御装置の安全

はじめに

下記の注意事項は、 電子制御装置のタ イプや製造元に関係な く 適用されます。

信頼性

スマー ト リ レー製品および構成部品は、 コ ス ト 効率を始め、 幅広い視野から開発および製

造を行ってお り ます。 これによ り 、 お客様に信頼度の高い製品をお届けいた し ます。

開発および製造の際に配慮し た内容は、 以下の通 り です。

• 高品質の構成部品を使用

• すべての構成部品を体系的にコ ンピ ュータ を使用し て試験

• すべての大規模集積回路 （プロセ ッ サ、 メ モ リ など） のバーン イ ン

• MOS IC を扱 う と きの静電気を防ぐ対策

• 製造の さ まざ まな段階におけ る目視によ る点検

• 最大使用温度の耐熱試験を数日間にわた り 継続的に実施

• コ ンピ ュータ制御の最終試験を注意深 く 実施

• 返却されたシステムや構成部品をすべて統計的に評価し、 適切な是正措置をすぐに開

始

• オン ラ イ ンテス ト を使用し て主要な制御部品を監視 （CPU の周期的な割込など）
16



2. スマートリレーの取り付けと配線  
試験の実施

工場では安全を確保し なければな り ません。

最終的にシステムを稼働開始する前に、 完全な機能試験の他に、 必要な安全試験をすべて

行 う 必要があ り ます。

試験では、 発生する と 予測されるいかなる障害も考慮に入れて く だ さい。 これは、 操作中

に工場や人に発生し う るいかなる危険な状況を も防ぐ ためです。

危険性

障害の発生が物的損害または人的傷害を も た らす可能性があ るすべての場合に、設置の安

全性および状況の安全性を高める特別な対策を と る必要があ り ます。これらの対策を利用

するには、 システム固有の特別な規則があ り ます。 制御システムを設置する と きは、 これ

らの規則を遵守する必要があ り ます （例 : バーナー制御システムの場合は VDE 0116）。

安全機能付きの電子制御装置の場合、障害を予防または修正する ために と ら なければな ら

ない対策は、 設置に伴 う 危険に基づいています。 あ る程度の危険に関し ては、 上記の基本

的な対策だけでは不充分です。 制御装置の場合、 これら以外の対策を実施し て承認する必

要があ り ます。

重要な情報

操作マニ ュ アルの指示には正し く 従って く だ さい。 誤った取 り 扱いによ り 、 危険な障害を

予防する ための対策が無効にな り 、 さ らに危険の原因を増す可能性があ り ます。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
2.1 スマー ト リ レーモジュールのセ ッ ト ア ッ プ

2.1.1 最大構成でのセ ッ ト ア ッ プ

スマー ト リ レーは最大 24 個のデジ タル入力、 最大 8 個のアナログ入力、 最大 16 個のデジ タル 

出力、 および最大 2 個のアナログ出力を搭載し ています。 以下のよ う に、 様々な構成でスマー

ト リ レーをセ ッ ト ア ッ プする こ とができます。

最大構成でのスマー ト リ レー （アナログ入力あ り） のセ ッ ト ア ッ プ 

- ベースモジュールに装備されているアナログ入力を 4 点使用

（FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE および FL1E-H12SND）

例 ： べースモジ ュール、 4 入出力混合モジ ュール、 2 アナロ グ入力モジ ュール、 1 アナロ グ出

力モジ ュール）

FL1B-M08 FL1B-M08 FL1B-M08 FL1B-M08 FL1B-J2B2 FL1B-J2B2

I9...I12 I13...I16 I17...I20 I21...I24

AI5, AI6 AI7, AI8

I1,   I2,   I3  ...  I6   I7,   I8

Q1...Q4 Q5...Q8 Q13...Q16Q9...Q12

AI3,  AI4, AI1,  AI2

FL1D-K2B2

 AQ1, AQ2

FL1D-K2BM2

最大構成でのスマー ト リ レー （アナログ入力あ り） のセ ッ ト ア ッ プ 

- ベースモジュールに装備されているアナログ入力を 2 点使用

（FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE および FL1E-H12SND）

例 ： べースモジ ュール、 4 入出力混合モジ ュール、 3 アナロ グ入力モジ ュール、 1 アナロ グ出

力モジ ュール）

FL1B-J2B2

AI3, AI4

FL1B-M08 FL1B-M08 FL1B-M08 FL1B-M08 FL1B-J2B2 FL1B-J2B2

I9...I12 I13...I16 I17...I20 I21...I24

AI5, AI6 AI7, AI8

I1,   I2,   I3  ...  I6   I7,   I8

Q1...Q4 Q5...Q8 Q13...Q16Q9...Q12

AI1,  AI2

FL1D-K2B2

 AQ1, AQ2

FL1D-K2BM2
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
最大構成でのスマー ト リ レー （アナログ入力な し） のセ ッ ト ア ッ プ 

- アナログ入力が装備されていないベースモジュールを使用

（FL1E-H12RCA/FL1E-B12RCA、 FL1E-H12RCC/FL1E-B12RCC）

例 ： べースモジ ュール、 4 入出力混合モジ ュール、 4 アナロ グ入力モジ ュール、 1 アナロ グ出

力モジ ュール）

FL1B-J2B2

AI3, AI4

FL1B-M08 FL1B-M08 FL1B-M08 FL1B-M08 FL1B-J2B2 FL1B-J2B2

I9...I12 I13...I16 I17...I20 I21...I24

AI5, AI6 AI7, AI8

I1,   I2,   I3  ...  I6   I7,   I8

Q1...Q4 Q5...Q8 Q13...Q16Q9...Q12  AQ1, AQ2

 FL1B-J2B2

AI1, AI2
FL1D-K2B2

FL1D-K2BM2

FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE および FL1E-H12SND モジ ュールでは、 装備されている 4 点の

アナロ グ入力の う ち、 使用する アナロ グ入力の点数 2 点または 4 点をベースモジ ュールで設

定でき ます。 ベースモジ ュールで設定し たアナロ グ入力の点数に応じ て、 アナロ グ入力に連

続番号が割 り 付け られます。 ベースモジ ュールで使用する アナロ グ入力点数を 2 点と設定し

た場合、 AI1、 AI2 と番号が割 り 付け られ、 それぞれ入力端子 I7、 I8 に対応し ます。 後続のア

ナロ グ入力モジュールのアナロ グ入力番号の割 り 付けは AI3 からです。 アナロ グ入力点数を

4 点 と設定し た場合、 AI3、 AI4、 AI1、 AI2 と番号が割 り 付け られ、 それぞれ入力端子 I1、 I2、

I7、 I8 に対応し ます。 後続のアナロ グ入力モジ ュールのアナロ グ入力番号の割 り 付けは AI5
からです。 4.1 参照、 および 5.2.4 参照。

通信性能の高速化および最適化

ベースモジ ュール と各モジ ュール間の通信性能を高速化および最適化する ためには、 最初に

入出力混合モジ ュールを設置し て、 次にアナロ グ入力モジ ュールを設置する よ う にし て く だ

さい。 （前ページの例参照） （特殊フ ァ ン ク シ ョ ンであ る PI 制御は例外であ り 、 値 PV 用に使 

用されるAIがベースモジ ュール上またはベースモジ ュールに隣接する アナロ グ入力モジ ュー

ル上にあ る必要があ り ます。）

FL1B-CAS2 は一番右端に設置する こ と をお勧めし ます。 （AS-Interface 側の電圧が低下し た場

合、 スマー ト リ レーシステム と、 FL1B-CAS2 の右側に接続された増設 I/O モジュールの間の

通信は遮断されます。）

テキ ス ト デ ィ スプレ イは個別に取 り 付けます。 同梱のテキ ス ト デ ィ スプレ イ ケーブルを使用

し て、 スマー ト リ レーベースモジ ュールに接続し ます。
19



2. スマートリレーの取り付けと配線
2.1.2 異なる入力電源電圧の構成

モジ ュールの増設について、 以下の注意があ り ます。

 

• 電源仕様DC12V/24Vのベースモジュール と 電源仕様DC24Vの増設I/Oモジ ュールに1台

の電源よ り DC24V を供給する場合、 起動時間が 10 秒以内の電源を使用し て く だ さい。 

起動時間が 10 秒を超え る電源を使用し た場合、 増設 I/O モジ ュールが認識されないこ

と があ り ます。 運転中の電源変動に対し ては、 許容電圧範囲の仕様値で正常動作し ま

す。 

異なる電源から各モジ ュールに電圧を供給する場合は、ベースモジ ュール と 増設 I/O モ

ジ ュールに同時に、 も し く はベースモジ ュールよ り 先に増設 I/O モジ ュールに電圧を

供給し て く だ さい。 ベースモジ ュールよ り 後に増設 I/O モジ ュールに電圧を供給し た

場合、 増設 I/O モジ ュールが認識されないこ と があ り ます。  
異な る電源か ら各モジ ュールに供給し た場合には、 フ ァース ト ト ラ ンジ ェ ン ト ／バー

ス ト 性能 （IEC61000-4-4） は 1kV （電源） と な り ます。

• 定格動作電圧 DC 12/24V、 DC 24V、 AC/DC 24V のモジ ュールの右側には、 

AC/DC 100 ～ 240V のモジ ュールは接続でき ません。

• アナロ グ入力モジュール （FL1B-J2B2）、 アナロ グ出力モジ ュール （FL1D-K2B2、 FL1D-
K2BM2）、 AS-Interface 対応通信モジ ュール (FL1B-CAS2) の左側には、 どの動作電圧仕

様のモジ ュールも接続でき ますが、 右側には AC/DC 100 ～ 240V の動作電圧仕様のモ 

ジ ュールは接続でき ません。

2.1.3 互換性

テキ ス ト デ ィ スプレ イは FL1E シ リ ーズでのみ使用でき ます。 ベースモジ ュールから、 以下

のパラ メ ータ を含む メ ッ セージ出力を編集する こ と はでき ません。

• Par

• Time

• Date

• EnTime

• EnDate

このよ う なパラ メ ータ を含む メ ッ セージ出力は、 WindLGC からのみ編集でき ます。

アナロ グ出力モジ ュール (FL1D-K2B2、 FL1D-K2BM2) は、 FL1C、 FL1D シ リ ーズのベースモ

ジュールに接続し て使用でき ますが、 その機能に制限があ り ます。

また、 アナロ グ出力モジ ュールは、 FL1B 以前のシ リ ーズでは使用でき ません。

他のすべての増設 I/O モジュールは、 FL1B、 FL1C、 FL1D および FL1E シ リ ーズのベースモ

ジュール と 完全な互換性があ り ます。
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.2 スマー ト リ レーの取り付けと取り外し

寸法 

スマー ト リ レーの取付け寸法は、 DIN 43880 に準拠し ています。

スマー ト リ レーは、EN 50022 準拠の 35mm DIN レールや壁面に直接取付け る こ と ができ ます。

スマー ト リ レーの横幅

• テキス ト デ ィ スプレ イの横幅は 128.2mm です。

•  ベースモジ ュールの横幅は 72mm です。

•  増設 I/O モジ ュールの横幅は 36mm です。

 

モジ ュール （ベースモジ ュール、 増設 I/O モジ ュール、 通信モジ ュール） を取付けおよび

取 り 外しする場合は、 必ず先に電源ス イ ッチを切って く だ さい。
21



2. スマートリレーの取り付けと配線
2.2.1 DIN レールへの取り付け

取り付け方法

ベースモジ ュール と増設 I/O モジ ュールの DIN レールへの取付け

ベースモジュール ：

1. ベースモジュールの上部のツ メ を レールに引っ掛けます。

2. 下部を押し下げ、 カチ ッ と はめます。 モジ ュール背面の DIN レールフ ッ クがかみ合って

いる こ と を確認し て く だ さい。

増設 I/O モジュール ：

3. ベースモジュールと増設 I/O モジュールの右側面のコネクタカバーを外します。

4. ベースモジュールの右側の DIN レールに増設 I/O モジュールを取付けます。

5. 増設 I/O モジュールを左へス ラ イ ド させ、 ベースモジ ュールに接触させます。

1

2

3

4

5

6
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
6. ド ラ イバでイ ン ターロ ッ ク を左へずら し ます。 左端まで動かすと DIN レールフ ッ ク が 

ベースモジュール と かみ合います。

増設 I/O モジュールを さ らに追加するには、 手順 3 ～ 6 を繰 り 返し ます。

注記

終端の増設 I/O モジュールの増設コネ ク タには、 カバーを取 り 付けて く だ さい。
23



2. スマートリレーの取り付けと配線
取り外し方法

増設 I/O モジュールを 1 台だけ取付けている場合

ベースモジュール （パー ト A） ：

1. DIN レールフ ッ ク底面の小穴に ド ラ イバを差し込み、 ラ ッ チを押し下げます。

2. ベースモジュールを DIN レールから取 り 外し ます。 

1

2

1

2

3

4

A B
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
複数の増設 I/O モジュールを取り付けている場合

増設 I/O モジュール （パー ト B） ：

1. ド ラ イバで、 モジ ュール同士を繋ぎ止めている ス ラ イ ダを右へずら し ます。

2. 増設 I/O モジ ュールを右へス ラ イ ド させて取 り 外し ます。

3. DIN レールフ ッ ク底面の小穴に ド ラ イバを差し込み押し下げます。

4. 増設 I/O モジ ュールを DIN レールから取 り 外し ます。

残 り の増設 I/O モジ ュールも手順 1 ～ 4 を繰 り 返し て取 り 外し ます。

注記

複数の増設 I/O モジ ュールを取 り 付けている場合は、 右端のモジ ュールから取 り 外すよ う

にし て く ださ い。

モジ ュールを取付けおよび取 り 外しする場合、DIN レールフ ッ ク が隣のモジュールにかみ

合っていないこ と を確認し て く だ さい。
25



2. スマートリレーの取り付けと配線
2.2.2 壁面への取り付け

壁面に取 り 付ける場合、まずモジュール背面の取付け DIN レールフ ッ ク を外側にずら し ます。

２ 個の DIN レールフ ッ ク と 2 本の φM4 ネジ （締付け ト ルク ： 0.8Nm ～ 1.2Nm） を使ってス

マー ト リ レーを壁面に取 り 付け る こ と ができ ます。

DIN レールフ ッ ク

取り付け穴寸法

スマー ト リ レーを壁面に取 り 付けるには、 事前に下記の図のよ う に壁に穴をあけてお く 必要

があ り ます。

53.5 35.5

n x 35.5

98
+/
--
0.
3

1 2 2 2

--0.0
+0.2

--0.0
+0.2

--0.0
+0.2

寸法はすべて mm 単位です。

○ φM4 ネジ用穴

締付け ト ルク ： 0.8Nm ～ 1.2Nm
① ベースモジュール

② 増設 I/O モジ ュール
26



2. スマートリレーの取り付けと配線

27

2.2.3 テキストディスプレイの取り付け

次の手順に従ってテキス トディ スプレイを取り付けてください。

1. 取り付け表面に、 119.5 mm x 78.5 mm の穴を開けます。

2. 同梱のガスケッ ト をテキス トディ スプレイの前面に取り付けます。

3. テキス トディ スプレイを取り付け表面に開けた穴に合わせます。

4. テキス トディ スプレイに取り付けブラケッ ト ( 同梱 ) を取り付けます。

5. 取り付けブラケッ トの取り付けネジを 0.15Nm ～ 0.2Nm の トルクで締め付け、 テキス ト

ディ スプレイを固定します。

次に、 テキス トディ スプレイケーブルを使って、 テキス トディ スプレイ とベースモジュール

を接続 ( 最長距離 2.5 メートル ) します。接続距離は、標準の D サブケーブルをテキス トディ

スプレイケーブルと併用するこ とで、 最長 10 m まで延長できます。

注記

テキス トディ スプレイのバージ ョ ン番号によ り、取り付けねじ と取り付けブラケッ トの個

数が異なり ます。

バージ ョ ン番号は、テキス トディ スプレイ裏面の右下に記載されています。バージ ョ ンの

識別方法については、 5 ページを参照して ください。

バージ ョ ン 3 以前 ：取り付けねじ と取り付けブラケッ ト 　各 2 個、 取り付け箇所　 2 箇所

バージ ョ ン 4 以降 ：取り付けねじ と取り付けブラケッ ト 　各 4 個、 取り付け箇所　 4 箇所

テキス トディ スプレイは、 UL Type 4x / 12 規格の認証を受けています。

（テキス トディ スプレイは、 0.2Nm の トルク締め付けで、 UL Type 4x / 12 規格の認証を受

けています。）

① 取り付けブラケッ ト

② 取り付けねじ

③ ガスケッ ト

④ キャビネッ ト ドアまたは

コン ト ロールパネル （厚
さ ： 1.5 ～ 4 mm）

119.5+0.5mm

78
.5
+0
.5
m
m



2. スマートリレーの取り付けと配線
2.3 スマー ト リ レーの配線

スマー ト リ レーの配線には、 ヘッ ド が 3mm 幅のマイナス ド ラ イバを使用し ます。 

適合電線は、 以下の通 り です。

• 電線 1 本の場合 ： 0.5 ～ 2.5 mm2

• 電線 2 本の場合 ： 0.5 ～ 1.5 mm2 

（締付け ト ルク ： 0.4 ～ 0.5Nm） 

（よ り 線及び電線 ２ 本を接続する場合には棒端子の使用を推奨致し ます）

推奨圧着端子 

電線 １ 本の場合

0.3 22 Al0,5-10WH
BT1.25-10-1

-
0.5 20 Al0,5-10WH

TGN-TC-1.25-11T
0.75 18 Al0,75-8GY

1.25 18 Al1,5-8BK
BT1.25-10-1

BT2-9-1
2.0 16 Al2,5-8BU BT2-9-1 -

適用圧着工具 CRIMPFOX ZA 3
NH1

NH61

NH11
NH32
NH65

推奨圧着端子 

電線 ２ 本の場合

0.3 22 Al-TWIN2X0,5-8WH
0.5 20 Al-TWIN2X0,5-8WH
0.75 18 Al-TWIN2X0,75-8GY
1.25 18 Al-TWIN2X1,5-8BK

適用圧着工具 CRIMPFOX ZA 3

注記

取付けが終わった ら、 必ず端子カバーを付けて く だ さい。 電流の流れている部分にスマー

ト リ レーが接触し ないよ う にし て く だ さい。

断面積

[mm2」
AWG

フ ェ ニ ッ ク ス ・

コ ン タ ク ト 社製

棒端子型番

ニチフ社製

裸ブレー ド

端子型番

ニチフ社製

セン ターピン

棒形端子型番

断面積

[mm2」
AWG フ ェ ニ ッ クス ・ コ ン タ ク ト 社製

棒端子型番
28



2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.3.1 電源の接続

スマー ト リ レー は、 定格電圧でご使用 く だ さい。 許容電圧範囲、 電源周波数、 消費電力につ 

いては、 スマー ト リ レーに付属し ている取 り 扱い説明書と付録 A の仕様をご覧 く だ さい。

注記

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンでは、 電源断に よ り エ ッ ジ ト リ ガ信号などが発生する も のがあ り ま

す。 電源断直前のサイ クルのデータは、 スマー ト リ レーに保存されます。

電源と の接続 ：

DC 電源の場合 ： AC 電源の場合 ：

L1L+

NM

ML+ I1 I2 I3 I4 I5 I1 I2 I3 I4L1 N

注記

スマー ト リ レーは ２ 重絶縁されていますので、 接地用導線を接続する必要はあ り ません。

AC 電圧での回路の保護

電源ラ イ ンのピーク電圧を抑制する ために、 金属酸化バ リ ス タ （MOV） を取付ける こ と がで

き ます。

バ リ ス タの動作電圧は、 必ず定格電圧の +20% 以上にし て く だ さい。

安全 ヒ ューズで保護し て く ださい。 

（推奨） 

FL1E-H12RCE... ： 0.8A 

FL1E-H12SND ： 2.0A

サージ電圧 を抑制す る た めに、 定格電圧の

+20% 以上の動作電圧のバ リ ス タ （MOV） を

取付けて く ださい。
29



2. スマートリレーの取り付けと配線
2.3.2 テキス ト デ ィ スプレ イ と電源の接続

テキ ス ト デ ィ スプレ イには、必ず DC 12V または AC/DC 24V の電圧を供給する外部電源が必  

要です。 電源コネ ク タはテキス ト デ ィ スプレ イに同梱されています。

① 電源

② 通信イ ン ターフ ェース

電源の接続には、 極性があ り ません。 DC 電源をテキ ス ト デ ィ スプレ イ に接続する場合、 電 

源の配線は、 プラ ス側またはマイナス側を左右どち らの端子に接続し て もかまいません。

注記

電源に 0.5A 安全 ヒ ューズを使用し てテキス ト デ ィ スプレ イ を保護し て く だ さい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.3.3 入力端子の接続

要件 

入力端子は、 以下のよ う なセンサ素子に接続し ます。

例： モ メ ン タ リ ス イ ッ チ、オルタネ イ ト ス イ ッチ、 ラ イ ト バ リ ア、昼光コ ン ト ロールス イ ッチ

スマー ト リ レーのセンサ特性

FL1E-H12RCE
FL1E-B12RCE

FL1E-H12SND

I3 ～ I6 I1、 I2、 I7、 I8 I3 ～ I6 I1、 I2、 I7、 I8

信号状態 0

入力電流

＜ DC 5V

＜ 0.85mA

＜ DC 5V

＜ 0.05mA

＜ DC 5V

＜ 0.85mA

＜ DC 5V

＜ 0.05mA

信号状態 １

入力電流

＞ DC 8.5V

＞ 1.5mA

＞ DC 8.5V

＞ 0.1mA

＞ DC 12V

＞ 2mA

＞ DC 12V

＞ 0.15mA

FL1B-M08B2R2 FL1B-M08B1S2

I1 ～ I8 I1 ～ I8

信号状態 0

入力電流

＜ DC 5V

＜ 0.85mA(1)

(1): 1.0mA ( バージ ョ  ン 1 ～ 5 の仕様です )

＜ DC 5V

＜ 0.85mA(2)

(2): 1.0mA ( バージ ョ  ン 1 ～ 4 の仕様です )

信号状態 １

入力電流

＞ DC 8.5V(3)

＞ 1.5mA

(3): DC 8V ( バージ ョ  ン 1 ～ 5 の仕様です )

＞ DC 12V(4)

＞ 2mA(5)

(4): DC 8V ( バージ ョ  ン 1 ～ 4 の仕様です ) 
(5): 1.5mA ( バージ ョ  ン 1 ～ 4 の仕様です )

FL1E-H12RCA /
FL1E-B12RCA 

(AC)
FL1B-M08D2R2 

(AC)

FL1E-H12RCA /
FL1E-B12RCA 

(DC)
FL1B-M08D2R2 

(DC)

FL1E-H12RCC/
FL1E-B12RCC 

(AC)
FL1B-M08C2R2 

(AC) 

FL1E-H12RCC/
FL1E-B12RCC  

(DC)
FL1B-M08C2R2 

(DC)

信号状態 0

入力電流

＜ AC 5V

＜ 1.0mA

＜ DC 5V

＜ 1.0mA

＜ AC 40V

＜ 0.03mA

＜ DC 30V

＜ 0.03mA

信号状態 １

入力電流

＞ AC 12V

＞ 2.5mA

＞ DC 12V

＞ 2.5mA

＞ AC 79V

＞ 0.08mA

＞ DC 79V

＞ 0.08mA
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2. スマートリレーの取り付けと配線
注記

FL1E-H12RCC/FL1E-B12RCC の入力には、 2 グループあ り ます。 それぞれは ４ 入力です。

同じ グループ内では、 すべての入力を同じ位相で動作させなければな り ません。 グループ

が異なれば、 異な る位相で も動作でき ます。

例 ： I1 ～ I4 は位相 L1、 I5 ～ I8 は位相 L2

FL1B-M08C2R2 の入力は、 異な る位相には接続し ないで く だ さい。

センサとの接続

グ ロー球 と ２ 線式近接ス イ ッチを FL1E-H12RCC/FL1E-B12RCC または FL1B-M08C2R2 （AC）  

に接続する場合

下の図にグ ロー球付き ス イ ッ チを スマー ト リ レーに接続する方法を示し ます。 グ ロー球を通

る電流によ って、 スマー ト リ レーは、 ス イ ッ チ接点が閉じ ていな く て も信号 "1" を検出し ま

す。 ただし、 電源付きのグ ロー球を使用する場合は信号を検出し ません。

L1
N

NL1

C

 

使用する ２ 線式近接ス イ ッ チのゼロ入力電流を考慮し て く だ さ い。 ２ 線式近接ス イ ッ チの特

性によ り 、 ゼロ入力電流のレベルが高 く 、 スマー ト リ レーの入力の信号レベルが "1" にな る

場合があ り ます。 近接ス イ ッチのゼロ入力電流 と入力の仕様 （付録 A ） は必ず比較し て く だ 

さい。

対応

入力の信号レベルが "1" にな るのを抑制するには、 定格 100nF、 2.5kV の X- コ ンデンサをご

使用 く だ さ い。 こ のタ イプのコ ンデンサは、 故障を も た らす状況にな る と 安全な状態で接続

が切れます。 コ ンデンサが過電圧によ って故障し ないよ う に、 コ ンデンサの定格電圧レベル

を選ぶ必要があ り ます。

AC 230V では、 信号 "0" を保証するには、 N と 入力 I （n） 間の電圧が 40V を超えてはな り ま 

せん。 コ ンデンサには約 10 個のグ ロー球を接続でき ます。
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2. スマートリレーの取り付けと配線  

     
制限事項

• 信号レベルの遷移 : 0 → 1 および 1 → 0

信号レベルが 0 → 1 または 1 → 0 に変化し た後、少な く と も １ プロ グ ラ ムサイ クルは、入 

力信号は一定でなければな り ません。 これに よ り 、 スマー ト リ レーは新しい信号レベル 

を検出でき ます。 

プロ グ ラ ムの実行時間は、 回路プロ グ ラ ムのサイ ズで決ま り ます。 付録 B に記載された 

テス ト 手順のサンプルを参考に し て、 現在のス キ ャ ンサイ クルタ イ ム を算出し て く だ さ

い。

FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE および FL1E-H12SND の特殊フ ァ ン ク シ ョ ン

• 高速入力 ： I3、 I4、 I5 および I6

FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE および FL1E-H12SND には、高速カ ウ ン ト 入力 （ア ッ プダウ

ンカ ウ ン タ、 周波数ス イ ッ チ） も装備されています。 前記の制限事項は、 高速カ ウ ン ト

入力には適用されません。

注記

高速入力 I3、 I4、 I5 および I6 は従来の FL1A ～ FL1D と 同様です。 従来のスマー ト リ レー 

上で作成し た回路プロ グ ラ ムは、 プロ グ ラ ミ ング ソ フ ト ウ ェ ア WindLGC を使用し て新タ

イプの FL1E に転送する こ と ができ ます。 機能変更も一切必要あ り ません。 FL1E シ リ ー 

ズでは、 高速入力は 5kHz です。 増設 I/O モジ ュールには、 高速入力はあ り ません。

• アナロ グ入力 ： I1 および I2、 I7 および I8

FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE および FL1E-H12SND タ イプの入力 I1、 I2、 I7 および I8 は、

通常のデジ タル入力およびアナロ グ入力のどち ら と し て も使用でき ます。 入力の種類は、

回路プロ グ ラ ムで設定し ます。

入力 I1、 I2、 I7 および I8 はデジ タル機能を提供し、 入力 AI3、 AI4、 AI1 および AI2 はア  

ナロ グ機能を提供し ます （4.1 参照）。 AI3 は入力端子 I1 に、 AI4 は I2 に、 AI1 は I7 に、    

AI2 は I8 にそれぞれ対応し ています。 AI3 および AI4 を使用するには、 ベースモジ ュー   

ルで使用する アナロ グ入力の点数を 4 点に設定する必要があ り ます。2 点または 4 点のア 

ナロ グ入力を使用する よ う に設定でき ます。

入力 I1、 I2、 I7 および I8 をアナロ グ入力と し て使用する場合、 DC 0 ～ 10V の範囲での 

み使用でき ます。
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2. スマートリレーの取り付けと配線
入力 I1、 I2、 I7 および I8 にポテンシ ョ メ ータ を接続する場合

ポテンシ ョ メ ータ を完全に 1 回転させた と きに最大 10V の電圧が得られる よ う にするに

は、 入力電圧に関係な く 、 ポテンシ ョ メ ータの入力側に直列抵抗を接続する必要があ り

ます （下表参照）。

以下のサイ ズのポテンシ ョ メ ータ と 直列抵抗を推奨し ます。

ポテンシ ョ メ ータ と 最大値 10V の入力電圧を使用する場合、 24V の接続入力電圧では、

ポテンシ ョ メ ータが 1 回転し た と きに最大値 10V を得られる よ う に、直列抵抗経由で 14V
を放出し なければな り ません。 電圧が 12V の場合、 こ の点に留意する必要はあ り ません。

注記

FL1B-J2B2 アナロ グ入力モジ ュールには、 さ ら に多 く のアナロ グ入力が装備されていま

す。

アナロ グ信号には、 必ずツ イ ス ト ケーブルかシール ド ケーブルを使用し て く ださ い。 ケー

ブル類はでき るだけ短 く 配線し て く だ さい。

電圧 ポテンシ ョ メ ータ 直列抵抗

12V 5kΩ −
24V 5kΩ 6.6kΩ
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2. スマートリレーの取り付けと配線
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センサとの接続

スマート リ レーにセンサを接続する場合

FL1E-H12RCA/FL1E-B12RCA/FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE/FL1E-H12SND

FL1E-H12RCC/FL1E-B12RCC

 

現在の安全規格 （VDE 0110、 ～ IEC 61131-2、 ～ cULus） では、 異なる位相を同じ AC 入

力グループ （I1 ～ I4 または I5 ～ I8）、 または入出力混合モジュールの入力端子に接続す

るこ とが禁止されています。

入力は絶縁されていないので、 共通の基準

電位 （シャーシ接地） が必要です。

FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE と FL1E-
H12SND の場合、 供給電圧とグランドの間

で、 アナログ信号を取り出すこ とができま

す。

（* = DC 24V の直列抵抗 （6.6 kΩ））

入力は、 ２つのグループに分かれていま

す。 それぞれ 4 入力からな り ます。 ブロ ッ

ク間では位相が異なってもかまいません

が、 ブロ ッ ク内では同じ位相でなければな

り ません。

L+
M

ML+ I1 I2 I3 I4 I5 I8

*

L1

N

L3
L2

NL1 I1 I2 I3 I4 I5 I6
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FL1B-J2B2

上図では、 4線式電流測定と 2線式電圧測定の例を示しています。

FL1B-J2B2 に 2線式センサを接続する場合

2線式センサの接続は、 以下のよ うに行ってください。

1. センサの出力端子を FL1B-J2B2 モジュールの接続 U （0 ～ 10V 電圧測定） または接続 I
（0/4～ 20mA電流測定） に接続します。

2. センサのプラスコネク タを 24Vの供給電圧 （L+） に接続します。

3. 電流出力 M （上図のセンサの右側） のアース接続端子を  FL1B-J2B2 モジュールの対応す
る  M 入力 （M1 または M2） に接続します。

ML+

L
M

U1 I2 M2 U2I1 M1

PE

L
+

M

1

2

3
RUN/STOP

M

ML+

PE アース とアナログケーブル

のシールド部分を接続する

PE端子
① アース
② ケーブルのシールド部分
③ DIN レール

電圧測定電流測定

電流

0/4-20 mA
電流測定



2. スマートリレーの取り付けと配線  
入力等価回路

FL1E-H12RCC/FL1E-B12RCC 

デジ タル AC/DC 入力

I1~I8

N

100nF

390kΩ 180kΩ 270kΩ

47kΩ

内部回路

FL1B-M08C2R2 

デジ タル AC/DC 入力

I1~I8

N
100nF

390kΩ 390kΩ 270kΩ

62kΩ

内部回路

交流 2 線式センサを接続する場合は、 下図のよ う にブ リ ーダ抵抗 R4 を接続し て く だ さい。

I1 to I8

R4

AC100    240V
N

L1

注意：ブリーダ抵抗 (R4) 算出式

R4 は、以下の条件を満たす値としてください。

条件 1： R4 ≦

条件 2： R4 ≦

ただし、センサOFF時の負荷の電圧降下が40V以下になること。

条件 3： PR4 ≧ × 3 (3：余裕度の推奨値）

 入力の最大 OFF 電圧 (=AC 40V)

　センサの最大漏れ電流 (A)

センサへの供給電圧 (V)

　 最小負荷電流 (A)

 

｛センサへの供給電圧 (V)｝2

　　R4 の抵抗値 (Ω)

交流 
２線式 
センサ
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2. スマートリレーの取り付けと配線
FL1E-H12RCA/FL1E-B12RCA 

デジ タル AC/DC 入力

I1~I8
4.3k Ω

+5V

510 Ω100nF

P2

150kΩ

100nF

FL1B-M08D2R2 

デジ タル AC/DC 入力

I1~I8
4.3k Ω

+5V

510 Ω100nF

P2

150kΩ

100nF

交流 2 線式センサを接続する場合は、 下図のよ う にブ リ ーダ抵抗 R3 を接続し て く だ さい。

I1 to I8

R3

AC240V
P1

P2

注意：ブリーダ抵抗 (R3) 算出式

R3 は、以下の条件を満たす値としてください。

条件 1： R3 ≦

条件 2： R3 ≦

ただし、センサ OFF 時の負荷の電圧降下が 5V 以下になること。

条件 3： PR3 ≧ × 3 (3：余裕度の推奨値）

 入力の最大 OFF 電圧 (=AC 5V)

　センサの最大漏れ電流 (A)

センサへの供給電圧 (V)

　 最小負荷電流 (A)

｛センサへの供給電圧 (V)｝2

　　R3 の抵抗値 (Ω)

交流 
２線式 
センサ
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE/FL1E-H12SND 

デジ タル DC 入力

I3~I6
3.6kΩ

2.21kΩ47nF

M

270kΩ
内部回路

FL1B-M08B2R2/FL1B-M08B1S2 

デジ タル DC 入力

I1~I8
3.6kΩ 270kΩ

100nF
M

2.2kΩ

内部回路

FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE/FL1E-H12SND 

アナログ入力 (0 ～ 10V)

I1, I2, I7, I8

M

54kΩ

+5V

10nF
18kΩ

内部回路
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2. スマートリレーの取り付けと配線
FL1B-J2B2 

アナログ入力 (0 ～ 10V)

U1, U2

M1, M2

38kΩ

+5V

10nF
38kΩ

内部回路

FL1B-J2B2 

アナログ入力 (0 ～ 20ｍA)

内部回路

30 ～ 125Ω

注記

FL1B-J2B2 と アナロ グ入力機器を接続する際には、アナロ グ値が変動する こ と があ り ます

ので、 以下に注意し て設置、 配線し て く だ さい。

• シール ド 付きのエン コード線のみを使用し て く だ さい。

• エン コード線をでき るだけ短 く し て く ださ い。 エン コード線の長さは、 10m を超えて

はな り ません。

• エン コード線の片側だけを FL1B-J2B2 / FL1D-K2B2 / FL1D-K2BM2 増設 I/O モジュール    

の PE 端子だけに固定し ます。

• エン コード用の電源アース を増設 I/O モジ ュールの PE 端子に接続し ます。
40



2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.3.4 出力端子の接続

FL1E-H12RCA/FL1E-B12RCA/FL1E-H12RCC/FL1E-B12RCC/FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE

上記機種には、 リ レー出力が装備されています。 リ レー接点の電位は、 電源や入力か ら絶縁

されています。

リ レー出力の要件

出力端子には、 さ ま ざ まな負荷をつける こ と ができ ます。

例 ： ラ ンプ、 蛍光灯、 モータ、 接点 リ レー

上記機種に接続でき る負荷の属性要件については、 付録 A を参照し て く だ さい。

接続方法

1       2
Q1 Q2

1       2

Q5 Q61        2 1       2

負荷 負荷

自動復帰型サーキ ッ ト ブレーカ （最大 16 A、 B16 特性） によ る保護 

例 ： 電源サーキ ッ ト ブレーカ 5SX2 116-6 （必要に応じ て）

ト ラ ンジス タ出力

タ イプ名に 「Ｒ」 のついていないスマー ト リ レーモデルには、 ト ラ ンジス タ出力が装備され

ています。 ト ラ ンジス タ出力には、 短絡および過負荷防止機能がついています。 スマー ト リ

レーから負荷電圧が供給されるので、 補助用の負荷電圧は不要です。

ト ラ ンジス タ出力の要件

スマー ト リ レーに接続する負荷には、 以下の特性が必要です。

• １ 出力あた り の最大ス イ ッ チ電流が 0.3A であ る こ と
41



2. スマートリレーの取り付けと配線

42

接続方法

FL1D-K2B2, FL1D-K2BM2

出力端子をご確認の上、 アナログ出力のモードに応じて、 各出力端子に外部機器を正し く配

線して ください。 誤った配線を行う と出力先の機器が破損する恐れがあ り ます。

FL1D-K2BM2の端子配列は FL1D-K2B2 と異な り ますので、置き換えの際は、
必ず FL1D-K2BM2の端子配列をご確認の上、 ご使用ください。

Q1 Q2M M

Q5 Q6M M

負荷 負荷

負荷：DC 24V、 最大 0.3A

FL1D-K2BM2

V1, V2:  0～ 10V

R1:         >= 5kΩ

I1, I2:  0/4～ 20mA

R2:         <= 250Ω

V1, V2:  0～ 10V

R1:         >= 5kΩ

FL1D-K2B2

FL1D-K2BM2 の端子配列は FL1D-
K2B2 と異な り ますので、置き換え
の際は、必ず FL1D-K2BM2の端子
配列をご確認の上、 ご使用くださ

い。

① アース
② DIN   レール

FL1D-K2BM2 ： 電圧出力モード



2. スマートリレーの取り付けと配線  
出力等価回路

FL1E-H12RCA/FL1E-B12RCA/FL1E-H12RCC/FL1E-B12RCC/ 
FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE/FL1B-M08B2R2/FL1B-M08C2R2/ 
FL1B-M08D2R2 

リ レー出力

+24V
2

1

Q1~Q4
47kΩ

27kΩ

内部回路

内部回路

FL1E-H12SND/FL1B-M08B1S2 

ト ラ ンジス タ出力 ( ソース出力 )

+24V

10nF
M

Q1~Q4

10kΩ10nF

内部回路

内部回路

FL1D-K2B2/FL1D-K2BM2 

アナログ出力 (0 ～ 10V

10Ω
100nF

+24V

4.7kΩ

+

-
(V1+, V2+)

(M1, M2)

内部回路内部回路

内部回路

）
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2. スマートリレーの取り付けと配線
FL1D-K2BM2 

アナログ出力 (0/4 ～ 20mA）

22Ω
10nF

+14V

(I1, I2)

(M1, M2)

内部回路

内部回路
44



2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.3.5 AS-Interface バスの接続

FL1B-CAS2 の AS-Interface 上でのア ド レ ス を設定するには、 ア ド レ ス設定器が必要です。 

有効なア ド レ スの範囲は 1 ～ 31 です。 各ア ド レ スは 1 回だけ使用でき ます。

FL1B-CAS2 の AS-Interface 上でのア ド レ スは、 設置前で も設置後で も設定でき ます。 

設置済みのモジ ュ ールにア ド レ ス ソ ケ ッ ト 経由でア ド レ ス を設定す る 場合、 安全上 AS-
Interface 電源を切ってから行って く だ さい。

+ --ADDR

RUN/STOP

AS-I

+ --

AS-I

AS-Interface バスによるネ ッ ト ワーク化

AS-Interface バス に接続する には、 下記の機器が必要です。

• スマー ト リ レーベースモジ ュール と FL1B-CAS2

• AS-Interface 電源

• AS-Interface マス タ

スマー ト リ レーは AS-Interface バス上ではス レーブ と し てのみ認識されます。 こ のため、 2 台

のスマー ト リ レー同士間ではデータ を直接交換でき ません。 データは常に AS-Interface マス

タ経由で交換されます。

AS-Interface と スマー ト リ レーシステムは、 絶対に電気的に接続し ないで く だ さい。 

IEC 61131-2、 EN 50178、 UL 508、 CSA C22.2 No.42 準拠の安全な絶縁体を使用し て く だ さい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線

46

論理割り当て

"n" はスマート リ レーを基準と した増設 I/O モジュールのプラグインの位置によって異なり、

スマート リ レープログラムコードにおける入力または出力の数を表しています。

注記

スマート リ レーのアドレス空間には、 AS-Interface の入出力用の空間を充分に確保してく

ださい。 すでに 12 個を超える物理出力または 20 個を超える物理入力を使用している場

合、 FL1B-CAS2 を使用するこ とはできません。

スマート リレー

システム

AS-Interface
システム

入力 出力データビッ ト

In DQ1
In+1 DQ2
In+2 DQ3
In+3 DQ4
出力 入力データビッ ト

Qn DI1
Qn+1 DI2
Qn+2 DI3
Qn+3 DI4



2. スマートリレーの取り付けと配線
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2.4 電源の投入

2.4.1 スマート リレーの電源の投入

スマート リ レーには電源スイ ッチがあ り ません。

また電源の投入時の動作は以下の条件によって変わり ます。

• 回路プログラムがスマート リ レーに保存されているかど うか。

• メモ リ カート リ ッジまたはメモ リ／バッテ リ カート リ ッジが挿入されているかど うか。

• スマート リ レーがディ スプレイなしのタイプ （FL1E-B12...） かど うか。

• 電源オフ直前の時点でのスマート リ レーの状態

想定できるすべての動作については 49ページに記載してあ り ます。

スマート リ レーの増設 I/Oモジュールが確実に RUNモードに変わるよ うにするには、以下を
確認して ください。

• スマート リ レーの増設I/Oモジュールの間のDINレールフッ クが正し くかみ合っています
か ?

• 増設 I/Oモジュールに電源が接続されていますか ?

• また、必ず最初に増設 I/O モジュールの電源を入れてからベースモジュールの電源を入れ
てください （あるいは両方の電源を同時に入れてください）。 この順序で電源を入れなけ

れば、ベースモジュールを起動したと きにシステムが増設I/Oモジュールを検出しません。

注記

FL1Eは、 電源投入後、 初期化を行います。 本初期化終了後、 FL1Eは RUN モードに切り
換え可能とな り ます。初期化中、表示機能あ り タイプでは、ディ スプレイに砂時計が表示

され、 表示機能なしタイプでは、 LEDが赤点灯します。

※初期化時間 (増設 I/O モジュールの使用 ・未使用には影響されません。 )

メモ リ カート リ ッジ、 メモ リ /バッテ リ カート リ ッジを使用した場合 ：
最大 10秒
カート リ ッジを使用しない場合、 またはバッテ リ カート リ ッジを使用した場合 ：

最大 9秒
補足 ：初期化時間はプログラムサイズによって異なり ます。

バージ ョ ン 7以前の増設 I/O モジュールを使用する場合の注意事項

次頁に示すバージ ョ ン 7以前の増設 I/Oモジュールを含む３台以上の構成でご使用になる
場合、 電源投入後に行われる増設 I/O モジュールの初期化のため、 増設 I/O モジュールの
入力信号がユーザプログラムへ反映されるまでに時間を要します。 また、出力についても

ユーザプログラムの内容が増設 I/O モジュールの出力に反映されるまでに時間を要しま



2. スマートリレーの取り付けと配線
増設 I/O モジュール

FL1B-M08C2R2 （バージ ョ ン 7 以前）、 FL1B-M08B1S2( バージ ョ ン 7 以前）、 

FL1B-M08B2R2 （バージ ョ ン 7 以前）、 FL1B-M08D2R2 （バージ ョ ン 7 以前）、 

FL1B-J2B2 （バージ ョ ン 7 以前）、 FL1D-K2B2 （バージ ョ ン 1） 

※ バージ ョ ン番号のご確認は、 5 ページを参照し て く だ さい。

増設 I/O モジュール初期化中の入出力信号の状態

電 　 源

ベースモジュール及び増設 I/O モジュールの外部からの入力信号

FB 処理 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

増設 I/O モジ ュールの

ベースモジュールの内部プロ グ ラ ムへの

　

　 　 ベースモジュールの初期化（10 秒）

　 　 増設 I/O モジュールの初期化中

増設 I/O モジュールの内部プロ グ ラ ムへの

　  

　 　

　 　
入力・出力信号の反映バージ ョ ン 7 以前

バージ ョ ン 8 以降

　

※ 2

入力・出力信号の反映

入力・出力信号の反映

※ 1

※ 1

※ 1 　 ベースモジ ュール、 増設 I/O モジ ュールの出力信号は、 それぞれの入力信号が反映されてから

1 スキ ャ ン後に反映されます。

※ 2 　 増設 I/O モジ ュール初期化中の入力 ・ 出力信号は OFF と し て処理されます。 なお、 初

期化中は、 個々の増設 I/O モジ ュールの初期化時間が異な り 、 入出力信号が反映される まで

の時間にバラ ツキが生じ ます。

詳細は、 ホームページ （http://www.idec.com/faq/ja/controller/fl1e01/） をご覧 く だ さい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
2002-01-31

2002-01-31

2002-01-31
 M o
09:00

&

B1

Q1

B3:

Cnt = 0028

Par = 0300

電源オフ前

メ モ リ 内に 

プロ グ ラ ムな し

または

（プロ グ ラ ムな し）

（プロ グ ラ ムあ り ）

スマー ト リ レーは 

RUN モード

または

（プロ グ ラ ムな し）

（プロ グ ラ ムあ り ）

スマー ト リ レーで

保存されたプロ グ

ラ ムあ り

スマー ト リ レー用

の メ モ リ カー ト

リ ッ ジまたは メ モ

リ / バッ テ リ カー ト

リ ッ ジから コ ピー

されたプロ グ ラ ム

あ り

スマー ト リ レーは RUN モード

メ モ リ 内に 

プロ グ ラ ムあ り

または

（プロ グ ラ ムな し）

（プロ グ ラ ムあ り ）

ス マー ト リ レ ーで

保存 さ れ た プ ロ グ

ラ ムあ り

スマー ト リ レー用

の メ モ リ カー ト

リ ッ ジまたは メ モ

リ / バッ テ リ カー

ト リ ッ ジから コ

ピーされたプロ グ

ラ ムあ り

電源オン後
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2. スマートリレーの取り付けと配線
スマー ト リ レーを起動する場合、 以下の簡単なルールも覚えてお く と 便利です。

1. スマー ト リ レーにも、挿入し た メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ

ジのいずれに も回路プロ グ ラ ムが存在し ない場合、 デ ィ スプレ イ付きのスマー ト リ レー

では、 " プロ グ ラ ムな し / ESC 押下 " と 表示されます。

2. メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジに保存されている回路プロ

グ ラ ムは、 自動的にスマー ト リ レーにコ ピーされます。 こ の と き、 スマー ト リ レー内に

存在し ている回路プロ グ ラ ムは上書き されます。

3. スマー ト リ レー、 メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジに回路プロ

グ ラ ムが存在する場合、 電源オフ直前の動作状態が引継がれます。 デ ィ スプレ イ な し の

タ イプ （FL1E-B12...） では、 自動的に STOP モード から RUN モード に切 り 替わ り ます。

（LED ラ ンプは赤から緑に変化し ます。）

注記

回路プロ グ ラ ムの入力中に電源断が起こ る と 、スマー ト リ レー内の回路プロ グ ラ ムは削除

されて し まいます。

回路プロ グ ラ ムを修正する場合、事前に修正前の回路プロ グ ラ ムを メ モ リ カー ト リ ッ ジや

メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 あ るいはパソ コ ン （WindLGC） にバッ ク ア ッ プし ておい

て く だ さい。
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
2.4.2 動作状態

ベースモジュールの動作状態

ベースモジ ュールには、 STOP と RUN の ２ つの動作モード があ り ます。

STOP RUN

スマー ト リ レーの動作 スマー ト リ レーの動作

注記

主電源の投入後、 FL1E-H12SND の出力に一時的に電源が入 り ます。回路が開いている と 、

8V を超え る電圧が最大 100 ミ リ 秒発生する可能性があ り ますが、 ロード後は、 電圧の発

生時間はわずかマ イ ク ロ秒程度に減少し ます。

スマー ト リ レー増設 I/O モジュールの動作状態

スマー ト リ レー増設 I/O モジュールには ３ つの動作状態があ り ます。動作状態によ って、LED
ラ ンプが緑色、 赤色、 オレ ンジ色に点灯し ます。

I増設 /O モジ ュールは左

側のモジ ュール と 通信し

ています。

I増設 /O モジ ュールは左

側のスマー ト リ レーと 通

信し ていません。

I増設 /O モジ ュールは初

期化中です。

• "No Program" が表示されます。

（FL1E-B12.. 以外）

• スマー ト リ レーはプロ グ ラ ミ ング

モード に切 り 替わ り ます。 
（FL1E-B12.. 以外）

•  LED は赤点灯 

（FL1E-B12.. のみ）

• デ ィ スプレ イ ： 入出力のモニ タ リ ン

グおよび メ ッ セージ表示用の画面
（ メ イ ン メ ニューで起動後） （FL1E-
B12.. 以外）

• スマー ト リ レーはパラ メ ータ設定

モード に切 り 替わ り ます。 （FL1E-
B12.. 以外）

• LED は緑点灯 （FL1E-B12.. のみ）

• 入力信号は読込まれません。

• 回路プロ グ ラ ムは実行されません。

• リ レー接点は常時オープンに、 ト ラ

ンジス タ出力はオフに切替わ り ま
す。

• 入力信号が読込まれます。

• 回路プロ グ ラ ムによ り 出力の信号レ

ベルが決定されます。

• リ レー出力や ト ラ ンジス タ出力のオ

ン / オフが切替わ り ます。

LED 点灯

緑 （RUN） 赤 （STOP） オレンジ
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2. スマートリレーの取り付けと配線
FL1B-CAS2 の通信状態

FL1B-CAS2 には 3 つの通信状態があ り ます。 通信状態によ って、 LED ラ ンプが緑色、 赤色に

点灯または赤色 / 黄色に点滅し ます。

AS-Interface
通信正常

AS-Interface
通信異常

ア ド レ ス "0"

FL1B-CAS2 の通信失敗時の動作

• FL1B-CAS2 の電圧が低下し た場合、 スマー ト リ レーシステム と、 FL1B-CAS2 の右側に接

続された増設 I/O モジ ュールの間の通信は遮断されます。 

対応 ： FL1B-CAS2 を右端に設置し て く だ さい。

• 通信が遮断された場合、 ス イ ッチ出力は約 40 ～ 100ms 後に リ セ ッ ト されます。

LED AS-Interface 点灯

緑 赤 赤 / 黄
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2. スマートリレーの取り付けと配線  
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3. スマー ト リ レーのプログラ ミ ング

はじめに

プロ グ ラ ミ ング と は、 こ こ ではスマー ト リ レー用に回路プロ グ ラ ムを作成する こ と です。 こ

の回路プロ グ ラ ムは、 通常の回路図 と は多少異な り ますが、 回路図には違いあ り ません。

回路プ ロ グ ラ ムは、 スマー ト リ レーの表示画面に合わせて変更し てあ り ます。 こ の章では、

回路プロ グ ラ ムを作成する際のスマー ト リ レーの使用方法について説明し ています。

こ こ で、 WindLGC について改めて説明し ますが、 WindLGC は、 スマー ト リ レーのプロ グ ラ

ミ ング ソ フ ト ウ ェ アで、 回路プロ グ ラ ムの作成 / テス ト / 変更 / 保存 / 印刷が速 く 簡単に実行

でき ます。 本マニ ュ アルでは、 実際のスマー ト リ レー上で回路プロ グ ラ ムを作成する方法に

ついてのみ説明し ています。 それ以外は、 プロ グ ラ ミ ング ソ フ ト ウ ェ ア WindLGC の豊富な

オン ラ イ ンヘルプをご覧 く だ さい。 （7 章参照）

注記

• デ ィ スプレ イ な しのタ イプ FL1E-B12RCE、 FL1E-B12RCA、 FL1E-B12RCC には、 操作

パネルやデ ィ スプレ イがあ り ません。 こ のタ イプは主に小型機械やプロセス装置など

のシステム用に設計されています。

• デ ィ スプレ イ な し の タ イ プは、 ス マー ト リ レー側で直接プ ロ グ ラ ムする のではな く 、

WindLGC または別の FL1E 形ベースモジ ュールから メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ

リ ／バ ッ テ リ カー ト リ ッ ジによ って、 回路プロ グ ラ ムを こ のスマー ト リ レーにダ ウ ン

ロー ド し ます。

• デ ィ スプレ イ な しのタ イプでは、 メ モ リ カー ト リ ッ ジまたは メ モ リ ／バ ッ テ リ カー ト

リ ッ ジに、 データ を書込むこ と はでき ません。 （6 章、 7 章、 付録 C 参照）

この章のはじめで、 スマー ト リ レーの動作原理についての簡単な例を紹介し ます。

• まず、 2 つの基本用語、 コネ ク タ と ブロ ッ ク について説明し ます。

• 次のステ ッ プで、 従来の簡単な回路図に基づいて回路プロ グ ラ ムを作成し ます。

• 第 ３ ステ ッ プでは、 その回路プロ グ ラ ムを スマー ト リ レーに直接入力し ます。

実行可能な回路プロ グ ラ ムを初めてスマー ト リ レーに入力する場合で も、 こ のマニ ュ アルを

数ページ読むだけで済みます。 適当なハー ド ウ ェ ア （ス イ ッ チなど） を接続すれば、 最初の

テス ト が可能にな り ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.1 コネク タ

スマー ト リ レーには入力端子 と出力端子がついています。

モジュールの組み合わせ例 ：

AI4

    1        2                1       2    1         2               1       2

L+ M I13I14I15 I16

Q11

Q9

Q12

Q10

RUN/STOP

L+ M

AI5

RUN/STOP

L+ M AI3 I3 I4 I5 I6

Q1 Q2 Q3 Q4

AI1 AI2 L+ M I9 I10 I11I12

Q7

Q5

Q8

Q6

RUN/STOP

M3U3AI6M4 U4

    1         2       1         2

 1         2          1          2         1          2         1          2

    1         2       1        2

PE

INPUT 2x (..10 V/..20 mA)

L+ M

出力端子

入力端子

アナロ グ入力端子

各入力は、 文字 "I" と 数字で識別されます。 スマー ト リ レーの正面上端部には、 入力端子が  

あ り ます。 アナロ グ入力モジュール FL1B-J2B2 の場合、 下端部に も入力端子があ り ます。

各出力は、 文字 "Q" と 数字で識別されます。 （FL1D-K2B2、 FL1D-K2BM2: 文字 "AQ" と数字）  

上図で示される よ う に、 出力端子は下端部にあ り ます。

注記

スマー ト リ レーは、 増設 I/O モジ ュールのタ イプに関係な く 入出力の認識 / 読取 り / 切替

えが可能です。 各入出力は、 モジ ュールの取付け順序に従って表現されます。 回路プロ グ

ラ ム作成のために、 下記の入出力と マーカ ( 内部 リ レー ) ブロ ッ クが用意されています。

I1 ～ I24、 AI1 ～ AI8、 Q1 ～ Q16、 AQ1、 AQ2、 M1 ～ M27、 AM1 ～ AM6 

さ らに、 

シフ ト レジス タ ビ ッ ト ： S1 ～ S8、 カーソルキー （C ▲、 C 、 C ▼、 C ）、 

4 フ ァ ン ク シ ョ ンキー ： F1 ～ F4 

16 未使用出力 ： X1 ～ X16 （詳細は 4.1 参照）

以下は FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE と FL1E-H12SND の入力 1、 I2、 I7 および I8 に適用さ

れます。 回路プロ グ ラ ムで I1、 I2、 I7 または I8 を使 う 場合、 これらの入力信号はデジ タ

ルです。 AI3、 AI4、 AI1、 または AI2 を使 う 場合、 これらの入力信号はアナロ グです。 AI1
および AI2 は、 FL1D 形ベースモジ ュールの I7 および I8 に対応し ています。 FL1E シ リ ー

ズに追加された新しいアナロ グ入力付きのベースモジ ュールは、 オプシ ョ ン と し て I1/I2
をそれぞれアナロ グ入力端子 AI3/AI4 と し て使用でき ます （2.1.1 参照）。 また、 I3、 I4、 I5
および I6 を高速入力 と し て使用でき ます。

上記の番号付け された AI* は、 モジ ュールの組み合わせの概念を示し てお り 、 モジ ュール

上の実際の表記ではあ り ません。

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング
コ ンス タ ン ト (Co)

コ ン ス タ ン ト (Co) と は、 スマー ト リ レーのすべての接続と レベルのこ と を指し ます。

入出力の信号レベルには、 "0" と "1" があ り ます。 レベル "0" と は、 入力に電圧がかかってい   

ない状態を、 レベル "1" と は電圧がかかっている状態を意味し ます。

コ ン ス タ ン ト (Co) と し て、 "hi"、 "lo"、 "x" が用意されているので、 回路プロ グ ラ ムの作成が 

さ らに簡単にな り ま し た。

"hi" はレベル "1" に、 "lo" はレベル "0" に割当て られています。

ブロ ッ ク内のすべてのコ ネ ク タ を使 う 必要はあ り ません。 未使用コネ ク タのレベルは、 該当

ブロ ッ ク が適切に機能する よ う に、 回路プロ グ ラ ムによ って決定されます。 こ の機能を使 う

には、 未使用コネ ク タに "x" を指定し ます。 （「ブロ ッ ク」 の意味については、 3.2 参照）

スマー ト リ レーでは下記のコネク タが使用できます

入力

出力

lo

hi

x

。

コ ンス タ ン ト

(Co)

ベースモジュール
入出力混合
モジュール

アナログ入力
モジュール

アナログ出力
モジュール

FL1E-H12RCC/ 
FL1E-B12RCC 
FL1E-H12RCA/ 
FL1E-B12RCA

2 グループ ： 

I1 ～ I4、 I5
～ I8

I9 ～ I24 AI1 ～ AI8 な し

FL1E-H12RCE/ 
FL1E-B12RCE 
FL1E-H12SND

I1、 I2、 I3 ～

I6、 I7、 I8 
AI3、 AI4... 
AI1、 AI2

I9 ～ I24 AI3 ～ AI8 な し

Q1 ～ Q4 Q5 ～ Q16 な し AQ1、 AQ2

論理 "0" 信号 （off）

論理 "1" 信号 （on）

未使用の接続
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.2 ブロ ッ ク と ブロ ッ ク番号

こ の章では、 スマー ト リ レーでの回路の作成方法 と フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の接続方法につ

いて紹介し ます。

3.3 章では、 従来形式の回路図を スマー ト リ レー回路プロ グ ラ ムに変換する方法を説明し ま

す。

ブロ ッ ク  

スマー ト リ レーでの 「ブロ ッ ク」 は、 入力情報を出力情報に変換する機能を表し ます。

回路プロ グ ラ ムを作成する と きは、 ブロ ッ ク同士を相互接続し ますが、 このためには、 Co メ

ニューから必要な接続を選択するだけで済みます。

論理演算 

ほ と んどのすべての要素ブロ ッ クは論理演算用です。

I1

I2

x

≥ 1

Qx

• AND

• OR

• その他

左図で、入力 I1、 I2 は OR ブロ ッ ク に接続されています。 

ブロ ッ ク最下端の ２ 入力は未使用であ る こ と を、 回路プ

ロ グ ラ ムの作成者によ って "x" で指定されています。

以下の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンによ って、 スマー ト リ レーはさ らに高度な能力を発揮し ます。

• オルタネ イ ト ス イ ッ チ

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ

• オンデ ィ レータ イマ

• ソ フ ト ウ ェ アス イ ッ チ

• その他

第 4 章に、 スマー ト リ レーの全フ ァ ン ク シ ョ ン一覧を載せています。
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3. スマートリレーのプログラミング
スマー ト リ レーデ ィ スプレ イによるブロ ッ クの表示

下図は、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イによ る代表的な表示例です。

同時に表示でき るブロ ッ クは １ つなので、 回路構造がわかる よ う に、 ブロ ッ ク番号が付いて

います。

≥ 1
B2
I3 Q1

B1

x

x

追加の ブ ロ ッ ク は

こ こに接続

スマー ト リ レーデ ィ スプレ イによ る表示

入力

未使用のコネ ク タ ブロ ッ ク
出力

ス マー ト リ レ ーが割当て た ブ

ロ ッ ク番号

ブロ ッ ク番号の割当て

スマー ト リ レーは、 新しいブロ ッ ク ご と にブロ ッ ク番号を割当て、 ブロ ッ ク同士の相互接続

状態を表現し ます。 

し たがってブロ ッ ク番号は、 回路プロ グ ラ ム内での方向を示すのが主要目的です。

I1
I2
I3

≥ 1

B1

B2

B2
≥ 1

B3 Q1

B1

B1
I4
I5
I6

≥ 1

B1 Q1

x

B3

x

x x

ブロ ッ ク番号

こ れ ら のブ ロ ッ ク

は相互接続 さ れて

います

キーで回路プロ グ ラ ムを ス ク ロール▲

上図は、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イによ る 3 つの表示状態で、 回路プロ グ ラ ムを示し てい

ます。

スマー ト リ レーでは、 ブロ ッ ク番号によ って相互接続を表し ています。
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3. スマートリレーのプログラミング  
ブロ ッ ク番号を使う利点

ブロ ッ ク番号を使 う こ と によ って、 ほ と んどすべてのブロ ッ ク を互いに接続する こ と ができ

ます。 こ う し て、 論理演算などの中間結果を再利用し た り 、 プロ グ ラ ミ ングの手間を省いた

り 、 メ モ リ 量を節約、 回路レ イ ア ウ ト を整形し た り でき ます。 ただし、 こ の機能を利用する

には、 ブロ ッ ク番号の付け方を知ってお く 必要があ り ます。

注記

プロ グ ラ ム構造図を作成する こ と を推奨し ます。 そ う すれば、 割当て られたブロ ッ ク番号

をすべてプロ グ ラ ム構造図に記入でき るので、回路プロ グ ラ ムを作成するのに大変便利で

す。

スマー ト リ レーのプロ グ ラ ミ ングに WindLGC ソ フ ト ウ ェ アを使 う と 、 回路プロ グ ラ ムの

機能構造図を直接、 作成する こ と ができ ます。 また、 WindLGC によ って、 8 文字の名称を

最大 100 のブロ ッ ク に割当てる こ と ができ、 それらのブロ ッ ク を、 パラ メ ータ設定モード

で、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イに表示させる こ と ができ ます。 （3.4 参照）
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3. スマートリレーのプログラミング

  
3.3 回路図の作成

回路図の表示

K1

S1 K1S2

E1

S3

回路の論理構造が回路図で表現されます。 その例を示し ます。

負荷 E1 はス イ ッチ （S1 または S2） かつ S3 によ ってオ    

ン / オフ し ます。

リ レー K1 は、 条件 （S1 または S2） かつ S3 が成立する    

と 、 オンにな り ます。

スマー ト リ レーでの回路作成

スマー ト リ レーでは、 ブロ ッ ク と コネ ク タ を相互接続し て回路の論理構造を作成し ます。

S1 S3

I3

x
Q1

 &≥ 1
I1
I2
x

L
1

N

入力端子の接続

出力端子の接続

スマー ト リ レーの回路プロ グ ラ ム

注記

論理演算用 と し て、 4 つの入力を使 う こ と ができ ますが （4.2 「基本フ ァ ン ク シ ョ ン」 参

照）、 見やす く する ため、 こ こ では、 3 つの入力しか表示し ていません。 4 番目の入力につ

いて も、 プロ グ ラ ミ ング、 パラ メ ータ設定共に、 最初の 3 つの入力 と同様です。
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3. スマートリレーのプログラミング  
スマー ト リ レーで回路の論理構造を作成するには、 出力から始めます。 出力 と は、 ス イ ッ チ

ング動作を させる負荷または リ レーの こ と です。

回路の論理構造を、 出力から始めて入力まで、 順次ブロ ッ ク に変換し ます。

ステ ッ プ 1 ： S3(I3) は、 出力 Q1 と 、 さ らに別の回路に直列に相互接続されています。 直列接

続は AND ブロ ッ ク に対応し ています。

I3

x
Q1

&

ステ ッ プ 2： S1(I1) と S2(I2) は並列に接続されています。並列回路は OR ブロ ッ ク に対応し て 

います。

I3

x
Q1

&≥ 1
I1
I2
x

未使用入力

回路プロ グ ラ ムには、 使用し ない入力を未使用コネ ク タ “x” に設定する事ができ ます。

こ こ での例では、 OR ブロ ッ ク、 AND ブロ ッ ク共に、 各 2 つの入力だけを使 う こ と にし ます。

未使用の第 3、 4 入力は、 コネ ク タ側では "x" で識別されます。
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3. スマートリレーのプログラミング
接続方法

ス イ ッチ S1 ～ S3 を スマー ト リ レーのネジ端子に接続し ます。

•  S1 を コネ ク タ I1 に

•  S2 を コネ ク タ I2 に

•  S3 を コネ ク タ I3 に

AND ブロ ッ ク の出力は、 出力 Q1 の リ レーを コ ン ト ロールし ます。 負荷 E1 は、 出力 Q1 に接

続されています。

接続例

次の図は、 FL1E-H12RCC、 FL1E-B12RCC タ イプの場合の接続例です。

L1
N

S
3

S
2

S
1

L1

N

NL1 I1 I2 I3 I4

1        2
Q1

出力の接続

入力の接続
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3. スマートリレーのプログラミング  

 

3.4 スマー ト リ レーの使用における 4 原則

ルール 1 

動作モー ドの変更

• 回路プロ グ ラ ムは、 プロ グ ラ ミ ングモード で作成し ます。 

電源を入れて、 デ ィ スプレ イに " プロ グ ラ ムな し / ESC 押下 " と 表示された ら、 ESC キー    

を押し てプロ グ ラ ミ ングモード を選択し ます。

• 既存の回路プロ グ ラ ムのタ イマ / パラ メ ータ値は、 パラ メ ータ設定モード で も、 プロ グ ラ

ミ ングモード で も編集でき ます。 パラ メ ータ設定中は、 スマー ト リ レーは RUN モード に

なっていて、 回路プロ グ ラ ムの実行を続けます。 （5 章参照） 

プロ グ ラ ミ ングモード で操作する場合は、 " ス ト ッ プ " コマン ド によ って回路プロ グ ラ ム 

を終了させる必要があ り ます。

• メ イ ン メ ニューで " ス ター ト " コマン ド を選択し て RUN モード に切替えます。

• システムが RUN 状態の と きは、 ESC キーを押し て、 パラ メ ータ設定モード に戻る こ と が 

でき ます。

• パラ メ ータ設定モー ド 中にプロ グ ラ ミ ングモー ド に戻るには、 パラ メ ータ設定 メ ニ ュー

で  " ス ト ッ プ " コマン ド を選択し、 " プロ グ ラ ム停止 " を確認し  " はい " を選びます。 こ    

のためには、 カーソルを  " はい " に移動させ、 OK を押し て く だ さい。

動作モー ド についての詳細は、 付録 D を参照し て く だ さい。

ルール 2 

出力と入力

• 回路プロ グ ラ ムの作成は、 必ず出力から始めて入力で終了し て く だ さい。

• １ つの出力を複数の入力に接続する こ と は可能ですが、複数の出力を 1 つの入力に接続す

る こ と はでき ません。

• 同じ プロ グ ラ ムパス内では、 出力を上流の入力に接続する こ と はでき ません。 こ の よ う

な内部的再帰を させるには、 マーカ ( 内部 リ レー ) または出力を相互接続する必要があ り

ます。
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3. スマートリレーのプログラミング
ルール 3 

カーソルと カーソル移動

回路プロ グ ラ ムを編集する場合、 以下の内容が適用されます。

• カーソルがアンダーバー表示になっている と きに、 カーソルを動かすこ と ができ ます。

- 回路プロ グ ラ ム内でカーソルを動かすには、 、 、 ▼、 ▲を押し ます。

- OK を押し て、 "Select Connector/block" に切替えます。

- ESC を押し て、 プロ グ ラ ミ ングモード を終了させます。

• コネ ク タ またはブロ ッ ク を選択し ます。

• カーソルが四角形に変わった ら、

- ▼または▲を押し て、 コネ ク タ またはブロ ッ ク を選択し ます。

- OK を押し ます。

- ESC を押し て、 直前のステ ッ プに戻 り ます。

ルール 4 

準備

• 回路プロ グ ラ ムの作成を始める前に、 まず紙の上で設計図を書 く か、 WindLGC を使って

直接スマー ト リ レーをプロ グ ラ ムする こ と をお勧めし ます。

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.5 スマー ト リ レー メ ニューの概要

メ イ ン メ ニュー プロ グ ラ ミ ング メ ニュー

転送 メ ニュー

セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

"AI 点数 " の設定は、

アナロ グ入力を装備

し ているベースモ

ジュールでのみ可能

です。

プログラ ミ ングモー ド

パラ メ ータ設定モー ド
パラ メ ータ設定 メ ニュー

テキ ス ト デ ィ スプレ イの メ ニ ューは、 テキス ト デ ィ スプレ イの構成設定を提供し ます。 これ

らの メ ニ ューは、 スマー ト リ レーの メ ニ ューのサブセ ッ ト であ り 、 ほぼ同様の方法で操作で

き ます。 詳細は付録 D.2 を参照し て く だ さい。
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3. スマートリレーのプログラミング
3.6 回路プログラムの作成と起動

回路の設計が完了し た ら、 スマー ト リ レーに書込みます。 以下に簡単な例を示し ます。

3.6.1 プログラ ミ ングモー ドの選択

スマー ト リ レーを電源に接続し電源を入れる と 、 下記の メ ッ セージが表示されます。

ESC キーを押し て、 スマー ト リ レーをプロ グ ラ ミ ングモード に切替え る と 、 スマー ト リ

レーの メ イ ン メ ニ ューが表示されます。

メ イ ン メ ニュー

1 行目の先頭文字は、 ">" カーソルです。 ▲、 ▼を押す と 、 ">" カーソルは上下に移動し  

ます。 カーソルを  " プロ グ ラ ム " に移動させ、 Ｏ Ｋ を押すと 、 プロ グ ラ ミ ング メ ニュー  

が表示されます。

プロ グ ラ ミ ング メ ニュー

▲、▼を押し て も  ">" カーソルが移動し ます。カーソルを  "編集"に移動させ、Ｏ Ｋ を押し ます。

編集 メ ニュー
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3. スマートリレーのプログラミング  
カーソルを  " 編集 " に移動させ、 Ｏ Ｋ を押す と、 1 番目の出力が表示されます。

1 番目の出力

Q1

プロ グ ラ ミ ングモード で、 他の出力を選ぶには▲、 ▼を押し ます。 回路プロ グ ラ ムの編集を

始めて く だ さい。

注記

回路プロ グ ラ ム用のパス ワード はまだ保存されていないので、すぐに編集モード に入る こ

と ができ ます。 パス ワード で保護された回路プロ グ ラ ムを保存し た後、 " 編集 " を選んだ 

場合は、 パス ワード を入力し Ｏ Ｋ を押し ます。 正しいパス ワード を入力し た場合にだけ、

プロ グ ラ ムの編集ができ ます。 （3.6.5 参照）

3.6.2 回路プログラム例 1

こ こ では、 ス イ ッ チが 2 個の並列回路を例に説明し ます。

回路図

対応する回路図 :

K1

S1
K1

S2

E1

並列回路のス イ ッチ S1、 または S2 をオンする

と、 リ レー K1 はオン し ます。 また リ レー K1 は

負荷 E1 をオン し ます。 これよ り 入力 S1、 また

は S2 がオンする と出力 E1 をオンするので、 ス

マー ト リ レーはこ の並列回路を"OR"論理とみな

し ます。

回路プログラム

ス イ ッチ S1 と S2 は、 各々 OR ブロ ッ ク の入力端子 I1、 I2 に接続されています。 OR ブロ ッ

クの出力は、 出力 Q1 の リ レー K1 を コ ン ト ロールし ます。 これらの対応する回路プロ グ ラ ム

は下記の通 り です。

I1

I2

x
Q1

≥ 1
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3. スマートリレーのプログラミング
接続図

対応する接続図

L1 N I4 I5 I6 I7 I8

Q1 Q2 Q3 Q4

L1

N

S1
S2

E1

L

N

I1I1 I3I1I1 I1I1I1I2

1         2 1         2 1         2 1         2

ス イ ッチ S1 と S2 は、 各々入力 I1 と I2 をオン / オフ し ます。 負荷 E1 は リ レー出力 Q1 に接

続されています。

3.6.3 回路プログラムの入力

出力から始めて、入力で終わる よ う に、回路プロ グ ラ ムを書き ます。まず出力が表示されます。

Q1

1 番目の出力

Q1 の Q に付いている アンダーラ イ ンは、 カーソルです。 カーソルは、 回路プロ グ ラ ムの現

在位置を示し、 ▲、 ▼、 ▲ 、

▲

キーで移動させます。 ▲ キーを押し て左へ移動させて く だ さ

い。

Q1-

カーソルは、 回路プロ グ ラ ムの現在位置を示し

ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
こ こ では、 OR ブロ ッ ク だけを入力し ます。 OK を押し て、 編集モード を選んで く だ さい。

Q1Co

カーソルが四角形に変わ り 、 コ ネ ク タ、 または

ブロ ッ ク を選択でき ます。

カーソルはアンダーバー表示ではな く 、 四角形の点滅表示にな り ます。 スマー ト リ レーには

さ まざ まなオプシ ョ ンが用意されています。

GF が表示される まで▼キーを押し続け、 GF （基本フ ァ ン ク シ ョ ン） を選択し、 OK を押し ま

す。 基本フ ァ ン ク シ ョ ン リ ス ト から 1 番目のブロ ッ ク が表示されます。

 &
B1

Q1

AND が基本フ ァ ン ク シ ョ ン リ ス ト の 1 番目のブ 

ロ ッ ク です。四角のカーソルが表示されるので、

ブロ ッ ク を選択し て く ださい。

OR ブロ ッ クが表示される まで、 ▲または▼キーを押し ます。

≥ 1
B1

Q1

四角形のカーソルは、 まだブロ ッ ク内に表示さ

れています。

入力内容を確認し て OK を押し、 ダ イ ア ロ グを終了し ます。

≥1
B1

Q1

B1

≥ 1

Q1

完成し た回路プロ グ ラ ムのレ イ ア ウ ト

ブロ ッ ク番号

表示内容

1 番目のブロ ッ ク の入力が終わ り ま し た。 各ブロ ッ ク には、 ブロ ッ ク番号が自動的に割当て

られます。 最後に、 次の手順に従ってブロ ッ ク の入力端子を相互接続し ます。
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3. スマートリレーのプログラミング
OK を押し ます。

≥1
B1

Q1
Co

表示内容

OK を押し て Co （コネ ク タの リ ス ト ） を選択し ます。

≥1
B1

Q1
x

表示内容

コネ ク タの リ ス ト の 1 番目のブロ ッ クは、 "I1" すなわち入力 1 です。

≥1
Q1

I1

B1

注記

▼キーを押し て、 Co （コネ ク タの リ ス ト ） の先頭から I1、 I2、・ ・ ・ 、 lo と 進みます。 

▲キーを押し て、 Co （コネ ク タの リ ス ト ） の終端から lo、 hi、・ ・ ・ 、 I1 と 進みます。

入力 F1、 F2、 F3 および F4 は、 FL1E シ リ ーズで新し く 追加されま し た。 これらは、 テキ

ス ト デ ィ スプレ イに装備された 4 つのフ ァ ン ク シ ョ ンキーに対応し ています。

OK を押し ます。 I1 は、 OR ブロ ッ ク の入力に接続されています。 カーソルは、 OR ブロ ッ ク

の次の入力に飛びます。

≥1
B1

Q1
≥ 1

Q1

I1 I1

B1

こ こ までで完成し た回路プロ グ ラ ム

表示内容
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3. スマートリレーのプログラミング  
次に入力 I2 を OR ブロ ッ ク の入力に接続し ます。 方法は次の通 り です。

1. OK を押し て、 編集モー ド に切替えます。

2. ▼、 ▲キーを押し て、 Co （コネク タのリ ス ト ） を選びます。

3. Co （コネク タのリ ス ト ） の内容を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▼、 ▲キーを押し て、 I2 を選びます。

5. OK を押し て、 I2 に決定し ます。

I2 は、 OR ブロ ッ ク の入力に接続されま し た。

こ の回路プロ グ ラ ムでは、 OR ブロ ッ ク の残 り の ２ つの入力は必要あ り ません。 未使用の入

力は、 "x" でマーク し てお く こ と ができ ます。 "x" を入力し ます。

1. OK を押し て、 編集モー ド に切替えます。

2. ▼、 ▲キーを押し て、 Co （コネク タのリ ス ト ） を選びます。

3. Co （コネク タのリ ス ト ） の内容を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▼、 ▲キーを押し て、 "x" を選びます。

5. OK を押し て、 "x" に決定し ます。

注記

基本フ ァ ン ク シ ョ ン、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン と もに、 各入力を反転させる こ と ができ ます。

すなわち、 入力に論理 "1" の信号が入ってき た場合、 回路プロ グ ラ ムは、 論理 "0" を出力    

し ます。 逆も同様に、 論理 "0" が論理 "1" の信号に反転し ます。

≥ 1
B1

Q1
≥ 1

Q1
I1 I1

B1

I2I2

こ こ までで完成し た回路プロ グ ラ ム

表示内容

≥ 1

Q1
I1

B1

I2Q1B1
x

回路プロ グ ラ ムのレ イ ア ウ ト

表示内容
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3. スマートリレーのプログラミング
入力を反転させるには、 カーソルを該当の と こ ろへ移動し ます。 た と えば下図で、

OK を押し ます。 

▼、 ▲キーを押し て、 を選択し入力を反転させます。 

次に ESC を押し ます。

、 キーを押し てカーソルを動かし、 回路プロ グ ラ ムを見直すこ と ができ ます。

プロ グ ラ ミ ングモード を終了させるには、ESC を押し てプロ グ ラ ミ ング メ ニューに戻 り ます。

注記

完成し た回路プロ グ ラ ムは、 不揮発性 メ モ リ に保存されます。 削除し ない限 り 、 スマー ト

リ レーの メ モ リ 内に残っています。

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが " 自己保持 " パラ メ ータに対応し ていて、 必要なプロ グ ラ ム メ モ リ   

が使用でき る場合は、停電時に備えてフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を保存する こ と ができ ま

す。 自己保持パラ メ ータは、 基本の状態 （フ ァ ン ク シ ョ ン挿入時） ではオフになっていま

す。 自己保持パラ メ ータ を使用するには、 このオプシ ョ ンをオンにする必要があ り ます。

≥ 1
B1

Q1
I2
I3
x

I1

●

≥ 1
B1

Q1
I2
I3

≥ 1

Q1
I2

B1

I3

xx

I1I1

回路プロ グ ラ ムのレ イ ア ウ ト

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.6.4 回路プログラムの名前

回路プロ グ ラ ムには、 最大 16 文字 （大 ・ 小英字、 数字、 特殊文字） の名前を付ける こ と がで

き ます。

プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューで、

1. ▼、 ▲を押し て、 カーソル ">" を " 編集 " に移動させます。

2. OK を押し て " 編集 " を指定し ます。

3. ▼、 ▲を押し て、 カーソル ">" を " プログラム名 " に移動させます。

4. OK を押し て " プログラム名 " を指定し ます。

▲ と ▼を押すと 、 A （a） ～ Z （z）、 数字、 特殊文字の一覧を、 昇順、 降順どち らで も表示で 

き、 任意の文字を選ぶこ と ができ ます。 スペース を入力するには、

▲

でカーソルを右へ移動

させます。 スペース も 1 つの文字と し て扱われ、 表の最初に表示されています。

例 ：

▼を 1 回押し て "A" を選び、 ▲を 4 回押し て "{" を選びます。

以下の文字セ ッ ト が使用でき ます。

A B C D E F G H I J K L M N O

P Q R S T U V W X Y Z a b c d e

f g h i j k l m n o p q r s t u

v w x y z 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 !

" # $ % & ' ( ) * + , - . / : ;

< = > ? @ [ \ ] ^ _ ` { | } ~

回路プロ グ ラ ムに "ABC" と い う 名前を付け るには、

5. ▼を押し て "A" を選びます。

6. を押し て次の文字に移り ます。

7. ▼を押し て "B" を選びます。

8. を押し て次の文字に移り ます。

9. ▼を押し て "C" を選びます。

10. 名前を確認し て OK を押し ます。

回路プロ グ ラ ムは "ABC" と 名付け られ、 プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューに戻 り ます。

▲
▲
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3. スマートリレーのプログラミング
回路プロ グ ラ ム名を変更するの も同様の方法です。

注記

回路プロ グ ラ ム名を変更でき るのは、 プロ グ ラ ミ ングモード の場合だけです。 回路プロ グ

ラ ム名の読出しは、プロ グ ラ ミ ングモード、パラ メ ータ設定モード のどち らで も可能です。

3.6.5 パスワー ド

パス ワー ド を設定する こ と によ り 、回路プロ グ ラ ムを不正ア ク セスから守る こ と ができ ます。

ベースモジ ュールでは、 パス ワード の設定、 変更、 または無効化 （削除） を簡単に行 う こ と

ができ ます。 WindLGC では、 パス ワード の設定、 無効化のみ簡単に行 う こ と ができ ます。

以下の条件を全て満たす と き、ベースモジ ュールを RUN モード から STOP モード に切 り 替え

る ためにパス ワード を入力する必要があ り ます。

• ベースモジュール （バージ ョ ン 4 以降） と テキス ト デ ィ スプレ イ （バージ ョ ン 4 以降） を

併用し ている。

• ベースモジュールにパス ワード付きのプロ グ ラ ムが入っている。

• ベースモジュールが現在 RUN モード であ り 、テキ ス ト デ ィ スプレ イ を使って、STOP モー

ド に切 り 替えたい。

テキ ス ト デ ィ スプレ イ上で誤ったパス ワード を入力し た場合、 ベースモジ ュールはス ト ッ プ

し ません。 （RUN モード のま まです。）

パス ワー ド はプロ グ ラ ムに対し てのみ、唯一設定でき ます。 テキ ス ト デ ィ スプレ イ を使って、

RUN モード から STOP モード に切 り 替え る方法については、 77 ページで説明し ています。

スマー ト リ レーベースモジュールでのパスワー ドの設定

パス ワー ド は、 最長 10 文字の大文字英字 （A ～ Z） で設定し、 パス ワード メ ニ ューでのみ、  

スマー ト リ レーから直接、 設定 ・ 変更 ・ 無効化が可能です。

パス ワー ド を入力するには、 プロ グ ラ ミ ング メ ニューで以下の手順に従います。

1. ▼、 ▲を押し て、 カーソル ">" を " パスワー ド " に移動させます。

2. OK を押し て " パスワー ド " を指定し ます。

▲、 ▼を押し てカーソルを上下させ、 文字を選びます。 パス ワー ド には大文字しか使用でき

ませんので、 ▲ボ タ ンを使ってアルフ ァベッ ト の 「最後」 の文字に、 すばや く ア ク セスする

こ と ができ ます。

▲を 1 回押し て、 "Z" を選びます。

▲を 2 回押し て、 "Y" を選びます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
パス ワー ド に "AA" を設定し ます。

表示内容

手順は、回路プロ グ ラ ムに名前を付ける と き と同じです。" 新しいパス ワード " を選んで以下 

のよ う に入力し ます。

3. ▼を押し て、 "A" を選びます。

4. を押し て、 次の文字に移り ます。

5. ▼を押し て、 "A" を選びます。

6. パスワー ド を確認し て、 OK を押し ます。

回路プロ グ ラ ムは、 パス ワー ド  "AA" で保護されます。 プロ グ ラ ミ ング メ ニューに戻 り ます。

注記

ESC を押す と、 パス ワード の入力はキ ャ ンセルされ、入力されたパス ワード は保存されず

に、 プロ グ ラ ミ ング メ ニューに戻 り ます。

WindLGC を使ってパス ワー ド を設定する こ と もでき ます。 正しいパス ワード を入力し な

い限 り 、 パ ス ワ ー ド で保護 さ れ た回路プ ロ グ ラ ム を ス マー ト リ レ ーで編集 し た り 、

WindLGC に転送し た り する こ と はでき ません。

スマー ト リ レーベースモジュールでのパスワー ドの変更

パス ワー ド を変更するには、 現在のパス ワード を知っている必要があ り ます。

プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューで

1. ▼、 ▲を押し て、 カーソル ">" を " パスワー ド " に移動させます。

2. OK を押し て " パスワー ド " を指定し ます。

" 旧パス ワード " を選択し、前述の手順 3 ～ 6 を繰返し て、古いパス ワー ド を入力し ます。（例  

▲

表示内容
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3. スマートリレーのプログラミング
では、 "AA"）

表示内容

" 新パス ワード " を選んで、 新しいパス ワード を入力し ます。 （例では、 "ZZ"）

表示内容

3. ▲を押し て "Z" を選びます。

4. を押し て次の文字に移り ます。

5. ▲を押し て "Z" を選びます。

6. 新しいパスワー ド を確認し て、 OK を押し ます。

新しいパス ワー ド  "ZZ" が設定され、 プロ グ ラ ミ ング メ ニューに戻 り ます。

スマー ト リ レーベースモジュールでのパスワー ド保護の無効化

た と えば、 他のユーザが回路プロ グ ラ ムを編集でき る よ う に、 パス ワー ド保護を無効化する

には、 現在のパス ワー ド （例では、 "ZZ"） を知っている必要があ り ます。 パス ワー ド を変更

する場合も同様です。

パス ワー ド保護を無効化するには、 プロ グ ラ ミ ング メ ニューで以下の手順に従います。

1. ▼、 ▲を押し て、 カーソル ">" を " パスワー ド " に移動させます。

2. OK を押し て " パスワー ド " を指定し ます。

" 旧パス ワード " を選択し、 前述の手順 3 ～ 5 を繰返し て、 現在のパス ワード を入力し ます。 

入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

表示内容

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  

 

入力ボ ッ ク ス をブラ ン ク のま まにする と、 パス ワード が削除されます。

3. パスワー ドがブ ラ ン クになっ ている こ と を確認し、 Ｏ Ｋ を押し ます。

パス ワー ド が ク リ ア され、 プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューに戻 り ます。

注記

こ の操作によ り 、 パス ワード の入力要求は無効にな り 、 パス ワード を入力せずにプロ グ ラ

ムにア ク セスでき ます。

不正なパスワー ド

ユーザが誤ったパス ワー ド を入力し、 OK を押し た場合は、 編集モー ド に移らずに、 プロ グ

ラ ミ ング メ ニ ューに戻 り ます。 正しいパス ワード を入力する まで、 こ の状態が続き ます。

テキス ト デ ィ スプレ イでの RUN モー ドから STOP モー ドへの切り替え

テキ ス ト デ ィ スプレ イ を使って、 パス ワード 付きのプロ グ ラ ムが入っているベースモジ ュー

ルを RUN モード から STOP モード へ切 り 替え る場合、正しいパス ワード を入力する必要があ

り ます。

ベースモジ ュール中のプロ グ ラ ムにパス ワー ド が設定されている場合、 以下の手順で、 テキ

ス ト デ ィ スプレ イ を使って、ベースモジ ュールを RUN モード から STOP モードへ切 り 替え る

こ と ができ ます。

1. テキス ト デ ィ スプレ イ上で ESC を押し て、 RUN モー ドから  STOP モー ドへ切り替えま    

す。 以下のメ ニューが表示されます。

2. OK を押し ます。 以下の内容が表示されます。
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3. スマートリレーのプログラミング
3. ▼ を押し てカーソルを " はい " に移動させ、 OK を押し ます。 

正しいパスワー ド を入力し ます （今回は、 "ZZ"）。 

間違っ たパスワード を入力すると 、テキスト ディ スプレイ はステッ プ  1 の表示に戻り ます。

4. OK を押し て、 パスワー ド 入力画面を終了し ます。 メ イ ン メ ニューが表示されます。

STOP モードへ切 り 替わ り ます。

注記

テキ ス ト デ ィ スプレ イ が初期化される と 、 その後最初に、 テキ ス ト デ ィ スプレ イ を使っ

て、 RUN モード から STOP モードへ切 り 替え る と きにパス ワード を入力する必要があ り

ます。

パス ワード を入力し た後にテキス ト デ ィ スプレ イ上のキーを押さ ない状態が 1分以上続 く

と 、 テキス ト デ ィ スプレ イ を使って RUN モー ド から STOP モードへ切 り 替え る ためには

再度パス ワード を入力する必要があ り ます。 STOP モード から RUN モードへ切 り 替え る

場合にはパス ワード を入力する必要はあ り ません。
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.6.6 RUN モー ドへの切替え

メ イ ン メ ニューで RUN を選び、 スマー ト リ レーを起動し ます。

1. ESC を押し て、 メ イ ン メ ニューに戻り ます。

2. ▲、 ▼を押し て、 カーソル ">" を " ス ター ト " に移動させます。

3. " ス ター ト " を確認し て、 OK を押し ます。

回路プロ グ ラ ムが起動し、 下記の表示に変わ り ます。

RUN モー ド での表示内容

2008-05-26
 Mo 09:00

I:
0.. 123456789
1..0123456789
2..01234

Q:
0.. 123456789
1..0123456

AI:
1: 00000
2: 01000
3: 00253

AI:
4: 00010
5: 00000
6: 00005

入力 I1 ～ I9

入力 I10 ～ I19

入力 I20 ～ I24

出力 Q1 ～ Q9

出力 Q10 ～ Q16

アナロ グ入力 AI1 ～ AI3

アナロ グ入力 AI4 ～ AI6

押す

押す

押す

押す

ス ター ト 画面 ： 現在の日付と時刻 （時計機能あ り タ イプのみ）、

日付と時刻が設定されていない場合は点滅

または、 ス ター ト 画面入力

（5.2.5 参照）

押す
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3. スマートリレーのプログラミング
M:
0.. 123456789
1..0123456789
2..01234

ESC+C

AI:
7: 00000
8: 00000

AQ:
1: 00000
2: 01000

押す

押す

押す

アナロ グ入力 AI7 ～ AI8

マーカ M1 ～ M9

マーカ M10 ～ M19

マーカ M20 ～ M27

回路プ ロ グ ラ ム を手動操作する ための 4 つのカー ソ ル

キー （ESC+ カーソルキー）

アナロ グ出力 AQ1 ～ AQ2
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3. スマートリレーのプログラミング  
「スマー ト リ レーが RUN 中」 とは

スマー ト リ レーは RUN モード で回路プロ グ ラ ムを実行し ますが、 こ のためスマー ト リ レー

はまず入力状態を読取 り 、 次にユーザ プ ロ グ ラ ム を使って出力端子の状態を決め、 そ し て 

ユーザの設定値に従って出力をオン / オフ し ます。

下図は、 入 / 出力の状態表示です。

Q:
0.. 123456789
1..0123456

I:
0.. 123456789
1..0123456789
2..01234

入 / 出力状態 "1" ： 反転 
入 / 出力状態 "0" ： 非反転 

この例では、 I1、 15、 Q8 と Q12 だけが "high" に設定されています。

デ ィ スプレ イでの状態表示

I:
0.. 123456789
1..0123456789
2..01234

L1

N

S1 S2=1

I1 I2

Q1

Q:
0.. 123456789
1..0123456

例を使って、この部分を

調べてみま し ょ う 。

ス イ ッチ S1 が閉じ ている と き、入力 I1 は

"hi"

スマー ト リ レーは回路プ ロ グ ラ ムに従っ

て出力状態を決定

出力 Q1 = "1" の と き、 スマー ト リ レーは   

リ レー出力 Q1 をセ ッ ト し、 Q1 に接続さ

れた負荷には電圧が供給されます。
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3. スマートリレーのプログラミング
3.6.7 回路プログラム例 2

こ こ までで、 回路プロ グ ラ ム作成、 名前付け、 パス ワード の設定 （必要に応じ て） は完了し

ま し た。 こ こ では、 既存の回路プロ グ ラ ムの変更方法および特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの使用方法

について説明し ます。

• 既存の回路プロ グ ラ ムにブロ ッ ク を追加する方法

• 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン用のブロ ッ ク を選択する方法

• パラ メ ータの設定方法

回路の変更方法

回路プロ グ ラ ム例 1 を元に、 少し変更し て新し く 回路プロ グ ラ ムを作成し ます。

まず、 新し く 作成する回路プロ グ ラ ムの回路図について見てみま し ょ う 。

L1

N

S1 S2 K1

K1 E1

ス イ ッチ S1 と S2 は、 負荷 E1 をオンにし、 12 分遅

れでオフにする リ レー K1 に切替えます。

回路プロ グ ラ ムのレ イ ア ウ ト

≥ 1

Q1

I1
I2
x x

Par

新しいブロ ッ ク

回路プロ グ ラ ム例 1 で使った、 OR ブロ ッ ク と リ レー出力 Q1 が表示されています。 オフデ ィ

レータ イマブロ ッ ク が追加されている点だけが異な り ます。
82



3. スマートリレーのプログラミング  
回路プログラムの編集

プロ グ ラ ミ ングモード に切替えます。

留意点

1. プログラ ミ ングモー ド に切替えます。

（RUN 状態の場合は、 ESC を押し て、 パラ メ ータ設定モード に切替えます。 " ス ト ッ プ "
コマン ド を選び、 OK を押し ます。 そ し てカーソル ">" を " はい " に移動させ、 も う 一度   

OK を押し ます。） （63 ページ参照）

2. メ イ ン メ ニューで " プログラム " を選びます。

3. プログラ ミ ング メ ニューで " 編集 " を選び、 OK を押し ます。 次に " プログラム編集 " を   

選び、 OK を押し ます。

パス ワー ド入力が必要な場合は、 プロ ンプ ト にパス ワード を入力し、 OK を押し ます。

以上で回路プロ グ ラ ムの変更が可能にな り ます。

回路プログラムへのブロ ッ クの追加

カーソルを B1 の B （B1 ： OR ブロ ッ ク の番号） へ移動させます。

Q1B1

を押し てカーソルを移動▲

こ こに新しいブロ ッ ク を挿入し ます。 

OK を押し ます。 ▲を押すと BN リ ス ト が表示されます。

Q1BN
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3. スマートリレーのプログラミング
▲を押し て SF （特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの リ ス ト ） を選びます。

Q1SF

SF リ ス ト には特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク が含

まれています。

OK を押すと 、 1 番目の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク が表示されます。

Trg
Par Q1

特殊フ ァ ン ク シ ョ ン、 または基本フ ァ ン ク シ ョ

ンのブロ ッ ク を選ぶ と、 該当する フ ァ ン ク シ ョ

ンブロ ッ ク が表示されます。 四角形のカーソル

がブロ ッ ク上に現れます。 ▼、 ▲を押し て、 該

当するブロ ッ ク に移動し ます。

追加するブロ ッ ク （オフデ ィ レータ イマ、 下図参照） を選び、 OK を押し ます。

R
B1

Par
Q1

B2
追加されたブロ ッ ク には、ブロ ッ ク番号 B2 が割

当て られます。 カーソルは追加ブロ ッ ク の先頭

の入力に移動し ます。

OK を押すまでは、

Trg が表示されてい

ます

以前、 Q1 に接続されたブロ ッ ク B1 は、 新しいブロ ッ ク の最上位の入力に自動的に接続され

ます。 相互接続ができ るのは、 入力 と出力同士、 またはアナロ グ入力 と アナロ グ出力同士で

あ る こ と に注意し て く だ さい。 そ う し ない と、 「古い」 ブロ ッ クは消えて し まいます。

オフデ ィ レータ イ マのブロ ッ ク には 3 つの入力があ り 、 先頭は ト リ ガ入力 （Trg） で、 オフ

デ ィ レー時間のカ ウ ン ト を開始するのに使います。 説明の例では、 OR ブロ ッ ク B1 がオフ

デ ィ レーを ト リ ガし ます。 リ セ ッ ト 入力の信号によ り 、 時間 と出力を リ セ ッ ト し ます。 入力

Par のパラ メ ータ T にオフデ ィ レー時間を設定し ます。

説明の例では、 オフデ ィ レータ イマの リ セ ッ ト 入力は使わずに、 "x" と い う コネ ク タで リ セ ッ  

ト 入力を識別し ます。

x
B1

Par
Q1

B2

表示内容
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3. スマートリレーのプログラミング  
ブロ ッ クのパラ メ ータ設定

オフデ ィ レー時間 T を設定し ます。

1. カーソルが Par の位置にないと きは、 ▼、 ▲を押し て移動させます。

2.  OK を押し て、 編集モー ド に切替えます。

パラ メ ータ設定ウ ィ ン ド ウにパラ メ ータが表示されます。

B2        +R
T =00:00s

"+" は、パラ メ ータがパラ メ ータ設定モード で 

表示および変更でき る こ と を示し ます。

"R" は、このブロ ッ ク の自己保持機能が有効に 

なっている こ と を示し ます。

時間の単位時間

T：ブロ ッ クパラ

メ ータ B2は時間

関連の フ ァ ン ク

時間を変更するには

• 、 を押し て、 カーソルを合わせます。

• ▲、 ▼を押し て、 時間を変更し ます。

入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

時間設定の方法

時間 T = 12 ： 00 分に設定し ます。

1.  、 を押し て、 カーソルを 10 の位に移動させます。

2.  ▲、 ▼を押し て、 数字 "1" を選びます。 

3.  、 を押し て、 カーソルを 1 の位に移動させます。

4.  ▲、 ▼を押し て、 数字 "2" を選びます。 

5.  、 を押し て、 カーソルを 「単位」 に移動させます。

6.  ▲、 ▼を押し て、 時間の単位 "m" （分） を選びます。

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング
パラ メ ータの表示 / 非表示 -- パラ メ ータ保護モー ド

パラ メ ータ設定モード で、パラ メ ータ を表示/非表示にし た り 、変更を許可/不許可にするには、

1.  、 を押し て、 カーソルをプロテ ク シ ョ ンモー ド に移動させます。

2.  ▲、 ▼を押し て、 プロテ ク シ ョ ンモー ド を選びます。

3. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

電源断時現在値保持機能の有効化 / 無効化

電源断の後、 現在のデータ を保持するかど う かを設定するには、

T=12:00m
B2

T=12:00m
B2 R /

表示内容

電源断時現在値保持設定 R ： 

現在のデータは保持されます。

電源断時現在値保持設定 / ： 

現在のデータは保持されません。

または

1.  、 を押し て、 カーソルを "R"( 電源断時現在値保持 ) に移動させます。

2.  ▲、 ▼を押し て、 "R"( 電源断時現在値保持 ) を選びます。

3. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

注記

プロ テ ク シ ョ ンモード についての詳細は、 4.3.5 を参照し て く ださ い。

電源断時現在値保持機能についての詳細は、 4.3.4 を参照し て く だ さい。

プロ テ ク シ ョ ンモード と電源断時現在値保持設定は、プロ グ ラ ミ ングモード でのみ変更で

き ます。 パラ メ ータ設定モード では変更でき ません。

本マニ ュ アルでは、 実際に切 り 替えが可能な場合だけ、 プロ テ ク シ ョ ンモード （"+"、 

"-"） と電源断時現在値保持 ("R", "/") をデ ィ スプレ イに表示し ています。

▲

▲

T=12:00m
B2        +R

T=12:00m
B2 R

プロ テ ク シ ョ ンモード - ：

パラ メ ータ設定モード で、 

時間 T の値が非表示にな り ます。

表示内容

プロ テ ク シ ョ ンモード＋ ：

パラ メ ータ設定モード で、 

時間 T の値が変更でき ます。

または

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング  
回路プログラムの検証

Q1 の分岐プロ グ ラ ムは完成し、 出力 Q1 が表示されます。 回路プロ グ ラ ムはデ ィ スプレ イで

見直すこ と ができ ます。 キーを使用し て、 回路プロ グ ラ ムを閲覧するには、 ▲

▲

、 を押し て 

ブロ ッ ク間を移動させ、 また▲、 ▼を押し てブロ ッ ク内の入力間を移動させます。

プログラ ミ ングモー ドの終了

回路プロ グ ラ ム例 1 を作成し た と きに、 プロ グ ラ ミ ングモード を終了する方法は説明し ま し

たが、 改めて記載し ます。

1. ESC を押し て、 プログラ ミ ング メ ニューに戻り ます。

2. ESC を押し て、 メ イ ン メ ニューに戻り ます。

3. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " ス ター ト " に移動させます。

4. " ス ター ト " を確認し て、 OK を押し ます。

RUN モード に戻 り ます。

2008-05-26
 Mo 09:30

、 を押し て、 ページを ス ク ロールし、 入出力の状態

を見る こ と ができ ます。

▲

▲
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3. スマートリレーのプログラミング
3.6.8 ブロ ッ クの削除

回路プロ グ ラ ムからブロ ッ ク B2 を削除し、 B1 を Q1 に直接接続する もの と し ます

Q1

I1

I2

x x

Par

B1

B2

。

以下のよ う に操作し ます。

1. プログラ ミ ングモー ド に切替えます。 （66 ページ参照）

2. ▲、 ▼を押し て、 " 編集 " を選びます。

3. " 編集 " を確認し て、 OK を押し ます。 

（必要によ りパスワー ド を入力し、 OK を押し ます。）

4. ▲、 ▼を押し て、 " プログラム編集 " を選びます。

5. " プログラム編集 " を確認し て、 OK を押し ます。

6. を押し て、 カーソルを Q1 の入力 （B2） に移動させます。

7. OK を押し ます。

8. 出力 Q1 のブロ ッ ク B2 を、 ブロ ッ ク B1 で置換えるには、

- ▲、 ▼を押し て、 BN リ ス ト を選びます。

- BN リ ス ト を指定し て、 OK を押し ます。

- ▲、 ▼を押し て、 "B1" を選びます。

- "B1" を指定し て、 OK を押し ます。

結果 ： 不要になったブロ ッ ク  B2 は削除されます。B2 に接続されているブロ ッ ク （今回はブ   

ロ ッ ク  B1） もすべて削除されます。

▲

B2 Q1
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.6.9 ブロ ッ クグループの削除

下図の回路プロ グ ラ ム （3.6.7 の回路プロ グ ラ ムに対応し ています） から、 ブロ ッ ク B1 と B2
を削除するには、

Q1

I1

I2

x x

Par

B1

B2

1. プログラ ミ ングモー ド に切替えます。 （66 ページ参照）

2. ▲、 ▼を押し て、 " 編集 " を選びます。

3. " 編集 " を確認し て、 OK を押し ます。 

（必要によ りパスワー ド を入力し、 OK を押し ます。）

4. ▲、 ▼を押し て、 " プログラム編集 " を選びます。

5. " プログラム編集 " を確認し て、 OK を押し ます。

6. を押し て、 カーソルを Q1 の入力 （B2） に移動させます。

7. 確認し て、 OK を押し ます。

8. ブロ ッ ク B2 の代わり に、 出力 Q1 にコネク タ "x" を設定するには、

- ▲、 ▼を押し て、 Co （コネ ク タの リ ス ト ） を選びます。

- Co （コネ ク タの リ ス ト ） を指定し て、 OK を押し ます。

- ▲、 ▼を押し て、 "x" を選びます。

- "x" を指定し て、 OK を押し ます。

結果 ： 不要になったブロ ッ ク  B2 は削除されます。 B2 に接続されているブロ ッ ク （今回はブ   

ロ ッ ク  B1） もすべて削除されます。

▲

B2 Q1
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3. スマートリレーのプログラミング
3.6.10 キー入力エラーの修正

スマー ト リ レーでは、 プロ グ ラ ミ ングエラーを簡単に修正でき ます。

• 編集モード がまだ終了し ていない と きは、ESC を押すたびに、入力を 1 つずつ戻すこ と が

でき ます。

• すべての入力が終わった場合は、 誤った入力だけを、 次のよ う に設定し なおし ます。

1. カーソルを修正箇所に移動させます。

2. OK を押し て、 編集モー ド に切替えます。

3. 正しい入力回路を設定し ます。

ブ ロ ッ ク同士を入替え る場合、 両ブ ロ ッ ク の入力端子の個数が同じ であ る必要があ り ます。

ただし、 古いブロ ッ ク を完全に削除すれば、 どのブロ ッ ク で も新し く 挿入する こ と はでき ま

す。

3.6.11 RUN/STOP モー ド切替え用アナログ出力値の選択

スマー ト リ レーが RUN モード から STOP モード に切 り 替わる と きの 2 つのアナロ グ出力に出

力される アナロ グ値を選択でき ます。

プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューで、

表示内容

1. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " 編集 " に移動させます。

2. OK を押し て " 編集 " を指定し ます。

3. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを "AQ" に移動させます。

4. OK を押し て "AQ" を指定し ます。

5. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " ス ト ッ プ中 AQ" に移動させます。

6. OK を押し て " ス ト ッ プ中 AQ" を指定し ます。

最下行にアナロ グ出力チャ ンネルの現在の設定が表示されます。デフ ォル ト 設定は、" ス ト ッ

プ時の値 " です。

" ス ト ッ プ時の値 " の値 （アナロ グ出力値を ス ト ッ プ直前の値に保持） と " 設定値 " の値 （ア

ナロ グ出力値を特定の値に保持） のどち らかを選択でき ます。 スマー ト リ レーが RUN モー

ド から STOP モード に切 り 替わる と き、 設定によ っては、 アナロ グ出力の値も変わ り ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
7. ▲、 ▼ を押し て、 希望する出力設定を選びます。

8. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

特定のアナログ出力値の設定

2 つのアナロ グ出力に特定のアナロ グ値を出力するには、 以下の手順に従います。

表示内容

9. ▲、 ▼ を押し て、 カーソル ">" を " 設定値 " に移動させます。

10. " 設定値 " を確認し て、 OK を押し ます。

11. 各アナログ出力に特定の出力値を入力し ます。

12. 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。
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3. スマートリレーのプログラミング
3.6.12 アナログ出力のモー ドの選択

アナロ グ出力のモード と し て 0..10V/ 0..20mA ( デフ ォル ト ) または 4 ～ 20mA のどち らかを  

選択でき ます。

アナロ グ出力のモード を選択するには、 プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューで

1. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " 編集 " に移動させます。

2. OK を押し て " 編集 " を指定し ます。

3. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを "AQ" に移動させます。

4. OK を押し て "AQ" を指定し ます。

5. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを "AQ モー ド " に移動させます。

6. OK を押し て "AQ モー ド " を指定し ます

各アナロ グ出力チャネルの現在の設定を示し ます。 アナロ グ出力のモード を変更するには、

7. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを変更する AQ に移動させます。

8. ▲、 ▼ を押し て、 デフ ォル ト 、 または 4...20mA を指定し ます。

9. OK を押し てアナログ出力のモー ド を決定し ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.6.13 回路プログラムの削除

回路プロ グ ラ ムを削除するには、

1. スマー ト リ レーをプログラ ミ ングモー ド に切替えます。

2. メ イ ン メ ニューで、 ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " プログラム " に移動させ、 OK を  

押し ます。

3. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " 消去 " に移動させます。

4. " 消去 " を確認し て、 OK を押し ます。

回路プロ グ ラ ムの削除を取消すには、">" カーソルを " いいえ " に移動させ、OK を押し ます。

回路プロ グ ラ ムを メ モ リ から削除するには、

5. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " はい " に移動させます。

6. OK を押し ます。

7. パスワー ド を入力し ます。

8. OK を押すと、 回路プログラムとパスワー ドが削除されます。

メ イ ン メ ニューが表示されます。

プロ グ ラ ミ ング メ ニューに切替わ り ます。

誤って回路プ ロ グ ラ ム を削除し ない よ う 、 パス ワー ド の

入力が要求されます。 （パス ワード を設定し ている場合）
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3. スマートリレーのプログラミング
注記

パス ワード を忘れた場合、 WindLGC を使用し て回路プロ グ ラ ム と パス ワード を削除でき

ます。 詳細については、 WindLGC オン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。 

バージ ョ ン 3 以前のベースモジュールでは、 パス ワード を忘れて も、 消去 メ ニューで誤っ

たパス ワード を連続 3 回入力すれば、 回路プロ グ ラ ム と パス ワー ド を削除でき ます。 

またバージ ョ ン 4 以降のベースモジ ュールでは、 パス ワード を忘れた場合、 消去 メ ニュー

で誤ったパス ワード を連続 100 回入力する こ と で、回路プロ グ ラ ム と パス ワード を削除で

き ます。
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.6.14 夏時間 / 冬時間変換

夏時間 / 冬時間の自動変換機能を有効 / 無効に設定でき ます。

• パラ メ ータ設定モード の " 設定 " メ ニ ューで設定する

• プロ グ ラ ミ ングモード の " セ ッ ト ア ッ プ " メ ニ ューで設定する

プログラ ミ ングモー ド で夏時間 / 冬時間の機能を有効 / 無効に設定する方法

1. プログラ ミ ングモー ド に切り替えます。

2. ▲、 ▼ を押し て、 メ イ ン メ ニューから " セ ッ ト ア ッ プ " メ ニューコ マン ド を選びます。

3. " セ ッ ト ア ッ プ " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " 時計 " に移動させます。

5. " 時計 " を確認し て、 OK を押し ます。

6. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " 夏時間 / 冬時間 " に移動させます。

7. " 夏時間 / 冬時間 " を確認し て、 OK を押し ます。

夏時間 / 冬時間の現在設定が最下行に表示されます。デフ ォル ト 設定は、" オフ "（無効） です。

表示内容
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3. スマートリレーのプログラミング
パラ メ ータ設定モー ド で夏時間 / 冬時間の機能を有効 / 無効に設定する方法

パラ メ ータ設定モード で夏時間 / 冬時間の機能を有効 / 無効に設定するには、パラ メ ータ設定

メ ニューで " 設定 " を選んでから、 " 時計 " を選び、 " 夏時間 / 冬時間 " を選びます。 これで

夏時間 / 冬時間の機能を有効 / 無効に設定でき ます。

夏時間 / 冬時間の有効化

夏時間 / 冬時間の機能を有効にし、 パラ メ ータ を設定するには、

1. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " オン " に移動させます。

2. " オン " を確認し て、 OK を押し ます。

3. ▲、 ▼を押し て、 変換方法を選びます。

表示内容

• "EU" は、 EU 夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• "UK" は、 UK 夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• "US1" は、 2007 年よ り 前の米国の夏時間の開始と 終了を表し ています。

• "US2" は、 2007 年以降の米国の夏時間の開始と 終了を表し ています。

• "AUS" は、 オース ト ラ リ ア夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• "AUS-TAS" は、 オース ト ラ リ ア / タ スマニア夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• "NZ" は、 ニ ュージーラ ン ド夏時間の開始 / 終了を表し ます。

• .. ： 任意の月 / 日 / 時差を設定でき ます。

EU

表示内容
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3. スマートリレーのプログラミング  
設定されている変換データは下表の通 り です。

EU
3 月の最終日曜日

02:00 → 03:00
10 月の最終日曜日

03:00 → 02:00
60 分

UK
3 月の最終日曜日

01:00 → 02:00
10 月の最終日曜日

02:00 → 01:00
60 分

US1
4 月の第 1 日曜日

02:00 → 03:00
10 月の最終日曜日

02:00 → 01:00
60 分

US2
4 月の第 2 日曜日

02:00 → 03:00
1 月の第1 1 日曜日

02:00 → 01:00
60 分

AUS
10 月の最終日曜日

02:00 → 03:00
3 月の最終日曜日

03:00 → 02:00
60 分

AUS-
TAS

10 月の第 1 日曜日

02:00 → 03:00
3 月の最終日曜日

03:00 → 02:00
60 分

NZ
10 月の第 １ 日曜日

02:00 → 03:00
3 月の第 3 日曜日

03:00 → 02:00
60 分

.. 月 ・ 日は任意設定

02:00 → 02:00+ 時差

月 ・ 日は任意設定

03:00 → 03:00- 時差

任意設定

（分単位）

注記

時差 Δ は、 0 ～ 180 分で指定でき ます。

EU 夏時間 / 冬時間に設定するには、

4. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを "EU" に移動させます。

5. "EU" を確認し て、 OK を押し ます。

EU 夏時間 / 冬時間変換が有効

夏時間の開始 夏時間の終了
タ イムゾーンの時

差 Δ

表示内容
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3. スマートリレーのプログラミング
ユーザ設定のパラ メ ータ

夏時間 / 冬時間のパラ メ ータ も変換も適用し ない場合は、以下のよ う に メ ニュー".." によ り 設 

定し ます。

1. 再度 " オン " を確認し て、 OK を押し ます。

2.  ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを ".." に移動させます。

3. メ ニュー ".." を確認し て、 OK を押し ます。

以下のよ う にパラ メ ータ を設定する もの と し ます。 

夏時間の開始 = 3 月 31 日、 夏時間の終了 = 11 月 1 日、 時差 120 分

入力方法は、

• 、 を押し て、 四角のカーソルを移動させます。

• ▲、 ▼を押し て、 カーソル位置の値を変更し ます。

• 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

以上で、 夏時間 / 冬時間変換の設定ができ ま し た。
表示内容

夏時間 / 冬時間変換が有効にな り 、 ユーザ設定パラ メ ータ （ ".." ） が設定されま し た。

注記

こ の メ ニ ューで夏時間 / 冬時間の機能を無効にするには、 " オフ " で OK を押し ます。

夏時間 / 冬時間変換は、 スマー ト リ レーが動作し ている と き （RUN または STOP モード ）

だけ機能し ます。 スマー ト リ レーのバッ フ ァ動作中は機能し ません。 （4.3.3 参照）

    MM-DD
+ : 01-01
- : 01-01
 =000min

0

表示内容

四角のカーソル

月 （MM） 日 （DD）

夏時間の開始

夏時間の終了

時差 [ 分 ]

▲

▲

0
    MM-DD
+ : 03-31
- : 11-01
 =120min

表示内容

3 月 31 日

11 月 1 日

時差 120 分
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3. スマートリレーのプログラミング  
3.6.15 増設 I/O モジュールとの同期

スマー ト リ レー と 、 接続された増設モジ ュール と の、 時間の同期は、 プロ グ ラ ミ ングモー ド

で、リ アルタ イ ム ク ロ ッ ク メ ニ ュー（" 時計 " メ ニ ュー）によ り 、有効 / 無効の設定ができ ます。

1. プログラ ミ ングモー ド に切替えます。

2. ▲、 ▼を押し て、 メ イ ン メ ニューから " 時計 " メ ニューコ マン ド を選びます。

3. " 時計 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " 同期 " に移動させます。

5. " 同期 " を確認し て、 OK を押し ます。

自動同期機能の現在の設定内容が最下行に表示さ れま す。 デフォ ルト 設定は、 " オフ " ( 無効 ) 
です。

同期機能の有効化

自動同期機能を有効にするには、

1. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " オン " に移動させます。

2. " オン " を確認し て、 OK を押し ます。

同期機能が有効の場合、 1 日に 1 度スマー ト リ レーから増設モジ ュールに時刻データが送信

されます。 また、 RUN モード に切 り 替わった り 、 " 時計設定 " の実行や夏時間 / 冬時間の切 

り 替えによ って時間帯が変更された り し た場合にも時刻データは送信されます。

表示内容

表示内容
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3. スマートリレーのプログラミング
3.7 メ モ リ量と回路プログラムのサイズ

スマー ト リ レーでは、 回路プ ロ グ ラ ムのサ イ ズは、 メ モ リ 量 （ブ ロ ッ ク が使用する メ モ リ ）

によ って制限されます。

メ モ リ  エ リ ア

プログラム メ モ リ

スマー ト リ レーの回路プロ グ ラ ムでは、 使用でき るブロ ッ ク の数は限られています。

さ らに、 回路プロ グ ラ ムが収容でき る最大バイ ト 数によ る制約も あ り ます。 使用される合計 

バイ ト 数は、対応する フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク で使用されるバイ ト 数を加算し て決ま り ます。

保持メ モ リ （Rem）

こ のエ リ アには、 稼働時間カ ウ ン タ値などの、 保持する必要のあ るプロセス変数が保存され

ます。

自己保持機能がオプシ ョ ンのブロ ッ ク では、 そのブロ ッ ク が実際に有効になっている場合だ

け、 こ の メ モ リ エ リ アを使用し ます。

 

電源停止時、 電圧の下降状態によ り スマー ト リ レーの CPU が停止する前に、 論理入力レベル

が OFF にな る場合があ り ます。 電源断時保持機能 （REM） を有する次のフ ァ ン ク シ ョ ンブ

ロ ッ ク では、 その内容が正し く 保持されない場合があ り ます。

オンデ ィ レータ イマの場合

図 .1 のよ う に、Rem=ON、入力 Trg に入力 ( 例 :I1) を接続する よ う な回路を作成し た場合、入

力 I1 を ON のま ま、 電源を入 り 切 り する と、 図 2 のよ う にタ イマ現在値が 0 から リ ス ター ト

する場合があ り ます。

図 .1 　 電源断時の状態
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3. スマートリレーのプログラミング  
図 .2 　 電源再投入時の状態

その他の REM 機能を持つフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クの動作は以下の通 り です。

• タ イマの現在値が保持されない場合のあ る フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク

オフデ ィ レータ イマ、 オンデ ィ レータ イマ、 オン / オフデ ィ レータ イマ、 自己保持の

オンデ ィ レー、1 シ ョ ッ ト パルス、立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー、デュー

テ ィ ー比可変パルス出力、 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッ チ、 オルタ ネ イ ト デ ィ レー

ス イ ッ チ、 稼働時間カ ウ ン タ

• S(R) 端子に B 接点で入力 (|*) を接続し、電源入 り 切 り し た場合に、出力がセ ッ ト ( リ セ ッ ト

) する場合のあ る フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク

自己保持、 オルタ ネイ ト ス イ ッチ

スマー ト リ レーで利用でき る リ ソース

回路プロ グ ラ ムは、 最大で下記の リ ソース を占有し ます。

3,800 200 250

スマー ト リ レーでは、 メ モ リ の使用状況が監視され、 リ ス ト 上のフ ァ ン ク シ ョ ンの う ち、 十

分な メ モ リ 量を確保でき る ものだけが使用でき ます。

バイ ト 数 ブロ ッ ク数 REM
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3. スマートリレーのプログラミング
メ モ リの必要量

下表は、 基本フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ クおよび特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク用 メ モ リ の必要量

について、 概要を示し ます。

フ ァ ン ク シ ョ ン
プログラム

メ モ リ
Rem メ モ リ (*)

基本フ ァ ン ク シ ョ ン

AND 12 -

AND ↑ （立ち上が り 検出） 12 -

NAND 12 -

NAND ↓ （立ち下が り 検出） 12 -

OR 12 -

NOR 12 -

XOR 8 -

NOT 4 -

特殊フ ァ ン ク シ ョ ン

タ イマ

オンデ ィ レータ イマ 8 3

オフデ ィ レータ イマ 12 3

オン / オフデ ィ レータ イマ 12 3

自己保持のオンデ ィ レータ イマ 12 3

1 シ ョ ッ ト パルス 8 3

立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ム リ レー 16 4

デューテ ィ ー比可変パルス出力 12 3

ラ ンダムパルス出力 12 -

消灯警報付オフデ ィ レース イ ッチ 12 3

オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ 16 3

週間タ イ ム ス イ ッチ 20 -

年間タ イ ム ス イ ッチ 12 -

カ ウ ン タ

ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ 28 5

稼働時間カ ウ ン タ 28 9

周波数ス イ ッチ 16 -

アナロ グ

アナロ グ ス イ ッ チ 16 -

アナロ グデ ィ フ ァ レ ンシ ャルス イ ッ チ 16 -

アナロ グ比較 24 -

アナロ グモニ タ 20 -
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3. スマートリレーのプログラミング  
* ： 電源断時現在値保持機能が有効の場合は、 Rem メ モ リ エ リ ア内のバイ ト 数

メ モ リ エ リ アの使用状況

回路プロ グ ラ ムに、 これ以上ブロ ッ ク を追加でき ない場合は、 「 メ モ リ 量不足」 が表示されま

す。 スマー ト リ レーでは、十分な メ モ リ 量を確保でき る フ ァ ン ク シ ョ ンだけが使用でき ます。

も し メ モ リ 量が不足のため、 ブロ ッ ク リ ス ト から選んだブロ ッ ク が収容でき ない場合は、 こ

の リ ス ト へのア ク セスは拒否されます。

メ モ リ 量が完全に占有された場合は、 回路プロ グ ラ ムを最適化し て く ださ い。

メ モ リ必要量の計算

回路プロ グ ラ ムの作成に必要な メ モ リ の必要量を計算するには、 個々の メ モ リ エ リ アのすべ

てを考慮する必要があ り ます。

Q1x
I2

B1
B2

B3

x

B4

–20

No 1
No 2
No 3

I1
Par

B5
B6

Par Q2

I3
I4
x

REMBytes

–12
REMBytes

アナロ グ リ ニア変換 12 -

パルス幅変調器 (PWM) 24

アナロ グ演算 20

アナロ グ演算エラー検出 12 1

アナロ グマルチプレ ク サ 20 -

アナロ グ台形制御 36 -

PI 制御 40 2

その他

自己保持 8 1

オルタネ イ ト ス イ ッチ 12 1

メ ッ セージ出力 8 -

ソ フ ト ウ ェ アス イ ッチ 8 2

シフ ト レジス タ 12 1
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3. スマートリレーのプログラミング
回路プログラムの内容

B1 OR 12 1 -

B2 AND 12 1 -

B3 週間タ イ ム ス イ ッ チ 20 1 -

B4 オンデ ィ レータ イマ * 8 1 3

B5 消灯警報付オフデ ィ レース イ ッ チ 12 1 0

B6 AND 12 1 -

回路プロ グ ラ ムが使用する リ ソース 76 6 3

メ モ リ 量の制限 3800 200 250

残 り の使用可能分 3724 194 247

* ： 電源断時現在値保持機能あ り の設定

この回路プロ グ ラ ムは、 スマー ト リ レーで対応可能

使用可能な メ モ リ量の表示

使用可能な メ モ リ 量の大き さ を表示させるには、

1. プログラ ミ ングモー ド に切替えます。 （66 ページ参照）

2. ▲、 ▼を押し て、 メ イ ン メ ニューから " 編集 " を選びます。

3. " 編集 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼を押し て、 " メ モ リ " を選びます。

5. " メ モ リ " を確認し て、 OK を押し ます。

ブロ ッ ク

番号
フ ァ ン ク シ ョ ン

メ モ リ エ リ ア

バイ ト 数 ブロ ッ ク数 REM

:
3724

 194
 Rem 247

表示内容
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4. スマー ト リ レーのフ ァ ン ク シ ョ ン構成

プロ グ ラ ミ ングモード では、 種々なエレ メ ン ト を使用する こ と ができ ます。 これらのエレ メ

ン ト は以下の リ ス ト に分類されます。

• ↓ Co ： コネ ク タの リ ス ト （Connector） （4.1 参照）

• ↓ GF ： 基本フ ァ ン ク シ ョ ン （AND、 OR、 ...） の リ ス ト （4.2 参照）

• ↓ SF ： 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの リ ス ト （4.4 参照）

• ↓ BN ： 回路プロ グ ラ ム内に設定されている、 再利用可能なブロ ッ ク番号

リ ス ト の内容

すべての リ ス ト は、 スマー ト リ レーで利用可能なエレ メ ン ト を示し、 すべてのコネ ク タ、 基

本フ ァ ン ク シ ョ ン、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが含まれ、 ↓ BN リ ス ト （スマー ト リ レーで作成さ

れたすべてのブロ ッ ク） も含まれています。

一部が表示されない場合

以下の場合、 一部のエレ メ ン ト が表示されません。

• ブロ ッ ク を追加でき ない場合 

メ モ リ 量が不足し ているか、 または最大ブロ ッ ク数に達し たかのいずれかです。

• スマー ト リ レーの容量を超え るブロ ッ ク を使用し た場合

（3.7 参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.1 定数と コネク タ  - Co
定数 と コ ネ ク タ （= Co） は、 入力、 出力、 マーカ （内部 リ レー） 、 そ し て定電圧レベル （定 

数） を表し ます。

入力 ：

1） 入力

入力は、 記号 "I" で識別されます。 入力 （I1、 I2、 ...） の数字は、 ベースモジ ュールの入力コ  

ネ ク タ と 、 接続されている入出力混合モジ ュールの番号 （取 り 付け順） に対応し ています。 (
次ページの図参照 )

2） アナログ入力

FL1E-H12SND、 FL1E-H12RCE、 FL1E-B12RCE の各タ イプには、 入力 I1、 I2、 I7、 I8 が装備 

されていて、 それぞれアナロ グ入力 AI3、 AI4、 AI1、 AI2 と し て使え る よ う にも設定でき ま

す。 お使いのベースモジ ュールのアナロ グ入力点数を 2 点 (AI1、 AI2) または 4 点 (AI1、 AI2、

AI3、 AI4) 使用する よ う に設定する こ と ができ ます （5.2.4 参照）。 入力 I1、 I2、 I7、 I8 での信

号は、 デジ タル値 と し て、 また入力 AI3、 AI4、 AI1、 AI2 での信号は、 アナロ グ値と し て解

釈されます。 AI3 は I1 に、 AI4 は I2 に対応する と い う 点に注意し て く だ さい。 この番号の割

り 付けは、 FL1D シ リ ーズでの対応関係を保っ ています。 接続 さ れてい る アナ ロ グ入力モ

ジュールの入力には、 既存のアナロ グ入力に対応し た番号が割 り 付け られます （2.1.1 参照）。

入力信号 （アナロ グ入力 AI1 ～ AI8） や、 アナロ グマーカ （アナロ グ用データ レジス タ） AM1
～ AM6、 アナロ グ出力付き フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号が選ばれた と きに、 入力がアナロ

グ入力にだけ接続される よ う な特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが、 プロ グ ラ ミ ングモー ド で利用でき ま

す。

出力 ：

1） 出力

出力は、 記号 "Q" で識別されます。 出力の番号 （Q1、 Q2、 ... Q16） は、 ベースモジ ュールの   

出力コネ ク タ と 、 増設 I/O モジ ュールの番号 （取 り 付け順） に対応し ています。 （次ページの

図参照）

また、 16 個の未使出力用 （ "X" で識別） も使用でき ますが、 マーカ （内部 リ レー） など と は  

異な り 、 回路プロ グ ラ ムでの再利用はでき ません。 メ ッ セージ出力だけが回路プロ グ ラ ムに

と って重要な場合、 未使用出力は、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン 「 メ ッ セージ出力」 に対し て有効で

す。 （4.4.23 参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
2） アナログ出力

アナロ グ出力は、記号 "AQ" で識別されます。スマー ト リ レーでは 2 つのアナロ グ出力（AQ1、  

AQ2） を使用で き ます。 アナロ グ出力を接続で き る のは、 アナロ グ入力のフ ァ ン ク シ ョ ン、

アナロ グマーカ AM、 アナロ グ出力コネ ク タのみです。

以下の図は、スマー ト リ レーの設定例、および回路プロ グ ラ ム用の入力および出力の番号付け

を示し ています。

L+ M I13I14I15 I16

Q11

Q9

Q12

Q10

RUN/STOP

L+ M

AI5

RUN/STOP

L+ M AI3 AI4 I3 I4 I5 I6

Q1 Q2 Q3 Q4

AI1 AI2 L+ M I9 I10 I11I12

Q7

Q5

Q8

Q6

RUN/STOP

M3U3AI6M4 U4

    1         2       1         2

     1          2              1         21          2          1         2          1          2         1          2

    1          2       1         2

     1         2              1         2

PE

INPUT 2x (..10V/..20mA)

L+ M L+ M

RUN/STOP

M1 V1+

PE

   OUTPUT    2x(0..10V)

M2V2+
   AQ1                   AQ2

L+ M

入力

アナロ グ入力出力 アナロ グ出力

マーカ （内部リ レー） ブロ ッ ク

マーカ （内部 リ レー） ブロ ッ クは、 記号 "M" または "AM" で識別される仮想出力で、 入力の    

値を出力し ます。 スマー ト リ レーには、27 個のデジ タルマーカ M1 ～ M27 と 6 個のアナロ グ

マーカ （アナロ グ用データ レジス タ） AM1 ～ AM6 があ り ます。

開始マーカ

マーカ M8 は、 ユーザプロ グ ラ ムの最初の実行スキ ャ ンで設定されるので、 回路プロ グ ラ ム

で開始マーカ と し て使用されます。 こ の信号は、 回路プロ グ ラ ムが最初の実行スキ ャ ンを完

了し た後、 自動的に リ セ ッ ト されます。

マーカ M8 は、第 2 サイ クル以降、他のマーカ と同様に設定・解除・判定の処理に使用でき ます。

バッ ク ラ イ ト 出力マーカ （内部リ レー） M25 および M26

マーカ M25 は、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イのバッ ク ラ イ ト を制御し ます。 

マーカ M26 は、 テキス ト デ ィ スプレ イのバッ ク ラ イ ト を制御し ます。

注記

テキ ス ト デ ィ スプレ イのバッ ク ラ イ ト の寿命は、 20,000 時間です。
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4. スマートリレーのファンクション構成

   
メ ッ セージ言語切り替えマーカ （内部リ レー） M27

マーカ M27 は、 メ ッ セージテキ ス ト を表示する言語を、 メ ッ セージ出力で設定し た 2 言語間

で切 り 替えます。 

状態 0 は第一言語に対応し、 状態 1 は第二言語に対応し ます。 つま り 、 M27=0(lo) の場合は、

第一言語で作成された メ ッ セージテキ ス ト が表示されます。 M27=1(hi) の場合は、 第二言語

で作成された メ ッ セージテキ ス ト が表示されます。 回路プロ グ ラ ムで M27 を使用し ない場

合、 メ ッ セージ設定 メ ニューまたは WindLGC で選択し た言語で メ ッ セージテキ ス ト が表示

されます。

注記

こ のマーカの出力は、 常に １ つ前のプロ グ ラ ム スキ ャ ンの状態を引継ぎ、 同じプロ グ ラ ム

スキ ャ ン内では一定です。

シフ ト レジス タ ビ ッ ト

スマー ト リ レーには、 シフ ト レジス タ ビ ッ ト S1 ～ S8 が装備され、 回路プロ グ ラ ム内で リ ー

ド 専用の属性が割当て られます。 シフ ト レジス タ ビ ッ ト の内容は、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン 「シ

フ ト レジス タ」 によ ってのみ変更可能です。 （4.4.25 参照）

カーソルキー

最大 4 個のカーソルキーすなわち C ▲、 C 、 C ▼、 C 

▲

（"C" = "Cursor"） が使用でき ます。   ▲

他の入力 と同様に、カーソルキーも回路プロ グ ラ ムに応じ て設定を変更する こ と ができ ます。

カーソルキーは、 システムが RUN 状態の と き （3.6.6 参照）、 または、 メ ッ セージ出力がア ク  

テ ィ ブな状態 （ESC+ カーソルキー） の と きに、 画面上に表示されます。 カーソルキーを使

用する こ と で、 オペレータによ る回路プロ グ ラ ムのコ ン ト ロールが可能にな り 、 入力素子を

節約でき ます。 

テキ ス ト デ ィ スプレ イのカーソルキー入力は、 ベースモジ ュールのカーソルキー入力 と同じ

です。

レベル

電圧レベルは、 hi と lo で表されます。 ブロ ッ ク において、定数 "1 = hi" または定数 "0 = lo" と     

いった信号状態は、 固定電圧レベルまたは定数値 hi/lo によ って設定でき ます。

未使用出力

未使用のブロ ッ ク コネ ク タは、 x で識別されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  

   
4.2 基本フ ァ ン クシ ョ ン リ ス ト  - GF
基本フ ァ ン ク シ ョ ンは論理図を用いた基本的なオペレーシ ョ ンツールです。

各基本フ ァ ン ク シ ョ ンの入力は反転させる こ と ができ ます。 つま り 、 回路プロ グ ラ ムによ っ

て、 入力信号を  "1" か ら  "0"、 または "0" か ら  "1" に変更で き ます。 プ ロ グ ラ ミ ング例には、    

3.6.3 を参照し て く ださ い。

GF リ ス ト には、 回路プロ グ ラ ムで使用可能な基本フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク が含まれていま

す。 下記の基本フ ァ ン ク シ ョ ンが使用でき ます。

直列回路 
常時開接点あ り

AND
（111 ページ参照）

AND ↑ （立ち上が り 検

出）

（112 ページ参照）

並列回路
常時閉接点あ り

NAND
（113 ページ参照）

NAND ↓ （立ち下が り

検出）
（114 ページ参照）

回路プログラムでの

表示

スマー ト リ レーでの

表示

基本フ ァ ン ク シ ョ ンの

名称
109



4. スマートリレーのファンクション構成
並列回路
常時開接点あ り

OR
（115 ページ参照）

直列回路
常時閉接点あ り

NOR
（116 ページ参照）

2 点ブレーク付切換接点

XOR
（117 ページ参照）

常時閉接点

NOT
（117 ページ参照）

回路プログラムでの

表示

スマー ト リ レーでの表

示

基本フ ァ ン ク シ ョ ンの

名称
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.2.1 AND

複数の常時開接点を もつ直列回路の回路図 : スマー ト リ レーでの表示 ：

AND の出力は、 全入力が 1 の と き、 すなわち全接点が閉じ ている と きだけ 1 にな り ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 1

AND 論理の表

1 2 3 4 Q
0 0 0 0 0
0 0 0 1 0
0 0 1 0 0
0 0 1 1 0
0 1 0 0 0
0 1 0 1 0
0 1 1 0 0
0 1 1 1 0
1 0 0 0 0
1 0 0 1 0
1 0 1 0 0
1 0 1 1 0
1 1 0 0 0
1 1 0 1 0
1 1 1 0 0
1 1 1 1 1
111



4. スマートリレーのファンクション構成
4.2.2 AND ↑ （立ち上がり検出）

スマー ト リ レーでの表示 ：

AND ↑ （立ち上が り 検出） は、 任意の入力がオフから オンに変化し た と き、 入力がすべてオ 

ンになっている場合に、 1 スキ ャ ンのみ出力がオン し ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 1

AND ↑ （立ち上がり検出） のタ イ ミ ング図

1

3

Q

2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

4

スキ ャ ン
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.2.3 NAND

複数の常時閉接点を もつ並列回路を回路図で表し た場合 スマー ト リ レーでの表示 ：

NAND の出力は、 全入力での状態が 1、 すなわち全接点が閉じ ている と きだけ 0 にな り ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 1

NAND 論理の表

1 2 3 4 Q
0 0 0 0 1
0 0 0 1 1
0 0 1 0 1
0 0 1 1 1
0 1 0 0 1
0 1 0 1 1
0 1 1 0 1
0 1 1 1 1
1 0 0 0 1
1 0 0 1 1
1 0 1 0 1
1 0 1 1 1
1 1 0 0 1
1 1 0 1 1
1 1 1 0 1
1 1 1 1 0
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.2.4 NAND ↓ （立ち下がり検出）

スマー ト リ レーでの表示 ：

NAND ↓ （立ち下が り 検出） は、 入力すべてがオンの状態から、 1 つ以上の入力がオフに変 

化し た と きに、 1 スキ ャ ンのみ出力がオン し ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 1

NAND ↓ （立ち下がり検出） のタ イ ミ ング図

1

3

Q

2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

4

スキ ャ ン
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.2.5 OR

複数の常時開接点を もつ並列回路を回路図で表し た場合 ： スマー ト リ レーでの表示 ：

OR の出力は、 1 つ以上の入力が 1 の と き、 すなわち 1 つ以上の接点が閉じ ている と きだけ 1
にな り ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 0

OR 論理の表

1 2 3 4 Q
0 0 0 0 0
0 0 0 1 1
0 0 1 0 1
0 0 1 1 1
0 1 0 0 1
0 1 0 1 1
0 1 1 0 1
0 1 1 1 1
1 0 0 0 1
1 0 0 1 1
1 0 1 0 1
1 0 1 1 1
1 1 0 0 1
1 1 0 1 1
1 1 1 0 1
1 1 1 1 1
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.2.6 NOR

複数の常時閉接点を もつ直列回路を回路図で表し た場合 ： スマー ト リ レーでの表示 ：

NOR の出力は、 すべての入力が 0、 すなわちオフの と きだけ 1 にな り ます。 NOR 出力は、 入

力の う ちの １ つがオン （論理 1） の と き、 0 に設定されます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 0

NOR 論理の表

1 2 3 4 Q
0 0 0 0 1
0 0 0 1 0
0 0 1 0 0
0 0 1 1 0
0 1 0 0 0
0 1 0 1 0
0 1 1 0 0
0 1 1 1 0
1 0 0 0 0
1 0 0 1 0
1 0 1 0 0
1 0 1 1 0
1 1 0 0 0
1 1 0 1 0
1 1 1 0 0
1 1 1 1 0
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.2.7 XOR

XOR は回路図では、切換接点を 2 個もつ直列回路と

し て表現されます。

スマー ト リ レーでの表示 ：

XOR の出力は、 入力同士が等し く ない と き、 1 にな り ます。

未使用のブロ ッ ク入力 （x） では ： x = 0

XOR 論理の表

4.2.8 NOT

回路図中の閉接点 ：
スマー ト リ レーでの表示 ：

NOT の出力は、入力が 0 の と き、 1 にな り ます。 NOT ブロ ッ クは、入力状態を反転させます。

NOT ブロ ッ ク があ る と 、 例えば、 スマー ト リ レーが閉接点を必要 と し ない場合、 開接点 と

NOT を使えば、 閉接点に変換でき るので便利です。

NOT 論理の表

1 2 Q
0 0 0
0 1 1
1 0 1
1 1 0

1 Q
0 1
1 0
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.3 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの基本

特殊フ ァ ン ク シ ョ ン （SF） と 基本フ ァ ン ク シ ョ ン （GF） では、 入力の指定方法が違 う ので、

両者に違いがあ る こ と はすぐにわか り ます。 SF には、 タ イマフ ァ ン ク シ ョ ン、 自己保持フ ァ

ン ク シ ョ ン、 種々のパラ メ ータ設定オプシ ョ ンが用意されているので、 必要条件に応じ て回

路プロ グ ラ ムを変更する こ と ができ ます。

この章では、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン （SF） の入力信号やパラ メ ータについての概要を説明し ま

す。 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの詳細については、 4.4 で説明し ます。

4.3.1 入力の指定

論理入力

こ こ では、 他のブロ ッ クや、 スマー ト リ レーの入力 と の論理接続を作成する ために使用でき

る コネ ク タについて説明し ます。

• S （Set） :
入力 S の信号は、 出力を論理 "1" に設定し ます。

• R （ リ セ ッ ト ） :
リ セ ッ ト 入力 R は、 他のすべての入力に優先し て出力を リ セ ッ ト し ます。

• Trg （Trigger） :
こ の入力は、 フ ァ ン ク シ ョ ンを起動する ために使用されます。

• Cnt （Count） :
こ の入力は、 パルス数をカ ウ ン ト する ために使用されます。

• Fre （Frequency） :
測定対象の周波数信号が Fre に入力されます。

• Dir （Direction） :
こ の入力は、 方向 （+ / –） を指定し ます。

• En （Enable） :
こ の入力は、 ブロ ッ ク フ ァ ン ク シ ョ ンを有効にし ます。 こ の入力が "0" の と き、 ブロ ッ ク

に送信される他の信号は無視されます。

• Inv （Invert） :
こ の入力の信号は、 ブロ ッ ク の出力信号を反転させます。

• Ral （Reset all） :
内部の値すべてが リ セ ッ ト されます。

注記

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの使用し ていない論理入力のデフ ォル ト は "0" です。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
SF の入力でのコネク タ X

SF の入力にコネ ク タ x を接続する と 、 入力は low にセ ッ ト されます。 つま り 、 入力の信号レ 

ベルは "lo" にな り ます。

パラ メ ータ入力

入力によ っては、 入力信号を受けつけない入力があ り ます。 代わ り に、 該当するブロ ッ ク の

値を設定し ます。 例えば、

• Par （Parameter） :

こ の入力は、 ど こ にも接続されず、 該当するブロ ッ クパラ メ ータ （時間、 On/Off 閾値な

ど） が設定されます。

• No （Cam） :

こ の入力は、 ど こ にも接続されず、 時間関連パラ メ ータが設定されます。

• P （Priority） :

これはオープン入力です。 優先度を決め、 RUN 状態で メ ッ セージを認識するかど う かを

指定でき ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.3.2 時間応答

パラ メ ータ T

SF には、 時間値 T を設定でき る ものがあ り ます。 こ の時間を予め設定し てお く と、 入力値は

時間の単位が基本にな り ます。

s （秒） 秒 　 ： 　 1/100 秒

m （分） 分 　 ： 　 秒

h （時） 時 　 ： 　 分

B1      +
T =04:10h

時間 T に 250 分を設定 :
時間単位

04 ： 00 時間 240 分

00 ： 10 時間 +10 分

＝ 250 分

T の精度

電子部品特性のわずかな誤差によ り 、 設定時間 T に誤差が出る場合があ り ます。 「オンデ ィ

レータ イマ」 の項目で、 こ のよ う な誤差の詳細を説明し ています （130 ページ参照）。

タ イマの精度 （週間タ イムスイ ッ チおよび年間タ イムスイ ッ チ）

FL1E-H12RC... タ イプでは、 上記の誤差によ る、 時計の不正確さ を防止する ために、 タ イ マ

値は、 常に高精度の基準時間 と 比較 ・ 修正されています。 その結果、 最大時間誤差は、 ± 5
秒 / 日にな り ます。

時間の単位 _ _ 　 : 　 _ _
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.3.3 時計のバッ クア ッ プ

ス マー ト リ レーの内部時計はバ ッ ク ア ッ プ さ れてい る ので、 電源断の後 も 動いてい ます。

バッ ク ア ッ プ時間の長さは周囲温度の影響を受け、 25 ℃の場合、 通常 80 時間です。

電源断が 80 時間以上に渡った場合、 スマー ト リ レーの内部時計は次のよ う な反応を し ます。

FL1A ～ FL1D シ リ ーズ : 
再起動時には、 時計は "Sunday 00:00 1 January" に リ セ ッ ト され、 時計が停止し た状態でデ ィ    

スプレ イが点滅し ます。 また、 スマー ト リ レーは電源断が起こ る前の状態に戻 り ます。 RUN
モード では、 上記の時刻 （1 月 1 日 日曜日 00:00） で設定されたカ ウ ン タが処理されます。 こ 

の場合も時計は停止し たま まです。

FL1E シ リ ーズ : 
スマー ト リ レー用バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジを使用する

場合、 スマー ト リ レーの内部時計を最大 2 年間保持でき ます。 これらのカー ト リ ッ ジは FL1E
シ リ ーズでのみ使用でき ます。

スマー ト リ レーの内部時計を 80 時間以上バッ ク ア ッ プし たい場合は、スマー ト リ レーの内部

時計がバッ ク ア ッ プ されている間に、 バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー

ト リ ッ ジを スマー ト リ レーに装着し て く だ さい。

4.3.4 電源断時現在値保持機能

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク のス イ ッ チング状態、 カ ウ ン タ値、 およびタ イマ値は、 電源断

時現在値保持機能を設定する と 電源断の後も現在データ を保持し ます。 つま り 現在データが

電源断の後も保持され、 ブロ ッ クは中断された と こ ろから動作を再開でき ます。 タ イマは リ

セ ッ ト されずに、 残 り 時間がな く なる まで、 動作は再開 ・ 継続されます。

こ の機能を有効にするには、 該当する フ ァ ン ク シ ョ ンに電源断時現在値保持機能が設定され

ている必要があ り ます。 次の 2 つのいずれかを選択でき ます。

R: データは保持されます。 

/: 現在のデータは保持されません。 （デフ ォル ト ） （86 ページの例参照）

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの稼働時間カ ウ ン タ、 週間タ イ ム ス イ ッ チ、 年間タ イ ム ス イ ッ チ、 およ

び PI 制御は常に保持されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.3.5 パラ メ ータの保護

パラ メ ータの保護設定では、 スマー ト リ レー パラ メ ータ設定モード で、 パラ メ ータ を表示 ・ 

編集でき る よ う にするかど う かを指定でき ます。 次の 2 つのいずれかを選択でき ます。

+: パラ メ ータ設定モード で、 パラ メ ータ を表示 ・ 編集でき ます。 （デフ ォル ト ） 

- ： パラ メ ータ設定モード で、 パラ メ ータ を表示 ・ 編集でき ません。 プロ グ ラ ミ ングモード で

のみ編集ができ ます。 （86 ページの例参照）

注記

パラ メ ータの保護はパラ メ ータ設定で設定でき るパラ メ ータに対し て有効です。 特殊フ ァ ン

ク シ ョ ンの保護されたパラ メ ータ を メ ッ セージ出力で使用し ている な らば、 そのパラ メ ータ

は メ ッ セージテキ ス ト 上で編集でき ます。 パラ メ ータ を保護するには、 メ ッ セージ出力の保

護を有効にし て く だ さい。

4.3.6 アナログ値の増加率と補正値の計算

センサをアナロ グ入力に接続し ます。 測定する アナロ グ入力値は、 センサによ って電気信号

に変換されます。 センサで扱われる電気信号の値には一定の範囲があ り ます。

スマー ト リ レーでは、アナロ グ入力の電気信号は、常に0～1000のデジ タル値に変換されます。

入力 AI の電圧 0 ～ 10V は、 内部的に 0 ～ 1000 の値に変換されます。 10V を越え る入力電圧

は、 内部的に 1000 で示されます。

しかし、入力電圧値は常にスマー ト リ レーで使用される 0 ～ 1000 の範囲に収ま る と は限 り ま

せん。 こ のため、 スマー ト リ レーは増加率 と 補正値を使って、 測定し たアナロ グ入力値に対

応し たアナロ グ値に変換し ます。 さ らにスマー ト リ レーの画面上に表示でき ます。

入力電圧 （V） 0 ≧ 10

内部値 0 1000

増加率 -10.00 10.00

補正値 -10000 +10000

パラ メ ータ 最小 最大
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4. スマートリレーのファンクション構成  
計算のルール

実際の値 Ax = （入力 Ax の内部値×増加率） + 補正値

増加率と補正値の計算

増加率と 補正値は、 該当フ ァ ン ク シ ョ ンの最大値と 最小値に基づいて計算されます。

例 1:

使用可能な熱電対の技術仕様 :-30 ～ +70 ℃、 DC 0 ～ 10V （スマー ト リ レーでは 0 ～ 1000）

実際の値 = （内部値×増加率） + 補正値、 し たがって、

-30 = （0 × A） + B、 すなわち、 補正値 B = -30

+70 = （1000 × A） -30、 すなわち、 増加率 A = 0.1

例 2:

圧力センサは、 圧力 1000mbar を電圧 0V に、 5000mbar を電圧 10V に変換し ます。

実際の値 = （内部値×増加率） + 補正値、 し たがって、

1000 = （0 × A） + B、 すなわち、 補正値 B = 1000

5000 = （1000 × A） + 1000、 すなわち、 増加率 A = 4
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4. スマートリレーのファンクション構成
アナログ値の例

-30 ℃

0 ℃

+70 ℃

0
3

10

0
300

1000

0.1
0.1
0.1

-30
-30
-30

-30
0

70

1000 mbar 
3700 mbar 
5000 mbar 

0
6.75

10

0
675

1000

4
4
4

1000
1000
1000

1000
3700
5000

0
5

10

0
500

1000

0.01
0.01
0.01

0
0
0

0
5

10
0
5

10

0
500

1000

1
1
1

0
0
0

0
500

1000
0
5

10

0
500

1000

10
10
10

0
0
0

0
5000

10000
0
5

10

0
500

1000

0.01
0.01
0.01

5
5
5

5
10
15

0
5

10

0
500

1000

1
1
1

500
500
500

500
1000
1500

0
5

10

0
500

1000

1
1
1

-200
-200
-200

-200
300
800

0
10

0
1000

10
10

-10000
-10000

-10000
0

0.02
0.02
0.02
0.02

2
2
2
2

0.01
0.1

1
10

0
0
0
0

0
0
2

20

181 ページ 「アナロ グ比較」 SF の説明部分にアプ リ ケーシ ョ ン例があ り ます。

アナロ グ入力についての詳細は、 4.1 参照。

プロセス変数 電圧 （V） 内部値 増加率 補正値
表示の値

（Ax）
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4. スマートリレーのファンクション構成  

  
4.4 特殊フ ァ ン クシ ョ ンのリ ス ト  - SF
スマー ト リ レーで回路プロ グ ラ ム を作成する場合は、 SF リ ス ト 中の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブ

ロ ッ ク を参照し て く だ さい。

SF の入力は、 個別に反転させる こ と ができ ます。 つま り 、 回路プロ グ ラ ムによ って、 入力信

号は "1" か ら  "0"、 または "0" か ら  "1" に変更でき ます。 プロ グ ラ ム コー ド の例については、    

3.6.3 を参照し て く ださ い。

以下の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンを使用でき ます。 また、 以下の図では、 各フ ァ ン ク シ ョ ンに電源

断時現在値保持機能を設定でき るかど う かも表示し ています。

時間関連フ ァ ン ク シ ョ ン

オンデ ィ レータ イマ 

（130 ページ参照）

REM

オフデ ィ レータ イマ 

（134 ページ参照）

REM

オン / オフデ ィ レータ イマ 

（136 ページ参照）

REM

自己保持のオンデ ィ レータ イマ 

（138 ページ参照）

REM

1 シ ョ ッ ト パルス 

（140 ページ参照）

REM

スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 Rem
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4. スマートリレーのファンクション構成
立上が り 検出イ ン ターバル 

タ イ ムデ ィ レー 

（142 ページ参照）

REM

デューテ ィ ー比可変パルス出力 

（145 ページ参照）

REM

ラ ンダムパルス出力 

（147 ページ参照）

消灯警報付オフデ ィ レー 

ス イ ッ チ 

（149 ページ参照）

REM

オルタネ イ ト デ ィ レー 

ス イ ッ チ （152 ページ参照）

REM

週間タ イ ム ス イ ッチ 

（155 ページ参照）

年間タ イ ム ス イ ッチ 

（159 ページ参照）

スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 Rem
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4. スマートリレーのファンクション構成  
カ ウ ン タ

ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ 

（165 ページ参照）

REM

稼働時間カ ウ ン タ 

（168 ページ参照）

REM

Fre

周波数ス イ ッ チ 

（172 ページ参照）

アナロ グ

アナロ グ ス イ ッチ 

（175 ページ参照）

アナロ グデ ィ フ ァ レ ンシ ャルス

イ ッ チ 

（178 ページ参照）

アナロ グ比較 

（181 ページ参照）

アナロ グモニ タ 

（187 ページ参照）

アナロ グ リ ニア変換 

（190 ページ参照）

スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 Rem
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4. スマートリレーのファンクション構成
スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 Rem

アナロ グマルチプレ クサ 

（216 ページ参照）

パルス幅変調器 (PWM) 
（231 ページ参照）

アナロ グ演算 

（234 ページ参照）

アナロ グ台形制御 

（220 ページ参照）

A/M
R

PV
Par

AQ

PI 制御 

（225 ページ参照）

REM

その他

自己保持 

（194 ページ参照）

REM

オルタネ イ ト ス イ ッ チ 

（195 ページ参照）

REM

P

メ ッ セージ出力 

（198 ページ参照）

En
Par

Q

ソ フ ト ウ ェ アス イ ッ チ 

（211 ページ参照）

REM
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4. スマートリレーのファンクション構成  
スマー ト リ レーの表示 特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称 Rem

シフ ト レジス タ 

（214 ページ参照）

REM

アナロ グ演算エラー検出 

（237 ページ参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.1 オンデ ィ レータ イマ

概要

設定されたオンデ ィ レー時間が経過する と、 出力がオンにな り ます。

入力 Trg オンデ ィ レータ イマは、 入力 Trg （Trigger） での

立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷移） でタ イマを開始

し ます。

パラ メ ータ T は、 出力がオンに切替わる までの時間です。 

（出力信号の 0 → 1 遷移） 

電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Trg がオンの状態 （"1"） の間、 設定時間 T が経

過する と、 Q はオンに切替わ り ます。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T の時間は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も でき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 実際の値を使用でき

ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実効値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は調整でき ます。 次ページの表を参照し て く だ さ い。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
時間単位の有効範囲 （T = パラ メ ータ）

s （秒） 99 ： 99 10ms ± 10ms

m （分） 99 ： 59 1s ± 1s

h （時間） 99 ： 59 1min ± 1min

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

B12     +R
T =04:10h

時間単位の有効範囲 （T = プログラ ミ ング済みフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値）

ms 99990 ms の数 ± 10ms

s 5999 s の数 ± 1s

m 5999 min の数 ± 1min

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

B12     +R
T B006s

基準のブロ ッ ク （こ の例では B6） が、 有効範囲を超え る値を返し た場合は、 も っ と も近い有

効な値に切上げ / 切捨て られます。

時間単位 最大値 最小単位 精度

時間単位 最大値 意味 精度
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4. スマートリレーのファンクション構成
設定済みパラ メ ータ  = プログラ ミ ング済みフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値

すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を取込むには、

1.  を押し て、 カーソルをパラ メ ータ T の = マークへ移動させます。

2. ▼を押し て、 = マーク を矢印に変えます。 存在する場合は、 最後の基準ブロ ッ ク と その時 

間単位が表示されます。

3.  を押し て、 カーソルが表示されているブロ ッ ク の "B" へ移動させ、 それから▼を押し  

て必要なブロ ッ ク番号を選択し ます。

4.  を押し て、 カーソルをブロ ッ ク の時間単位へ移動させ、 ▼を押し て必要な時間単位を 

選択し ます。

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :

T =04:10hT =04:10

Ta =02:00h

B12B12
T B006m

Ta =02:00h

または

現在時刻

▲

T =04:10h
B12     +R
T =04:10h
B12     +R B12     +RB12     +R

T =04:10hT =04:10h を 2 回 

押す

▲

B12     +R
T B006s

▲
▲

B12     +R
T B006m
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4. スマートリレーのファンクション構成  
タ イ ミ ング図

Trg

T T

Q

タ イ ミ ング図の太線部分は、

オンデ ィ レータ イマア イ コ ン

にも表示されています。

時間 Ta が経過

機能説明

時間 Ta は、 入力 Trg での 0 → 1 遷移でカ ウ ン ト が開始されます。 （時間 Ta は、 スマー ト リ

レーにおける現在の時刻です。）

入力 ト リ ガの状態が、 少な く と も設定時間の間 １ な らば、 出力は、 設定時間が経過する と １

にセ ッ ト されます。 （出力の状態は、 オンデ ィ レータ イマ と 入力によ って決ま り ます。）

時間 T が 0 に戻る前に、 入力 Trg での状態が 0 に戻る と 、 時間 T は リ セ ッ ト されます。

入力 Trg での信号が 0 の と き、 出力は 0 に リ セ ッ ト されます。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 出力 Q と 経過時間は リ

セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.2 オフデ ィ レータ イマ

概要

オフデ ィ レータ イマがセ ッ ト される と、 設定時間が経過し た と きに、 出力は リ セ ッ ト されま

す。

入力 Trg オフデ ィ レータ イマは、 入力 Trg （Trigger） での

立下 り エ ッ ジ （1 → 0 遷移） でカ ウ ン ト を開始

し ます。

入力 R 入力 R での信号が、 オンデ ィ レー時間と 出力を

リ セ ッ ト し ます。

パラ メ ータ T は、 出力がオフに切替わる までの経過時間で

す。 （出力信号の 1 → 0 遷移） 

電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 入力 Trg での信号によ り セ ッ ト され、 設

定時間 T が経過する まで保持されます。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T の時間は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 

時間の単位は調整でき ます。 時間単位の有効範囲 と設定済みのパラ メ ータについては、 4.4.1
を参照し て く だ さい。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
タ イ ミ ング図

Trg

TT

Q

R

タ イ ミ ング図の太線部分は、

オフデ ィ レータ イマア イ コ ン

にも表示されています。

時間 Ta が経過

機能説明

入力 Trg が hi に変わる と すぐに、 出力は hi にセ ッ ト されます。

スマー ト リ レーでの実時間 Ta は、Trg の 1 → 0 遷移で改めてカ ウ ン ト が開始され、出力はセ ッ

ト されたま まにな り ます。 Ta が T で設定された値に達する と （Ta = T）、 出力 Q は、 オフデ ィ   

レータ イマによ り 0 に リ セ ッ ト されます。

時間 Ta は、 入力 Trg での単一パルスによ り 、 改めてカ ウ ン ト が開始されます。

Ta が経過する までに、 入力 R （Reset） をセ ッ ト し て、 時間 Ta と 出力を リ セ ッ ト する こ と も

でき ます。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 出力 Q と 経過時間は リ

セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.3 オン / オフデ ィ レータ イマ

概要

オン / オフデ ィ レータ イマフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 設定されたオンデ ィ レー時間が経過する と、

出力がセ ッ ト され、 オフデ ィ レー時間が経過する とすぐに リ セ ッ ト されます。

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での立上 り エ ッ ジ （0 → 1 遷

移） で、 オンデ ィ レー時間 TH のカ ウ ン ト が開

始されます。 

入力 Trg （Trigger） での立下 り エ ッ ジ （1 → 0 遷

移） で、 オフデ ィ レー時間 TL のカ ウ ン ト が開始

されます。

パラ メ ータ HT は、 出力が hi にセ ッ ト される までの時間で

す。 （出力信号遷移 0 → 1） 

TL は、 出力が リ セ ッ ト される までの時間です。

（出力信号遷移 1 → 0） 

電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 入力 Trg での信号によ り セ ッ ト され、 設

定時間 TH が経過する まで保持されます。 入力

Trg の信号レベル 0 のま まで設定時間 TL が経過

する と、 出力 Q は再びオフにな り ます。

パラ メ ータ TH/TL

パラ メ ータ TH/TL の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ TH/TL は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

Trg

TH TH

Q

TLTL

TH

TL

タ イ ミ ング図の太線部分は、 

オン / オフデ ィ レータ イマ 

ア イ コ ンにも表示されています。

時間 Ta が経過

時間 Ta が経過

機能説明

時間 TH は、 入力 Trg での 0 → 1 遷移でカ ウ ン ト が開始されます。 入力 Trg での状態が、 少な

く と も時間 TH の間 1 の場合、 TH が経過する と すぐに出力は 1 にセ ッ ト されます。 （出力の

状態は、 オンデ ィ レータ イマ と入力によ って決ま り ます。）

時間 TH が経過する までに、 入力 Trg での信号が 0 に リ セ ッ ト される と 、 時間 TH は リ セ ッ ト

されます。

入力 Trg での 1 → 0 遷移によ り 、 時間 TL のカ ウ ン ト が開始されます。

入力 Trg での状態が、 少な く と も時間 TL の間 0 の場合、 TL が経過する と すぐに出力は 0 に

セ ッ ト されます。 （出力の状態は、 オフデ ィ レータ イマ と入力によ って決ま り ます。）

時間 TL が経過する までに、入力 Trg での信号が 1 に変わる と 、時間 TL は リ セ ッ ト されます。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 出力 Q と 経過時間は リ

セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.4 自己保持のオンデ ィ レータ イマ

概要

入力での単一パルスによ って、 設定可能なオンデ ィ レー時間のカ ウ ン ト が開始されます。 こ

の時間が経過する と、 出力がセ ッ ト されます。

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ り 、 オンデ ィ

レー時間のカ ウ ン ト が開始されます。

入力 R 入力 R での信号によ り 、 オンデ ィ レー時間 と出

力が リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ T は、 出力用のオンデ ィ レー時間を表し ます。 

（出力状態の 0 → 1 遷移） 

電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 時間 T が経過する と セ ッ ト されます。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T の時間は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
138



4. スマートリレーのファンクション構成  
タ イ ミ ング図

Trg

T

Q

R

T時間 Ta が経過

タ イ ミ ング図の太線部分は、 自己保持のオンデ ィ レータ イマア イ コ ンにも表示されて

います。

機能説明

現在時間 Ta は、 入力 Trg での信号遷移 0 → 1 によ ってカ ウ ン ト が開始されます。 Ta = T の と    

き出力 Q がセ ッ ト されます。 入力 Trg が再び 1 になって も、 時間 Ta には影響あ り ません。

出力と時間 Ta は、 入力 R のつぎの信号で リ セ ッ ト されます。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 出力 Q と 経過時間は リ

セ ッ ト されます。
139



4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.5 1 シ ョ ッ ト パルス

概要

設定された時間の間、 入力パルスによ って、 出力に信号が発生し ます。

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ って、 1 シ ョ ッ

ト パルス フ ァ ン ク シ ョ ン用の時間カ ウ ン ト が開

始されます。

パラ メ ータ 時間 T が経過し た後、 出力はオフに切替わ り ま

す。 （出力信号の 1 → 0 遷移） 

電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q 入力 Trg での信号によ って、 Q がセ ッ ト されま

す。 入力信号が 1 の と き、 出力 Q は時間 Ta の間

セ ッ ト されたま まになっています。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T の時間は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
タ イ ミ ング図

Trg

Q

T時間 Ta が経過

タ イ ミ ング図の太線部分は、 1
シ ョ ッ ト パルスア イ コ ンにも表示

されています。

時間 T は未経過

機能説明

出力が、 入力 Trg での信号遷移 0 → 1 によ ってセ ッ ト され、 出力がセ ッ ト されたま まにな る

時間 Ta のカ ウ ン ト が開始されます。

Ta が T で設定された値に達する と （Ta = T）、出力 Q は lo （パルス出力） に リ セ ッ ト されます。

指定された時間が経過する までに、 入力 Trg に 1 → 0 遷移があ る と、 出力はすぐに リ セ ッ ト

されます。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 出力 Q と 経過時間は リ

セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.6 立上がり検出イ ン ターバルタ イムデ ィ レー

概要

立ち上が り 検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レーでは、 事前にパルス幅 と中断時間を設定し てお

けば、 入力パルスによ り 、 設定し たデ ィ レー時間が経過する と、 目的の出力パルス数が生成

されます。

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ って、 立上が り

検出イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー用の時間カ ウ

ン ト が開始されます。

入力 R 入力 R での信号によ って、 現在時間 （Ta） と 出

力が リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ L中断時間 T と パルス幅 TH は設定可能です。 

N によ り 、 パルス数が決ま り ます。 

（範囲 ： 1 ～ 9） 

電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q L が経過する と Q がセ ッ ト され、 TT H が経過す

る と Q が リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ TH/TL

パラ メ ータ TH/TL の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ TH/TL は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図 A

Trg

Q

TH TH N=1
TL=0

Ta が動作中

タ イ ミ ング図の太線部分は、 立

上が り 検出イ ン ターバルタ イ ム

デ ィ レーア イ コ ンにも表示され

ています。

タ イ ミ ング図 B

Trg

N=2

Q

TL THTL TH TL THTL TH

構成例の場合のタ イ ミ ング図

機能説明

入力 Trg での 0 → 1 遷移によ り 、 時間 TL （Time Low） のカ ウ ン ト が開始されます。 時間 TL 

が経過し た後、 出力 Q は、 TH （Time High） の間セ ッ ト されます。

設定時間 （TL+TH） が経過する までに、 入力 Trg で さ らに 0 → 1 遷移 （再 ト リ ガパルス） が

あった場合は、 Ta は リ セ ッ ト され、 パルス / ポーズサイ クルは再ス ター ト し ます。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 出力 Q と 経過時間は リ

セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

B25     1+R
TL =02:00s
TH =03:00s

B25     2
N =1

プロ テ ク シ ョ ンモード と電源断時現在値保持機能

中断時間

パルス幅

パルス数 （例）

を押す

▲

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :

B25
TL =02:00s
TH =03:00s
Ta =01:15s TL または TH を表示
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.7 デューテ ィ ー比可変パルス出力

概要

出力パルスの波形は、パルス / ポーズ比を設定し なおすこ と によ り 、変更する こ と ができ ます。

入力 En 入力 En によ り 、 デューテ ィ ー比可変パルス出力

をセ ッ ト / リ セ ッ ト でき ます。

入力 INV 入力 INV によ り 、 動作中のデューテ ィ ー比可変

パルス出力の出力信号を反転させる こ と ができ

ます。

パラ メ ータ パルス接続時間 TH と中断時間 TL は設定可能で

す。 
電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q 出力 Q は、 パルス / ポーズ比 （TH、 TL） によ

り 、 周期的にセ ッ ト / リ セ ッ ト でき ます。

パラ メ ータ TH および TL

パラ メ ータ TH/TL の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ TH/TL は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成
タ イ ミ ング図

En

Inv

TH

Q

TL THTL TH TLTH

機能説明

パルス接続時間 と中断時間は、 TH （Time High）、 TL （Time Low） パラ メ ータで設定し ます。

ブロ ッ クが入力 En での信号によ って有効になっている場合は、入力 Inv によ り 出力信号を反

転させる こ と ができ ます。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 出力 Q と 経過時間は リ

セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.8 ラ ンダムパルス出力

概要

ラ ンダムパルス出力の出力は、 設定された時間内でセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

入力 En 入力 En （Enable） での立上 り エ ッ ジ （0 → 1 遷

移） で、 ラ ンダムパルス出力のオンデ ィ レー時間

のカ ウ ン ト が開始されます。 

入力 En （Enable） での立下 り エ ッ ジ （1 → 0 遷

移） で、 ラ ンダムパルス出力のオフデ ィ レー時間

のカ ウ ン ト が開始されます。

パラ メ ータ Max. オンデ ィ レー時間は、 0s-TH の間でラ ンダム

にセ ッ ト されます。 
Max. オフデ ィ レー時間は、 0s-TL の間でラ ンダム

にセ ッ ト されます。

出力 Q 出力 Q は、 En がまだ設定されている場合に、 オ

ンデ ィ レー時間が経過し た と き、 セ ッ ト されま

す。 

また出力 Q は、 En がまだ設定されていない場合、

オフデ ィ レー時間が経過し た と き、 リ セ ッ ト され

ます。

パラ メ ータ TH/TL

パラ メ ータ TH/TL の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ TH/TL は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成
時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

En

Q

TLTH

タ イ ミ ング図の太線部分は、

ラ ンダムパルス出力ア イ コ ン

にも表示されています

T はビジー

機能説明

入力 En での 0 → 1 遷移によ り 、 0s-TH の間で、 ラ ンダムオンデ ィ レー時間のカ ウ ン ト が開始

されます。 入力 En が、 少な く と も この時間の間 hi の場合、 オンデ ィ レー時間が経過する と

出力はセ ッ ト されます。

オンデ ィ レー時間が経過する までに入力 En が リ セ ッ ト される と 、 時間は リ セ ッ ト されます。

入力 En での 1 → 0 遷移によ り 、 0s ～ TL の間で、 ラ ンダムオフデ ィ レー時間のカ ウ ン ト が開

始されます。

入力 En が、少な く と も この時間の間 lo の場合、オフデ ィ レー時間が経過する と出力は リ セ ッ

ト されます。

オフデ ィ レー時間が経過する までに入力 En での信号が再び 1 に変わる と 、 時間は リ セ ッ ト

されます。

電源断の後、 経過時間は リ セ ッ ト されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.9 消灯警報付オフデ ィ レースイ ッ チ

概要

入力エ ッ ジによ り 、 設定 ・ 再開始可能な時間のカ ウ ン ト が開始されます。 こ の時間が経過す

る と 、 出力は リ セ ッ ト されます。 消灯が差し迫っている場合、 それを警告する ため、 こ の時

間が経過する前に、 警告信号を出力する こ と ができ ます。

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ り 、 消灯警報付

オフデ ィ レース イ ッチ用のオフデ ィ レー時間の

カ ウ ン ト が開始されます。

パラ メ ータ T は出力のオフデ ィ レー時間を表し ます。 

（出力信号の 1 → 0 遷移） 

T! には、 事前警告開始時間を設定し ます。 

T!L には、 事前警告信号の長さ （期間） を設定し

ます。 
電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q 出力 Q は、 時間 T が経過する と リ セ ッ ト されま

す。 時間 T が経過する前に警告信号を出力する

こ と ができ ます。

パラ メ ータ T、 T! および T!L

パラ メ ータ T/T!/T!L の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T/T!/T!L は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

T

Q

Trg

T!L

T!Ta はビジー

機能説明

入力 Trg での信号遷移 0 → 1 によ り 、 出力 Q がセ ッ ト され、 つぎの 1 → 0 遷移によ り 、 現在

時間 Ta のカ ウ ン ト が開始され、 出力 Q はセ ッ ト された状態を保ちます。

Ta=T の と き、 出力 Q は リ セ ッ ト されます。 オフデ ィ レー時間が経過する前に、 警告信号を

出力し、 事前警告時間 T!L の間、 出力 Q を リ セ ッ ト する こ と ができ ます。

Ta の間に、入力 Trg につぎの単一パルスがあ る と 、時間 Ta のカ ウ ン ト が改めて開始されます。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 出力 Q と 経過時間は リ

セ ッ ト されます。

Par パラ メ ータの設定

パラ メ ータの既定値は、 4.3.2 に記載されています。

注記

設定時間はすべて同じ時間単位でなければな り ません。
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プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :

B9      1
T =60:00s

Ta =06:00s T の現在値

B9      1+R
T =60:00s

B9      2
T! =05:00s
T!L =00:10s

プロ テ ク シ ョ ンモード と電源断時現在値保持機能

オフデ ィ レー時間

を押す

▲

事前警告開始時間

事前警告期間
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4.4.10 オルタ ネイ ト デ ィ レースイ ッ チ

概要

オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッチは、 以下の 2 つのス イ ッチの機能があ り ます。

• オフデ ィ レータ イマ付のパルス ス イ ッチ

• オルタネ イ ト ス イ ッ チ （連続照明）

パラ メ ータ T、 T! および T!L

パラ メ ータ T/T!/T!L の詳細については、 4.3.2 に記載されています。

パラ メ ータ T/T!/T!L は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づ

いて、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用

する こ と ができ ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での信号によ り 、 出力 Q （常

時点灯） がセ ッ ト され、 オフデ ィ レータ イマで リ

セ ッ ト されます。 ス イ ッチの作動中は、 入力 Trg、

入力 R での信号によ り 、 出力 Q を リ セ ッ ト でき

ます。

入力 R 入力 R での信号によ り 、 現在時刻 Ta と 出力が リ

セ ッ ト されます。

パラ メ ータ オフデ ィ レー時間 （T） は、 出力が リ セ ッ ト され

る までの時間を表し ます。 （出力信号の 1 → 0 遷

移） 
永久照明 （TL） は、 常時点灯機能を有効に設定す

る ために、 出力がセ ッ ト されていなければな ら な
い時間を表し ます。 
事前警告時間 （T!） は、 Off 警告信号の開始設定

時間を表し ます。 
事前警告期間 （T!L） は、 Off 警告時間の長さ を表

し ます。 
電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q 入力 Trg での信号によ り 、 出力 Q がオン されま

す。 Trg での入力の長さ に従って、 出力が、 再度

オフになった り 、 固定的にオンになった り 、 さ ら

には、 Trg の新たな信号によ って リ セ ッ ト された

り し ます。
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• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

時間の単位は設定で き ます。 時間単位の有効範囲 と パラ メ ータ のデフ ォル ト 値については、

4.4.1 を参照し て く ださ い。

タ イ ミ ング図

T

Q

Trg
TLTL

T!L

T!Ta はビジー

機能説明

入力 Trg での信号遷移 0 → 1 によ り 、 出力 Q がセ ッ ト されます。

出力 Q = 0 で、 少な く と も TL の間、 入力 Trg が hi にセ ッ ト されている場合、 永久照明機能は  

有効にな り 、 出力 Q はそれに応じ てセ ッ ト されます。 

TL が経過する前に、入力 Trg が 0 に戻る と、オフデ ィ レー時間 T のカ ウ ン ト が開始されます。 

Ta= T の と き、 出力 Q は リ セ ッ ト されます。

オフデ ィ レー時間が経過する前に、 Off 警告信号を出力し、事前警告期間 T!L の間、出力 Q を

リ セ ッ ト する こ と ができ ます。 

Trg に新たな信号が与え られる と、 時間 T と 出力 Q は常に リ セ ッ ト されます。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 出力 Q と 経過時間は リ

セ ッ ト されます。

Par パラ メ ータの設定

パラ メ ータの既定値は、 4.3.2 に記載されています。
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注記

T、 T!、 T!L はすべて同じ時間単位でなければな り ません。

▲

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

を押す

B5      2
T! =30:00s
T!L =20:00s

B5      1
T =60:00s
TL =10:00s
Ta =06:00s

事前警告時間 （T-T!） の開始

事前警告期間の長さ

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :

TL または T の現在値

B5      1+R
T =60:00s
TL =10:00s

プロ テ ク シ ョ ンモード と電源断時現在値保持機能

オフデ ィ レー時間

常時点灯のオン時刻
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4.4.11 週間タイムスイッチ

概要

週間タイムスイ ッチでは、 出力をオンにする日付とオフにする日付を設定します。 日付の組

み合わせは、 自由に選択できます。 非稼働日を非表示にするこ とによって、 稼働日を選択し

ます。

注記

バージ ョ ン 4以前の FL1E-H12SNDは時計機能を持たないため、週間タイムスイ ッチは使
用できません。

バージ ョ ン番号のご確認は、 5ページを参照して ください。

タイ ミ ング図 （３つの例）

カム No1: 毎日 ： 　 06 ： 30～ 08 ： 00

カム No2: 火曜日 ： 　 03 ： 10～ 04 ： 15

カム No3: 土 ・日曜日　 ： 　 16 ： 30～ 23 ： 10

スマート リレー

の表示
接続 説明

カムパラ メータ :
No1、 No2、 No3

カムパラ メータで、 各カムパラ メータに、 週間

タイムスイ ッチのオン /オフ時刻を設定しま
す。

またこ こで、 日付と現在時刻を設定します。

Par タイマを作動してから リセッ ト したと きに、 1
サイクルでタイマがパルスを出すかど うかを指

定します。 パルス設定は 3つのカムのすべてに
適用されます。

出力 Q 設定されたカムが動作状態になる と、 Qがセッ
ト されます。

Q

11 2 31 1 11 1 3

（月）

カム

（火） （水） （木） （金） （土） （日）
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機能説明

各週間タ イ ム ス イ ッチには ３ つのカムが装備され、 カムパラ メ ータで、 オン / オフ時刻を設

定し ます。 週間タ イ ム ス イ ッ チは、 任意の曜日オン時刻が未設定の場合は、 その前の曜日の

出力をセ ッ ト し ます。

オフ時刻を設定し た場合、 週間タ イ ム ス イ ッ チは特定のオフ時刻に出力を リ セ ッ ト し ます。

また、 パルス設定をオンに設定し た場合、 1 サイ クルの終了時に出力を リ セ ッ ト し ます。

週間タ イ ム ス イ ッ チにセ ッ ト し たオン / オフ時刻が同じ場合は、 カムが別で も競合が起こ り

ます。 この場合、 カム 3 はカム 2 よ り 優先度が高 く 、 カム 2 はカム 1 よ り 優先度が高いです。

週間タ イ ム ス イ ッ チのス イ ッチ状態は、 3 つのカムの状態によ って決ま り ます。

パラ メ ータ設定画面

カム 1 の場合のパラ メ ータ設定画面 :

B1      1+
D=MTWTFSS
On =06:30
Off=08:00

B1      4+
Pulse=Off

オフ時刻 （08 ： 00）

ブロ ッ ク B1 パラ メ ータの表示 / 非表示 

（86 ページ、 パラ メ ータプロ テ ク シ ョ ンモード参照）

カム No1

曜日 （毎日）

オン時刻 （06 ： 30）

パルス フ ォーム

パルス設定 : オン またはオフ

曜日

接尾文字 "D=" （Day） の意味 :

• M: 月曜日

• T: 火曜日

• W: 水曜日

• T: 木曜日

• F: 金曜日

• S: 土曜日

• S: 日曜日

大文字は曜日を示し ます。 " -" は曜日の指定がない こ と を意味し ます。
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オン / オフ時刻

00:00 ～ 23:59 の任意の時刻が設定でき ます。 さ らにオン時刻をパルス信号に設定する こ と も

でき ます。 週間タ イ ム ス イ ッチは設定された時刻に 1 サイ クルの間、 出力をオン し て リ セ ッ

ト し ます。

--:-- は、 オン / オフ時刻が設定されていないこ と を意味し ます。

週間タ イムスイ ッ チの設定

オン / オフ時刻のセ ッ ト :

1. カーソルを タ イマのどれかのカムパラ メ ータ （例 ： No1） に移動させます。

2. OK を押し て、カムパラ メ ータ設定画面を開き ます。カーソルは曜日の位置に移動し ます。

3. ▲、 ▼を押し て、 １ つ以上の曜日を選択し ます。

4. を押し て、 カーソルをオン時刻の最初の位置へ移動させます。

5. オン時刻をセ ッ ト し ます。

▲、 ▼を押し て、 各位置の値を変更し ます。 ▲ 、

▲

を押し て、 カーソルを各位置へ移動させ

ます。 最初の位置では、 --:-- だけが選択でき ます。 （--:-- は、 オン / オフ時刻が設定されてい  

ないこ と を意味し ます）

6. を押し て、 カーソルをオフ時刻の最初の位置へ移動させます。

7. オフ時刻をセ ッ ト し ます。 （ステ ッ プ 5 と 同じ）

8. 入力を確認し て OK を押し ます。

カーソルは、No2 パラ メ ータ （カム 2） にあ り 、残 り のカムを設定でき る状態になっています。

注記

タ イマ精度については、 付録 A の仕様 と 4.3.2 を参照し て く だ さい。

週間タ イムスイ ッ チの例

週間タ イ ム ス イ ッ チの出力は、毎日 06 ： 30 ～ 08 ： 00 の間セ ッ ト され、 さ らに毎週火曜日 03 ：

10 ～ 04 ： 15 と、 毎週土 ・ 日曜日 16 ： 30 ～ 23 ： 10 にも セ ッ ト される もの と し ます。

この場合、 カムは ３ つ必要です。

前記のタ イ ミ ング図に基づき、 カム No1、 2、 3 のパラ メ ータ設定画面を下図に示し ます。

▲
▲
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カム 1

カム No1 は、 毎日 06 ： 30 ～ 08 ： 00 の間、 週間タ イ ム ス イ ッチの出力をセ ッ ト し ます。

B1      1+
D=MTWTFSS
On =06:30
Off=08:00

カム ２

カム No2 は、 毎週火曜日 03 ： 10 ～ 04 ： 15 の間、 週間タ イ ム ス イ ッチの出力をセ ッ ト し ます。

B1      2
D=-T-----
On =03:10
Off=04:15

カム ３

カム No3 は、毎週土・日曜日 16：30 ～ 23：10 の間、週間タ イ ム ス イ ッチの出力をセ ッ ト し ます。

B1      3
D=-----SS
On =16:30
Off=23:10

出力の結果

Q

11 2 31 1 11 1 3

（月）

カム

（火） （水） （木） （金） （土） （日）
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4.4.12 年間タイムスイッチ

概要

年間タイムスイ ッチは、 出力をオンにする日付とオフにする日付を設定して、 出力を制御し

ます。 毎年モード、 毎月モード、 またはユーザが設定するタイムベースでタイマを設定しま

す。 いずれのモードでも、 設定された期間に出力をオンするよ うに設定します。 2000年 1月
1日から 2099年 12月 31日までの日付を設定できます。

注記

バージ ョ ン 4以前の FL1E-H12SNDは時計機能を持たないため、年間タイムスイ ッチは使
用できません。

バージ ョ ン番号のご確認は、 5ページを参照して ください。

タイムチャート

例 1 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オフ、 オン時刻 = 2000-06-01、 オ
フ時刻 = 2099-08-31。毎年 6月 1日に出力をオンして、そのままオンの状態を維持し、8月 31
日に出力をオフします。

スマート リレー

の表示
接続 説明

カムパラ メータ カムパラ メータで、 モード、 オン /オフ時刻お
よびパルス出力のオン /オフを設定します。

出力 Q 設定されたカムがオンになる と、 出力 Qがセッ
ト されます。

B6     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2000–06–01

B6     1+
Yearly = On
Monthly=Off
Pulse  =Off

B6     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 2099–08–31
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例

B6     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2000–03–15

B6     1+
Yearly = On
Monthly=Off
Pulse  = On

B6     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 2099–**–**

2 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オン、 オン時刻 = 2000-03-15、 オ  

フ時刻 = 2099-**-**。 毎年 3 月 15 日に 1 サイ クルのみ出力をオン し ます。

例 3 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オフ、 オン時刻 = 2008-06-01、 オ  

フ時刻 = 2010-08-31。 2008 年、 2009 年、 2010 年の 6 月 1 日に出力をオン し て、 そのま まオン 

の状態を維持し、 8 月 31 日に出力をオフ し ます。

B6     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2008–06–01

B6     1+
Yearly = On
Monthly=Off
Pulse  =Off

B6     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 2010–08–31

例

B6     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2008–03–15

B6     1+
Yearly = On
Monthly=Off
Pulse  = On

B6     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 2010–**–**

4 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オン、 オン時刻 = 2008-03-15、 オ  

フ時刻 = 2010-**-**。 2008 年、 2009 年、 2010 年の 3 月 15 日に出力をオン し て、 1 サイ クル 

のみ出力をオン し ます。
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例 5 ： 毎年モード ： オフ、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オフ、 オン時刻 = 2008-06-01、 オ  

フ時刻 = 2010-08-31。2008 年 6 月 1 日に出力をオン し て、そのま まオンの状態を維持し、2010 
年 8 月 31 日に出力をオフ し ます。

B6     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2008–06–01

B6     1+
Yearly =Off
Monthly=Off
Pulse  =Off

B6     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 2010–08–31

例

B6     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2008–03–15

B6     1+
Yearly =Off
Monthly=Off
Pulse  =On

B6     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 ****–**–**

6 ： 毎年モー ド ： オフ、 毎月モー ド ： オフ、 パルス出力 ： 設定済み、 オン時刻 = 2008-03-  
15、 オフ時刻 = ****-**-**: 2008 年 3 月 15 日に 1 サイ クルのみ出力をオン し ます。 毎年モー  

ド、 毎月モード と もオフ と設定されている ため、 出力は設定されたオン時刻に 1 度だけオン

し ます。
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例

B6     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2008–12–15

B6     1+
Yearly = On
Monthly=Off
Pulse  =Off

B6     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 2010–01–07

7 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オフ、 パルス出力 ： オフ、 オン時刻 = 2008-12-15、 オ  

フ時刻 =2010-01-07。 2008 年および 2009 年 12 月 15 日に出力をオン し て、 そのま まオンの状

態を維持し、翌年の 1 月 7 日に出力をオフ し ます。2010 年 1 月 7 日に出力をオフする と 、2010
年 12 月 15 日には出力をオン し ません。

例 8 ： 毎年モード ： オン、 毎月モード ： オン、 オン時刻 = 2008-**-01、 オフ時刻 = 2010-**-05。   

2008 年以降、 各月の 1 日に出力をオン し て、 そのま まオンの状態を維持し、 5 日にオフ し ま

す。 2010 年 12 月まで このパターンで動作し続けます。

B6     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2008–**–01

B6     1+
Yearly =On
Monthly=On
Pulse  =Off

B6     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 2010–**–05

機能説明

年間タ イ ム ス イ ッチは設定し たオン時刻およびオフ時刻に出力をオン、 オフ し ます。 出力の

オン、 オフは 00:00 に実行されます。 00:00 と は異なる時間に出力をオン、 オフ させたい場合

は、 回路プロ グ ラ ムで週間タ イ ム ス イ ッチを年間タ イ ム ス イ ッチ と併用し ます。

オン時刻には タ イ マが作動し て出力をオンする時刻を設定し ます。 オフ時刻には出力が リ

セ ッ ト される時間を設定し ます。 オン時刻 と オフ時刻については、 フ ィ ール ド の順序に注意

し て く だ さい。 最初のフ ィ ール ド には年を設定し、 2 番目のフ ィ ール ド には月を、 3 番目の

フ ィ ール ド には日を設定し ます。

毎月モード をオンに設定する と、 オン時刻に設定された日に毎月出力をオン し て、 オフ時刻

に設定された日まで出力はオンのま まにな り ます。 オン時刻には、 タ イマが作動する最初の

年を設定し ます。 オフ時刻には、 タ イマが リ セ ッ ト する最後の年を設定し ます。
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毎年モード をオンに設定する と、 オン時刻に設定された月日に毎年出力をオン し て、 オフ時

刻に設定された月日まで出力はオンのま まにな り ます。 オン時刻には、 タ イマが作動する最

初の年を設定し ます。 オフ時刻には、 タ イマが リ セ ッ ト する最後の年を設定し ます。

パルス出力をオンに設定する と、設定されたオン時刻に 1 サイ クルのみ出力がオン し、リ セ ッ

ト されます。 毎月、 毎年または 1 サイ クルのみ出力をオンする よ う に設定でき ます。

毎月モード 、 毎年モード およびパルス出力も オフの場合、 オン時刻およびオフ時刻を使用し

て特定の期間を設定でき ます。 つま り 、 任意の期間を設定する こ と ができ ます。

年間を通し て複数回不規則にオンおよびオフする よ う なア ク シ ョ ンは、 OR フ ァ ン ク シ ョ ン

ブロ ッ ク と 複数個の年間タ イ ム ス イ ッ チを使用し て実現でき ます。

時計のバッ ク ア ッ プ

ス マー ト リ レーの内部時計はバ ッ ク ア ッ プ さ れてい る ので、 電源断の後 も 動いてい ます。

バッ ク ア ッ プ時間の長さは周囲温度の影響を受け、 25 ℃の場合、 通常 80 時間です。

スマー ト リ レー用バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジを使用する

場合、 スマー ト リ レーは内部時計を最大 2 年間保持でき ます。

スマー ト リ レーの内部時計を 80 時間以上バッ ク ア ッ プし たい場合は、スマー ト リ レーの内部

時計がバッ ク ア ッ プ されている間に、 バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー

ト リ ッ ジを スマー ト リ レーに装着し て く だ さい。

設定例

毎年 3 月 1 日に出力をオン し て、 4 月 4 日にオフ し、 かつ 7 月 7 日にオン し て、 11 月 19 日に

オフする よ う に設定し ます。 2 つの年間タ イ ム ス イ ッ チを使用する必要があ り ます。 OR ブ

ロ ッ ク を使って論理的に接続し ます。

B1     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2000–03–01

B1     1+
Yearly = On
Monthly=Off
Pulse  =Off

B1     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 2099–04–04

B2     2+
ON :
 YYYY–MM–DD
 2000–07–07

B2     1+
Yearly = On
Monthly=Off
Pulse  =Off

B2     3+
OFF :
 YYYY–MM–DD
 2099–11–19

年間タ イ ムス イ ッチ 1

オン時刻 3 月 1 日

オフ時刻 4 月 4 日

年間タ イ ムス イ ッチ 2

オン時刻 7 月 7 日

オフ時刻 11 月 19 日
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出力結果

On

Off
B1 B2

4 月 4 日

00:00
11 月 19 日

00:00

7 月 7 日

00:00
3 月 1 日

00:00
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.13 ア ッ プ / ダウン カウン タ

概要

入力パルスによ って、 パラ メ ータ設定に応じ て、 内部のカ ウ ン タが加算 ・ 減算されます。 設

定された閾値 （ス レ ッ シ ュ ホール ド） に達する と、 出力はセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 カ ウ

ン ト の方向 （＋ /-） は、 入力 Dir の信号によ って変更が可能です。

入力 R 入力 R の信号が、 内部のカ ウ ン ト 値を 0 に リ セ ッ

ト し ます。

入力 Cnt 入力 Cnt の 0 → 1 遷移でカ ウ ン ト されます。 1 →

0 遷移はカ ウ ン ト されません。 

使用方法

入力 Dir 入力 Dir によ り 、 カ ウ ン ト 方向 （＋ /-） が決定さ

れます。 

Dir= 0: カ ウ ン ト ア ッ プ 

Dir= 1: カ ウ ン ト ダウ ン

パラ メ ータ On: オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  

範囲 :0 ～ 999999 
Off: オフ ス レ ッ シュ ホール ド  

範囲 :0 ～ 999999
StartVal: カ ウ ン ト を開始する初期値

内部カ ウ ン ト 値 Cnt の電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 Cnt での値と 設定された閾値に応じ て、

セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ On および Off

パラ メ ータ On/Off は、すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

• 入力 I3、 I4、 I5、 I6 ： 高速カ ウ ン ト 用 

(FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE/FL1E-H12SND の

み )、 最大 5 kHz.

• 他の入力 / 回路部品 ： 低周波信号カ ウ ン ト 用

（4Hz （Typ.））
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4. スマートリレーのファンクション構成
• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

タ イ ミ ング図

R

Dir

On=Off=5

Cnt

StartVal

Q

内部のカ ウ ン ト 値 Cnt

機能説明

内部カ ウ ン タは、入力 Cnt での立上が り エ ッ ジご と に、1 だけ加算（Dir=0） または減算（Dir=1）

されます。

入力 R で内部カ ウ ン ト 値を開始値に リ セ ッ ト でき ます。 R = 1 の場合、 出力も lo にな り 、 入  

力 Cnt でのパルスはカ ウ ン ト されません。

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 電源断の後、 電源出力 Q と経過時間は

リ セ ッ ト されます。

Q は、 Cnt での現在値と設定された閾値に応じ て、 セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 判定のルール

については、 下記で説明し ます。

判定のルール

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  ≧ オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 ：

Cnt ≧ On な らば Q = 1

Cnt < Off な らば Q = 0

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  < オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 ：

On ≦ Cnt < Off な らば Q = 1
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4. スマートリレーのファンクション構成  
注記

カ ウ ン タの限界値がシステムによ って周期的にスキ ャ ン されます。

し たがって、 高速入力 I3、 I4、 I5、 I6 でのパルス周波数がサイ クルタ イ ム よ り 速い場合は、

指定された限界値を超え る までは、 その特殊フ ァ ン ク シ ョ ンは動作し ません。

例 : １ スキ ャ ンあた り 、 100 パルス までカ ウ ン ト でき、 現在までに 900 パルスがカ ウ ン ト

された もの と し ます。 On = 950、 Off = 10000 

出力は、 値が 1000 に達し た後、 つぎのスキ ャ ンでセ ッ ト されます。 （Off = 980 の場合、 出   

力はセ ッ ト されません。）

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

開始値を設定するには、 ▲または▼を押し、 次の画面に移動し ます。

B3     2+R
STV =0100

基準のブロ ッ ク （こ の例では B021） は、 有効範囲外の値を返し、 最も近い有効値に切上げ /
下げられます。

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） :

B3
On =001234
Off=000000
Cnt=000120

B3
On =123456
Off B021
Cnt=000120

または

現在
カ ウ ン ト 値

B3     1+R
On =001234
Off=000000

B3     1+R
On =123456
Off B021

または
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.14 稼働時間カウン タ

概要

モニ タ入力での信号によ り 、 設定時間のカ ウ ン ト を開始し ます。 こ の時間が経過する と出力

がセ ッ ト されます。

入力 R 入力 R での立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷移） によ り 、
出力 Q は 0 にな り ます。 また、 残 り 時間 MN は、
設定時間間隔 MI にな り ます。

入力 En En はモニ タ入力です。 スマー ト リ レーでは、 この
入力のオンの時刻が読み取られます。

入力 Ral 入力 Ral （Reset all） での立上が り エ ッ ジによ って、

稼働時間カ ウ ン タ （OT） と 出力が リ セ ッ ト され、

残 り 時間は、 設定時間間隔 MI にな り ます。 

つま り 、

パラ メ ータ 1MI: 時間および 1 分単位で設定でき る時間間隔、 
 h設定可能範囲 :0000 ～ 9999 、 0 ～ 59 m 

OT: 稼働時間カ ウ ン タ

補正値の設定可能範囲 :00000 ～ 99999 h、 

0 ～ 59 m
Q → 0 ：

出力 Q 残 り 時間 MN = 0 の と き出力がセ ッ ト されます。 
（タ イ ミ ング図参照） 
出力が リ セ ッ ト されるのは ：

MI = 設定された時間間隔 

MN = 残 り 時間 

OT = 稼働時間カ ウ ン タ 

上記の値は、 常に保持されます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

• 出力 Q = 0
• 測定された稼働時間 OT = 0
• 時間間隔の残 り 時間 MN = MI

• "R" が選択されている 
MN = 0 な らば Q = 1 
R = 1 または Ral = 1 な らば Q = 0

• "R+En" が選択されている 
MN = 0 な らば Q = 1 
R = 1 または Ral = 1 または En = 0 な らば Q = 0

• "Q → 0：R+En" の場合：R = 1 または Ral = 1 または
En = 0 の と き

• "Q → 0 ： R" の場合 ： R = 1 または Ral = 1 の と き
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パラ メ ータ MI

パラ メ ータ MI は、 すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づいて、

予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用する こ

と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

タ イ ミ ング図

Par:

Q

R

Ral

En

MN=MI

OT

MN=0

MI=5h

MI = 設定された時間間隔

MN = 残 り 時間

OT = 稼働時間カ ウ ン タ
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機能説明

稼働時間カ ウ ン タは、 入力 En = 1 の と き、 経過時間と残 り 時間 MN が計算され、 パラ メ ータ  

設定モー ド で表示されます。 出力 Q は、 残 り 時間 MN = 0 の と きにセ ッ ト されます。

入力 R の信号によ り 、 出力 Q は リ セ ッ ト され、 残 り 稼働時間カ ウ ン タは、 設定値 MI にな り

ます。 内部カ ウ ン タ OT は続行し ています。

入力 Ral の信号によ り 、 出力 Q は リ セ ッ ト され、 残 り 稼働時間カ ウ ン タは、 設定値 MI にな  

り ます。 内部カ ウ ン タ OT は 0 に リ セ ッ ト されます。

出力が リ セ ッ ト されるのは、パラ メ ータ Q の設定に従って、以下のどれかの場合にな り ます。

入力 R または Ral （"Q → 0 ： R"） での信号によ る場合、 リ セ ッ ト 信号が hi にセ ッ ト された と

き、 En 信号が lo （"Q → 0 ： R+En"） にセ ッ ト された と き。

MI、 MN、 OT 値の表示

MI、MN、OT 値は WindLGC 上の " ツール " ＞ " 転送 " ＞ " 稼働時間カ ウ ン タ " で確認でき ます。

OT の限界値

入力 R の信号によ って残 り 時間 MN が リ セ ッ ト されて も、 稼働時間カ ウ ン タ OT は保持され

ます。 入力 Ral の 0 → 1 への遷移で OT は 0 に リ セ ッ ト されます。 入力 R の信号状態にかか

わらず、 OT は、 En ＝ 1 であ る限 り 、 カ ウ ン ト を続行し ます。

OT のカ ウ ン タの上限は、99999時間です。こ の値に達する と、稼働時間カ ウ ン タは停止し ます。

OT の初期値はプロ グ ラ ミ ングモード で設定でき ます。 入力 R = 0 の と き、 MN は次の式で計  

算されます ： 
MN = MI - (OT % MI)

例

0 20 40 60 80 100 120 

MN

OT 

30h 30h 30h 30h 

20h 100h 

MI

実行モード では OT をプ リ セ ッ ト でき ません。 MI が変更されて も MN は計算さ

れません。 MN は MI の値と な り ます。

MI = 30h、 OT = 100h
MN = 30 - (100 % 30)
MN = 30 - 10
MN = 20h
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Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

B16     1+R
MI = 0100h
     00  m

B16     1+R
MI–> B001h

B16     2+R
OT =00030h
    00  m

B16     3+R
Q 0:R+En

MI は、 設定可能な時間間隔で、 設定可能範囲は 0 時間 0 分～ 9999 時間 59 分

パラ メ ータ設定モード での表示 ：

B16      1
MI = 0100h
     00  m

B16      3
MN = 0016h
     45  m

B16      2
0T =00083h
    15  m

設定時間間隔

合計動作時間

残 り 時間
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4.4.15 周波数スイ ッ チ

概要

出力は、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

Fre
入力 Fre 入力 Fre での 0 → 1 遷移がカ ウ ン ト されます。 1

→ 0 遷移はカ ウ ン ト されません。

使用方法

パラ メ ータ On ： 周波数ス イ ッ チ （上）、 範囲 ： 0000 ～ 9999
Off ： 周波数ス イ ッチ （下）、 範囲 ： 0000 ～ 9999
G_T ： 入力パルスが測定される時間間隔または

ゲー ト 時間、 範囲 ： 00 ： 05 ～ 99 ： 99
（秒 ： 1/100 秒）

出力 Q Q は、 閾値によ ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ G_T

パラ メ ータ G_T は、すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づいて、

予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用する こ

と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

• 入力 I3、 I4、 I5、 I6 ： 高速カ ウ ン ト 用 
(FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE/FL1E-H12SND
のみ )、 最大 5 kHz.

• 他の入力 / 回路部品 ： 低周波信号カ ウ ン ト 用 

（4Hz （Typ.））
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4. スマートリレーのファンクション構成  
タ イ ミ ング図

Q

fa = 9 fa = 10 fa = 8 fa = 5

G_T

Fre

fa = 入力パルス数

機能説明

周波数ス イ ッチは、 入力 Fre での信号を測定し ます。 パルスが、 設定された時間 G_T の間に

記録されます。

出力 Q は、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 判定のルールは以下の とお

り です。

判定のルール

• 周波数ス イ ッ チ （上） ≧周波数ス イ ッチ （下） の場合 ：

fa > On な らば、 Q = 1

fa ≦ Off な らば、 Q = 0

• 周波数ス イ ッ チ （上） < 周波数ス イ ッチ （下） の場合 ：

On ≦ fa < Off な らば、 Q = 1

Par パラ メ ータの設定

B15     2
G_T=01:00s パルス測定時間間隔 （例）

▲
注記

システムは、 時間間隔 G_T ご と にカ ウ ン タ限界値を ス キ ャ ン し ます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

を押す

B15     1+
On =0009
Off =0005

パラ メ ータプロ テ ク シ ョ ンモード

周波数ス イ ッチ （上）

周波数ス イ ッチ （下）
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4. スマートリレーのファンクション構成
注記

時間の単位には、固定のデフ ォル ト 値 " 秒 " が設定されています。時間 G_T に 1 秒を設定  

する と、 現在の周波数 （Hz） がパラ メ ータ fa にセ ッ ト されます。

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

B15
On =0009
Off =0005
fa =0010

周波数ス イ ッチ （上）

周波数ス イ ッチ （下）

Q = 1 （fa > On）

注記

fa は、 時間単位 G_T ご と に測定されたパルス数の合計を常に表し ています。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.16 アナログスイ ッ チ

概要

出力は、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

入力 Ax 入力 Ax に、 測定する アナロ グ信号を与えます。

アナロ グ信号と し て以下を使用し ます ： 

アナロ グ入力 AI1 ～ AI8 （*）、 アナロ グマーカ

（アナロ グ用データ レジス タ） AM1 ～ AM6、 ア

ナロ グ出力付フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： ± 10.00
B ： 補正値、 範囲 ： ± 10,000
On ： オン ス レ ッ シ ュ ホール ド、 

範囲 ： ± 20,000
Off ： オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド、 

範囲 ： ± 20,000
p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q Q は、 アナロ グス イ ッチによ ってセ ッ ト / リ

セ ッ ト されます。

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ On および Off

パラ メ ータ On/Off は、すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成
使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力の On、 Off、 Ax の表示には関係あ り ません。 また、 On/Off 値の比較にも影響

し ません。

（比較フ ァ ン ク シ ョ ンでは、 小数点は無視されます。）

タ イ ミ ング図

Q

1000

0Ax

On
Off

機能説明

入力 Ax でのアナロ グ信号が読込まれます。

Ax に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補正値） の値が加算されま

す。 つま り 、

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax

出力 Q は、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 判定のルールは以下の とお

り です。

判定のルール

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  ≧ オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 :

Ax ＞ On な らば、 Q = 1

Ax ≦ Off な らば、 Q = 0

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド < オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 :

On ≦ Ax < Off な らば、 Q = 1
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4. スマートリレーのファンクション構成  
Par パラ メ ータの設定

増加率と 補正値を使って、 該当する アプ リ ケーシ ョ ンにセンサを適合させます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

B3      1+
On =+04000
Off =+02000

パラ メ ータプロ テ ク シ ョ ンモード

オン ス レ ッ シュ ホール ド

オフ ス レ ッ シュ ホール ド

B3      2
A =01.00
B =+00000
p =2

増加率

補正値

メ ッ セージ出力の小数点位置

▲

を押す

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

B3
On =+04000
Off =+02000
Ax =+05000

オン ス レ ッ シュ ホール ド

オフ ス レ ッ シュ ホール ド

Q = 1 （Ax > On）

メ ッ セージ出力での表示 （例） ：

+050.00 p = 2 の と きの Ax 

Q = 1 （Ax > On）
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.17 アナログデ ィ フ ァ レンシャルスイ ッ チ

概要

出力は、 設定された閾値 と差分値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

入力 Ax 入力 Ax に、 測定する アナロ グ信号を与えます。

アナロ グ信号と し て以下を使用し ます ： 

アナロ グ入力 AI1 ～ AI8 （*）、 アナロ グマーカ

（アナロ グ用データ レジス タ） AM1 ～ AM6、 ア

ナロ グ出力付フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： ± 10.00
B ： 補正値、 範囲 ： ± 10,000
On ： オン （On/Off 閾値）、 範囲 ： ± 20,000
Δ ： 差 （Off パラ メ ータ を計算する ための差分

値）、 範囲 ： ± 20,000
p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q Q は、 閾値 と差分値によ ってセ ッ ト / リ セ ッ ト

されます。

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力の On、 Off、 Ax の表示には関係あ り ません。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
178



4. スマートリレーのファンクション構成  
タ イ ミ ング図 A ： マイナス差分 Δ のフ ァ ン ク シ ョ ン

Q

O

n

Ax

Off = On + ∆

タ イ ミ ング図 B ： プ ラス差分 Δ のフ ァ ン ク シ ョ ン

Q

Off = On + ∆

Ax

On

機能説明

入力 Ax でのアナロ グ信号が読込まれます。

Ax に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補正値） の値が加算されま

す。 つま り 、

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax

出力 Q は、 設定された （On） 閾値 と差分値 （Δ） に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 Off
パラ メ ータは、 Off = On +Δ （Δ は、 プラ ス またはマ イナス） で自動的に計算されます。 判   

定のルールは以下の と お り です。

判定のルール

• 差分 Δ をマイナスに設定し、 On 閾値≧ Off 閾値で、 しかも

Ax > On な らば、 Q = 1

Ax ≦ Off な らば、 Q = 0

タ イ ミ ング図 A 参照

• 差分 Δ をプラ スに設定し、 On 閾値 < Off 閾値で、 しかも

On ≦ Ax < Off な らば、 Q = 1

タ イ ミ ング図 B 参照
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

増加率と 補正値を使って、 該当する アプ リ ケーシ ョ ンにセンサを適合させます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

B3      1+
On =+04000
∆ =-02000

パラ メ ータプロ テ ク シ ョ ンモード

On/Off 閾値

On/Off 閾値に対する差分

B3      2
A =01.00
B =+00000
p =2

増加率

補正値

メ ッ セージ出力の小数点位置

▲

を押す

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

B3
On =+04000
∆ =-02000
Ax =+05000

On 閾値

Off 閾値に対する差分

Q = 1 （Ax>On）

B3
Off =+02000 Off 閾値

▼を押す
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.18 アナログ比較

概要

出力は、 差分 Ax-Ay と、 設定された ２ つの閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

入力 Ax、 Ay 入力 Ax と Ay に、 差分を測定する アナロ グ信号

を与えます。

アナロ グ信号と し て以下を使用し ます ： 

アナロ グ入力 AI1 ～ AI8 （*）、 アナロ グマーカ

（アナロ グ用データ レジス タ） AM1 ～ AM6、 ア

ナロ グ出力付フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： ± 10.00
B ： 補正値、 範囲 ： ± 10,000
On ： オン ス レ ッ シ ュ ホール ド、 

範囲 ： ± 20,000
Off ： オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド、 

範囲 ： ± 20,000
p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q Q は、 差分 Ax-Ay と 、 設定された閾値に従って

セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ On および Off

パラ メ ータ On/Off は、すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力の Ax、 Ay、 On、 Off、 Δ の表示には関係あ り ません。 また、 On/Off 値の比較

にも影響し ません。 （比較フ ァ ン ク シ ョ ンでは、 小数点を無視し ます。）

タ イ ミ ング図

Ax

1000

0

Ay

1000

0

Ax-A y

1000

0
200

Ax-Ay > 200、 

On 閾値 = Off 閾値 = 200 の   

と きの Q
182



4. スマートリレーのファンクション構成  
機能説明

入力 Ax、 Ay でのアナロ グ信号が読込まれます。

Ax と Ay の各々に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その各積にパラ メ ータ B （補正値） の

値が加算されます。 つま り 、

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax

（Ay × 増加率） + 補正値 = 実際の Ay

アナロ グ比較では、 Ax と Ay の差 "Δ" が計算されます。

出力 Q は、 実際の差 Ax-Ay と 、 設定された閾値に従ってセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。 判定の

ルールは以下の と お り です。

判定のルール

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  ≧オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド の場合 ：

（実際の Ax - 実際の Ay） > On な らば、 Q = 1

（実際の Ax - 実際の Ay） ≦ Off な らば、 Q = 0

• オン ス レ ッ シ ュ ホール ド  < オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド で、 しかも ：

On ≦ （実際の Ax - 実際の Ay） < Off な らば、 Q = 1
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

増加率と 補正値を使って、 該当する アプ リ ケーシ ョ ンにセンサを適合させます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

B3      1+
On =+00000
Off =+00000

パラ メ ータプロ テ ク シ ョ ンモード

オン ス レ ッ シュ ホール ド

オフ ス レ ッ シュ ホール ド

B3      2
A =00.00
B =+00000
p =0

増加率

補正値

メ ッ セージ出力の小数点位置

▲

を押す

例

温度コ ン ト ロール システムでは、 出力温度 TV と測定温度 Tr は、 例えば AI2 のセンサで比較 

されます。

測定温度 と設定温度と の差が 15 ℃を超え る場合、 制御信号が起動されます （例 ： 「 ヒ ーター

On」）。 制御信号は、 差が 5 ℃以下の場合、 リ セ ッ ト されます。

温度についてのプロセス変数は、 パラ メ ータ設定モード で説明し ます。

使用可能な熱電対のテ ク ニカルデータ ： -30 ～ +70 ℃、 DC 0 ～ 10V

実測値 内部用変換値

-30 ～ +70 ℃ = DC 0 ～ 10V 0 ～ 1000

0 ℃ 300 →オフセ ッ  ト  = -30

範囲 ： -30 ～ +70 ℃ = 100 1000 → 増加率 = 100/1000 = 0.1

On 閾値 = 15 ℃ 閾値 = 15

Off 閾値 = 5 ℃ 閾値 = 5

（4.3.6 参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
設定 （例） ：

B3      1+
On =+00015
Off =+00005

プロ テ ク シ ョ ンモード

オン ス レ ッ シュ ホール ド

オフ ス レ ッ シュ ホール ド

▲

を押す

B3      2
A =00.10
B =-00030
p =0

増加率

補正値

メ ッ セージ出力の小数点位置 

（ メ ッ セージ出力が使用されている場合）

B3      1
On =+00015
Off =+00005

オン ス レ ッ シュ ホール ド

オフ ス レ ッ シュ ホール ド

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：
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4. スマートリレーのファンクション構成
B3      2
Ax =+00010
Ay =-00020
∆ =+00030

温度値

Q = 1 （差分値 > On）

▼を押す

Ax =+00010
Ay =-00020

メ ッ セージ出力での表示 （例） ：

アナログ比較の入力応答を遅らせるには

オン / オフデ ィ レータ イマの特殊フ ァ ン ク シ ョ ンによ って、 アナロ グ比較の出力を遅らせる

こ と もでき ます。 オンデ ィ レータ イマを使 う と、 入力 Trg での ト リ ガ信号 （ = アナロ グ比較  

出力） のパルス幅が、 オンデ ィ レー時間よ り も長い と きに限って、出力 Q がセ ッ ト されます。

また、 オフデ ィ レータ イマを使 う と 、 入力 Trg での ト リ ガ信号のパルス幅が、 オフデ ィ レー

時間よ り も長い と きに限って、 出力 Q が リ セ ッ ト されます。

こ の方法によ り 、 仮想の ヒ ステ リ シス を実現し、 短い信号に合わせて入力応答を遅らせる こ

と ができ ます。

フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク図

Q1

AI

∆A

AI

AI1

AI2

B1

B2

B3

アナロ グ比較

オンデ ィ レータ イマ

オフデ ィ レータ イマ
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.19 アナログモニ タ

概要

アナロ グモニ タでは、 入力 En の立ち上が り 時のアナロ グ入力を基準に閾値が計算され、 そ

の閾値を基準に、 1 または 0 を出力し ます。

入力 En 入力 En での立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷移） に

よ って、 入力 Ax （"Aen"） でのアナロ グ値が メ

モ リ に保存され、 アナロ グ範囲 Aen-Δ2 ～

Aen+Δ1 のモニ タが開始されます。

入力 Ax 入力 Ax に、 測定する アナロ グ信号を与えます。 

アナロ グ信号と し て以下を使用し ます ： 

アナロ グ入力 AI1 ～ AI8 （*）、 アナロ グマーカ

（アナロ グ用データ レジス タ） AM1 ～ AM6、 ア

ナロ グ出力付フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： ± 10.00
B ： 補正値、 範囲 ： ± 10,000

1: 差 1 （On 閾値を計算する ための差分値） :Δ

設定可能範囲 : 0-20,000

2: 差 2 （OΔ ff 閾値を計算する ための差分値） :

設定可能範囲 : 0-20,000
電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q Q は、 保存されたアナロ グ値と補正値によ って

セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成
増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ Δ1 および Δ2

パラ メ ータ Δ1/Δ2 は、すでにプロ グ ラ ミ ング されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値に基づい

て、 予め設定し てお く こ と も可能です。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンでは、 プロセス変数を使用す

る こ と ができ ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力に表示される Aen、 Ax、 n1 および n2 値にのみ適用されます。

タ イ ミ ング図

Q

Aen + 1 

Ax

En

Aen – 2  

Aen

機能説明

入力 En での 0 → 1 遷移によ って、 アナロ グ入力 Ax での信号の値が保存されます。 この保存

されたプロセス変数は、 "Aen" と 呼ばれます。

実際のアナロ グ値 Ax と Aen に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補

正値） の値が加算されます。 つま り 、

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Aen （入力 En が 0 から 1 に変わる と き）

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax
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4. スマートリレーのファンクション構成  

    

 

出力 Q は、 入力 En = 1 で、 かつ入力 Ax での実際の値が Aen - Δ2 ～ Aen + Δ1 の範囲から外    

れた と きにセ ッ ト されます。

また出力 Q は、 入力 Ax での実際の値が Aen - Δ2 ～ Aen + Δ1 の範囲内にあ り 、 または入力    

En での信号が lo に変わった と きに リ セ ッ ト されます。

Par パラ メ ータの設定

使用されているセンサを、 各アプ リ ケーシ ョ ンに適合させる ために、 増加率 と 補正値が使わ

れます。

B3      2
A =00.00
B =+00000
p =0

増加率

補正値

メ ッ セージ出力の小数点位置

▲

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

を押す

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

B3
 1 = 00010
Aen=-00020
Ax =+00005

B3
 2 = 00010

Q = 1 （Ax が Aen - Δ2 ～ Aen + Δ1 の範囲外）

B3     1+
 1 = 00000
 2 = 00000

パラ メ ータプロ テ ク シ ョ ンモード

On/Off 閾値計算用差分値
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.20 アナログ リ ニア変換

概要

アナロ グ入力の値が増幅され、 その値がアナロ グ出力に出力されます。

入力 Ax 入力 Ax に、 増幅する アナロ グ信号を与えます。 

アナロ グ信号と し て以下を使用し ます ： 

アナロ グ入力 AI1 ～ AI8 （*）、 アナロ グマーカ

（アナロ グ用データ レジス タ） AM1 ～ AM6、 ア

ナロ グ出力付フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号

パラ メ ータ A ： 増加率、 範囲 ： ± 10.00
B ： 補正値、 範囲 ： ± 10,000
p ： 小数点位置、 範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 AQ この出力は、 フ ァ ン ク シ ョ ンのアナロ グ入力、

アナロ グマーカ （アナロ グ用データ レジス タ）、

またはアナロ グ出力コネ ク タ （AQ1、 AQ2） にの

み接続が可能です。 

AQ の範囲 ： -32767 ～ +32767

*AI1 ～ AI8 ： 0 ～ 10V は、 0 ～ 1000 （内部値） に対応し ています。

増加率と補正値

増加率と補正値については、 4.3.6 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ p （小数点位置）

メ ッ セージ出力の AQ にのみ適用されます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
機能説明

入力 Ax でのアナロ グ信号が読込まれます。 

この値に、 パラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補正値） の値が加算さ

れます。 つま り 、 

（Ax × 増加率） + 補正値 = 実際の Ax 

Ax の実際の値が AQ に出力されます。

アナログ 出力

アナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンは、 0 ～ 1000 までのアナロ グ信号を処理し ます。 そのためアナ

ロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンの直前に、 アナロ グ リ ニア変換を接続し て特殊フ ァ ン ク シ ョ ンのア

ナロ グ出力値を 0 ～ 1000 の範囲内に変換し て く だ さい。下図の例は、 アナロ グ リ ニア変換を

使用し て、あ る特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の Ax値 -5000～5000 を 0～1000 に変換し ています。

  0 ～ 1000 の範囲外であるアナログ信号がアナログ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力された場合

0 ～ 1000 の範囲外のアナロ グ信号 （アナロ グ信号 < 0、 1000 < アナロ グ信号） がアナロ グ出    

力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力された場合、 アナロ グ出力モジュールは以下のよ う に動作し ます。

アナロ グ出力のモード を 0-10V/0-20ｍA と 設定し た場合 ： 

0 未満のアナロ グ信号がアナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力された と きは、 0V、 0mA のアナ

ロ グ値を出力し ます。 また 1000 よ り 大きいアナロ グ信号が入力された と きは、 10V、 20ｍA
のアナロ グ値を出力し ます。

アナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力される アナロ グ信号と アナロ グ出力値の関係

Ax0-1000 1000

10V / 20mA
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4. スマートリレーのファンクション構成
アナロ グ出力のモード を 4-20ｍA と 設定し た場合 ： 

0 未満のアナロ グ信号がアナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力された と きは、 4mA 未満の電流

を出力し ます。 また 1000 よ り 大きいアナロ グ信号が入力された と きは、 20ｍA の電流を出力

し ます。

アナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力される アナロ グ信号と アナロ グ出力値の関係

Ax0-1000 1000

20mA

4mA

-250

注記

0 未満、 または 1000 よ り 大きいアナロ グ信号がアナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンに入力されてい

る こ と は、 アナロ グス イ ッチを使用し て検出でき ます。

アナロ グ出力のモード を 4-20ｍA と 設定し た場合に、 0 未満のアナロ グ信号がアナロ グ出力

フ ァ ン ク シ ョ ンに入力される と アナロ グ出力モジ ュールは 4mA 未満の電流を出力し ます。

4mA 未満の電流を出力し ない よ う にする ためには、 下図の よ う に、 アナロ グ出力フ ァ ン ク

シ ョ ン （AQ1） の直前にアナロ グマルチプレ ク サ （B007） を、 そのアナロ グマルチプレ クサ

の直前にアナロ グ ス イ ッ チ （B006） を接続し て、 その 0 未満のアナロ グ信号を 0 以上にする

必要があ り ます。

例 ： 下図のプロ グ ラ ムの場合、 アナロ グ出力モジ ュールは右下の図のよ う に動作し ます。

Ax0-1000 1000

20mA

4mA
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4. スマートリレーのファンクション構成  

  
各フ ァ ン ク シ ョ ンのパラ メ ータは下表を参考に設定し て く だ さい。 

各フ ァ ン ク シ ョ ンのパラ メ ータ

アナロ グ ス イ ッ チ
（上図の B006）

A ： 増加率 = + 1.00
B ： 補正値 = 0
On ： オン ス レ ッ シュ ホール ド  = 0
Off ： オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド  = 0
p ： 小数点位置 ： 任意に設定可能

アナロ グマルチプレ ク サ
（上図の B007）

V1 = 0
V2 ： 任意に設定可能 
V3 = AQ1 から出力し たい実際の AQ 値を持つ特

殊フ ァ ン ク シ ョ ンのブロ ッ ク番号

V4 ： 任意に設定可能

p ： 小数点位置 ： 任意に設定可能

アナログ入力値の増幅

アナ ロ グ入力を アナ ロ グ リ ニア変換およびアナ ロ グマーカに接続する こ と に よ り 、 ポテ ン

シ ョ メ ータのアナロ グ入力値に影響を与え る こ と ができ ます。

• アナロ グ リ ニア変換のアナロ グ値を、 今後再利用する ために増幅する

• 例 : 時間関連のフ ァ ン ク シ ョ ン（4.4.3 オン / オフ  デ ィ レー タ イマなど）のパラ メ ータ  T の    

時間ベース またはア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ  （4.4.13） の On/Off 限界値を、 増幅し たアナロ 

グ値に接続する

プロ グ ラ ミ ング例の詳細については、 WindLGC のオン ラ イ ン ヘルプを参照し て く だ さい。

Par パラ メ ータの設定

増加率と 補正値を使って、 該当する アプ リ ケーシ ョ ンにセンサを適合させます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

B3       +
A =02.50
B =-00300
p =0

増加率

補正値

メ ッ セージ出力の小数点位置

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

B3
A =0.250
B =-00300
AQ =-00250

パラ メ ータ
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.21 自己保持

概要

出力 Q は、 入力 S によ ってセ ッ ト され、 入力 R によ って リ セ ッ ト されます。

入力 S 出力 Q は、 入力 S での信号によ ってセ ッ ト され

ます。

入力 R 出力 Q は、 入力 R での信号によ って リ セ ッ ト さ

れます。 

S と R が 1 な らば、 出力は リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ 電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 入力 S での信号によ ってセ ッ ト され、 入

力 R での信号によ って リ セ ッ ト されます。

タ イ ミ ング図

S

R

Q

動作説明

電源断時現在値保持は、 フ リ ッ プフ ロ ッ プの一種で、 出力値は、 入力状態 と その前の出力状

態によ って決ま り ます。 下表はその論理を示し ます。

0 0 x 値は変化し ない。

0 1 0 リ セ ッ ト

1 0 1 セ ッ ト

1 1 0 リ セ ッ ト （セ ッ ト よ り 優先されます。）

電源断時現在値保持機能が有効の と きは、現在の出力信号状態は、電源断後も保持されます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明

S R Q 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.22 オルタ ネイ ト スイ ッ チ

概要

出力は、 入力での短いパルスによ って、 セ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

入力 Trg 出力 Q は、 入力 Trg （Trigger） での信号によ っ

てセ ッ ト / リ セ ッ ト されます。

入力 S 出力 Q は、 入力 S での信号によ ってセ ッ ト され

ます。

入力 R 出力 Q は、 入力 R での信号によ って リ セ ッ ト さ

れます。

パラ メ ータ 選択 ：

RS （R 入力優先） または

SR （S 入力優先）

電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン

出力 Q Q は、 Trg での信号によ ってセ ッ ト され、 S と R
が 0 な らば、 Trg でのつぎの信号によ って リ セ ッ

ト されます。

タ イ ミ ング図

Trg

Q

R

S

タ イ ミ ング図の太線部分は、 オルタネ

イ ト ス イ ッチのア イ コ ンにも示されて

います。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成
機能説明

出力 Q は、 入力 S と R が 0 な らば、 入力 Trg での各 0 → 1 遷移によ ってセ ッ ト または リ セ ッ

ト されます。 

S または R が 1 な らば、 入力 Trg の信号には影響されません。 

オルタネ イ ト ス イ ッチは、 入力 S での信号でセ ッ ト されます。 つま り 出力は hi にセ ッ ト され

ます。 

また、 入力 R での信号で リ セ ッ ト されます。 つま り 出力は lo にセ ッ ト されます。

状態の表

* 0 0 0 0 0

* 0 0 0 0->1 1**

* 0 0 1 0 0

* 0 0 1 0->1 0

* 0 1 0 0 1

* 0 1 0 0->1 1

RS 0 1 1 0 0

RS 0 1 1 0->1 0

SR 0 1 1 0 1

SR 0 1 1 0->1 1

* 1 0 0 0 1

* 1 0 0 0->1 0**

* 1 0 1 0 0

* 1 0 1 0->1 0

* 1 1 0 0 1

* 1 1 0 0->1 1

RS 1 1 1 0 1

RS 1 1 1 0->1 0

SR 1 1 1 0 1

SR 1 1 1 0->1 1

* ： RS または SR
** ： S と R = 0 なので、 ト リ ガ信号は有効です

Par Qn-1 S R Trg Qn
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4. スマートリレーのファンクション構成  
設定によ って、 入力 R が入力 S に優先するか （R = 1 の と き、 入力 S が無効）、 その逆 （S = 1    
の と き、 入力 R が無効） かを選択でき ます。

電源断時現在値保持機能を有効に設定し ていない場合、 電源断の後、 オルタ ネ イ ト ス イ ッ チ

と 出力 Q は リ セ ッ ト されます。

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

B29      R
Par=RS

B29      R
Par=SR▲または▼

押す

パラ メ ータ設定モード では、 この特殊フ ァ ン ク シ ョ ンは使用でき ません。

注記

Trg= 0 で Par = RS の場合、 特殊フ ァ ン ク シ ョ ン 「オルタ ネイ ト ス イ ッチ」 は、 特殊フ ァ ン   

ク シ ョ ン 「自己保持」 と同じ機能にな り ます。 （4.4.21 参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.23 メ ッ セージ出力

概要

メ ッ セージ出力はスマー ト リ レーが RUN モード の と き、 ユーザが作成し たテキ ス ト と パラ

メ ータ を含む メ ッ セージテキス ト を表示し ます。

棒グ ラ フやデジ タル入出力の状態名などは WindLGC でのみ設定でき ます。 詳細については、

WindLGC オン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。

メ ッ セージ出力の設定

プ ロ グ ラ ム ミ ン グモー ド での メ ッ セージ設定で、 すべての メ ッ セージ出力に適用する パ ラ

メ ータ を設定し ます。

英語、 ド イ ツ語、 
イ タ リ ア語、 
スペイ ン語 ( 一部 )、
オラ ンダ語 ( 一部 )

ロ シア語

中国語

日本語 （第一水準）

• Analog time: メ ッ セージテキス ト 上でのアナロ グ入力値の表示更新周期 ( 単位 :ms)

Tick time: メ ッ セージテキス ト がデ ィ スプレ イ上でス ク ロールする速さ 

メ ッ セージテキ ス ト を ス ク ロールさせる方法は 2 つです。 

1 文字ずつ （Ch by Ch）

1 行ずつ （Ln by Ln）

作成された メ ッ セージテキス ト の各文字、 または各行は Tick time に基づいてスマー ト リ  

レーデ ィ スプレ イ上でス ク ロールし ます。1 行ずつス ク ロールする場合の実際の Tick time 
は、 設定された Tick time の 10 倍です。 1 文字ずつス ク ロールする場合の Tick time は、 設  

定された Tick time です。

• 言語設定 : メ ッ セージ出力のテキス ト の言語設定 

第一言語および第二言語は、 スマー ト リ レーでサポー ト される以下の言語か ら選択でき

ます。

スマー ト リ レーでの
言語設定

共通名 サポー ト 言語

ISO8859-1 Latin-1

ISO8859-5 キ リル文字

ISO8859-9 Latin-5 ト ルコ語

ISO8859-16 Latin-10 フ ラ ンス語

GB-2312 中国語

Shift-JIS 日本語
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4. スマートリレーのファンクション構成  
• 現在の言語設定 : メ ッ セージ出力が現在表示し ている言語

注記

FL1D シ リ ーズの メ ッ セージテキス ト は以下の条件を満足する と きのみ、 テキ ス ト デ ィ ス

プレ イ上に表示されます。 

第一言語に ISO8859-1 が設定されている。

表示言語に第一言語が設定されている。

1 回路プロ グ ラ ムの中で使用でき る最大 50 個の メ ッ セージ出力は、 第一言語または第二言語

から任意に言語設定でき ます。例えば、第一言語で作成された メ ッ セージ出力を 50 個設定す

る こ と ができ ます。 また メ ッ セージ出力を 25 個設定し て、第一言語および第二言語で作成さ

れた合計 50 個の メ ッ セージテキス ト を設定でき ます。 1 回路プロ グ ラ ムの中で実際に使用す

る メ ッ セージ出力の合計が50個を越えなければ、言語を任意に組み合わせる こ と ができ ます。

1 つのテキス ト 内で複数言語を使用する こ と はでき ません。

メ ッ セージ出力のテキス ト は WindLGC で編集でき ます。

ベースモジ ュール上では、 言語設定 ISO8859-1 で作成されたテキス ト のみ編集でき ます。

メ ッ セージ出力でテキ ス ト を表示する言語は、 スマー ト リ レーの メ ニ ュー言語の設定から独

立し ています。 言語が同じであ る必要はあ り ません。
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4. スマートリレーのファンクション構成
メ ッ セージ出力のパラ メ ータのプログラ ミ ング

––>

Analog Time

Tick Time
100 ms

.1s.....1s

00200ms
Analog Time
>Tick Time

Analog Time

Tick time

ISO8859–1
ISO8859–5
ISO8859–9
ISO8859–16
GB–2312

 

Shift-JIS

Analog Time

Tick time

アナロ グ
入力値の
表示更新
周期の設
定

Tick time
（ メ ッ セー
ジテキ ス ト
がデ ィ スプ
レ イ上でス
ク ロールす
る速さ） の
設定

言語の設
定

現在の
言語設定

100、 200、 400、 800、 または 1000ms で
アナロ グ入力値の表示更新周期を設定で
き ます。 スマー ト リ レーは 0.1s ～ 1s の間
で更新し、 現在設定されている値を表示
し ます。

変更する数字の位置を選択し ます。 
( 末尾の 2 つの数字は変更でき ません。 )

第一言語または第二言
語に言語を設定

メ ッ セージを表示する言語と
し て第一言語または第二言語
を選択

現在の位置に対し て 0 ～ 9 の値を選択し
ます。 最小 Tick time は 100ms です。 
最大は Tick time は 10000ms です。

第一言語と
第二言語から選択
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4. スマートリレーのファンクション構成  
メ ッ セージ出力

入力 En 入力 En （Enable） の 0 → 1 への遷移によ って、

メ ッ セージ出力の出力がセ ッ ト されます。

入力 P P ： メ ッ セージ出力の優先度 

設定可能範囲 :0...127
メ ッ セージテキ ス ト の表示先 ： 

スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ、 

テキ ス ト デ ィ スプレ イ、 

スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ と テキス ト デ ィ

スプレ イ

メ ッ セージテキ ス ト のス ク ロール方法 ： 

1 文字ずつ （Ch by Ch） 

1 行ずつ （Ln by Ln）

Ack ： メ ッ セージ出力の確認応答

パラ メ ータ Text ： テキス ト の編集

Par ： 既にプロ グ ラ ム された別のフ ァ ン ク シ ョ ン

のパラ メ ータ または実際の値 ( 「表示可能

なパラ メ ータ と プロセス変数」 を参照 )
Time ： 現在の時刻の表示

Date ： 現在の日付の表示

EnTime ： 入力 En の信号が 0 → 1 へ遷移し た時

刻の表示

EnDate ： 入力 En の信号が 0 → 1 へ遷移し た日付

の表示

"On入出力状態名 ： 例えば、 " または "Off" など、

入力または出力のステータ ス名の表示

アナロ グ入力 : アナロ グ入力値の表示更新周期

に応じ て更新される アナロ グ入力値の表示

注 : パラ メ ータ Text はスマー ト リ レーで編集で

き ます。 テキス ト を編集でき る言語は

ISO8859-1 のみです。 他の言語および他の

パラ メ ータは WindLGC で編集でき ます。

詳細については、 オン ラ イ ンヘルプを参照

し て く だ さい。

出力 Q メ ッ セージ出力がセ ッ ト されている間は、 出力

Q はオン し ています。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成
制限事項

最大 50 個の メ ッ セージ出力を使用でき ます。

機能説明

スマー ト リ レーが RUN モー ド で、 入力 En の信号が 0 → 1 へ遷移し た と きに、 パラ メ ータ と

設定し たテキス ト を表示し ます。

設定 さ れた メ ッ セージテキ ス ト の表示先に従っ て、 メ ッ セージテキ ス ト はス マー ト リ レー

デ ィ スプレ イ、 テキス ト デ ィ スプレ イ、 またはその両方に表示されます。

回路プロ グ ラ ムでマーカ M27 を使用し ている場合、 M27 = 0 (lo) な らば、 スマー ト リ レーは   

第一言語で作成された メ ッ セージテキス ト を表示し ます。 

M27 = 1 (hi) な らば、スマー ト リ レーは第二言語で作成された メ ッ セージテキス ト を表示し ま   

す。 (M27 の説明については、 4.1 を参照し て く だ さい。 )

Tick type が設定されている行は、 設定された Tick type に応じ て 1 文字ずつ、 または 1 行ずつ  

メ ッ セージテキス ト がス ク ロールし ます。

確認応答を無効に設定し た場合 （Ack = Off)、 入力 En = 0 な らば、 メ ッ セージテキス ト は表    

示されません。

確認応答を有効に設定し た場合 (Ack = On)、 入力 En の信号が 1 → 0 へ遷移し て も、 OK キー  

を押すまで メ ッ セージテキ ス ト は表示され続けます。 OK キーを押す と メ ッ セージテキ ス ト

は非表示 と な り ます。 入力 En = 1 な らば、 OK キーを押し て も メ ッ セージテキス ト は表示さ  

れます。

複数個の メ ッ セージ出力の入力 En が 1 の場合、 スマー ト リ レーは優先度が最高の (0 = 最低、  

127 = 最高 ) メ ッ セージ出力の メ ッ セージテキス ト を表示し ます。 入力 En の信号が 1 → 0 へ  

遷移し た後や確認応答後は、 入力 En = 1 であ る メ ッ セージ出力の う ち、 最高の優先度を持つ  

メ ッ セージ出力の メ ッ セージテキス ト が自動的に表示されます。

▲、 ▼を押し て、 メ ッ セージ出力の表示を変え る こ と ができ ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
例

２ つの メ ッ セージ出力を表示させる方法 ：

2003-01-27
 Mo 09:00

Motor 2

3000
hours
MAINTENANCE!

Motor 5

STOP AT
10:12
!!Action!!

RUN モード での表示

例 ： 優先度 30 の メ ッ セージ出力

押す

押す

例 ： 優先度 10 の メ ッ セージ出力

日付と現在時刻 （時計付タ イプのみ）

メ ッ セージのス ク ロール

メ ッ セージテキス ト の行を ス ク ロールさせる方法を設定でき ます。 以下の 2 つのタ イプがあ

り ます。

• 1 文字ずつ

• 1 行ずつ

1 文字ずつス ク ロールする場合は、 設定し た行の文字が同時に 1 文字ずつ左にス ク ロールし

ます。 ス ク ロールする時間間隔は、 Tick time から設定し ます。

1 行ずつス ク ロールする場合は、 設定し た行のテキ ス ト の半分が、 一度に左にス ク ロールし

ます。 ス ク ロールする実際の時間間隔は、 設定された Tick time の 10 倍です。 二分割された 

テキ ス ト が交互に表示されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成
例 :1 文字ずつス ク ロールする メ ッ セージテキス ト  

以下の図は、 1 行 24 文字の メ ッ セージ出力を示し ています。

この メ ッ セージ出力の行が Tick time 0.1 秒で 「1 文字ずつ」 ス ク ロールする よ う に設定されて  

いる場合、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ またはテキス ト デ ィ スプレ イでの表示は以下の図の

よ う にな り ます。

0.1 秒後に、行中の各文字が同時に左へス ク ロールし ます。 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ また

はテキス ト デ ィ スプレ イでの表示は以下の図のよ う にな り ます。

例 :1 行ずつス ク ロールする メ ッ セージテキス ト  

以下の例は、 前述の例 と同じ メ ッ セージ設定を使用し ています。

この メ ッ セージ出力の行が Tick time 0.1 秒で 「1 行ずつ」 ス ク ロールする よ う に設定されてい  

る場合、入力 En が 0 → 1 へ遷移し た直後のスマー ト リ レーデ ィ スプレ イ またはテキス ト デ ィ

スプレ イでの表示は以下の図のよ う にな り ます。

1 秒後 (10 x 0.1 秒 ) に、 こ のテキス ト を二分割し た残 り の部分が表示されます。

画面には、 １ 秒毎に二分割されたテキス ト が交互に表示されます。

メ ッ セージ出力の各行を ス ク ロールさせるかど う かを設定する こ と ができ ます。「1文字ずつ」

または 「1 行ずつ」 の設定は、 ス ク ロールする よ う に設定し たすべての行に適用されます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
パラ メ ータ P の設定

• 優先度

• 確認応答

• メ ッ セージテキ ス ト の表示先

• ス ク ロールの方法、 各行のス ク ロールの設定

優先度と確認応答の設定 （プロ グ ラ ミ ングモード） ：

B33    1+/
Priority
000
Ack=Off

"+" ： 有効な メ ッ セージ出力中のパラ メ ータ と実際の

値は編集可能

優先度

確認応答の状態

1. カーソルを "0" に移動し、 ▲を押し て優先度を 1 に上げます。

2. "Ack" への変更 :

3. ▲または▼を押し て、 "Ack" を有効にし ます。

スマー ト リ レーの表示

B33    1+/
Priority
001
Ack=On

優先度 1

確認応答の状態 "On"

メ ッ セージテキ ス ト の表示先およびス ク ロールの タ イ プを設定する には、 プ ロ グ ラ ミ ン グ

モード で、

1. 優先度および確認応答画面で を押し、 メ ッ セージテキ ス ト の表示先画面に移動し ま

す。

2. を押し、 カーソルを "BM" に移動し ます。

3. ▲または▼を押し て、 以下の 3 つの選択肢から選択し ます。 

"BM","TD" または "BM&TD"。

▲

メ ッ セージテキス ト の表示先 : 
スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ、 テキ ス ト デ ィ スプレ

イ または両方

▲
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4. スマートリレーのファンクション構成
4. メ ッ セージテキ ス ト の表示先画面で を押し、 ス ク ロールのタ イプ画面に移動し ます。

5. メ ッ セージテキ ス ト の行がス ク ロールする場合、 を押し て "Ch by Ch" にカーソルを合  

わせてから、 ▲または▼を押し て、 ス ク ロールのタ イプを "Ch by Ch" または "Ln by Ln"    
から選択し ます。

6. ス ク ロールの タ イ プ画面で を押し て、 各行を ス ク ロール させる かど う かを設定し ま

す。 スマー ト リ レーは以下の画面を表示し ます。

7. ▲または▼を押し て、 行 1 で "No" か "Yes" を選択し、 1 行目を ス ク ロールさせるかど う

かを設定し ます。

8. を押し て、 カーソルを行 2 に移動し ます。 ▲または▼を押し て、 "No" または "Yes" を

選択し、 2 行目を ス ク ロールさせるかど う かを設定し ます。 最後の行で を押し て、 次

の画面に移動し ます。 行 1 および行 2 と同様の方法で、 行 3 および行 4 のス ク ロールを

設定し ます。

9. OK を押し て、 メ ッ セージ出力の設定を完了し ます。

▲

TickType
 Ch by Ch

B33    3+/
ス ク ロールのタ イプ : 

1 文字ずつ (Ch by Ch) または 1 行ずつ (Ln by Ln)

▲

▲

1 = No
2 = No

B33    4+/
各行のス ク ロールの設定 : 
No: 行を ス ク ロールし ない。 

Yes: 行を ス ク ロールする。

▲

▲

各行のス ク ロールの設定 : 
No: 行を ス ク ロールし ない 

Yes: 行を ス ク ロールする
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4. スマートリレーのファンクション構成  
表示可能なパラ メ ータ と プロセス変数

以下のパ ラ メ ータ ま たはプ ロ セ ス変数は、 数値 と し て ま たは棒グ ラ フ表示の値 と し て メ ッ

セージ出力に表示でき ます。

特殊フ ァ ン ク シ ョ ンの名称
メ ッ セージ出力で表示可能な

パラ メ ータ、 プロセス変数

時間関連フ ァ ン ク シ ョ ン

オンデ ィ レータ イマ T, Ta

オフデ ィ レータ イマ T, Ta

オン / オフデ ィ レータ イマ Ta, TH, TL

自己保持のオンデ ィ レータ イマ T, Ta

1 シ ョ ッ ト パルス T, Ta

立上が り 検出 

イ ン ターバルタ イ ムデ ィ レー
Ta, TH, TL

デューテ ィ ー比可変パルス出力 Ta, TH, TL

ラ ンダムパルス出力 TH, TL

消灯警報付オフデ ィ レース イ ッ チ Ta, T, T!, T!L

オルタ ネイ ト デ ィ レース イ ッ チ Ta, T, TL, T!, T!L

週間タ イ ム ス イ ッ チ 3*on/off/day

年間タ イ ム ス イ ッ チ On, Off

カ ウ ン タ

ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ Cnt, On, Off

稼働時間カ ウ ン タ MI, Q, OT

周波数ス イ ッチ fa, On, Off, G_T

アナロ グ

アナロ グ ス イ ッ チ On, Off, A, B, Ax

アナロ グデ ィ フ ァ レ ンシ ャルス イ ッ

チ
On, Δ, A, B, Ax, Off

アナロ グ比較 On, Off, A, B, Ax, Ay, ΔA

アナロ グモニ タ Δ, A, B, Ax, Aen

アナロ グ リ ニア変換 A, B, Ax

アナロ グマルチプレ ク サ V1, V2, V3, V4, AQ

アナロ グ台形制御 L1, L2, MaxL, StSp, Rate, A, B, AQ

PI 制御
SP, Mq, KC, TI, Min, Max, A, B, PV, 
AQ

アナロ グ演算 V1, V2, V3, V4, AQ

パルス幅変調器 (PWM) A, B, T, Ax 増幅済み
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4. スマートリレーのファンクション構成
タ イマについては、 メ ッ セージ出力は残 り 時間も表示でき ます。 「残 り 時間」 と は、 パラ メ ー

タ設定の時間がどれだけ残っているかを指し ます。

棒グ ラ フは最小値 と 最大値の間でス ケール設定された現在の値または実効値を水平方向、 ま

たは垂直方向に表示でき ます。 メ ッ セージ出力におけ る棒グ ラ フの設定および表示の詳細に

ついては、 WindLGC オン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。

その他

自己保持 -

オルタ ネイ ト ス イ ッチ -

メ ッ セージ出力 -

ソ フ ト ウ ェ アス イ ッチ On/Off

シフ ト レジス タ -

アナロ グ演算エラー検出 MathBN, ZD, OF
208



4. スマートリレーのファンクション構成  
メ ッ セージ出力の編集

ベースモジ ュール上では、 パラ メ ータ Text のみ編集でき ます。 棒グ ラ フ、 入出力状態名など

の新機能を使用する メ ッ セージ出力は、 ベースモジ ュール上では編集でき ません。

また、 ベースモジ ュール上では、 次のいずれかのパラ メ ータ を含む メ ッ セージ出力を編集す

る こ と はでき ません。

• Par

• Time

• Date

• EnTime

• EnDate

有効メ ッ セージ出力中のパラ メ ータの変更

メ ッ セージ出力が有効 と なっている状態で、 ESC を押し て編集モード に移行し ます。

注記

ESC キーは、 １ 秒以上押し続けて く だ さい。

、 を押し て、 該当する行を選択し ます （パラ メ ータ を含む行だけが選択でき ます） 。 行

を選択し た ら、 OK を押し て、 、 、 ▲、 ▼を使用し てパラ メ ータ を変更し ます。

変更内容を確認し て、 OK を押し ます。 他にも変更するパラ メ ータがあれば変更し、 ESC を

押し て、 編集モード を終了し ます。

カーソルキーによる メ ッ セージ出力の入力

本体で メ ッ セージ （画面） を表示させた状態で、 ESC キー と カーソルキーを押し た と き、 本

体の 4 つのカーソルキーが有効 と な り ます。

▲

▲

▲

▲
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

メ ッ セージ出力を設定するには （プロ グ ラ ミ ングモード） ：

..

..

..

..

Par のパラ メ ータ設定画面

▲

を押し、 メ ッ セージ出力の行を選択し ます。

▲、 ▼を押し、 テキ ス ト と し て表示する文字を選択し ます。 カーソルを移動させるには、 ▲ 、

▲

を押し ます。

使用で き る文字の リ ス ト は回路プ ロ グ ラ ム名に使用で き る文字の リ ス ト と 同じ です。 文字

セ ッ ト については、 3.6.4 を参照し て く だ さい。 ベースモジ ュールから メ ッ セージ出力を入力

す る 際には、 ISO8859-1 の文字のみ入力で き ます。 別の言語でテ キ ス ト を入力す る には、

WindLGC でテキ ス ト を入力する必要があ り ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.24 ソ フ ト ウ ェ アスイ ッ チ

概要

こ の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンブ ロ ッ ク は、 機械的なモ メ ン タ リ ス イ ッ チま たはオル タ ネ イ ト ス

イ ッ チの機能を実現する フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク です。

En
Par Q

入力 En パラ メ ータ設定モード で、 "Switch = On" が確認

された場合に、 入力 En （Enable） での 0 → 1 遷

移によ って、 出力 Q がセ ッ ト されます。

パラ メ ータ プロ グ ラ ミ ングモード ：

モ メ ン タ リ ス イ ッ チまたはオルタネ イ ト ス イ ッ

チの動作を設定し ます。

REM ： プロ グ ラ ムが起動し た際に、 最初のス

キ ャ ンに適用される On または Off 状態に

は、 自己保持は設定されません。

電源断時現在値保持機能 : 
/ = オフ 

R = オン 

パラ メ ータ設定モード 

（RUN モード） ：

Switch ： モ メ ン タ リ ス イ ッチやオルタネ イ ト ス

イ ッチの On/Off を切 り 替えます。

出力 Q "Switch = OnEn = 1 の場合、 " で OK が押された

と き、 出力がセ ッ ト されます。

工場出荷時の設定

"Par" のデフ ォル ト 設定は、 「モ メ ン タ リ ス イ ッチ」 です

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成
Switch

En

Q

タ イ ミ ング図

機能説明

パラ メ ータ設定モード で、"Switch" パラ メ ータが "On" に設定されていて、OK が押される と 、 

入力 En での信号によ り 、 出力がセ ッ ト されます。

以下の ３ つの場合、 出力は リ セ ッ ト されます。

• 入力 En での 1 → 0 遷移の後

• こ のフ ァ ン ク シ ョ ンが、 モ メ ン タ リ ス イ ッ チ と し て設定され、 ス イ ッチ On の後、 １ サイ

クルが経過し た と き

• パラ メ ータ設定モード で、 "Switch" パラ メ ータは "Off" が選択され、 OK が押された と き

電源断時現在値保持機能が設定されていない場合は、 "Start" パラ メ ータの設定に従って、 電

源断の後、 出力は初期化されます。

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） ：

1. ソ フ ト ウ ェ アス イ ッ チを選択し ます。

2. 入力 En を選んで OK を押し ます。 カーソルは、 "Par" の下にあ り ます。

3. "Par" の入力モード に移 り 、 OK を押し ます。 （カーソルは、 "On" の位置にあ り ます。）

B33      +/
On=
Start=On

電源断時現在値保持機能オフ

「モ メ ン タ リ ス イ ッ チ」 と し て設定

プロ グ ラ ム起動後の最初のスキ ャ ンで Q がセ ッ ト
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4. スマートリレーのファンクション構成  
"Par" を 「ス イ ッチ」 動作に変更し、 プロ グ ラ ム起動後の初期化状態を変更 ：

4. ▲、 ▼を押し て、 「モ メ ン タ リ ス イ ッチ」 か 「オルタネ イ ト ス イ ッ チ」 動作を選択し ます。

5. 、 を押し て、 「起動時の状態」 に変えます。

6. ▲、 ▼を押し て、 起動時の状態を変更し ます。

7. 入力内容を確認し て OK を押し ます。

パラ メ ータ設定モード での表示 （例） ：

こ こ では、 "Switch" パラ メ ータ をセ ッ ト / リ セ ッ ト （On/Off） でき ます。

RUN 中の場合は、 以下の表示にな り ます ：

B33

Switch=Off モ メ ン タ リ ス イ ッ チ / オルタネイ ト ス イ ッ チはオフ

"Switch" パラ メ ータ をセ ッ ト （On） する もの と し ます。

1. OK を押し て、 編集モード に移 り ます。 （カーソルは、 "Off" の位置にあ り ます。）

2. ▲、 ▼を押し て、 "Off" を  "On" に変更し ます。

3. 入力内容を確認し て OK を押し ます。

B33      +/
On/Off
Start=On

電源断時現在値保持機能オフ

「オルタネイ ト ス イ ッ チ」 と し て設定

プロ グ ラ ム起動後の最初のスキ ャ ンで Q がセ ッ ト

▲

▲

B33      +/
On/Off
Start=Off

電源断時現在値保持機能オフ

「オルタネイ ト ス イ ッ チ」 と し て設定

プロ グ ラ ム起動後の最初のスキ ャ ンで Q が リ セ ッ ト

B33

Switch=On モ メ ン タ リ ス イ ッ チ / オルタネイ ト ス イ ッ チはオン
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.25 シフ ト レジス タ

概要

シフ ト レジス タは、 入力値を読み取 り 、 ビ ッ ト を移動するのに使用でき ます。 出力値は、 設

定し たシフ ト レジス タ ビ ッ ト と一致し ます。 移動方向は、 専用の入力で変更でき ます。

入力 In こ のフ ァ ン ク シ ョ ンが起動された と きに、 入力が

読込まれます。

入力 Trg 入力 Trg （Trigger） での立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷

移） によ って、 このフ ァ ン ク シ ョ ンが起動されま

す。 1 → 0 遷移には影響されません。

入力 Dir 入力 Dir でのシフ ト レジス タ ビ ッ ト S1 ～ S8 の移

動方向を指定し ます。 

Dir = 0 ： シフ ト ア ッ プ （S1 → S8） 

Dir = 1 ： シフ ト ダウ ン （S8 → S1）

パラ メ ータ シフ ト レジス タ ビ ッ ト によ って、 出力 Q の値が決

ま り ます。 

設定範囲 ： S1 ～ S8 

電源断時現在値保持機能 ： 

/ = オフ 

R = オン

出力 Q 出力値は、 設定し たシフ ト レジス タ ビ ッ ト と一致

し ます。

機能説明

入力 Trg （Trigger） での立上が り エ ッ ジ （0 → 1 遷移） によ って、 入力 In の値が読込まれま

す。 こ の値は、 シフ ト の方向に応じ て、 シフ ト レジス タ ビ ッ ト S1 または S8 に作用し ます。

• シフ ト ア ッ プ：入力 In の値が S1 にセ ッ ト され、S1 の元の値は S2 にシフ ト され、S2 の元の

値は S3 にシフ ト され、 以下同様 と な り ます。

• シフ ト ダウ ン：入力 In の値が S8 にセ ッ ト され、S8 の元の値は S7 にシフ ト され、S7 の元の

値は S6 にシフ ト され、 以下同様 と な り ます。

出力 Q は、 設定されたシフ ト レジス タ ビ ッ ト によ って決ま り ます。

電源断時現在値保持機能がオフの場合は、 電源断の後、 S1 または S8 から フ ァ ン ク シ ョ ンが

再開されます。 オンの場合は、 シフ ト レジス タの全ビ ッ ト について常に電源断時現在値保持

機能が働き ます。

スマー ト リ レー

の表示
接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
注記

シフ ト レジス タは、 回路プロ グ ラ ムの中で １ 回だけ使用でき ます。

タ イ ミ ング図

Trg

In

Q

Dir

S1 1 0 1 1 0 1
S2 0 1 0 1 1 1
S3 0 0 1 0 1 0
S4 0 0 0 1 0 1
S5 0 0 0 0 1 0
S6 1 0 0 0 0 0
S7 1 1 0 0 0 0
S8 0 1 1 0 0 1

0
0
0
0
1
1
0
0

シフ ト ア ッ プ シフ ト ダウ ン

S4 = Q （例）

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ：

B3       R
Q=S8

電源断時現在値保持機能はオン

設定

▼を押す

B3       R
Q=S7

S8 ～ S1 を選択可能

この特殊フ ァ ン ク シ ョ ンは、 パラ メ ータ設定モード では使用でき ません。
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.26 アナログマルチプレ クサ

概要

この特殊フ ァ ン ク シ ョ ンは、 事前に設定された 4 つのアナロ グ値の う ちの 1 つまたは 0 をア

ナロ グ出力し ます。

入力 En 入力 En （Enable） の状態が 0 から 1 に変化する

と、 設定されたアナロ グ値が、 S1 および S2 の値

に応じ て、 出力 AQ に切 り 替わ り ます。

入力 S1  
および S2

S1 と S2 によ って、 送信する アナロ グ値が決定さ

れます。

パラ メ ータ V1 ～ V4 ： 送信する アナロ グ値 

設定可能範囲 ： -32768 ～ +32767 

p: 小数点位置 

設定可能範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 AQ こ の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンには、 アナロ グ出力の機

能があ り ます。 アナロ グ出力に接続でき るのは、

アナロ グ入力のフ ァ ン ク シ ョ ン、 アナロ グマーカ、

アナロ グ出力コネ ク タ （AQ1、 AQ2） のみです。 

AQ の範囲 ： -32768 ～ +32767

スマー ト リ レー 
の表示

接続 説明

• S1 = 0、 S2 = 0 の と き :  
値 1 を送信

• S1 = 0、 S2 = 1 の と き :  
値 2 を送信

• S1 = 1、 S2 = 0 の と き :  
値 3 を送信

• S1 = 1、 S2 = 1 の と き :  
値 4 を送信
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4. スマートリレーのファンクション構成  
パラ メ ータ V1 ～ V4

パラ メ ータ V1 ～ V4 のアナロ グ値は、すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の 

値を使用する こ と もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax － Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実効値 AQ、 4.4.30 を参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 パラ メ ータのデフ ォル ト 値について

は、 4.4.1 節を参照し て く ださ い。
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4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ p （小数点位置）

このパラ メ ータは、 メ ッ セージ出力内に表示された値に対し てのみ適用されます。

タ イ ミ ング図

En

SS1

S2

AQ

V1

V3

V2

V4
0

機能説明

入力 En がオンになる と、 S1 と S2 の値に応じ て、 V1 から V4 までの 4 つの値の う ちの 1 つ 

が出力 AQ に送信されます。

入力 En がオフの場合、 アナロ グ値 0 が出力 AQ に送信されます。

アナログ出力

アナロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンは、 0 ～ 1000 までのアナロ グ信号を処理し ます。 そのためアナ

ロ グ出力フ ァ ン ク シ ョ ンの直前に、 アナロ グ リ ニア変換を接続し て特殊フ ァ ン ク シ ョ ンのア

ナロ グ出力値を 0 ～ 1000 の範囲内に変換し て く だ さい。 （詳細は 4.4.20 参照）
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4. スマートリレーのファンクション構成  
Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

B3     1+/
V1 =+04000
V2 =–02000

B3     2+/
V3 B020
V4 B021
p =0

押す

 ▲

▲

パラ メ ータ設定モード での表示 :

B3       1
V1 =+04000
V2 =–02000

B3       2
V3 B020
V4 B021
AQ =+4000

押す

 ▲

▲
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.27 アナログ台形制御

概要

アナロ グ台形制御は、 出力を指定された率で現在のレベルから指定されたレベルまで変え る

こ と ができ ます。

スマー ト リ レー 
の表示

接続 説明

入力 En 入力 En (Enable) の状態が 0 から  1 に変化する と 、

100ms の間開始 / 停止レベル (StSp+B) と なった後、

設定し たレベルへ値の変化が開始されます。

状態が 1 から  0 に変化する と 、即座に出力 AQ に 0 
を送 り ます。

入力 Sel • SeI = 0 : ステ ッ プ 1 ( レベル 1) がス ター ト し ま

す。

• SeI = 1 : ステ ッ プ 2 ( レベル 2) がス ター ト し ま

す。

Sel の状態の変化は、 出力 AQ が指定された率で指

定されたレベルに変わ り 始める ト リ ガーにな り ま

す。

入力 St 入力 St の状態が 0 から  1 に変化する と 、 出力 AQ
が開始 / 停止レベル (StSp+B) まで指定し た率で減

少し、 100ms 維持し た後 0 と な り ます。
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4. スマートリレーのファンクション構成

221

スマート リレー 
の表示

接続 説明

パラ メータ L1 （レベル 1） および L2 （レベル 2） : 
到達目標レベル

各レベルの設定可能範囲 :
-10,000 ～ +20,000

MaxL:
超えてはならない最大値

設定可能範囲 :
-10,000 ～ +20,000

StSp:
開始 / 停止補正値。 この値に補正値 (B) が加

わり開始 / 停止レベルとな り ます。 も し開始

/ 停止補正値が０ならば開始 / 停止レベルは

補正値 (B) とな り ます。

設定可能範囲 : 0 ～ +20,000 
Rate:

レベル 1、 レベル 2、 または補正値に達する

までの速度。 ステップ / 秒で表示。

設定可能範囲 : 1 ～ 10,000 
A : 増加率

設定可能範囲 :
0 ～ 10.00

B: 補正値

設定可能範囲 :
±10,000

p : 小数点位置

設定可能範囲 :
0、 1、 2、 3

出力 AQ AQ は以下の式にて決定されます。

( 現在値 - 補正値 B) / 増幅率 A
AQ の設定可能範囲 : 0 ～ +32767
注 :
AQ がパラメ ータ設定モード またはメ ッセージモー

ド で表示される場合、 スケール設定されていない値

（ 現在値） と して表示されます。



4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ L1 および L2

パラ メ ータ L1 および L2 のアナロ グ値には、 すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの

実際の値を使用する こ と もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 パラ メ ータのデフ ォル ト 値について

は、 4.4.1 を参照し て く だ さい。
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4. スマートリレーのファンクション構成  

       

        

  

   

 

パラ メ ータ p （小数点位置）

このパラ メ ータは、 メ ッ セージ出力内に表示された AQ、 L1、 L2、 MaxL、 StSp、 Rate の値に

対し てのみ適用されます。

AQ のタ イ ミ ング図

機能説明

入力 En がセ ッ ト される と、 最初の 100ms の間、 出力 AQ に開始 / 停止レベル (StSp+B) を出

力し ます。 その後、 Sel の接続に応じ て、 値 StSp + B から レベル 1 または レベル 2 まで Rate    
で設定し た速度でフ ァ ン ク シ ョ ンが実行されます。入力 St を設定する と 、フ ァ ン ク シ ョ ンは、  

値 StSp + B まで Rate で設定し た速度で実行されます。 その後、 100ms の間値 StSp + B を出力    

AQ に送出し てから、 0 を出力 AQ に送出し ます。 入力 St を設定する と 、 フ ァ ン ク シ ョ ンは、    

入力 St および En が リ セ ッ ト されてから再開されます。入力 Sel を変更する と 、Sel に応じ て、    

フ ァ ン ク シ ョ ンはレベル 1 から レベル 2 まで、 またはその逆の方向に実行されます。 入力 En    
を リ セ ッ ト する と 、 フ ァ ン ク シ ョ ンは即座に 0 を出力 AQ に送出し ます。 出力のアナロ グ値   

は、 100ms ご と に再計算されます。 実際の値 AQ と現在値の関係に注意し て く だ さい。

実際の値 AQ = ( 現在値 - 補正値 B / 増加率 A)

注記

アナロ グ値の処理に関する詳細については、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く

ださい。
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

B3     1+/
L1 04000
L2 B020

B3     2+/
MaxL 7000
StSp 00222
Rate 00500

B3     3+/
A 02.50
B 00300
p 0

=+

=

=

=+

=–

=
=

増加率

補正値

メ ッ セージ出力の小数点位置

押す

 ▲

▲

押す

 ▲

▲

パラ メ ータ設定モード での表示 :

B3       1
L1 04000
L2 B020
AQ 00250

B3       2
StSp 00222
Rate 00500

B3     3+/
A 02.50
B 00300

=+

=
=
=

=–
= 増加率

補正値

押す

 ▲

▲

押す

 ▲

▲
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.28 PI 制御

概要

PI 制御には、 比例動作 （P 動作） と積分動作 （I 動作） の 2 つのタ イプがあ り ます。 これら を

単独で使用する こ と も組み合わせて使用する こ と も でき ます。

入力 A/M 制御モード の設定 : 
1: 自動モード 

0: 手動モード

入力 R 入力 R で出力 AQ を リ セ ッ ト し ます。 入力 A/M は

入力 R がオンの間は使用でき ません。

出力 AQ は 0 にな り ます。

入力 PV アナロ グ値 : 出力に影響を与え る処理値

スマー ト リ レー 
の表示

接続 説明

A/M
R

PV
Par

AQ
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4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ SP: 設定値の割 り 当て 

設定可能範囲 : 
-10,000 ～ +20,000

KC : 増加率 

設定可能範囲 : 
00.00 ～ 99.99

TI: 積分時間 

設定可能範囲 : 
00:01 ～ 99:59 m

Dir: コ ン ト ローラの動作方向 

設定可能範囲 : + または -
Mq: 手動モード での AQ からの値 

設定可能範囲 : 
0 ～ 1000

Min: PV の最小値 

設定可能範囲 : 
-10,000 ～ +20,000

Max: PV の最大値 

設定可能範囲 : 
-10,000 ～ +20,000

A : 増加率 

設定可能範囲 : 
± 10.00

B: 補正値 

設定可能範囲 : 
± 10,000

p : 小数点位置 

設定可能範囲 : 
0、 1、 2、 3

スマー ト リ レー 
の表示

接続 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成  
出力 AQ こ の特殊フ ァ ン ク シ ョ ンには、 アナロ グ出力 （= 
操作変数） の機能があ り ます。 このアナロ グ出力

に接続でき るのは、 アナロ グ入力のフ ァ ン ク シ ョ

ン、 アナロ グマーカ、 アナロ グ出力コネ ク タ

（AQ1、 AQ2） のみです。

AQ の範囲 :0 ～ 1000

パラ メ ータ SP および Mq

パラ メ ータ SP および Mq のアナロ グ値には、すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの

実際の値を使用する こ と もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 パラ メ ータのデフ ォル ト 値について

は、 4.4.1 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ KC および TI

注記

• パラ メ ータ KC が値 0 を もつ場合、 "P" フ ァ ン ク シ ョ ン （比例制御） は実行されません。

• パラ メ ータ TI が値 99:59m を もつ場合、"I" フ ァ ン ク シ ョ ン （積分動作制御） は実行されま

せん。

スマー ト リ レー 
の表示

接続 説明
227



4. スマートリレーのファンクション構成
パラ メ ータ p （小数点位置）

このパラ メ ータは、 メ ッ セージ出力内に表示される PV、 SP、 Min、 Max の値に対し てのみ適

用されます。

タ イ ミ ング図

AQ の変化の仕方や速度はパラ メ ータ KC および TI によ って異な り ますので、 以下の AQ の 

タ イ ミ ング図は一例にすぎません。 制御は連続動作ですので、 以下のタ イ ミ ング図では動作

の一部のみを表示し ています。

1 2 3

A/M

R

Dir

AQ
Mq

500 ms

Min

Max

PVSP

/+

/–

Q

1. 外乱が発生し て PV が低下し た場合、 Dir が上向き な ら、 AQ は PV が再び SP と一致する

まで増加し ます。

2. 外乱が発生し て PV が低下し た場合、 Dir が下向き な ら、 AQ は PV が再び SP と一致する

まで減少し ます。 

フ ァ ン ク シ ョ ンの実行中は方向 Dir を変更でき ません。上記図では説明のために変化を加

えています。

3. 入力 R によ って AQ が 0 にな る と、 PV は変化し ます。 これは Dir が上向き なので AQ が

下降し、 PV が上昇する ためです。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
機能説明

入力 A/M を 0 にする と 、 パラ メ ータ Mq で設定し た値が出力 AQ に送信されます。

入力 A/M を 1 にする と 、 自動モード に切 り 替わ り ます。 積分和 と し てパラ メ ータ Mq が適用

される と 、 こ の PI 制御フ ァ ン ク シ ョ ンによ って計算が開始されます。

注記

コ ン ト ローラの基礎に関する詳細については、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て

く ださ い。

更新された値 PV はつぎの計算式で算出でき ます。

更新された値 PV = （PV ×増加率） + 補正値

• 更新された値 PV = SP の場合、 AQ の値は特殊フ ァ ン ク シ ョ ンによ って変更されません。

• Dir = 上向き （+） （タ イ ミ ング図番号 1 および 3）

更新された値 PV > SP の場合、特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが働き、AQ の値は減少し ます。

更新された値 PV < SP の場合、特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが働き、AQ の値は増加し ます。

• Dir = 下向き （-） （タ イ ミ ング図番号 2）

更新された値 PV > SP の場合、特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが働き、AQ の値は増加し ます。

更新された値 PV < SP の場合、特殊フ ァ ン ク シ ョ ンが働き、AQ の値が減少し ます。

外乱が発生し て PV が変化し た場合、 AQ は PV が再び SP と 一致する まで増加 / 減少し ます。  

AQ の変化速度はパラ メ ータ KC と TI によ って異な り ます。

入力 PV の値がパラ メ ータ Max を超え る と 、 更新された値 PV は Max の値にな り ます。 PV
の値がパラ メ ータ Min よ り 小さい場合、 更新された値 PV は Min の値にな り ます。

入力 R が 1 にな る と 、AQ は リ セ ッ ト されます。入力 R が 1 の間は入力 A/M は使用でき ません。

サンプ リ ング時間

サンプ リ ング時間は、 500ms に設定されています。

パラ メ ータ セ ッ ト

パラ メ ータ KC、 TI、 Dir をアプ リ ケーシ ョ ンに応じ て組み合わせる場合の詳細情報やアプ リ

ケーシ ョ ン例については、 WindLGC のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く だ さい。
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4. スマートリレーのファンクション構成
Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （例） :

B3     1+/
SP B020

B3     2+/
KC 10.00
TI 01:00
Dir=+

B3     4+/
A 02.50
B 00300
p 0

B3     2+/
KC
TI

=+

B3     3+/
Mq B021
Min 05000
Max 05000=+ =

=
=–=–

=
=

押す

 ▲

▲

押す

 ▲

▲

押す

 ▲

▲

パラ メ ータ設定モード での表示 :

B3       1
SP B020
PV 0
AQ 0250

B3       2
KC 10.00
TI 01:00
Dir

B3       4
A 02.50
B 00300

B3       3
Mq B021
Min 05000
Max 05000=+

=– =–
=

=
==

=+ =+

押す

 ▲

▲

押す

 ▲

▲

押す

 ▲

▲
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.29 パルス幅変調器 (PWM)

概要

パルス幅変調器 (PWM) は、 アナロ グ入力値をパルス信号に変調し ます。パルス幅はアナロ グ

入力値に比例し ます。

入力 En (Enable)入力 En の状態が 1 の と き、 アナロ グ入力

値 Ax がパルス信号に変調されます。

入力 Ax パルス信号に変調される アナロ グ信号

パラ メ ータ Min: オフ ス レ ッ シュ ホール ド  

設定可能範囲 : ± 20,000
Max: オン ス レ ッ シュ ホール ド  

設定可能範囲 : ± 20,000
 :T  周期時間

A : 増加率 

設定可能範囲 : ± 10.00
B : 補正値 

設定可能範囲 : ± 10,000
p : 小数点位置 

設定可能範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q 出力 Q は、 設定された範囲でのアナロ グ入力値

Ax の比率に応じ てオン、 オフ し ます。

パラ メ ータ T

パラ メ ータ T のデフ ォル ト 値については、 4.3.2 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ T には、 すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用する こ と

もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。

スマー ト リ レー

の記号
配線 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成

  
パラ メ ータのデフ ォル ト 値については、 4.4.1 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ p( 小数点位置 )

メ ッ セージテキス ト に Ax を表示する と きに適用されます。

機能説明

入力 Ax でのアナロ グ値が読み込まれます。

Ax にパラ メ ータ A （増加率） を掛け、 その積にパラ メ ータ B （補正値） が加算されます。

(Ax × 増加率 ) + 補正値 = 実際の値 Ax

設定し たパラ メ ータ Min （オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド）、 Max （オン ス レ ッ シ ュ ホール ド） の範

囲での実際の値 Ax の比率を求めます。 パラ メ ータ T （周期時間） に こ の比率を掛けた時間を

hi に、 残 り の期間 （周期時間から hi の時間を差し引いた時間） を lo に設定し ます。

タ イ ミ ング図

以下に、 アナロ グ入力値をパルス信号に変調する方法を示し ます。

1. オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド Min = 0、 オン ス レ ッ シ ュ ホール ド Max = 1000、 周期時間 T = 4    
sec と 設定し た場合、実際の値 Ax = 500 の と き以下のタ イ ミ ング図のよ う なデジ タル信号  

と な り ます。 デジ タル信号列は 2 秒間 hi、 2 秒間 lo、 2 秒間 hi、 2 秒間 lo と な り 、 入力 En
= 1 の と き、 このパターンを繰 り 返し ます。 入力 En = 0 の と き、 出力はオフです。

2. オフ ス レ ッ シ ュ ホール ド Min = 0、 オン ス レ ッ シ ュ ホール ド Max = 1000、 周期時間 T = 10      
sec と 設定し た場合、実際の値 Ax = 300 の と き以下のタ イ ミ ング図のよ う なデジ タル信号  

と な り ます。 デジ タル信号列は 3 秒間 hi、 7 秒間 lo、 3 秒間 hi、 7 秒間 lo と な り 、 入力 En
= 1 の と き、 このパターンを繰 り 返し ます。 入力 En = 0 の と き、 出力はオフです。
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4. スマートリレーのファンクション構成  
判定のルール

Min ≦実際の値 Ax ≦ Max の場合、

期間 T × ( 実際の値 Ax - Min)/ (Max - Min) ： Q = 1

期間 T - T × [ ( 実際の値 Ax - Min) / (Max - Min) ] ： Q = 0

実際の値 Ax < Min の場合、 Q = 0

Max < 実際の値 Ax の場合、 Q = 0

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 （タ イ ミ ング図 1 の例） ：

B1     1+/
Min=+00000
Max=+01000
A=+01.00

B1     2+/
B=+00000
T=00:04s
P=2

押す

▲

▲

パラ メ ータ設定モード での表示 :

B1     2
B =+00000
T =00:04s

B1     1
Min=+00000
Max=+01000
A  = 1.00

押す

▲

▲
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4. スマートリレーのファンクション構成
4.4.30 アナログ演算

概要

アナロ グ演算は、 オペラ ン ド および演算子で定義された式の計算結果をアナロ グ値 と し て出

力し ます。

入力 En (Enable)入力 En の状態が 1 の と き、 フ ァ ン ク シ ョ

ンが有効にな り ます。

パラ メ ータ ～ V4V1 ： 
オペラ ン ド の値 （定数、 または実際のアナロ グ値）

Op3Op1 ～ ： 演算子 
Pr3Pr1 ～ ： 演算子の優先度 

enQ → 0 ：

p : 小数点位置 

設定可能範囲 ： 0、 1、 2、 3

出力 Q 出力 AQ は、 オペラ ン ド の値 と 演算子に基づいて

計算された結果です。 0 で除算された場合、 また

はオーバーフ ローが発生し た場合は、 AQ = 32767
と な り ます。 アンダーフ ローが発生し た場合は、

AQ = -32768 と な り ます。

パラ メ ータ V1...V4

パラ メ ータ V1...V4 のアナロ グ値には、 すでにプロ グ ラ ム されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際

の値を使用する こ と もでき ます。 以下のフ ァ ン ク シ ョ ンの実際の値を使用でき ます。

• アナロ グ比較 （実際の値 Ax - Ay、 4.4.18 参照）

• アナロ グ ス イ ッ チ （実際の値 Ax、 4.4.16 参照）

• アナロ グ リ ニア変換 （実際の値 Ax、 4.4.20 参照）

• アナロ グマルチプレ ク サ （実際の値 AQ、 4.4.26 参照）

• アナロ グ台形制御 （実際の値 AQ、 4.4.27 参照）

• アナロ グ演算 ( 実際の値 AQ、 4.4.30 参照 )

• PI 制御 （実際の値 AQ、 4.4.28 参照）

• ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ （実際の値 Cnt、 4.4.13 参照）

スマー ト リ レー

の記号
配線 説明

• "0" が選択されている 

En = 0 の と き AQ = 0 に リ セ ッ ト

• "1" が選択されている 

En = 0 の と き、 En が 1 → 0 へ遷移する直前の

AQ の値を保持
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4. スマートリレーのファンクション構成  
使用する フ ァ ン ク シ ョ ンはブロ ッ ク番号で選択し ます。 パラ メ ータのデフ ォル ト 値について

は、 4.4.1 を参照し て く だ さい。

パラ メ ータ p( 小数点以下の桁数 )

メ ッ セージテキス ト に V1、 V2、 V3、 V4、 AQ を表示する と きに適用されます。

フ ァ ン ク シ ョ ンの説明

アナロ グ演算は、 設定し た 4 つのオペラ ン ド の値と 3 つの演算子に基づいて計算された結果

をアナロ グ値と し て出力し ます。

演算子は、 加算 （+）、 減算 （－）、 乗算 （*）、 除算 （/） を使用でき ます。 各演算に、 高 (H)、
中 (M)、 低 (L) の優先度を設定でき ます。 優先度が高の演算は最初に実行され、 次に優先度が

中の演算、 最後に優先度が低の演算が実行されます。 オペラ ン ド の値にはすでにプロ グ ラ ム

されている フ ァ ン ク シ ョ ンの実際のアナロ グ値を使用する こ と も でき ます。

オペラ ン ド の数は 4 つに、 演算子の数は 3 つに固定されています。 これよ り 少ない数のオペ

ラ ン ド を使用する場合、 0 を加算、 または 1 を乗算する など し てすべてのパラ メ ータ を設定

する必要があ り ます。

さ らに En = 0 の場合の AQ の値を設定でき ます。En = 0 と な る直前の AQ の値を保持するか、    

または AQ = 0 のどち らかを設定でき ます。 Qen → 0 ： 0 の場合、 En = 0 の と き AQ を 0 に リ     

セ ッ ト し ます。 Qen → 0 ： 1 の場合、 En = 0 の と き、 En が 1 → 0 へ遷移する直前の AQ の値  

を保持し ます。

発生可能なエ ラー : 0 での除算およびオーバーフ ロー

0 で除算された場合、 またはオーバーフ ローが発生し た場合は、 発生し たエ ラーのタ イプを

示す内部ビ ッ ト を設定し ます。 アナロ グ演算エラー検出を使って、 これらのエラーを検出し、

必要に応じ てプロ グ ラ ムの挙動を制御する こ と ができ ます。 1 つのアナロ グ演算エ ラー検出

は、 1 つの特定のアナロ グ演算を参照し ます。

例

以下は、 アナロ グ演算のパラ メ ータの簡単な例、 計算式、 および結果を示し ています。

計算式 : (12 + (6 / 3)) - 1 

結果 : 13

計算式 : 2 + (3 * (1 + 4)) 
結果 : 17

V1 Op1(Pr1) V2 Op2(Pr2) V3 Op3(Pr3) V4
12 + (M) 6 / (H) 3 - (L) 1

V1 Op1(Pr1) V2 Op2(Pr2) V3 Op3(Pr3) V4
2 + (L) 3 * (M) 1 + (H) 4
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4. スマートリレーのファンクション構成
計算式 : (100 - 25) / (2 + 1) 
結果 : 25

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示

B1     1+/
V1=+00012
OP1= +
PR1=M

B1     4+/
V4=+00001
Qen 0: 0
p =0

B1     2+/
V2=+0006
OP2=/
PR2=H

B1     3+/
V3=+00003
OP3=–
PR3=L

押す

▲

▲

押す

▲

▲

押す

▲

▲

V1 Op1(Pr1) V2 Op2(Pr2) V3 Op3(Pr3) V4
100 - (H) 25 / (L) 2 + (M) 1
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4. スマートリレーのファンクション構成  
4.4.31 アナログ演算エラー検出

概要

アナロ グ演算エ ラー検出は、 参照し ている アナロ グ演算でエラーが発生し た場合に出力をオ

ン し ます。

入力 En 入力 En(Enable) の信号が 1 の と き、 このフ ァ ン ク

シ ョ ンが有効にな り ます。

入力 R 入力 R の状態が 0 から 1 に変化する と、 出力 Q が

リ セ ッ ト されます。

パラ メ ータ MathBN:アナロ グ演算のブロ ッ ク番号

Err: ZD: 0 によ る除算エラー

OF: オーバーフ ローエ ラー

 ZD/OF: (0 によ る除算エ ラー ) または

( オーバーフ ローエ ラー )
AutoRst: アナロ グ演算エラー自動 リ セ ッ ト

Y = はい、 N = いいえ

出力 Q 最後の実行で、 参照する アナロ グ演算フ ァ ン ク

シ ョ ンブロ ッ ク で検出対象のエ ラーが発生し た場

合、 Q は高 (high) に設定されます。

パラ メ ータ MathBN

MathBNパラ メ ータ参照の値は、すでにプロ グ ラ ム されたアナロ グ演算フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ

クのブロ ッ ク番号にな り ます。

フ ァ ン ク シ ョ ンの説明

アナロ グ演算エ ラー検出は、 参照し ている アナロ グ演算でエラーが発生し た場合に出力をオ

ン し ます。 0 によ る除算エ ラー、 オーバーフ ローエ ラー、 またはそのどち らかのエラーが発

生し た場合の出力をセ ッ ト でき ます。

AutoRst を "Y" に設定する と、 参照し ている アナロ グ演算のエラーが解除される と、 出力 Q
が リ セ ッ ト されます。

AutoRst を "N" に設定する と、 参照し ている アナロ グ演算のエラーが解除されて も、 出力 Q
は リ セ ッ ト されません。入力 R の状態が 0 から 1 に変化し た と きに出力 Q が リ セ ッ ト されま

す。 こ のよ う に、 エラーが解除された後で も、 あ る時点でエ ラーが発生し た こ と を回路プロ

グ ラ ムに認識させる こ と ができ ます。

アナロ グ演算エ ラー検出よ り 前に参照し ている アナロ グ演算が実行される場合、 エラーは同

一のスキ ャ ンサイ クルで検出されます。 アナロ グ演算エ ラー検出よ り 後に参照し ている アナ

ロ グ演算が実行される場合、 エラーは次のスキ ャ ンサイ クルで検出されます。

スマー ト リ レー

の記号
配線 説明
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4. スマートリレーのファンクション構成
アナログ演算エ ラー検出論理表

下記の表では、

• Err ： 検出し たいエラーのタ イプ

• ZD ： 0 での除算エラー （内部ビ ッ ト ）

• OF ： オーバーフ ローエラー （内部ビ ッ ト ）

• Q ： アナロ グ演算エラーの出力 （内部ビ ッ ト ）

エ ラーが発生し た場合は 1、 発生し ない場合は 0 にな り ます。

ZD/OF は、 0 での除算エラー、 またはオーバーフ ローエラーが発生する場合を意味し ます。 

”x”は、出力に影響を与え る こ と な く 、内部ビ ッ ト を 0 または 1 にでき る こ と を示し ています。

パラ メ ータ MathBN に何も設定されていない場合、 出力 Q は常にオフ と な り ます。

Par パラ メ ータの設定

プロ グ ラ ミ ングモード での表示 ( 例 ):

B3       +/
MathBN=B001
AutoRst=N
Err=ZD/OF

すでにプロ グ ラ ム されている
アナロ グ演算のブロ ッ ク番号

自動 リ セ ッ ト (Y または N)

ZD、 OF、 または ZD/OF

パラ メ ータ設定モード での表示 ( 例 ):

B3
MathBN=B001
AutoRst=N
Err=ZD/OF

すでにプロ グ ラ ム されている
アナロ グ演算のブロ ッ ク番号

自動 リ セ ッ ト (Y または N)

ZD、 OF、 または ZD/OF

Err ZD OF Q
ZD 1 x 1
ZD 0 x 0
OF x 1 1
OF x 0 0

ZD/OF 1 0 1
ZD/OF 0 1 1
ZD/OF 1 1 1
ZD/OF 0 0 0
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5. スマー ト リ レーの環境設定

こ の章では、 フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク の 「パラ メ ータ設定」 について説明し ます。 時間関連

フ ァ ン ク シ ョ ンのデ ィ レー時間、 タ イマのス イ ッ チ時間、 カ ウ ン タの閾値、 稼働時間カ ウ ン

タのモニ タ時間間隔、 ト リ ガの On/Off 閾値などのパラ メ ータ を設定でき ます。

パラ メ ータは以下のモード で設定し ます。

• プロ グ ラ ミ ングモード

• パラ メ ータ設定モード

プロ グ ラ ミ ングモー ド は、 回路プロ グ ラ ムの作成者がパラ メ ータ を設定する場合に使用し ま

す。

パラ メ ータ設定モー ド は、 回路プロ グ ラ ムを変更せずにパラ メ ータだけを変更する場合に使

用し ます。 プロ グ ラ ミ ングモー ド を使用せずにパラ メ ータ を変更する こ と で、 特定の用途に

合わせて、 既存の回路プロ グ ラ ムを保持し たま ま回路プロ グ ラ ムの機能を変更でき る と い う

利点があ り ます。

注記

パラ メ ータ設定モード では、 回路プロ グ ラ ムは実行されたま まの状態にな り ます。
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5. スマートリレーの環境設定
5.1 パラ メ ータ設定モー ドの選択

ESC を押し て、 RUN モー ド からパラ メ ータ設定モー ド に切 り 替えます。

2008-05-26
 Mo 09:00 ESC を押す

モード が切 り 替わ り 、 パラ メ ータ設定 メ ニューが表示されます。
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5. スマートリレーの環境設定  
パラ メ ータ設定メ ニューの ４ つのメ ニュー項目

• 停止

回路プロ グ ラ ム を停止し、 プロ グ ラ ミ ングモー ド の メ イ ン メ ニ ューに戻る場合に使用し

ます。

1. ▲、 ▼を押し て、 カーソルを " ス ト ッ プ " へ移動し ます。

2." ス ト ッ プ " を確認し て、 OK を押し ます。

3. ▲、 ▼を押し て、 カーソルを " はい " へ移動し ます。

4. " はい " を確認し て、 OK を押し ます。

　 　 プロ グ ラ ミ ングモード の メ イ ン メ ニ ューが表示されます。

• パラ メ ータ設定

各パラ メ ータについては、 5.1.1 ～ 5.1.3 を参照し て く だ さい。

• 設定 

詳細については、 5.2 を参照し て く だ さい。

• プロ グ ラ ム名

回路プ ロ グ ラ ム名を読み出す場合に使用する メ ニ ューコ マン ド です。 パ ラ メ ー タ設定

モード では、 名前を変更する こ と はでき ません。 （3.6.4 参照）
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5. スマートリレーの環境設定
5.1.1 パラ メ ータ

注記

以下では、 それぞれのデフ ォル ト のパラ メ ータがプロ テ ク シ ョ ンモー ド （"+"） になって

いる場合を例に と って説明し ています。これがパラ メ ータ設定モード でパラ メ ータ を表示

/ 編集する ための前提条件です。 4.3.5 と 86 ページの例を参照し て く だ さい。

パラ メ ータには、 以下のよ う な ものがあ り ます。

• タ イマ リ レーのデ ィ レー時間

• タ イマス イ ッ チのス イ ッチング時刻 （カム）

• カ ウ ン タ閾値

• 稼働時間カ ウ ン タのモニ タ時間

• ト リ ガの閾値

各パラ メ ータは、 ブロ ッ ク番号 （Bx） と パラ メ ータの略称によ って識別されます。

例 ：

• T ： 設定時間

• MI ： 設定時間間隔

注記

WindLGC を使用し て、 ブロ ッ ク に名前を付け る こ と もでき ます。 （詳細は、 7 章参照）
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5. スマートリレーの環境設定  
5.1.2 パラ メ ータの選択

パラ メ ータの選択方法 ：

1. パラ メ ータ設定 メ ニューで、 ▲、 ▼を押し て、 " パラ メ ータ設定 " を選択し ます。

2. " パラ メ ータ設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

最初のパラ メ ータが表示されます。 設定でき るパラ メ ータがない場合は、 ESC を押し て

パラ メ ータ設定 メ ニューに戻 り ます。

3.  ▲、 ▼を押し て変更するパラ メ ータ を選択し ます。

4.  OK を押し ます。

B9      1
T =60:00s

Ta =06:00s

ブロ ッ ク番号

表示が複数あ る フ ァ ン ク シ ョ ンの表示番号

パラ メ ータ T （Time） の設定値

スマー ト リ レーの現在時刻

設定でき るパラ メ ータがない場合 ： 

ESC を押し て、 パラ メ ータ設定 メ ニューに戻 り ます。
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5. スマートリレーの環境設定
5.1.3 パラ メ ータの変更

まず、 変更するパラ メ ータ を選択し ます。 （5.1.2 参照）

パラ メ ータの値は、 プロ グ ラ ミ ングモード と同様の方法で変更でき ます。

1. 、 を押し て、 変更するパラ メ ータにカーソルを移動し ます。

2. ▲、 ▼を押し て、 値を変更し ます。

3. OK を押し て、 値を確定し ます。

注記

システムが RUN 中に時間関連パラ メ ータ を変更する場合、 同時に時間単位 （s = 秒、 m =   
分、 h = 時） も変更でき ます。 ただ し、 時間関連パラ メ ータが別のフ ァ ン ク シ ョ ンの結果   

を表し ている場合は、 パラ メ ータ値 と 時間単位は変更でき ません （例については、 4.4.1 参 

照）。 時間単位を変更し た場合、 現在時刻は リ セ ッ ト されます。

時間 T の現在値

パラ メ ータ設定モード での時間 T の表示 ：

B9

Ta =06:00s

T =80:00s 設定された時間 T

現在時刻 Ta

設定時間 T は変更可能

▲

▲

B9

Ta =06:00s

T =80:00s

▲、 ▼で変更

、 で移動

OK で確定

▲

▲
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5. スマートリレーの環境設定  
タ イマの現在値

パラ メ ータ設定モード でのタ イマカムの表示 ：

B1      1

Off=10:00

D=M-W-F--
On =09:00

On/Off する日付 と時刻は変更可能

カウン タの現在値

パラ メ ータ設定モード でのカ ウ ン タパラ メ ータの表示

B3
On =001234
Off=000000
Cnt=000120

B3
On =123456
Off B021
Cnt=000120

または

カ ウ ン タの
現在値

On/Off 閾値は変更でき ますが、 On/Off 閾値が別のフ ァ ン ク シ ョ ンの結果を表し ている場合は

変更でき ません （こ の例では、 B21。 4.4.13 参照）。

稼働時間カウン タの現在値

パラ メ ータ設定モード での稼働時間カ ウ ン タパラ メ ータの表示 ：

B16      1
MI = 0100h
     00  m

設定時間間隔

B16      2
OT =00083h
    15   m

合計動作時間

B16      3
MN = 0016h
     45  m

残 り 時間
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5. スマートリレーの環境設定
設定時間間隔 MI の値は変更可能

周波数スイ ッ チの現在値

パラ メ ータ設定モード での周波数ス イ ッチのパラ メ ータの表示 ：

B15
On =0009
Off =0005
fa =0010

On 閾値

Off 閾値

プロセス変数

On/Off 閾値は変更可能

B16
MI = 0100h
MN = 0017h
OT =00083h

設定時間間隔

残 り 時間

合計稼働時間
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5. スマートリレーの環境設定  
5.2 スマー ト リ レーのデフ ォル ト 値の設定

スマー ト リ レーでは、 以下のデフ ォル ト 値を設定でき ます。

時計の設定

日付と 時刻、 夏時間 / 冬時間の切 り 替えおよび同期化に関するデフ ォル ト 値は以下の方法で

設定でき ます。

• パラ メ ータ設定モード のセ ッ ト メ ニ ュー （" 時計 " メ ニ ュー項目） で設定する

• プロ グ ラ ミ ングモード のセ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー （" 時計 " メ ニ ュー項目） で設定する

日付と 時刻 （5.2.1 参照）

夏時間 / 冬時間の変換 （3.6.14 参照）

同期化 （3.6.15 参照）

コ ン ト ラス ト とバッ ク ラ イ ト の設定

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト と バッ ク ラ イ ト を設定でき ます。

• パラ メ ータ設定モード のセ ッ ト メ ニ ュー （"LCD" メ ニュー項目） で設定する

• プロ グ ラ ミ ングモード のセ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー （"LCD" メ ニュー項目） で設定する

（5.2.2 参照）

メ ニュー言語

スマー ト リ レーの メ ニューが表示される言語を設定でき ます。

• パラ メ ータ設定モード のセ ッ ト メ ニ ュー (" メ ニュー言語 " メ ニ ュー項目 ) で設定する

• プロ グ ラ ミ ングモード のセ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー(" メ ニ ュー言語 " メ ニュー項目 ) で設定す

る

ベースモジュールのアナログ入力の点数

スマー ト リ レー ベースモジ ュール FL1E-H12SND、 および FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE はア 

ナ ロ グ入力を装備 し てい ま す。 従来は 2 点のアナ ロ グ入力を装備 し てい ま し た。 FL1E-
H12SND、および FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE は装備されている 4 点のアナロ グ入力の う ち、

使用する点数を 2 点、 または 4 点のどち らかに設定でき ます。

• パラ メ ータ設定モード のセ ッ ト メ ニ ュー (” AI 点数” メ ニ ュー項目 ) で設定する

• プロ グ ラ ミ ングモード のセ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー (” AI 点数” メ ニ ュー項目 ) で設定する
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5. スマートリレーの環境設定
ス ター ト 画面の設定

スマー ト リ レーが RUN モードへ移行する際にスマー ト リ レーおよびテキ ス ト デ ィ スプレ イ

で表示される ス ター ト 画面のデフ ォル ト 設定を選択でき ます。

• パラ メ ータ設定モード のセ ッ ト メ ニ ュー (" ス ター ト 画面 " メ ニ ュー項目 ) で選択する 

（第 5.2.5 章参照）

メ ッ セージ出力の設定

プロ グ ラ ミ ング メ ニ ューからのすべての メ ッ セージ出力フ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク に適用され

るパラ メ ータ を設定でき ます。 （第 4.4.23 章参照）
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5. スマートリレーの環境設定  
5.2.1 日付と時刻の設定 （FL1E-H12RC...）

日付と 時刻のデフ ォル ト 値は以下の方法で設定でき ます。

• パラ メ ータ設定モード のセ ッ ト メ ニ ュー （" 時計 " メ ニ ュー項目） で設定する

• プロ グ ラ ミ ングモード のセ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー （" 時計 " メ ニ ュー項目） で設定する

パラ メ ータ設定モー ド での日付と時刻の設定 :

1. パラ メ ータ設定モード を選択し ます。 （5.1 参照）

2. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定 メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " 時計 " に移動し ます。

5. " 時計 " を確認し て、 OK を押し ます。

6. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " 時計設定 " に移動し ます。

7. " 時計設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

注記

" 時計設定 " コマン ド は、 時計付きの機種 （FL1E-H12RC...） 以外では使用でき ません。 こ

のコマン ド によ り 実際の時計の設定を行います。

スマー ト リ レーの表示内容

カーソルは曜日の位置
M o 15:30
YYYY-M M -DD
2008-05-26

8. ▲、 ▼ を押し て、 曜日を選択し ます。

9. 、  を押し て、 つぎの位置にカーソルを移動し ます。

10. ▲、 ▼を押し て、 値を変更し ます。

▲

▲
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5. スマートリレーの環境設定
11. 手順 9 と 10 を繰 り 返し て、 正しい時刻を設定し ます。

12. 手順 9 と 10 を繰 り 返し て、 正しい日付を設定し ます。

13. 設定内容を確認し て、 OK を押し ます。

プログラ ミ ングモー ド での日付と時刻の設定

プロ グ ラ ミ ングモード で日付 と 時刻を設定するは、 メ イ ン メ ニ ューで " セ ッ ト ア ッ プ " を選

択し てから、 " 時計 " を選択し、 " 時計設定 " を選択し ます。 後は前述のよ う に曜日と 時刻を

設定し ます。 （手順 8）
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5. スマートリレーの環境設定  
5.2.2 デ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト とバッ ク ラ イ ト の選択の設定

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト のデフ ォル ト 値は以下の方法で設定でき ます。

• パラ メ ータ設定モード のセ ッ ト メ ニ ュー （"LCD" メ ニュー項目） で設定する

• プロ グ ラ ミ ングモード のセ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー （"LCD" メ ニュー項目） で設定する

パラ メ ータ設定モー ド でのデ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト の設定

1. パラ メ ータ設定モード を選択し ます。 （5.1 参照）

2. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定 メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 "LCD" を選択し ます。

5. "LCD" を確認し て、 OK を押し ます。

6. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " コ ン ト ラ ス ト " に移動し ます。

7. " コ ン ト ラ ス ト " を確認し て、 OK を押し ます。

スマー ト リ レーの表示内容

 
–....  .... +
 

8.  、  を押し て、 デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を変更し ます。

9. 設定内容を確認し て、 OK を押し ます。

プログラ ミ ングモー ド でのデ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト の設定

プロ グ ラ ミ ングモー ド でデ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を設定する場合は、 メ イ ン メ ニ ューで

" セ ッ ト ア ッ プ " を選択し てから、 " コ ン ト ラ ス ト " メ ニューを選択し ます。 後は前述のよ う

にデ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を設定でき ます。 （手順 8）

パラ メ ータ設定モー ド でのバッ ク ラ イ ト の設定

1. パラ メ ータ設定モード を選択し ます (5.1 参照 )。

2. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定 メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 "LCD" を選択し ます。

5. "LCD" を確認し て、 OK を押し ます。

▲

▲
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6. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " バッ ク ラ イ ト " に移動し ます。

7. " バッ ク ラ イ ト " を確認し て、 OK を押し ます。

8. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " デフ ォル ト " または " 常時 ON" を選択し ます。

デフ ォル ト では、 バッ ク ラ イ ト は常にオンではあ り ません。 バ ッ ク ラ イ ト を常にオンするに

は、 " 常時 ON" を選択し ます。

プログラ ミ ングモー ド でのバッ ク ラ イ ト の設定

プロ グ ラ ミ ングモード でバッ ク ラ イ ト を設定する場合は、 メ イ ン メ ニ ューで " セ ッ ト ア ッ プ

" を選択し てから "LCD" メ ニューを選択し ます。 後は前述のよ う に、 バッ ク ラ イ ト を設定で 

き ます。 ( 手順 6.)

注 : テキス ト デ ィ スプレ イのバッ ク ラ イ ト の寿命は、 20,000 時間です。
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5. スマートリレーの環境設定  
5.2.3 メ ニュー言語の設定

スマー ト リ レー メ ニ ューの言語は事前に定義された 10 言語のいずれかに設定でき ます。

パラ メ ータ設定モー ド でのメ ニュー言語の設定

1. パラ メ ータ設定モード を選択し ます。 （5.1 参照）

2. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定 メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 " メ ニュー言語 " を選択し ます。

5. " メ ニュー言語 " を確認し て、 OK を押し ます。

6. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを選択する言語に移動し ます。

7. 選択し た言語を確認し て、 OK を押し ます。

プログラ ミ ングモー ド でのメ ニュー言語の設定

プロ グ ラ ミ ングモード で メ ニュー言語を設定する場合は、 メ イ ン メ ニ ューで " セ ッ ト ア ッ プ

" を選択し、 " メ ニ ュー言語 " を選択し ます。 後は前述のよ う に、 メ ニ ュー言語を設定でき ま 

す。 ( 手順 6.)

メ ニュー言語のリ セ ッ ト

メ ニュー言語をデフ ォル ト の設定 （英語） に リ セ ッ ト する場合は、 以下を行って く ださ い。

1. スマー ト リ レーの電源をオフ し、 再度、 電源をオン し ます。

2. スマー ト リ レーの初期化中を意味する砂時計がデ ィ スプレ イ に表示された直後に、 英語

の メ ニューが表示される まで  、  と OK を同時に長押し し ます。

CN ( 中国語 ) DE ( ド イ ツ語 ) EN ( 英語 ) ES ( ス ペイ ン語 ) FR ( フラ ンス 語 )
IT ( イ タ リ ア語 ) NL ( オラ ンダ語 ) RU ( ロ シア語 ) TR ( ト ルコ 語 ) JP（ 日本語）

▲

▲

253



5. スマートリレーの環境設定
5.2.4 ベースモジュールのアナログ入力点数の設定

スマー ト リ レー ベースモジ ュール FL1E-H12SND、 および FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE の入 

力端子 I1 と I2 は、 アナロ グ入力と し て使用でき ます。 アナロ グ入力と し て I1 と I2 を使用す

る場合、 それぞれ AI3 と AI4 と な り ます。 デジ タル入力と し て I1 と I2 を使用する場合、 こ

れらのモジ ュールは入力端子 I7/I8 をアナロ グ入力 AI1/AI2 と し て使用でき ます。 ベースモ

ジュールがアナロ グ入力を 2 点、 または 4 点のどち ら を使用するかを設定する メ ニ ューを搭

載し ています。 アナロ グ入力を装備し ないベースモジ ュールには、 こ の メ ニ ューはあ り ませ

ん。

パラ メ ータ設定モー ド でアナログ入力点数の設定

1. パラ メ ータ設定モード を選択し ます。 (5.1 参照 )

2. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定 メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 "AI 点数 " を選択し ます。

5. "AI 点数 " を確認し て、 OK を押し ます。

6. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを "2AI" または "4AI" に移動し ます。

7. 選択し た内容を確認し て、 OK を押し ます。

プログラ ミ ングモー ド でのアナログ入力点数の設定

プロ グ ラ ミ ングモード でアナロ グ入力点数を設定するには、 メ イ ン メ ニューで " セ ッ ト ア ッ

プ " を選択し、 "AI 点数 " を選択し ます。 後は前述のよ う に、 アナロ グ入力の点数を設定でき 

ます。 

( 手順 6.)

アナロ グ入力の数を変更する と 、 スマー ト リ レーは自動的に再起動し ます。
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5.2.5 ス ター ト 画面の設定

RUN モード でスマー ト リ レーおよびテキス ト デ ィ スプレ イのス ター ト 画面に表示される、デ

フ ォル ト の設定を選択する こ と ができ ます。パラ メ ータ設定モード の設定 メ ニュー （" ス ター

ト 画面 " メ ニュー項目） から設定でき ます。

ス ター ト 画面の選択

1. パラ メ ータ設定モード を選択し ます。 （5.1 参照）

2. ▲、 ▼ を押し て、 パラ メ ータ設定 メ ニューから " 設定 " を選択し ます。

3. " 設定 " を確認し て、 OK を押し ます。

4. ▲、 ▼ を押し て、 ">" カーソルを " ス ター ト 画面 " に移動し ます。

5. " ス ター ト 画面 " を確認し て、 OK を押し ます。

表示内容

ス ター ト 画面の現在の設定は、一番下の行に表示されます。デフ ォル ト 設定は、" 時計 " です。

表示内容は、 現在の日付 / 時刻 と入力の値から選択でき ます。

6. ▲、 ▼ を押し て、 表示し たいデフ ォル ト 設定を選択し ます。

7. 設定内容を確認し て、 OK を押し ます。

スマー ト リ レーは選択結果を表示し ます。

スマー ト リ レー ベースモジ ュールの電源を切断し、 変更を有効にし ます。 スマー ト リ レーが 

RUN モード の と き、 スマー ト リ レーデ ィ スプレ イ と テキ ス ト デ ィ スプレ イの両方で、 選択さ

れたス ター ト 画面が表示されます。
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6. スマー ト リ レー メ モ リ およびバッ テ リ カー ト リ ッ ジ

スマー ト リ レーは、 プロ グ ラ ミ ングの保存や リ アルタ イ ム ク ロ ッ ク のバ ッ ク ア ッ プのために

以下のカー ト リ ッ ジを提供し ます。

• スマー ト リ レー メ モ リ カー ト リ ッ ジ

• スマー ト リ レー バッ テ リ カー ト リ ッ ジ

• スマー ト リ レー メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジ

3 つのカー ト リ ッ ジはそれぞれ色分け されてお り 、 見分けやす く なっています。 メ モ リ カー

ト リ ッ ジ ( 紫色 ) は回路プロ グ ラ ムの保存に使用し ます。 バッ テ リ カー ト リ ッ ジ ( 緑色 ) は、

最長 2 年まで リ アルタ イ ム ク ロ ッ クのバッ テ リ をバッ ク ア ッ プでき ます。 メ モ リ / バッ テ リ

カー ト リ ッ ジ ( こげ茶色 ) は、 回路プロ グ ラ ムの保存と 、 リ アルタ イ ム ク ロ ッ ク のバッ テ リ

のバッ ク ア ッ プの両方に使用でき ます。

FL1E シ リ ーズの メ モ リ カー ト リ ッ ジおよび メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジの メ モ リ 容量は、

FL1D シ リ ーズの メ モ リ カー ト リ ッ ジの メ モ リ 容量の 4 倍であ る 32 KB です。

スマー ト リ レーでは、 既存の回路プ ロ グ ラ ム を残し た ま ま、 回路プ ロ グ ラ ム を変更し た り 、

新規作成し た り する場合に、 既存の回路プロ グ ラ ムを ど こ かに保存する必要があ り ます。 そ

の方法の １ つと し て、 メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジがあ り ます。

スマー ト リ レーに保存された回路プロ グ ラ ムは、 メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ

テ リ カー ト リ ッ ジにコ ピーし、 それを別のスマー ト リ レーに挿入し、 さ らにコ ピーする こ と

ができ ます。 メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジを使 う と 、 以下の

こ と が可能です。

• 回路プロ グ ラ ムの保存

• 回路プロ グ ラ ムの再作成

• 回路プロ グ ラ ムの電子 メ ールによ る送信

• 事務所で回路プロ グ ラ ム を作成 ・ テス ト し、 その回路プロ グ ラ ム を保存し た メ モ リ カー

ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジを、装置内に設置されたスマー ト リ レー

に装着し て使用

カバーはスマー ト リ レーに標準で装備されていますが、 メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 メ モ リ / バッ

テ リ カー ト リ ッ ジは別売です。

警告

危険地域でバッ テ リ カー ト リ ッ ジや メ モ リ ／バッ テ リ カー ト リ ッ ジを使用する と、 死亡、 身体
的傷害または物的損害の恐れがあ り ます。

バッ テ リ カー ト リ ッ ジや メ モ リ ／バッ テ リ カー ト リ ッ ジは、 非危険地域のみで使用し て く ださ
い。

!
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注記

スマート リ レーの回路プログラムをバッ クアップするのに、メモ リ カート リ ッジまたはメ

モ リ／バッテ リ カート リ ッジは必要あ り ません。

スマー ト リ レーの回路プログラムはプログラ ミ ングモードを終了する と自動的に不揮発

性のメモ リに保存されます。

メモ リ カート リ ッジ、 メモ リ／バッテ リ カート リ ッジによって、 スマート リ レーの回路プ

ログラム メモ リ内のすべてのデータをバッ クアップする こ とが可能です。 メモ リ カート

リ ッジ、 メモ リ／バッテ リ カート リ ッジの形番は付録に記載しています。

互換性 ( 新しい FL1E ベースモジュールと旧のメモリカート リ ッジを使用する場合 )

FL1C および FL1D シ リーズのメモ リ カート リ ッジ :

旧のメモ リ カート リ ッジ （茶色） に、 FL1D を使って書き込んだデータが保存されている

場合のみ、FL1E に読み込み可能です。 しかし、旧のメモ リ カート リ ッジ （茶色） に、FL1C
を使って書き込んだデータが保存されている場合、 FL1E にそのデータを読み込むこ とは

できません。 読み込み操作を行った場合、 FL1E 中のデータが削除されます。 また、 FL1E
から旧のメモ リ カート リ ッジ （茶色） にデータを書き込むこ とはできません。

FL1A および FL1B シ リーズのメモ リ カート リ ッジ :

FL1A または FL1B を使って書き込まれたデータを含むメモ リ カート リ ッジ （赤色、黄色）

は、 FL1C 以降のスマート リ レーで使用できません。 FL1C 以降のスマート リ レーに、 この

よ う な旧のメモ リ カート リ ッジ （赤色、 黄色） を装着した場合は、 " 不明なカード  / ESC
押下 " と表示されます。 メモ リ カー ト リ ッジ （茶色） と メモ リ カー ト リ ッジ （紫色） は
FL1A および FL1B では使用できません。

互換性 ( 旧のベースモジュールと新しいメモリ、 バッテリ、 またはメモリ / バッテリカート リ ッ

ジを使用する場合 )

新しいメモ リ カート リ ッジ （紫色） は FL1C または FL1D では使用できますが、 FL1A、

FL1B では使用できません。 新しいメモ リ カート リ ッジ （紫色） に、 FL1C を使って書き

込んだデータが保存されている場合、 FL1E にそのデータを読み込むこ とはできません。

読み込み操作を行った場合、 FL1E 中のデータが削除されます。

FL1E 用の回路プログラムがすでに保存されている メモ リ カート リ ッジ （紫色） またはメ

モ リ / バッテ リ カート リ ッジは、 FL1E 以外で使用できません。 バッテ リ カート リ ッジま

たはメモ リ / バッテ リ カート リ ッジは、 FL1E でのみ使用できます。

注記

ベースモジュールと メモ リ カート リ ッジの互換性についての詳細は、

ホームページ （http://www.idec.com/jpja/member/member_faq_FL001.html） をご覧ください。

回路プログラムの上方互換性

以前のバージ ョ ン FL1A ～ FL1D で書き込まれた回路プログラムは、 WindLGC を使って

FL1E に転送できます。



6. スマートリレーメモリおよびバッテリカートリッジ
6.1 セキュ リ テ ィ 機能 （コ ピー防止）

メ モ リ カー ト リ ッ ジは、 回路プロ グ ラ ムのコ ピープロ テ ク ト の有効 / 無効の設定ができ ます。

コ ピープロテ ク ト 無効に設定し た場合

制限な しに、 回路プロ グ ラ ムの編集 と、 メ モ リ カー ト リ ッ ジ と スマー ト リ レー と のデータ交

換ができ ます。

コ ピープロテ ク ト 有効に設定し た場合

その回路プロ グ ラ ムは、 スマー ト リ レーに メ モ リ カー ト リ ッ ジが挿入されたま までなけれ

ば、 実行されません。

さ らに、 コ ピー防止されている回路プロ グ ラ ムは、 書き込みも防止されています。 

回路プロ グ ラ ムがパス ワー ド保護されている場合、 正しいパス ワード が入力される と、 保護

はされな く な り ます。つま り 、プロ グ ラ ムの編集や、モジ ュールの取 り 外しが可能にな り ます。

注記

コ ピー防止機能のあ る メ モ リ カー ト リ ッ ジ用に回路プロ グ ラ ムを作成し、後で編集でき る

よ う にするには、 パス ワード を設定し てお く 必要があ り ます。 （3.6.5 参照）

パスワー ド と コ ピープロテ ク ト との関係

- - 可能 可能 可能

有効 - パス ワード 可能 パス ワード

- 有効 不可 不可 可能

有効 有効 パス ワード パス ワード パス ワード

注記

何も プロ グ ラ ミ ング し ていない空のユーザプロ グ ラ ムをダウ ン ロードする こ と で、既に メ

モ リ カー ト リ ッ ジに保存されている回路プロ グ ラ ムを削除する こ と ができ ます。

パスワー ド
コ ピー

プロテ ク ト
編集 コ ピー 削除
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コ ピープロテ ク ト 機能の設定

メ モ リ カー ト リ ッ ジに回路プロ グ ラ ム と コ ピープロ テ ク ト 機能を設定するには、 プロ グ ラ ミ

ングモー ド に移って " カー ド " を選択し ます。

1. スマー ト リ レーをプロ グ ラ ミ ングモード に切替えます。 （ESC / > ス ト ッ プ）

2. メ イ ン メ ニューが表示された ら、 ▲、 ▼を押し て、 " カード " コマン ド を選択し ます。

3. OK を押し て、 " カー ド " を確定し ます。

4. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " プロ テ ク ト " に移動させます。

5. OK を押し て、 " プロ テ ク ト " を設定し ます。

スマー ト リ レーの表示内容 ：

最下行に、 現在の保護設定内容が表示されています。 デフ ォル ト 設定は 「無効」 （" いいえ " ：

無効） です。

コ ピープロテ ク ト の有効設定

コ ピープロ テ ク ト を有効にするには、

1. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " はい " に移動させます。

2. " はい " を確認し て OK を押し ます。

スマー ト リ レーの表示内容 ：

注記

こ の操作では、回路プロ グ ラ ム と コ ピープロ テ ク ト 機能が メ モ リ カー ト リ ッ ジに設定され

る だけです。 回路プ ロ グ ラ ム自体は、 別途スマー ト リ レーか ら メ モ リ カー ト リ ッ ジに コ

ピーする必要があ り ます。 （最初にコ ピーし てお く こ と も可能です。）

" いいえ " （コ ピープロ テ ク ト 機能無効） から " はい " （コ ピープロ テ ク ト 機能有効） へは

いつで も変更が可能です。 

" はい " （コ ピープロ テ ク ト 機能有効） から " いいえ " （コ ピープロ テ ク ト 機能無効） への

変更は、 メ モ リ カー ト リ ッ ジに回路プロ グ ラ ムが保存されていない場合にのみ可能です。
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6.2 カー ト リ ッ ジの挿入と取り外し

回路プロ グ ラ ムが保存され、コ ピープロ テ ク ト が有効に設定されている メ モ リ カー ト リ ッ ジ、

または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジを取 り 外す場合は、 以下の点に注意し て く だ さい。

メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジに保存されている回路プロ グ ラ ムは、シ

ステムの RUN 中にカー ト リ ッ ジが挿入されている間だけ実行が可能です。 

カー ト リ ッ ジを取 り 外し た後は、 " プロ グ ラ ムな し " が表示されます。 システムの RUN 中に

カー ト リ ッ ジを取 り 外す と、 動作不可能の状態にな り ます。

下記の警告をかな らず守って く だ さい。

• メ モ リ カー ト リ ッ ジの開いている挿入口には、 指や配線 く ず、 ド リ ルの切 り 粉などが

入ら ないよ う に注意し て く だ さい。

• ベースモジ ュールの電源を逆接続された場合、 メ モ リ カー ト リ ッ ジを破損する場合が

あ り ます。

• プロ グ ラ ムの入力、 および操作を行 う には専門の知識が必要です。 メ モ リ カー ト リ ッ

ジ、 バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジの交換も専門の知

識を有する技術者が行って く だ さい。
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6. スマートリレーメモリおよびバッテリカートリッジ  
メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 バッ テ リ カー ト リ ッ ジまたはメ モ リ／バッ テ リ カー ト リ ッ ジの取り外し

メ モ リ カー ト リ ッ ジを取 り 外すには、 カード の上端の溝に、ヘッ ド が 3mm 幅のマイナス ド ラ  

イバを慎重に挿入し て、 モジ ュール部分を部分的にス ロ ッ ト の外に出し ます。 これで メ モ リ

カー ト リ ッ ジを取 り 外すこ と ができ ます。

1. メ モ リ カー ト リ ッ ジの上部の く ぼみにマ イナス ド ラ イバを注意深 く 差し込み、 マ イナス

ド ラ イバを少し上部へ上げる よ う にし て、 メ モ リ カー ト リ ッ ジを浮かせます。

2. メ モ リ カー ト リ ッ ジ取外し用工具 （MT-101） で メ モ リ カー ト リ ッ ジの両端をはさみ、ケー

スに対し て垂直にま っすぐ引き抜き ます。

バッ テ リ カー ト リ ッ ジまたは メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジを取 り 外すには、 カード の上端 

の溝にヘッ ド が 3mm 幅のマ イナス ド ラ イバを慎重に挿入し て、 かみ合わせた状態でカー ト  

リ ッ ジを手で引き出し ます。

メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 またはメ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジの挿入

メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 バ ッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バ ッ テ リ カー ト リ ッ ジの挿入口

は、 右底部が面取 り されています。 また、 それぞれのカー ト リ ッ ジのエ ッ ジ部分も、 それに合わ

せて面取 り されているので、 カー ト リ ッ ジが誤った向きに挿入される こ と はあ り ません。 カー ト

リ ッ ジを ス ロ ッ ト に挿入し、 かみ合 う まで押し込みます。
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6. スマートリレーメモリおよびバッテリカートリッジ
6.3 スマー ト リ レーから メ モ リ カー ト リ ッ ジへのデータのコ ピー

回路プロ グ ラ ムを メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジにコ ピーする

には、

1. メ モ リ カー ト リ ッ ジを ス ロ ッ ト に挿入し ます。

2. スマー ト リ レーをプロ グ ラ ミ ングモード に切替えます。 （ESC / > ス ト ッ プ）

3. メ イ ン メ ニューが表示された ら、 ▲、 ▼を押し て、 " カード " コマン ド を選択し ます。

4.  OK を押すと 、 転送 メ ニ ューが表示されます。

5. （必要によ り ）▲、▼を押し て、">" カーソルを " スマー ト リ レー→カード " に移動させます。

6. OK を押し ます。

ス マー ト リ レーは、 回路プ ロ グ ラ ム を メ モ リ カー ト リ ッ ジ ま たは メ モ リ ／バ ッ テ リ カー ト
リ ッ ジへコ ピーし ます。 ( 旧の メ モ リ カー ト リ ッ ジ （赤色、 黄色） を装着し た場合、 スマー ト

リ レーは " 不明なカード  / ESC 押下 " と表示され、 回路プロ グ ラ ムを旧の メ モ リ カー ト リ ッ   

ジ （赤色、 黄色） にコ ピーでき ません。 )

スマー ト リ レーがコ ピーを完了する と、 自動的に メ イ ン メ ニ ューに戻 り ます。

回路プロ グ ラ ムのバッ ク ア ッ プが メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ

ジに保存され、 カー ト リ ッ ジを取 り 外すこ と ができ ます。 必ずカバーを元のよ う に取 り 付け
て く だ さい。

回路プロ グ ラ ムのコ ピー中に電源断が発生し た場合は、 電源回復後に こ の操作を再実行し て
く だ さい。

注記

保護されている回路プロ グ ラ ムのパス ワード は、メ モ リ カー ト リ ッ ジ、または メ モ リ / バッ

テ リ カー ト リ ッ ジ内にコ ピーされたプロ グ ラ ムに も適用されます。

スマー ト リ レーの メ イ ン メ ニュー
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6. スマートリレーメモリおよびバッテリカートリッジ  
6.4 メ モ リ カー ト リ ッ ジ、メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジからスマー

ト リ レーへのデータのコ ピー

メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジに保存された回路プロ グ ラ ムを

スマー ト リ レーにコ ピーするには、 ２ つの方法があ り ます。

• スマー ト リ レーの起動 （電源 ON） 時に、 自動的にコ ピー

• スマー ト リ レーの " カード " メ ニューによ って コ ピー

注記

メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジのプロ グ ラ ムがパス ワード に

よ って保護されている場合は、スマー ト リ レーにコ ピーされたプロ グ ラ ム も同じパス ワー

ド で保護されます。

スマー ト リ レーの起動時の自動コ ピー

以下のよ う に操作し ます。

1. スマー ト リ レーの電源を切 り ます。 （電源 OFF）

2. ス ロ ッ ト カバーを取 り 外し ます。

3. カー ト リ ッ ジを該当する ス ロ ッ ト に挿入し ます。

4. スマー ト リ レーの電源を入れます。 （電源 ON）

スマー ト リ レーはプロ グ ラ ムをモジュール / カー ド から スマー ト リ レーへコ ピーし ます。( 旧

の メ モ リ カー ト リ ッ ジ （赤色、 黄色） を装着し た場合、 スマー ト リ レーは " 不明なカー ド  / 
ESC 押下 " と 表示され、 回路プロ グ ラ ムを旧の メ モ リ カー ト リ ッ ジ （赤色、 黄色） にコ ピー 

でき ません。 )

スマー ト リ レーがコ ピーを完了する と、 メ イ ン メ ニューが開き ます。

注記

スマー ト リ レーを起動する前に、コ ン ト ロール対象のシステムに危険要因がないこ と を確

認し て く ださ い。

1. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " ス ター ト " に移動させます。

2. OK を押し ます。
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6. スマートリレーメモリおよびバッテリカートリッジ
" カー ド " メ ニューによる コ ピー

メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジの交換方法については、 6.2 章も

参照し て く だ さい。 

メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジから スマー ト リ レーにプロ グ ラ

ムを コ ピーするには、

1. メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジを挿入し ます。

2. スマー ト リ レーをプロ グ ラ ミ ングモード に切替えます。 （ESC / > ス ト ッ プ）

3. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " カード " に移動させます。

4. OK を押す と、 転送 メ ニューが表示されます。

5. ▲、 ▼を押し て、 ">" カーソルを " カード→スマー ト リ レー " に移動させます。

6. OK を押し ます。

スマー ト リ レーは、 回路プロ グ ラ ムを メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ ／バ ッ テ リ カー ト

リ ッ ジから スマー ト リ レーへコ ピーし ます。 ( 旧の メ モ リ カー ト リ ッ ジ （赤色、 黄色） を装着

し た場合、 スマー ト リ レーは " 不明なカー ド  / ESC 押下 " と 表示され、 回路プロ グ ラ ムを旧   

の メ モ リ カー ト リ ッ ジ （赤色、 黄色） にコ ピーでき ません。 )

スマー ト リ レーがコ ピーを完了する と 、 自動的に メ イ ン メ ニ ューに戻 り ます。
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7. スマー ト リ レーのソ フ ト ウ ェ ア

パソ コ ン用のプロ グ ラ ミ ングツール と し て、 WindLGC が用意されています。 WindLGC には

以下のよ う な機能があ り ます。

• ラ ダー図、 またはフ ァ ン ク シ ョ ンブロ ッ ク図によ る、 回路プロ グ ラ ム作成用グ ラ フ ィ ッ
ク イ ン タ フ ェース

• パソ コ ン上で回路プロ グ ラ ムのシ ミ ュ レーシ ョ ンが可能

• 回路プロ グ ラ ムの作成と 印刷

• 回路プロ グ ラ ムのバッ ク ア ッ プをハードデ ィ ス ク などの メ デ ィ アに保存

• 回路プロ グ ラ ムの比較

• ブロ ッ ク、 パラ メ ータの簡単設定

• 回路プロ グ ラ ムの転送

- スマー ト リ レー→パソ コ ン

- パソ コ ン→スマー ト リ レー

• 稼働時間カ ウ ン タ値の読出し

• 時刻設定

• 夏時間 / 冬時間変換

• オン ラ イ ンテス ト ： RUN モード でスマー ト リ レーの状態変化やパラ メ ータ変数を表示

- デジ タル入出力、 マーカ （内部 リ レー）、 シフ ト レジス タ ビ ッ ト 、 カーソルキーの状態

- アナロ グ入力、 アナロ グマーカの値

- 全ブロ ッ ク の出力結果

- 選択されたブロ ッ クの現在値 （タ イマの値を含む）

• パソ コ ンから回路プロ グ ラ ムの実行を開始 / 停止 （RUN、 STOP）

注記

WindLGC で使用でき る ラ ダー方式は、 弊社 PLC のラ ダー方式 と は、 動作が異な り ます。

弊社 PLC の場合、 各行の出力結果は同一スキ ャ ン内で入力に反映されますが、 スマー ト
リ レーの場合、ラ ダーに記述されている入力がすべて処理されてから出力が処理される た
め、 出力結果は同一スキ ャ ン内では、 入力に反映されません。 次のスキ ャ ンで反映されま
す。

例） ①のよ う な イ ン ターロ ッ ク のプロ グ ラ ムでは、入力 I1 と 入力 I2 が同時に ON し た時、
イ ン ターロ ッ ク が動作し ません。 イ ン ターロ ッ ク を作るには、 ②のよ う な ラ ダープロ
グ ラ ムを作成し て く だ さい。

①イ ン ターロ ッ ク動作し ません ②イ ン ターロ ッ ク動作し ます。
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7. スマートリレーのソフトウェア

   
WindLGC での回路プログラム作成手順

1. まず、 パソ コ ン上で回路プロ グ ラ ムを作成し ます。

2. 実際のシ ス テ ムで回路プ ロ グ ラ ム を実行する前に、 パ ソ コ ン上で回路プ ロ グ ラ ム を シ

ミ ュ レーシ ョ ン し て機能を検証し ます。

3. 回路プロ グ ラ ムはコ メ ン ト を書き加えた り 、 印刷し た り でき ます。

4. 回路プロ グ ラ ム をパソ コ ンのフ ァ イルシス テムにコ ピーし て保存すれば、 いつで も内容

を修正でき ます。

5. 簡単なキー操作で、 回路プロ グ ラ ムを スマー ト リ レーにダウ ン ロード でき ます。

WindLGC

WindLGC は、Windows Vista、Windows 98、Windows NT 4.0、Windows Me、Windows 2000、    

Windows XP で動作し ます。 WindLGC を使用すれば、 ク ラ イ アン ト / サーバ型の操作が可能 

にな り 、 回路プロ グ ラ ムを快適かつ自由に作成でき ます。

WindLGC V6.0

WindLGC V6.0 は、 WindLGC の最新版です。 本マニュ アルに記載されている フ ァ ン ク シ ョ ン 

や設定はすべて WindLGC V6.0 以降でサポー ト されます。
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7. スマートリレーのソフトウェア  
7.1 スマー ト リ レーとパソ コ ンの接続

PC ケーブルの接続

スマー ト リ レーを PC に接続するにはスマー ト リ レーPC ケーブル ( 付録 E に注文番号の一覧

があ り ます ) が必要です。 スマー ト リ レーベースモジ ュールの電源を切 り ます。 ベースモ

ジュールから キ ャ ッ プ、 メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ

テ リ カー ト リ ッ ジを外し、 ケーブルを こ の ソ ケ ッ ト に接続し ます。 ケーブルの反対側の終端

を PC のシ リ アルポー ト に接続し ます。

USB PC ケーブルの接続

または、 スマー ト リ レー USB PC ケーブルを使用し て、 スマー ト リ レーを PC に接続する こ  

と も でき ます ( 付録 E に注文番号の一覧があ り ます )。

スマー ト リ レーから キ ャ ッ プ、 メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 バッ テ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ

/ バッ テ リ カー ト リ ッ ジを外し、 ケーブルを こ の ソ ケ ッ ト に接続し ます。 ケーブルの反対側の

終端を PC の USB ポー ト に接続し ます。

パソ コ ン ↔ スマー ト リ レーモー ドへの切替え

1. パソ コ ンから スマー ト リ レー（デ ィ スプレ イ あ り / な し）を STOP に切替えます（WindLGC
オン ラ イ ンヘルプ参照）。 またデ ィ スプレ イ あ り の場合は、 ESC キーを押し てス ト ッ プコ

マン ド を選び、 入力内容を確認し て、 OK を押し ます。

スマー ト リ レーが STOP 状態で、 パソ コ ン と オン ラ イ ン接続し ている場合は、 以下のパソ コ

ン コマン ド が使えます。

• スマー ト リ レーの RUN への切替え

• 回路プロ グ ラ ムの読出し / 書込み

• 夏時間 / 冬時間の読出し / 書込み

2. STOP 状態で、 ア ッ プロード / ダウ ン ロード が始ま った場合は、 自動的に下記の表示にな

り ます。

 
 PC = IDEC SmartRelay
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7. スマートリレーのソフトウェア
パソ コ ン ↔ スマー ト リ レーモー ドの終了

データ転送が終了する と 、 パソ コ ン と の接続は自動的に切断されます。

注記

WindLGC で作成された回路プロ グ ラ ムが、 パス ワード で保護されている場合は、 回路プ

ロ グ ラ ム と パス ワード の両方がスマー ト リ レーにダウ ン ロード され、データ転送の終了時

に、 パス ワード入力指示が有効にな り ます。

スマー ト リ レーで作成され、パス ワード で保護されている回路プロ グ ラ ムをア ッ プロード

でき るのは、 WindLGC で正しいパス ワード が入力された場合だけです。
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8. アプ リ ケーシ ョ ン例

本マニ ュ アルでは、 スマー ト リ レーの汎用性を示す、 アプ リ ケーシ ョ ン例の一部をご紹介し

ます。 各例には、 従来の回路図によ る方法を記載し、 スマー ト リ レーによ る方法 と 比較し て

います。

アプ リ ケーシ ョ ン例 ページ

階段 ・ 通路照明システム ................................................... 270

自動ド ア .......................................................................... 274

換気システム.................................................................... 281

工場のゲー ト .................................................................... 285

複数門扉の集中制御 ・ 監視システム ................................... 289

照明................................................................................. 293

給水ポンプ ....................................................................... 297

注記

スマー ト リ レーのサンプルアプ リ ケーシ ョ ンは、 お客様に無料で提供されています。 ただ 

し、 こ れら のアプ リ ケーシ ョ ンは、 絶対の も のではな く 、 あ く まで も スマー ト リ レー と

WindLGC を使用し た一般的なアプ リ ケーシ ョ ン例であ り 、 お客様の実際のアプ リ ケー 

シ ョ ン と は異な る場合があ り ます。

また、 システムの操作は自己責任で行って く だ さい。 システムの導入に関する規定や地域

におけ る使用基準も考慮し て く だ さい。

論理演算については、 ４ つの入力が使用可能ですが （基本フ ァ ン ク シ ョ ン、 4.2 参照）、 以 

下の図ではわか り やす く する ため、 入力は最大 ３ つに限定し ています。 ４ つ目の入力につ

いては、 他の ３ つの入力 と 同様にプロ グ ラ ミ ング と パラ メ ータ設定が可能です。

内容には万全を期し ていますが、 万一誤 り があって も保証いた しかねますので、 予めご了

承 く だ さい。
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8. アプリケーション例
8.1 階段 ・ 通路の照明

8.1.1 階段の照明システムにおける必要条件

階段の照明システムにおける基本的な必要条件は以下の通 り です。

• 人が階段にいる と き、 照明をオンにする。

• 人が階段にいない と き、 節電のために照明をオフにする。

8.1.2 従来方式

こ う し た照明システムには、 以下の 2 通 り の制御方法があ り ます。

• オルタネ イ ト ス イ ッ チを使用する

• 自動点灯ス イ ッ チを使用する

両システムに配線の違いはあ り ません。

オルタ ネ イ ト ス イ ッ

チを使用し た配電 

または

自動点灯ス イ ッチ

照明器具

配電ボ ッ ク ス

押しボタ ン

システム構成

• モ メ ン タ リ ス イ ッチ

• 自動点灯ス イ ッ チまたはオルタネ イ ト ス イ ッチ
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8. アプリケーション例  
オルタ ネイ ト スイ ッ チを使用し た照明システム

オルタネ イ ト ス イ ッチを使用し た照明システムの機能 ：

• 任意の押し ボタ ンを押すと 、 点灯

• 任意の押し ボタ ンを も う 一度押す と 、 消灯

問題点 ： 消灯し忘れる こ と があ る。

自動点灯スイ ッ チを使用し た照明システム

自動点灯ス イ ッチを使用し た照明システムの機能 ：

• 任意の押し ボタ ンを押すと 、 点灯

• 設定された時間が経過する と 、 自動的に消灯

問題点 ： 設定時間よ り 長 く 点灯させてお く こ と ができ ない （例 ： 階段の清掃時）。 常時点灯用

のス イ ッチは、 自動点灯ス イ ッ チ と 同じ と こ ろにあ り 、 操作が困難。

8.1.3 スマー ト リ レーを使用し た照明システム

スマー ト リ レーシステムを使えば、 自動点灯ス イ ッ チやオルタネ イ ト ス イ ッ チを置換え る こ

と ができ ます。また、 ２ つの機能 （タ イマ機能付きオフデ ィ レータ イマ と オルタ ネイ ト ス イ ッ

チ） を １ 台のユニ ッ ト で実現でき ます。 さ らに、 配線を ま った く 変えずに機能を追加する こ

と が可能です。 た と えば、

• スマー ト リ レーを使用し たオルタネ イ ト ス イ ッチ

• スマー ト リ レーを使用し た自動点灯ス イ ッ チ

• スマー ト リ レーを使用し たオルタネ イ ト デ ィ レース イ ッ チ

- 点灯

- 常時点灯

- 消灯
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8. アプリケーション例
FL1E-H12RCC を使用し た照明システムの配線

L1 N I1 I3 I6 I7 I8

Q1 Q2 Q3 Q4

L
N

PE
I4 I5I1 I2 I3I1 I2 I3

照明器具

ス イ ッチ

スマー ト リ レーを使用し た照明システムの外部配線は、 従来の階段 ・ 通路照明システム と同

じで、 自動点灯ス イ ッ チまたはオルタネ イ ト ス イ ッ チが置換わるだけです。 付加機能は直接

スマー ト リ レーに入力し ます。

スマー ト リ レーを使用し た

I1
Q1x
照明器具

ス イ ッ チ :

オルタ ネイ ト スイ ッ チ

出力 Q1 は、 入力 I1 でのパルス信号によ ってオン / オフが切替わ り ます。

スマー ト リ レーを使用し た

I1
Q1T

06:00m 照明器具

モ メ ン タ リ  
ス イ ッ チ :

06:00 分

自動点灯スイ ッ チ

出力 Q1 は、 入力 I1 でのパルス信号によ って ６ 分間セ ッ ト されます。
272



8. アプリケーション例  
スマー ト リ レーを使用し たオルタ ネイ ト デ ィ レースイ ッ チ

I1
Q1TH / TL
照明器具

ス イ ッチ :

出力 Q1 は、 入力 I1 でのパルス信号によ って、 設定時間 TH の間セ ッ ト されます。

永久照明機能は、モ メ ン タ リ ス イ ッ チを、設定時間 TL の間押し続け る こ と によ って有効にな

り ます。

8.1.4 特殊機能と拡張オプシ ョ ン

快適性向上や省エネルギのためのオプシ ョ ン と し て、 以下の例があ り ます。

• やがて自動的に消灯する こ と を示す点滅機能

• 集中制御機能 ：

- 集中消灯

- 集中点灯 （パニ ッ ク ボタ ン）

- 昼光コ ン ト ロールス イ ッチによ る照明の全体 / 個別コ ン ト ロール

- 内蔵タ イマによ る コ ン ト ロール 

（例 ： ２ ４ 時までの常時点灯、 指定時刻に使用不可にする）

- 設定時間が経過し た ら （例 ： ３ 時間後）、 自動的に消灯。
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8. アプリケーション例
8.2 自動ド ア

自動ド アの制御システムは、 スーパーマーケ ッ ト や、 公共の建物、 銀行、 病院などで使われ

ています。

8.2.1 自動ド アにおける必要条件

• 人が ド アに近づ く と 、 ド アは自動的に開 く こ と

• 出入 り 口が空 く までは、 ド アは開いたま まであ る こ と

• 出入 り 口が空いた ら、 ド アは少し遅れて閉じ る こ と

人が ド アに挟まれて怪我を し ないよ う に、 ド アはス リ ッ プカ ッ プ リ ングに連結し たモータで

動作し ます。 制御システムは、 メ イ ン ス イ ッ チを経由し て電源に接続し ます。

B1

B2 Q1

S1 S2

内側

外側
モーシ ョ ンセンサ

モーシ ョ ンセンサ

モーシ ョ ン センサ

メ イ ン 
ス イ ッ チ

メ イ ン ス イ ッ チ

リ ミ ッ ト  ス イ ッ チ 
（開）

リ ミ ッ ト  ス イ ッ チ 
（閉）
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8. アプリケーション例  
8.2.2 従来方式

K1 K2

K2 K1

K3 K3

S2 S1

K3

B1 B2 K3

K4

K4

B2

K3

B1

S2

L1

N

開 閉 　 　 　 ド アを開 く 　 　 　 　 　 　 待ち時間

補助回路

人がモーシ ョ ンセンサ B1、 B2 のどち らかの検知範囲に入る と、 K3 をセ ッ ト する こ と によ っ

て、 ド アは開き ます。 

両方のモーシ ョ ンセンサの検知範囲が、 あ る最小時間以上空 く と、 K4 によ って ド アはし ま り

ます。
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8. アプリケーション例
8.2.3 スマー ト リ レーを使用し た ド アの制御システム

スマー ト リ レーを使 う と、 こ の回路は大幅に簡単にな り ます。 モーシ ョ ンセンサ、 リ ミ ッ ト

ス イ ッチ、 およびコ ン タ ク タ リ レーを スマー ト リ レーに接続するだけで済みます。

FL1E-H12RCC を使用し た ド アの制御システムの配線

L1 N I4 I5 I6 I7 I8

Q1 Q2 Q3 Q4

K1 K2

B1 B2
S2S1

L1

N

I1 I2 I3

1         2 1         2 1         2 1         2

開 　 　 　 閉

システム構成

• K1 コ ン タ ク タ リ レー （開）

• K2 コ ン タ ク タ リ レー （閉）

• S1 （B 接点） リ ミ ッ ト ス イ ッ チ （閉）

• S2 （B 接点） リ ミ ッ ト ス イ ッ チ （開）

• B1 （A 接点） 赤外線モーシ ョ ンセンサ （外側）

• B2 （A 接点） 赤外線モーシ ョ ンセンサ （内側）
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8. アプリケーション例  
スマー ト リ レーを使用し た ド アの制御システムの回路図

 &
 1

 1

 1

 &

I4

I3

Q2

Q1

RSI1
I2

 1
I4

T=
4s

x
 &

x

Q1

Q2

開

閉

上図は、 従来方法における回路図です。

スマー ト リ レーのフ ァ ン ク シ ョ ンを使用すれば、 こ の回路図を簡略化でき ます。 自己保持 と

オンデ ィ レータ イマのフ ァ ン ク シ ョ ンの代わ り に、 オフデ ィ レータ イマのフ ァ ン ク シ ョ ンを

使用する こ と ができ ます。 下記のブロ ッ ク図はこの簡略化を示し ます。

 &
 1

 1

 1

 &

I4

I3

I1

I2
x

Q2

Q1

x
10 s

Q1

Q2

開

閉

モ ー シ ョ ン
センサ

リ ミ ッ ト ス イ ッ チ 
ド アは開いている

リ ミ ッ ト ス イ ッ チ 
ド アは閉じ ている
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8. アプリケーション例
8.2.4 特殊機能と拡張オプシ ョ ン

快適性と 使いやすさ を向上させるオプシ ョ ンの例 ：

• Open-Automatic-Closed の ３ 段切替えができ る コ ン ト ロールス イ ッチを追加接続する こ と

ができ ます。

• ド アが閉じ る と きの警告用 と し て、 スマー ト リ レーの出力にブザーを接続する こ と がで

き ます。

• ド アを開 く 時間 と 方向を別々に設定する こ と が可能です。 すなわち、 開店時間中だけ ド

アが開閉し、 閉店時間後は内側からのみ開 く よ う に設定でき ます。

8.2.5 FL1E-H12RCC を使用し た応用例

配線

L1 N I4 I5 I6 I7 I8

K1 K2

B1 B2 S2S1

L1

N

S3

H1

Q1 Q2 Q3 Q4

I1 I2 I3

1         2 1         2 1         2 1         2

開 　 　 　 閉 　 　 ブザー
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8. アプリケーション例  
ブロ ッ ク図

x

x

x

x

I1

I2

T= 10 s

x

I5

Q2

I4

Q1

Q2xQ1

I1
I2

I3

I6

Cam1:
Day= Mo..Fr
On = 09:00
Off =18:00
Cam2 :
Day= Sa
On = 08:00
Off =13:00

モーシ ョ ンセンサ B1

モーシ ョ ン検知

ド アを開 く ためのモータ を起動する

モーシ ョ ンセンサ B2

Cam1 :
Day= Mo..Fr
On = 09:00
Off =19:00
Cam2 :
Day= Sa
On = 08:00
Off =14:00

ク ローズ出力

リ ミ ッ ト ス イ ッ チ 

ド アは開いている

コ ン ト ロールス イ ッ チ 

ド アを開 く

オープン出力

モーシ ョ ンセンサ B1

モーシ ョ ンセンサ B2

コ ン ト ロールス イ ッ チ 

ド アを閉じ る

リ ミ ッ ト ス イ ッ チ 

ド アは閉じ ている

開

閉

ド アを閉じ る ためのモータ を起動する
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8. アプリケーション例
モーシ ョ ン検知

開店時間中に人が店に入ろ う とする と、 モーシ ョ ンセンサ B1 によ って、 ド アが開き ます。一

方、 人が店を出よ う とする と、 モーシ ョ ンセンサ B2 によ って、 ド アが開き ます。

閉店時間後は、 モーシ ョ ンセンサ B2 が引き続き使用され、 １ 時間の間は買い物客が店を出

られる よ う にし ます。

ド アを開 く ためのモータの起動

以下の場合、 出力 Q1 がセ ッ ト され、 ド アが開き ます ：

• I5 のコ ン ト ロールス イ ッチが作動し た （ド アは常時開）、 または

• 人が近づいている こ と を、 モーシ ョ ンセンサが検知し た。 しかも

• ド アはまだ全開し ていない。 （I4 の リ ミ ッ ト ス イ ッ チ）

ド アを閉じ るためのモータの起動

以下の場合、 出力 Q2 がセ ッ ト され、 ド アが閉じ ます。

• I6 のコ ン ト ロールス イ ッチが作動し た （ド アは常時開）、 または

• ド アのそばには人がいないこ と を、 モーシ ョ ンセンサが検知し た。 しか も

• ド アはまだ完全に閉じ ていない。 （I3 の リ ミ ッ ト ス イ ッチ）

ブザー

ブザーは、 出力 Q3 に接続し ます。 ブザーは、 ド アが閉ま ろ う と する と きに短い （この場合

は 1 秒） 警告音を鳴ら し ます。 下記の回路を回路プロ グ ラ ムの Q3 に追加し ます

T= 1 s

x Q3

Q2
ク ローズ出力

ブザー
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8. アプリケーション例  
8.3 換気システム

8.3.1 換気システムにおける必要条件

換気システムは、 室内に新鮮な空気を取 り 入れ、 室内から汚れた空気を排出し ます。 下記の

例について調べてみま し ょ う 。

給気フ ァ ン

流量センサ

排気フ ァ ン

流量センサ

• 部屋には排気フ ァ ン と給気フ ァ ンが備え られている。

• 各フ ァ ンの動作は、 流量センサによ って監視される。

• 室内には、 極端に高い気圧は発生し ないもの とする。

• 排気フ ァ ンが安全に作動し ている こ と が、 流量センサによ って検知されている場合にの

み、 給気フ ァ ンが始動する もの とする。

• 警告ラ ンプがフ ァ ンの異常を表示する。
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8. アプリケーション例
従来方式では以下のよ う な回路図にな り ます。

K1 K5

K5

S1

S0

K3K2

L1

N

S2

K1

v>

S2

H1K4

S3 v>

K5

H2

K2 K4

補助回路

排気 給気 　 動作 　 　 　 エラー

フ ァ ンは、 流量センサによ って監視されています。 空気の流れが、 短い待ち時間の間に検知

されない場合は、システムはス イ ッチオフ され、エ ラー メ ッ セージが出力されます。 この メ ッ

セージは、 OFF ボ タ ンで確認応答し ます。

流量センサの他に、 フ ァ ンの監視システムには、 複数のス イ ッ チング機器を備えた判定回路

が必要ですが、 １ 台のスマー ト リ レーで置換え る こ と ができ ます。

FL1E-H12RCC を使用し た換気システムの配線

L1 N I1 I3 I6 I7 I8

Q1 Q2 Q3 Q4

K1 K2

S1

L1

N

S2 S3 v>v>

H1 H2

S0

I4 I5I1 I2 I3I1 I2 I3

1         2 1         2 1         2 1         2

排気 

フ ァ ン

給気 

フ ァ ン
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8. アプリケーション例  
システム構成

• K1 コ ン タ ク タ リ レー

• K2 コ ン タ ク タ リ レー

• S0 （B 接点） 停止押しボタ ン

• S1 （A 接点） 起動押しボタ ン

• S2 （A 接点） 流量センサ

• S3 （A 接点） 流量センサ

• H1 信号ラ ンプ

• H2 信号ラ ンプ

スマー ト リ レーによる方法のブロ ッ ク図

スマー ト リ レーを使用し た換気システムのブロ ッ ク図

x

I1

Q3

I2

Q1

Q2
Q1

I3

x

I2

x

T=
10 s

x

T= 10 s

x

x

x

I3

I4

Q1

Q2

Q3

排気フ ァ ン Q1

排気用の流量
センサ I3

排気フ ァ ン

給気フ ァ ン

排気フ ァ ン Q1

排気用の流量
センサ I3

給気フ ァ ン Q2

給気用の流量
センサ I4

エラー

オン

エラー

オフ
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8. アプリケーション例
8.3.2 スマー ト リ レーを使う利点

スマー ト リ レーを使 う 方法では、 ス イ ッ チング機器が少な く て済むので、 取付けに要する時

間やコ ン ト ロールキ ャ ビネ ッ ト の取付けスペースが節約でき ます。 場合によ っては、 さ らに

小型のス イ ッチングキ ャ ビネ ッ ト で済む場合があ り ます。

追加のオプシ ョ ン

• 未使用の出力 （Q4） が、 故障や電源断を通知する ための、 別系統の信号接点 と し て使用

でき ます。

• 直列回路によ って、 フ ァ ンを ス イ ッ チオフにする こ と が可能です。

これらの機能は、 ス イ ッ チング機器を追加せずに実現でき ます。

高度なスマー ト リ レー使用方法のブロ ッ ク図

Q1 と Q2 のフ ァ ンは、 下記の回路によ って、 ス イ ッ チがオン / オフ されます。

x

T=
10 s

T=
30 s

Q1

Q2

I2

Q3

x

x

I3

I2

T=
10 s

T=
10 s

x

x

x

I3

I4

Q3

I1

Q2

排気フ ァ ン Q1

排気用 の 流
量センサ I3

Q1 

排気フ ァ ン

給気フ ァ ン Q2

給気 用 の 流
量センサ I4

エラー

排気用の流量
センサ I3 Q2 

給気フ ァ ン

オン

オフ

故障

出力 Q4 から メ ッ セージを出力する こ と も可能です。

Q3 Q4Q3 エラー Q4 メ ッ セージ

システムの動作中は、 出力 Q4 の リ レー接点は常時開になっています。 出力 Q4 は、 電源断や

システム異常が発生し た場合にオフにな り ます。 出力 Q4 の リ レー接点は、 遠隔監視などに

使用でき ます。
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8. アプリケーション例  
8.4 工場のゲー ト

表示ラ ンプ
安全バー

通常、工場の入口はゲー ト で閉じ られ、車両が出入 り する と きだけゲー ト が開かれます。ゲー

ト の開閉は警備員が行います。

8.4.1 ゲー ト の制御システムにおける必要条件

• ゲー ト は、 詰所にあ る押し ボ タ ンによ って開閉され、 警備員はその操作をでき る よ う に

なっている。

• ゲー ト は、 通常全開し ているか、 ま たは完全に閉じ ていて、 その動作はいつで も中断で

き る。

• 表示ラ ンプは、 ゲー ト が動き始める ５ 秒前か ら点灯し、 ゲー ト が動いている間は点灯が

続 く 。

• 安全バーは、 ゲー ト が閉じ る と きに、 人が挟まれてけがを し た り 、 物が壊れた り するの

を防止する。
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8. アプリケーション例
8.4.2 従来方式

ゲー ト の自動開閉には、 種々の制御システムが使われていますが、 下記の回路図はその １ つ

です。

K1 K5

K3

S1

S0

K3K2

L1

N

K1

H1K4

S5 p>

K6

K6

K1

S2

S2 K3

K2 K4

K5

S5 p>

S1

K3 K1

S4S3

開 閉 表示ラ ンプ 　 　 開 　 閉

補助回路

FL1E-H12RCC を使用し たゲー ト の制御システムにおける配線

L1 N I4 I5 I6 I7 I8

Q1 Q2 Q3 Q4

K1 K3

S4S3

L1

N

S1 S2

S0
S5

p>

S5 p>

H1

I1 I2 I3

1         2 1         2 1         2 1         2

開 　 　 　 閉 　 　 表示ラ ンプ

開
閉

停止
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8. アプリケーション例  
システム構成

T=
5 s

T=
5 s

x

x

x

x

Q1

Q3

Q2

I3

I4

I3

I6

I5

I1

I2

Q2

Q1

TH=
TL=2 s
Inv=lo

I2

I1

STOP 押し ボタ ン

安全バー

ゲー ト は閉じ ている

押 し ボ タ ン

CLOSED の

起動

信号ラ ンプ

開

開

押 し ボ タ ン

CLOSED の

起動

STOP 
押しボ タ ン

ゲー ト は 
開いている

押 し ボ タ ン
OPEN の起動

CLOSE 押し ボタ ン

OPEN 押し ボタ ン

• K1 コ ン タ ク タ リ レー

• K2 コ ン タ ク タ リ レー

• S0 （B 接点） STOP 押し ボタ ン

• S1 （A 接点） OPEN 押しボタ ン

• S2 （A 接点） CLOSE 押し ボタ ン

• S3 （B 接点） 位置センサ OPEN

• S4 （B 接点） 位置センサ CLOSED

• S5 （B 接点） 安全バー

スマー ト リ レーによる方法のブロ ッ ク図

OPEN/CLOSE 押し ボタ ンは、 ゲー ト が反対方向に動いていない場合に、 ゲー ト の動き を始動

し ます。 ゲー ト の動きは、 STOP 押し ボ タ ン または該当の リ ミ ッ ト ス イ ッ チによ って、 さ ら

に安全バーによ って停止されます。
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8. アプリケーション例
8.4.3 高度なスマー ト リ レーの使用方法

さ らに高度な コ ン ト ロール回路では、安全バーが作動し た と き、 ゲー ト が自動的に開き ます。

xx

I6

x

Q2

I3

I4

x

I1

Q2 T=
5 s

Q1

T=
5 s

x

Q2
I3

I6

I5

I2

Q1

Q3

TH=
TL=2 s
Inv=lo

STOP 押し ボ タ ン

安全バー

ゲー ト は閉じ ている

信号ラ ンプ

開

閉

STOP 押し ボタ ン

ゲー ト は開いている

CLOSE 押し ボ タ ン

OPEN 押しボ タ ン

安全バー
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8. アプリケーション例  
8.5 複数ド アの集中制御 ・ 監視システム

1 2

1 2

1 2

 

1 安全バー

2 点滅警告灯

ド ア I

ド ア II

ド ア III

親

機

通常、 会社などの構内には複数の出入 り 口があ り ますが、 常にすべてのゲー ト で人が監視で

き る と は限 り ません。 し たがって、 中央の詰所で監視 ・ 操作でき る必要があ り ます。

また、 各ゲー ト で も局所的に、 社員が開閉でき る必要があ り ます。

各ゲー ト には、 FL1E-H12RCC と 通信モジ ュール AS-Interface を １ 台ずつ使用し ます。 各モ

ジ ュール と 親機 と は、 バス接続されます。

こ の章では、 ゲー ト の制御システムの一例を示し ますが、 他のゲー ト の制御システム も構成

は同じです。
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8. アプリケーション例
8.5.1 ゲー ト の制御システムにおける必要条件

• 各ゲー ト は、 コー ド ス イ ッ チによ って開閉操作が行われ、 全開するか、 または完全に閉

じ られる。

• 各ゲー ト は、 局所的に押しボ タ ンによ って開閉操作が可能。

• 各ゲー ト は、 詰所で開閉操作が可能。 ゲー ト の開閉状態が表示される。

• 表示ラ ンプは、 ゲー ト が動き始める ５ 秒前か ら点灯し、 ゲー ト が動いている間は点灯が

続 く 。

• 安全バーは、 ゲー ト が閉じ る と きに、 人が挟まれてけがを し た り 、 物が壊れた り するの

を防止する。

FL1E-H12RCC と AS-Interface 対応通信モジュールを使用し たゲー ト の制御システムにおける

配線

N

L1 N I3 I4 I5 I6 I7 I8

K1 K2

L1

S0 S1 S2 S3 S4 S5 S6

p>

S6

p>

I2I1

Q1 Q2 Q3 Q4
1         2 1         2 1         2 1         2

AS-Interface

ゲー ト ゲー ト 表示ラ ンプ
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8. アプリケーション例  
システム構成

• K1 コ ン タ ク タ リ レー （開）

• K2 コ ン タ ク タ リ レー （閉）

• S0 （A 接点） コード ス イ ッ チ （開）

• S1 （A 接点） コード ス イ ッ チ （閉）

• S2 （A 接点） OPEN 押しボタ ン

• S3 （A 接点） CLOSE 押し ボタ ン

• S4 （B 接点） 位置センサ （ゲー ト は開いている）

• S5 （B 接点） 位置センサ （ゲー ト は閉じ ている）

• S6 （B 接点） 安全バー

親機制御システム

• Q5 位置センサ （ゲー ト は開いている）

• Q6 位置センサ （ゲー ト は閉じ ている）

• I9 外部押しボタ ン （ゲー ト を開 く ）

• I10 外部押しボタ ン （ゲー ト を閉じ る）
291



8. アプリケーション例
スマー ト リ レーによる方法のブロ ッ ク図

ゲー ト は開いている

ゲー ト を開 く

ゲー ト を開 く

ゲー ト は開いている

ゲー ト を手動で開 く

ゲー ト は開いている

ゲー ト を手動で閉じ る

ゲー ト は閉じ ている
安全バー

ゲー ト は 
閉じ ている
安全バー

ゲー ト は閉じ ている

閉じる

安全バー

ゲー ト は開いている

ゲー ト は閉じ ている

ゲー ト を
開 く

ゲー ト を
閉じ る

表示 
ラ ンプ

開 く

閉じ る

閉じている

OPEN/CLOSE 押し ボタ ンは、 ゲー ト が反対方向に動いていない場合に、 ゲー ト の動き を始動

し ます。ゲー ト の動きは、各 リ ミ ッ ト ス イ ッチによ って、また安全バーによ って停止されます。
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8. アプリケーション例  
8.6 照明の制御システム

照明 ２

照明 3

オフ ィ ス

照明 4

照明 １

通路

店舗などの照明システムを設計する場合、 照明器具のタ イプ と 台数は、 必要 と される照度に

よ って決ま り ます。 通常、 費用対効果の理由で、 蛍光灯を何列かに並べて設置し、 部屋の使

われ方によ って、 ス イ ッ チ回路が分け られます。

8.6.1 照明システムにおける必要条件

• 照明の列が、 局所的に点灯 / 消灯する。

• 昼光が十分に当た る場合は、 窓側の照明は、 昼光コ ン ト ロールス イ ッ チによ って消灯す

る。

• ２ ０ 時には自動的に消灯する。

• いつで も、 局所的に手動で操作でき る必要があ る。
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8. アプリケーション例
8.6.2 従来方式

B1

L1

N

E1

E1

lx> K6

E5

K5

E4

K4

E3

K3

E2K3 K4 K5 K6

S1 S2 S3 S4

K1 K2

K2K2K1

ド ア付近の押し ボタ ンを押すこ と で、 照明のオン / オフを切 り 替えます。 ただし、 オルタネ

イ ト ス イ ッ チを使用する こ と で、 押し ボ タ ンを押さ な く て も、 昼光コ ン ト ロールス イ ッ チま

たはタ イマからの入力信号によ って、照明はオフにな り ます。照明をオフにするパルス幅は、

1 シ ョ ッ ト パルスによ って短 く でき、 消灯後で も照明を操作でき ます。

システム構成 ：

• 押し ボタ ン S1 ～ S4

• 昼光コ ン ト ロールス イ ッチ B1

• タ イマ E1

• 1 シ ョ ッ ト パルス K1、 K2

• 集中オフ機能付きパルス ス イ ッチ K3 ～ K6

従来方法の問題点

• 必要な機能を実現するのに、 多数のス イ ッ チング機器が必要です。

• 機械的部品が多いので、 磨耗や損傷の度合い、 保守コ ス ト が高い。

• 機能の変更には、 相当の手間がかかる。
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8. アプリケーション例  
8.6.3 FL1E-H12RCC を使用し た照明のグループ制御システム

L1 N I6 I7 I8

Q1 Q2 Q3 Q4

L1

N
I2 I3 I4

B1

lx<

I5

S1 S2 S3 S4

I4 I5I1 I2 I3

1         2 1         2 1         2 1         2

照明 ２照明 1 照明 3 照明 4

システム構成

• S1 ～ S4 （A 接点） モ メ ン タ リ ス イ ッチ

• B1 （A 接点） 昼光コ ン ト ロールス イ ッチ
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8. アプリケーション例
x
T=
1s

I5

T=
1s x

I5 I1

I2

I3

I4

x

x

月～日曜日 
20:00-20:01

月～日曜日 
21:00-21:01

昼光 
コ ン ト ロール 
ス イ ッ チ

照明 ３

通路側 
Q3

タ イマ付きオフパルス ト リ ガ

照明 4
通路側 
Q4

照明 1
通路側 
Q1

照明 2
通路側 
Q2

昼光コ ン ト ロールス イ ッ チ付きオフパルス ト リ ガ

スマー ト リ レーによる方法のブロ ッ ク図

スマー ト リ レーによる方法の利点

• 消費電力が各出力のス イ ッ チング容量を超えなければ、 照明器具を直接 

スマー ト リ レーに接続する こ と ができ ます。 負荷が大きい場合は、 コ ン タ ク タ リ レーで

ス イ ッ チをオン / オフする必要があ り ます。

• 昼光コ ン ト ロールス イ ッチは、 スマー ト リ レーの入力に直接、 接続し ます。

• タ イマ機能がスマー ト リ レーに内蔵されているので、 外部タ イマは不要です。

• ス イ ッ チング機器が少ないので、 よ り コ ンパ ク ト な配電キ ャ ビネ ッ ト に取付け る こ と が

でき ます。

• デバイ スの数が少な く て済みます。

• 照明システムの変更が簡単にでき ます。

• 必要に応じ て、 追加のス イ ッチング時間が設定でき ます。 （ １ 日の終わ り にオフパルス を

発生させる ためのシーケン ス回路）

• 昼光コ ン ト ロールス イ ッ チの機能が、 すべての照明器具や、 変更された照明器具グルー

プに簡単に設定でき ます。
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8. アプリケーション例  
8.7 給水ポンプ

水道水に加えて、 給水システムに雨水が利用される こ と が多 く なって き ま し た。 雨水の利用

は、 コ ス ト を削減するだけでな く 、 環境保護に も役立ちます。 雨水は以下のよ う な用途に使

用でき ます。

• 衣類の洗濯

• 庭の水ま き

• 屋内植物の水や り

• 洗車

• 水洗 ト イ レ

下図は、 雨水利用システムのし く みを示し ます。

S1

S2

S3

S4

M1

K4

雨水 

貯水タ ン ク

水道管

水道水引込み管

配電盤内の制御
装置

ポンプ

雨水引込み管

水道水引込み （オフ）

水道水引込み （オン）
ポンプ空転防止システム （オフ）

ポンプ空転防止システム （オン）

圧力ス イ ッ チ

圧力タ ン ク

雨水を貯水タ ン ク に溜め、 ポンプで専用の給水システムに汲み上げます。 これで、 水道水 と

同じ よ う に蛇口から水を出すこ と ができ ます。 貯水タ ン ク が空にな り そ う な場合は、 水道水

を供給する こ と でシステムの機能を保持でき ます。
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8. アプリケーション例
8.7.1 給水ポンプ制御システムにおける必要条件

• 水の利用はいつで も可能であ る こ と 。 非常の場合は、 自動的に水道水利用に切替わる こ

と 。

• 水道水利用に切替わった場合は、 雨水が水道水供給システムに入ら ないよ う にする こ と。

• 貯水タ ン ク内の雨水が少な く なった場合は、 ポンプは作動し ない こ と。 （ポンプ空転防止

システム）

8.7.2 従来方式

K1 K2

K3

S1

K3

S4 K3

L1

N
K4

S3 K4p<K2

S3 S2

Y1

補助回路

ポンプ 遅延時間 ポンプ空転防止システム 　 水道水引込み管

ポンプ と ソ レ ノ イ ド バルブは、 給水タ ン ク に設置されている圧力ス イ ッ チ （1 基） と フ ロー

ト ス イ ッ チ （3 基） で制御し ます。 バーナー内の圧力が一定の値以下にな る と、 ポンプはオ

ンにな り ます。 逆に、 圧力が運転圧に到達する と、 数秒のデ ィ レー時間をおいてポンプは再

びオフにな り ます。 遅れ時間を設ける こ と で、 長時間水を出し て も、 ポンプのオン / オフが

頻繁に切 り 替わる こ と はあ り ません。
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8. アプリケーション例  
8.7.3 FL1E-H12RCC を使用し た給水ポンプ制御システム

L1 N I4 I5 I6 I7 I8

Q1 Q2 Q3 Q4

K1 Y1

S4S3

L1

N

S1

S2p<

I1 I2 I3

1         2 1         2 1         2 1         2

ポンプ 水道水引込み管

スマー ト リ レーの他に必要な ものは、 ポンプを コ ン ト ロールする圧力ス イ ッ チ と フ ロー ト ス

イ ッ チだけです。 ３ 相 AC モータ を使っている場合、 ポンプのオン / オフにはコ ン タ ク タ リ

レーを使 う 必要があ り ます。 単相 AC ポンプシステムの場合は、 AC モータの消費電力が、 出

力 リ レー Q1 の容量を超えている と きは、 やは り コ ン タ ク タ リ レーが必要です。 通常、 ソ レ

ノ イ ド バルブの消費電力は少ないので、 直接コ ン ト ロールが可能です。

• K1 コ ン タ ク タ リ レー

• Y1 ソ レ ノ イ ド バルブ

• S1 （A 接点） 圧力ス イ ッチ

• S2 （A 接点） フ ロー ト ス イ ッ チ

• S3 （B 接点） フ ロー ト ス イ ッ チ

• S4 （B 接点） フ ロー ト ス イ ッ チ
299



8. アプリケーション例
スマー ト リ レーによる方法のブロ ッ ク図

I2

Q2

I1

I3

I4

x

T = 20 s x Q1

I3

ポンプ空転防止シス
テムをオンにする た
めのフ ロー ト ス イ ッ
チ

圧力ス イ ッ チ

ポンプ空転防止システ
ムをオフにする ための
フ ロー ト ス イ ッ チ

ポンプ

水道水引込みをオ ン
にす る ための フ ロ ー
ト ス イ ッ チ

水道水引込みをオフにする ためのフ ロー ト
ス イ ッ チ

水道水引込み管

8.7.4 特殊機能と拡張機能

ブロ ッ ク図は、 ポンプのコ ン ト ロール機器 と ソ レ ノ イ ド バルブの内部接続の方法を示し てい

ます。 取付け位置は回路図に対応し ています。 特殊な用途のために、 さ らに機能を追加する

こ と ができ ますが、 従来の回路ではス イ ッチング機器を追加し ない と 実現でき ません。 

た と えば、

• 設定時刻にポンプを作動

• 水不足になった こ と や水不足が近いこ と を表示

• 故障を通知
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8. アプリケーション例  
8.8 スマー ト リ レーを使用する利点

スマー ト リ レーを使 う と 、 と く に以下の場合に便利です。

• 補助のス イ ッ チング機器を スマー ト リ レー内蔵のフ ァ ン ク シ ョ ンで置き換え る。

• スマー ト リ レー自体にフ ァ ン ク シ ョ ンが内蔵されているので、 シ ステムの省配線化が可

能にな り 、 設置作業の手間も省け る。

• コ ン ト ロールキ ャ ビネ ッ ト /配電ボ ッ ク ス内の部品について、スペース上の制約を減らす。

すなわち、小型のコ ン ト ロールキ ャ ビネ ッ ト / 配電ボ ッ ク スで も十分なスペース を確保で

き る。

• ス イ ッ チング機器の追加や配線の変更をせずに、 機能を追加 ・ 変更する。

• 顧客に新しい付加機能を提供する。 

例 ：

- セキ ュ リ テ ィ システム ： 留守中に、 一定間隔で ラ ンプを点灯 ・ 消灯し た り 、 シ ャ ッ ター

を開閉する。

- 集中暖房 ： 暖房が実際に必要な と きだけ、 水の循環ポンプを作動する。

- 冷蔵システム ： 省エネのため、 一定間隔で冷蔵システムの霜取 り を行 う 。

- 水槽やテ ラ リ ウ ムを時間設定によ って、 照明する。

最後に重要な点 と し て ：

• 一般に入手可能なス イ ッチや押しボ タ ンを使用するので、 システムに簡単に取付け可能

• 電源を内蔵し ているので、 システムに直接接続が可能

スマー ト リ レーには、他に も役に立つアプ リ ケーシ ョ ン例が多数あ り ます。詳細は、WindLGC
の中の事例集をご参照 く だ さい。

さ らに詳しい情報は

スマー ト リ レーについての さ らに詳しい情報は、 ホームページをご覧 く だ さい。（URL は 「は

じめに」 参照）
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A. 仕様

A.1 共通仕様

項目 適合規格 値

ベースモジュール
寸法 （W × H × D）
重量
取り付け

-
72 × 90 × 55mm
約 190g
35mm 幅レール
または壁面取付け

増設 I/O モジュール
寸法 （W × H × D）
重量
取り付け

-
36 × 90 × 53mm
約 90g
35mm 幅レール
または壁面取付け

テキス トディ スプレイ
( テキス ト表示 ) -

128.2 x 86 x 38.7 mm 約
220g
ブラケッ ト取り付け

使用環境

周囲温度
垂直取付け
水平取付け

低温 ： IEC60068-2-1
高温 ： IEC60068-2-2

0 ～ 55 ℃
0 ～ 55 ℃

保存 / 輸送温度 - -40 ℃ ～ +70 ℃

相対湿度 IEC60068-2-30 10 ～ 95%RH
結露がないこ と

気圧 - 795 ～ 1080hPa
汚染物質 IEC60068-2-42

IEC60068-2-43
SO2 10cm3/m3、

10 日間

H2S 1cm3/m3、

10 日間

機械的条件

保護構造

-

IP 20
( ベースモジュール、
増設 I/O モジュール、
テキス トディ スプレイ
（前面を除く） )

IP 65 / UL type 4x / 12
( テキス トディ スプレ
イ前面 )

耐振動 IEC60068-2-6 5 ～ 8.4Hz
（定振幅 3.5mm）
8.4 ～ 150Hz
（定加速度 9.8m/s2）

耐衝撃 IEC60068-2-27 18 回

（半正弦波 147m/s2/
11ms）
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自由落下 （梱包状態） IEC60068-2-32 0.3m

EMC 指令

不要輻射
( エミ ッシ ョ ン )

EN55011/A
EN55022/B
EN50081-1

Limit class B Group 1

静電気放電 IEC61000-4-2
レベル 3

8kV 空中放電
6kV 接触放電

放射電磁界 IEC61000-4-3 電界強度 1 V/m および
10 V/m

伝導性イ ミ ュニティ IEC61000-4-6 10V
耐ノ イズ (FTB) IEC61000-4-4

レベル 3
2kV （電源ライン、 信
号ライン）

サージイ ミ ュニティ
（FL1E-H12RCC/FL1E-
B12RCC のみ）

IEC61000-4-5
レベル 3

1kV （電源ライン）
ノーマル
2kV （電源ライン）
コモン

適用規格

ク リ アランス ・
沿面距離定格

IEC 60664、
IEC 61131-2、
EN 50178
UL508 準拠 cULus、
CSA C22.2 No.142、
VDE0631
（FL1E-H12RCC、
 FL1E-B12RCC のみ適
用）

規格ク リ ア

絶縁強度 IEC61131-2 規格ク リ ア

スキャン タイム

1 ファンクシ ョ ンあたりの
スキャンタイム

< 0.1 ms

起動

電源投入時の起動時間 9 秒 （Typ.）

項目 適合規格 値

注記

電源電圧 DC 12/24V 及び DC 24V 仕様の製品においては、 電源サージノ イズに対してサージアブ

ソーバやノ イズカッ ト ト ランス、 ノ イズフ ィルタなどのサージ防護デバイスをご使用ください。
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A.2 性能仕様 ： FL1E-H12RCC/FL1E-B12RCC、 FL1B-M08C2R2

FL1E-H12RCC
FL1E-B12RCC FL1B-M08C2R2

電源

入力電圧 AC/DC 100 ～ 240V AC/DC 100 ～ 240V

許容電圧範囲 AC 85 ～ 265V
DC 100 ～ 253V

AC 85 ～ 265V
DC 100 ～ 253V

許容電源周波数 47 ～ 63HZ 47 ～ 63HZ

消費電力

• AC 100V
• AC 240V
• DC 100V
• DC 240V

25 ～ 40mA
20 ～ 30mA
10 ～ 25mA
  6 ～ 15mA

34 ～ 45mA
30 ～ 32mA
 5 ～ 15mA
 5 ～ 10mA

許容瞬停時間

• AC/DC 100V
• AC/DC 240V

10ms （Typ.）
20ms （Typ.）

10ms （Typ.）
20ms （Typ.）

電力損失

• AC 100V
• AC 240V
• DC 100V
• DC 240V

2.8 ～ 4.6VA
4.8 ～ 7.2VA
1.1 ～ 2.9W
1.4 ～ 3.6W

3.9 ～ 4.1VA
7.4 ～ 7.6VA
0.5 ～ 1.8W
1.2 ～ 2.4W

時計のバッ クアップ時間

（25 ℃）

80 時間 (Typ.)
（バッテ リ カート リ ッジ
を装着していない場合）

2 年間 (Typ.)
（バッテ リ カート リ ッジ
を装着している場合）

-

時計精度 ± 2 秒 / 日 （Typ.）
± 5 秒 / 日 （Max.）

-

入力

入力点数 8 4

電気的絶縁 なし なし

高速入力点数 - -

入力

• 通常入力

• 高速入力

最大 4Hz
-

最大 4Hz
-
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動作レベル

• OFF 電圧

• ON 電圧

• OFF 電圧

• ON 電圧

< AC 40V
> AC 79V
< DC 30V
> DC 79V

< AC 40V
> AC 79V
< DC 30V
> DC 79V

入力電流

• OFF 電流

• ON 電流

• OFF 電流

• ON 電流

< AC 0.03mA
> AC 0.08mA
< DC 0.03mA
> DC 0.12mA

< AC 0.03mA
> AC 0.08mA
< DC 0.03mA
> DC 0.12mA

入力遅延時間

• OFF → ON: AC 100V
                         : AC 240V
                         : DC 100V
                         : DC 240V
• ON → OFF: AC 100V
                         : AC 240V
                         : DC 100V
                         : DC 240V

50ms （Typ.）
30ms （Typ.）
25ms （Typ.）
15ms （Typ.）
65ms （Typ.）
105ms （Typ.）
95ms （Typ.）
125ms （Typ.）

50ms （Typ.）
30ms （Typ.）
25ms （Typ.）
15ms （Typ.）
65ms （Typ.）
105ms （Typ.）
95ms （Typ.）
125ms （Typ.）

ケーブル長 最大 100m 最大 100m

出力

出力点数 ・ 接点構成 4 点 ・ 独立 1a 接点 4 点 ・ 独立 1a 接点

出力タイプ リ レー出力 リ レー出力

電気的絶縁 あ り あ り

耐電圧

[ 電源、 入力端子 （一括 )
－各出力端子 ]

AC2500V 1 分間

DC500V 1 分間

AC2500V 1 分間

DC500V 1 分間

入力の制御 可 可

最大負荷電流 10A / 1 点 5A / 1 点

サージ電流 最大 30A 最大 30A

白熱灯負荷

（スイ ッチングサイ クル　

25000 回）

1000W
（AC230V/240V)
500W
（AC100V/110V)

1000W
（AC230V/240V)
500W
（AC100V/110V)

蛍光管 （安定器付き）

（スイ ッチングサイ クル　

25000 回）

10 × 58W
（AC 230/240V）

10 × 58W
（AC 230/240V）

FL1E-H12RCC
FL1E-B12RCC FL1B-M08C2R2
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蛍光管 （補償あ り）

（スイ ッチングサイ クル　

25000 回）

1 × 58W
（AC 230/240V）

1 × 58W
（AC 230/240V）

蛍光管 （補償なし）

（スイ ッチングサイ クル　

25000 回）

10 × 58W
（AC 230/240V）

10 × 58W
（AC 230/240V）

短絡防止抵抗負荷 (COS1) 電源保護　 600A 電源保護　 600A

短絡防止

（COS 0.5 ～ 0.7）
電源保護　 900A 電源保護　 900A

ディ レーティング 全温度にわたって不要 全温度にわたって不要

出力の並列接続 禁止 禁止

出力リ レーの保護 最大 16A 最大 16A 

最小開閉負荷 10mA、 DC 12V 10mA、 DC 12V

初期接触抵抗 100ｍΩ 以下

（1A、 DC24V 時）

100ｍΩ 以下

（1A、 DC24V 時）

機械的寿命 1000 万回 （無負荷 ：

10Hz）
1000 万回 （無負荷 ：

10Hz）

電気的寿命 10 万回

（定格抵抗負荷、 1800 回
/ 時）

10 万回

（定格抵抗負荷、 1800 
回 / 時）

スイ ッチング速度

機械的負荷 10Hz 10Hz

抵抗負荷 / ランプ負荷 2Hz 2Hz

誘導負荷 0.5Hz 0.5Hz

FL1E-H12RCC
FL1E-B12RCC FL1B-M08C2R2

注記

蛍光ランプの場合、 突入電流を考慮して ください。

最大突入電流が仕様値を超える場合、 別途、 相応のリ レーを中継用と して接続して ください。
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A.3 性能仕様 ： FL1E-H12SND、 FL1B-M08B1S2

FL1E-H12SND FL1B-M08B1S2

電源

入力電圧 DC 24V DC 24V

許容電圧範囲 DC 20.4 ～ 28.8V DC 20.4 ～ 28.8V

逆接続保護 あ り あ り

消費電流 （DC 24V） 40 ～ 75mA
１出力あたり 0.3A

30 ～ 45mA
１出力あた り 0.3A

消費電力 （DC 24V） 1.0 ～ 1.8W 0.8 ～ 1.1W

時計のバッ クアップ時間

（25 ℃）(1)

80 時間 (Typ.)
（バッテ リ カート リ ッジ
を装着していない場合）

2 年間 (Typ.)
（バッテ リ カート リ ッジ
を装着している場合）

-

時計精度 (1) ± 2 秒 / 日 （Typ.）
± 5 秒 / 日 （Max.）

-

入力

入力点数 8 4

電気的絶縁 なし なし

高速入力点数 4 (I3, I4, I5, I6) -

入力

• 通常入力

• 高速入力

最大 4Hz
最大 5kHz

最大 4Hz
-

動作レベル

• OFF 電圧

• ON 電圧

< DC 5V
> DC 12V

< DC 5V

> DC 12V(2)

入力電流

• OFF 電流

• ON 電流

< 0.85mA （I3 ～ I6）
< 0.05mA （11、 12、 I7、 I8）
> 2mA （I3 ～ I6）
> 0.15mA （11、 12、 I7、 I8）

< 0.85mA(3)

> 2mA(4)

入力遅延時間

• OFF → ON

• ON → OFF

1.5ms (Typ.)
< 1.0ms (I3 ～ I6)
1.5ms (Typ.)
< 1.0ms (I3 ～ I6)

1.5ms  (Typ.)

1.5ms  (Typ.)

ケーブル長 最大 100m 最大 100m

アナログ入力
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入力点数 (I7,I8 はデジタル /
アナログ共有 )

4 (I1=AI3、 I2=AI4、
I7=AI1、 I8=AI2)

-

入力範囲 0 ～ 10V -

分解能 10bit (0 ～ 1000) -

入力インピーダンス 72kΩ -

サンプリ ング間隔 300ms -

最大入力電圧 28.8V -

ケーブル長 （シールド

付き、 ツイス トペア）

最大 10m -

誤差 フルスケールの± 1.5% -

出力

出力点数 ・ 出力構成 4 ( 独立コモン ) 4 ( 独立コモン )

出力タイプ ト ランジスタ出力、

( ソース )(5)
ト ランジスタ出力、

( ソース )(5)

電気的絶縁 なし なし

入力の制御 可 可

出力電圧 電源供給電圧 電源供給電圧

定格負荷電流 最大 0.3A 最大 0.3A

短絡 ・ 過負荷保護 あ り あ り

許容短絡電流 1A 1A

ディ レーティング 全温度にわたって不要 全温度にわたって不要

出力の並列接続 禁止 禁止

スイ ッチング速度(6)

電気的負荷 10Hz 10Hz

抵抗負荷 / ランプ負荷 10Hz 10Hz

誘導負荷 0.5Hz 0.5Hz

(1): バージ ョ ン 5 以降の仕様です。 バージ ョ ン 4 以前に時計機能はあ り ません。

(2): DC 8V ( バージ ョ ン 1 ～ 4 の仕様です )
(3): 1.0mA ( バージ ョ ン 1 ～ 4 の仕様です )
(4): 1.5mA ( バージ ョ ン 1 ～ 4 の仕様です )

バージ ョ ンの識別方法については、 5 ページを参照して ください。

(5): FL1E-H12SND、 FL1B-M08B1S2 の電源投入時には、 信号 1 が約 50 μs、 出力

に送信されます。 特に短パルスに反応する機器を使用する と きは、 この点を

考慮して ください。

(6): FL1E-H12SND の最大スイ ッチング速度は、スイ ッチングプログラムのスキャ

ンタイムだけに依存します。

FL1E-H12SND FL1B-M08B1S2

注記

蛍光ランプの場合、 突入電流を考慮してください。

最大突入電流が仕様値を超える場合、 別途、 相応のリ レーを中継用と して接続してください。
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A.4 性能仕様 ： FL1E-H12RCA/FL1E-B12RCA、 FL1B-M08D2R2

FL1E-H12RCA
FL1E-B12RCA FL1B-M08D2R2

電源

入力電圧 AC/DC 24V AC/DC 24V

許容電圧範囲 AC 20.4 ～ 26.4V
DC 20.4 ～ 28.8V

AC 20.4 ～ 26.4V
DC 20.4 ～ 28.8V

許容電源周波数 47 ～ 63Hz 47 ～ 63Hz

消費電流 （DC 24V）
• AC 24V
• DC 24V

76 ～ 182mA
40 ～ 100mA

120 ～ 146mA
20 ～ 75mA

許容瞬停時間 5ms  (Typ.) 5ms  (Typ.)

消費電力
• AC 24V
• DC 24V

1.8 ～ 4.4VA
1.0 ～ 2.4W

2.4 ～ 4.3VA
0.4 ～ 1.8W

時計のバッ クアップ時間
（25 ℃）

80 時間 (Typ.)
（バッテ リ カート リ ッジ
を装着していない場合）

2 年間 (Typ.)
（バッテ リ カート リ ッジ
を装着している場合）

-

時計精度
± 2 秒 / 日 （Typ.）
± 5 秒 / 日 （Max.）

-

入力

入力点数 8 4

入力信号 AC/DC 入力 AC/DC 入力

電気的絶縁 なし なし

高速入力点数 - -

入力

• 通常入力

• 高速入力

最大 4Hz
-

最大 4Hz
-

動作レベル
• OFF 電圧

• ON 電圧

< AC/DC 5V
> AC/DC 12V

< AC/DC 5V
> AC/DC 12V

入力電流
• OFF 電流

• ON 電流

< 1.0mA
> 2.5mA

< 1.0mA
> 2.5mA

入力遅延時間
• OFF → ON
• ON → OFF

1.5ms (Typ.)
15ms (Typ.)

1.5ms (Typ.)
15ms (Typ.)

ケーブル長 最大 100m 最大 100m
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出力

出力点数 ・ 接点構成 4 ( 独立 1a 接点 ) 4 ( 独立 1a 接点 )

出力タイプ リ レー出力 リ レー出力

電気的絶縁 あ り あ り

耐電圧
[ 電源、 入力端子 （一括）

－各出力端子 ]

AC2500V 1 分間

DC500V 1 分間

AC2500V 1 分間

DC500V 1 分間

入力の制御 可 可

最大負荷電流 最大 10A / 1 点 最大 5A / 1 点

サージ電流 最大 30A 最大 30A 

白熱灯負荷

（スイ ッチングサイ クル

25000 回）

1000W 1000W

蛍光管 （安定器付き）

（スイ ッチングサイ クル

25000 回）

10 × 58W 10 × 58W

蛍光管 （補償あ り）

（スイ ッチングサイ クル

25000 回）

1 × 58W 1 × 58W

蛍光管 （補償なし）

（スイ ッチングサイ クル

25000 回）

10 × 58W 10 × 58W

ディ レーティング 全温度にわたって不要 全温度にわたって不要

短絡防止抵抗負荷 (COS 1) 電源保護　 600A 電源保護　 600A

短絡防止抵抗負荷 
(COS 0.5 ～ 0.7)

電源保護　 900A 電源保護　 900A

出力の並列接続 禁止 禁止

出力リ レーの保護 最大 16A 最大 16A

最小開閉負荷 10mA、 DC 12V 10mA、 DC 12V

初期接触抵抗 100ｍΩ 以下

（1A、 DC24V 時）

100ｍΩ 以下

（1A、 DC24V 時）

機械的寿命 1000 万回

（無負荷 ： 10Hz）
1000 万回

（無負荷 ： 10Hz）

電気的寿命 10 万回 （定格抵抗負荷、

1800 回 / 時）

10 万回 （定格抵抗負

荷、 1800 回 / 時）

スイ ッチング速度

機械的負荷 10Hz 10Hz

FL1E-H12RCA
FL1E-B12RCA FL1B-M08D2R2
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抵抗負荷 / ランプ負荷 2Hz 2Hz

誘導負荷 0.5Hz 0.5Hz

FL1E-H12RCA
FL1E-B12RCA FL1B-M08D2R2

注記

蛍光ランプの場合、 突入電流を考慮して ください。

最大突入電流が仕様値を超える場合、 別途、 相応のリ レーを中継用と して接続してください。
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A.5 性能仕様 ： FL1E-H12RCE/FL1E-B12RCE、 FL1B-M08B2R2

FL1E-H12RCE
FL1E-B12RCE FL1B-M08B2R2

電源装置

入力電圧 DC 12/24V DC 12/24V

許容電圧範囲 DC 10.8 ～ 28.8V DC 10.8 ～ 28.8V

逆接続保護 あ り あ り

消費電流 （DC 24V）

• DC 12V
• DC 24V

60 ～ 175mA
40 ～ 100mA

30 ～ 140mA
20 ～ 75mA

許容瞬停時間

• DC 12V
• DC 24V

2ms (Typ.)
5ms (Typ.)

2ms (Typ.)
5ms (Typ.)

消費電力

• DC 12V
• DC 24V

0.7 ～ 2.1W
1.0 ～ 2.4W

0.3 ～ 1.7W
0.4 ～ 1.8W

時計のバッ クアップ時間

（25 ℃）

80 時間 (Typ.)
（バッテ リ カート リ ッジ
を装着していない場合）

2 年間 (Typ.)
（バッテ リ カート リ ッジ
を装着している場合）

-

時計精度
± 2 秒 / 日 （Typ.）
± 5 秒 / 日 （Max.）

-

電気的絶縁 なし なし

入力

入力点数 8 4

電気的絶縁 なし なし

高速入力点数 4 (I3, I4, I5, I6) -

入力

• 通常入力

• 高速入力

最大 4Hz
最大 5kHz

最大 4Hz
-

動作レベル

• OFF 電圧

• ON 電圧

< DC 5V
> DC 8.5V

< DC 5V

> DC 8.5V(1)

入力電流

• OFF 電流

• ON 電流

< 0.85 mA (I3 ～ I6)
< 0.05 mA (I1、 I2、 I7、 I8)
> 1.5 mA (I3 ～ . I6)
> 0.1 mA (I1、 I2、 I7、 I8)

< 0.85 mA(2)

> 1.5 mA
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入力遅延時間

• OFF → ON

• ON → OFF

1.5ms (Typ.)
< 1.0ms (I3 ～ I6)
1.5ms (Typ.)
< 1.0ms (I3 ～ I6)

1.5ms (Typ.)

1.5ms (Typ.)

ケーブル長 最大 100m 最大 100m

アナログ入力

入力点数
4 (I1=AI3、 I2=AI4、
I7=AI1、 I8=AI2)

-

入力範囲 0 ～ 10V -

分解能 10bit (0 ～ 1000) -

入力インピーダンス 72kΩ -

サンプリ ング間隔 300ms -

最大入力電圧 28.8V -

ケーブル長 （シールド

付き、 ツイス トペア）

最大 10m -

誤差 フルスケールの± 1.5% -

出力

出力点数 ・ 接点構成 4 （独立 1a 接点） 4 （独立 1a 接点）

出力タイプ リ レー出力 リ レー出力

電気的絶縁 あ り あ り

耐電圧

[ 電源、 入力端子 （一括）

－各出力端子 ]

AC2500V 1 分間

DC500V 1 分間

AC2500V 1 分間

DC500V 1 分間

入力の制御 可 可

許容最大電流 最大 10A / 1 点 最大 5A / 1 点

サージ電流 最大 30A 最大 30A

白熱灯負荷

（スイ ッチングサイ クル

25000 回）

1000W 1000W

蛍光管 （安定器付き）

（スイ ッチングサイ クル

25000 回）

10 × 58W 10 × 58W

蛍光管 （補償あ り）

（スイ ッチングサイ クル

25000 回）

1 × 58W 1 × 58W

FL1E-H12RCE
FL1E-B12RCE FL1B-M08B2R2
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蛍光管 （補償なし）

（スイ ッチングサイ クル

25000 回）

10 × 58W 10 × 58W

負荷軽減 全温度にわたって不要 全温度にわたって不要

短絡防止抵抗負荷

(COS １ )
電源保護 600A 電源保護 600A

短絡防止抵抗負荷

(COS 0.5 ～ 0.7)
電源保護 900A 電源保護 900A

出力の並列接続 禁止 禁止

出力リ レーの保護 最大 16A 最大 16A

最小開閉負荷 10mA、 DC 12V 10mA、 DC 12V

初期接触抵抗 100ｍΩ 以下

（1A、 DC24V 時）

100ｍΩ 以下

（1A、 DC24V 時）

機械的寿命 1000 万回 （無負荷 ：

10Hz）
1000 万回 （無負荷 ：

10Hz）

電気的寿命 10 万回

（定格抵抗負荷、 1800 回
/ 時）

10 万回

（定格抵抗負荷、 1800 
回 / 時）

スイ ッチング速度

機械的負荷 10Hz 10Hz

抵抗負荷 / ランプ負荷 2Hz 2Hz

誘導負荷 0.5Hz 0.5Hz

(1): DC 8V ( バージ ョ ン 1 ～ 5 の仕様です )
(2): 1.0mA ( バージ ョ ン 1 ～ 5 の仕様です )

FL1E-H12RCE
FL1E-B12RCE FL1B-M08B2R2

注記

蛍光ランプの場合、 突入電流を考慮してください。

最大突入電流が仕様値を超える場合、 別途、 相応のリ レーを中継用と して接続してください。
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A.6 リレー接点の寿命

オーム負荷 ( 加熱 ) がある場合のコンタク トのスイッチング性能および耐用年数 :

IEC 947-5-1 DC 13/AC 15( コンタクタ、 ソレノ イ ド コイル、 モーター ) への高い誘導負荷を持

つコンタク トのスイッチング性能および耐用年数

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

2 4 6 8 10

AC/DC 12/24V 最大 10A
AC 100/110V 最大 10A
AC 230/240V 最大 10A
DC 120V 最大 0.2A
DC 240V 最大 0.1A

スイ ッチング回数 [ × 100 万回 ]

接点電流 [A]

0.1
0.2
0.3
0.4
0.5

321

0.6
0.7
0.8
0.9
1.0 AC/DC 12/24V 最大 2A

AC 100/110V 最大 3A
AC 230/240V 最大 3A
DC 120V 最大 0.2A
DC 240V 最大 0.1A

スイ ッチング回数 [ × 100 万回 ]

接点電流 [A]
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A.7 性能仕様 ： FL1B-J2B2

FL1B-J2B2

電源

入力電圧 DC 12/24V

許容電圧範囲 DC 10.8 ～ 28.8V

消費電流 25 ～ 50mA

許容瞬停時間 5ms (Typ.)

消費電力

• 12V
• 24V

0.3 ～ 0.6W
0.6 ～ 1.2W

電気的絶縁 なし

逆接続保護 あ り

接地端子 アース接続用、 アナログラインの

シールド用

アナログ入力

入力点数 2

タイプ ユニポーラ （単極性）

入力範囲

   電圧入力

   電流入力

0 ～ 10V
0/4 ～ 20mA

入力インピーダンス

   電圧入力

   電流入力

76kΩ
最大 250Ω

分解能 10bit (0 ～ 1000)

サンプリ ング間隔 50ms

電気的絶縁 なし

ケーブル長 （シールド付き、

ツイス トペア）

最大 10m

エンコーダ供給電圧 なし

誤差 フルスケールの± 1.5%

ノ イズ除去 55Hz
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A.8 性能仕様 ： FL1D-K2B2, FL1D-K2BM2

FL1D-K2B2 FL1D-K2BM2
電源

入力電圧 DC 24V DC 24V

許容電圧範囲 DC 20.4 ～ 28.8V DC 20.4 ～ 28.8V

消費電流 25 ～ 50mA 35 ～ 90mA

許容瞬停時間 5ms （Typ.） 5ms （Typ.）

消費電力

• 24V 0.6 ～ 1.2W 0.9 ～ 2.2W
電気的絶縁 なし なし

逆接続保護 あ り あ り

接地端子
アース接続、 アナログ出

力ラインのシールド用

アース接続、 アナログ出

力ラインのシールド用

アナログ出力

出力点数 2 2

出力範囲 0 ～ 10V
電圧出力 0 ～ 10V

電流出力 0/4 ～ 20mA (1)

負荷抵抗 5kΩ 以上
電圧負荷 5kΩ 以上

電流負荷 250Ω 以下 (1)

分解能 10bit （0 ～ 1000） 10bit （0 ～ 1000）
アナログ出力のサイクル時

間

構成位置によって異なる

(50ms (Typ.))
構成位置によって異なる

(50ms (Typ.))
電気的絶縁 なし なし

ケーブル長 （シールド付き、

ツイス トペア）
最大 10 m 最大 10 m

誤差 フルスケールの± 2.5%

電圧出力 ：

フルスケールの± 2.5%

電流出力 (1) ：

フルスケールの± 3%
短絡保護 あ り あ り

短絡時の対応 (2) (2)

過負荷保護 あ り あ り

過負荷への対応 (2) (2)

(1)　 FL1D-K2BM2 を FL1E シ リーズのベースモジュールに接続して使用する と きの

み電流出力が有効です。

(2)　電圧出力の端子に、短絡保護や過負荷保護が働いた場合、 も う一方の電圧出力

の誤差は保証されません。
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A.9 性能仕様 : テキストディスプレイ

テキストディスプレイ

機械仕様

寸法 （W × H × D）

重量

設置

128.2 x 86 x 38.7 mm
約 220 g
ブラケッ ト取り付け

キーボード

ディ スプレイ

10 個のキーを持つメンブレンキーパッ

ド

FSTN グラフ ィ ッ クディ スプレイ

（W x H ： 128 x 64 ド ッ ト ）

LED バッ ク ラ イ ト

電源

入力電圧
AC/DC 24V 
DC 12V

許容範囲
AC 20.4 ～ 26.4V
DC 10.2 ～ 28.8V

許容電源周波数 47 ～ 63 Hz

消費電力

• DC 12V
• DC 24V
• AC 24V

65mA (Typ.)
40mA (Typ.)
90mA (Typ.)

データ転送率 19200baud

LCD ディ スプレイおよびバッ ク ラ イ ト

バッ ク ラ イ ト耐用年数(1)

(1): バッ ク ラ イ ト耐用年数とは、 最終的な明る さが元の明る さの

50% になるまでの時間と します。

20,000 時間

ディ スプレイ耐用年数(2)

(2): ディ スプレイ耐用年数は、通常の操作および下記の保管状況に

おいて計算されています。 常温 (20 +/-8 ℃ )、 相対湿度 65% 以

下の通常湿度、 および直射日光の照射なし。 

50,000 時間



B. スキャ ン タ イムの決め方

プロ グ ラ ム ス キ ャ ン と は、 回路プロ グ ラ ムを完全に実行するサイ クルの こ と で、 まず入力を

読み出し、回路プロ グ ラ ムを実行し、続いて出力を読み出し て １ スキ ャ ンにな り ます。スキ ャ

ン タ イ ム と は、 回路プロ グ ラ ム全体を １ 回実行するのに要する時間の こ と です。

プロ グ ラ ム ス キ ャ ンに要する時間を決めるには、 短いテス ト プロ グ ラ ムを使います。 このテ

ス ト プロ グ ラ ムはスマー ト リ レーで作成でき、 パラ メ ータ設定モード で、 現在のスキ ャ ン タ

イ ムが導き出される テス ト プロ グ ラ ムの実行中に、 値を返し ます。

テス ト プログラム

1. 出力を周波数ス イ ッ チフ ァ ン ク シ ョ ンに接続し、 ト リ ガ入力を反転マーカに接続し て、テ

ス ト プロ グ ラ ムを作成し ます。

2. 周波数ス イ ッ チフ ァ ン ク シ ョ ン を下記のよ う に設定し ます。 反転マーカに よ って各プロ

グ ラ ム ス キ ャ ン ご と に １ パルスずつ発生し ます。 ト リ ガの間隔は ２ 秒に設定されていま

す。

Par
Qx

B1

M1

M1M1

1
B2

出力 Qx 

または、 

その他のマーカ Mx

B1 1+
On =1000
Off=0000

B1 2
G_T=02:00s

を

押す

▲
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B. スキャンタイムの決め方
3. 回路プロ グ ラ ム を起動し、 スマー ト リ レーをパラ メ ータ設定モー ド に切替えます。 こ の  

モード では、 周波数ス イ ッ チフ ァ ン ク シ ョ ンのパラ メ ータが表示されます。

4. fa の逆数が、 メ モ リ に保存されている回路プロ グ ラ ムの実行時間に等し く な り ます。

1/fa= スキ ャ ン タ イ ム （秒）

説明

反転マーカのブロ ッ クは、 プロ グ ラ ムの実行ご と に出力信号を反転させます。 そのため、 信

号レベル （high/low） の各幅は、 １ ス キ ャ ンの長さ に等し く な り ます。 し たがって、 １ 周期

は、 ２ ス キ ャ ンに相当し ます。

周波数ス イ ッ チフ ァ ン ク シ ョ ンは、 ２ 秒ご と の周期の割合を表示するので、 結局 １ 秒ご と の

スキ ャ ンの割合にな り ます。

回路プロ グ ラ ム実行ご と の反転マーカのエ ッ ジ

１ 周期 = １ パルス  = ２ スキ ャ ンスキ ャ ン 
タ イ ム

周期

B1
On =1000
Off =0000
fa =2130 fa = タ イ ムベース G_T につき測定された合計パルス数
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C. デ ィ スプレ イな しのスマー ト リ レー

特殊なアプ リ ケーシ ョ ンでは、 ボ タ ンやデ ィ スプレ イ などによ る、 オペレータの操作や監視

を必要 と し ない も のがあ り ます。 デ ィ ス プ レ イ な し の タ イ プには、 FL1E-B12RCE、 FL1E-
B12RCA、 FL1E-B12RCC があ り ます。

た と えば、 FLE-B12RCC は下図のよ う な外観です。

I4 I5 I6

Q1 Q2 Q3 Q4

L1 N

RUN/STOP

I7 I8I1 I2 I3I1 I2 I3I1 I2 I3I1 I2 I3I1 I2 I3I1 I2 I3I1 I2 I3I1 I2 I3

1 2 1 2 1 2 1 2

デ ィ スプレ イな し スマー ト リ レーの特徴

デ ィ スプレ イ な しのスマー ト リ レーには下記の特徴があ り ます。

• 操作部分がないので、 費用対効果が高い。

• 他のス イ ッチング機器に比べて、 柔軟性やコ ス ト の点で大幅に有利です。

• 非常に使いやすい。

• 不正ア ク セス を防止し ます。

• デ ィ スプレ イ あ り のスマー ト リ レーと互換性があ り ます。

• WindLGC によ って、 データ を読み出すこ と が可能です。

操作パネルを使わずに回路プログラムを作成するには

デ ィ スプレ イ な しのスマー ト リ レーで回路プロ グ ラ ムを作成する方法には、 以下の ２ つがあ

り ます。

• パソ コ ンで WindLGC を使って回路プロ グ ラ ムを作成し、 スマー ト リ レーにダウ ン ロード

する。 （7 章参照）

• 回路プロ グ ラ ムを、 メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジからデ ィ

スプレ イ な しのスマー ト リ レーにダウ ン ロードする。 （6 章参照）
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C. ディスプレイなしのスマートリレー
動作特性

スマー ト リ レーは、 電源を入れる と すぐに動作し ます。 デ ィ スプレ イ な しのスマー ト リ レー

を ス イ ッ チオフするのは、 た と えば電源プラ グを引き抜 く よ う に、 電源装置 と の接続を切る

こ と にな り ます。

FL1E-B12RCE/FL1E-B12RCA/FL1E-B12RCC タ イ プでは、 回路プロ グ ラ ム を起動 ・ 停止させ

るボタ ンがないので、 以下の起動方法が用意されています。

起動方法

回路プロ グ ラ ムが、 スマー ト リ レー自体に も、 また挿入された メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または

メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジに も存在し ない と きは、 スマー ト リ レーは STOP 状態のま ま

です。

スマー ト リ レーの メ モ リ 内に有効な回路プロ グ ラ ムが存在する場合、 電源投入時にスマー ト

リ レーは STOP から RUN に自動的に切替わ り ます。

挿入された メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジに回路プロ グ ラ ムが

存在する場合、 電源投入後すぐにスマー ト リ レーに自動的にコ ピーされます。 既存の回路プ

ロ グ ラ ムは上書き されます。 スマー ト リ レーは STOP から RUN に自動的に切替わ り ます。

スマー ト リ レーに通信ケーブルが接続されている場合は、 回路プロ グ ラ ムを スマー ト リ レー

にダウ ン ロード し、 WindLGC によ って、 起動する こ と が可能です。 （7.1 参照）

動作状態の表示

Power On、 RUN、 STOP などの動作状態は、 前面カバーの LED で表示されます。

• 赤 LED ： Power On/STOP

• 緑 LED ： Power On/RUN

赤 LED は、 Power On の後、 RUN 以外の場合に点灯し ます。 緑 LED は、 RUN モード の場合 

に点灯し ます。

現在値の読取り

WindLGC （7 章参照） には、 RUN 中に全フ ァ ン ク シ ョ ンの現在データ を読み出すためのオン

ラ イ ンテス ト 機能があ り ます。

デ ィ スプレ イ な しのスマー ト リ レーに、 パス ワー ド で保護された メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 また

は メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジが挿入されている場合は、 正しいパス ワード を入力し ない

と 、 現在データ を読み出すこ と はでき ません。 た と えば通信ケーブルを接続する ために、 セ

キ ュ リ テ ィ 機能有効の メ モ リ カー ト リ ッ ジを取 り 外すと 、回路プロ グ ラ ムは、スマー ト リ レー

の メ モ リ から削除されます。 （6.1 参照）

回路プログラムの削除

WindLGC を使用し、 回路プロ グ ラ ムを削除し、 パス ワード があ る場合にはパス ワード を削除

し ます。
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D. スマー ト リ レーのメ ニュー構造

D.1 スマー ト リ レーベースモジュール

メ ニューの概要

パラ メ ータ設定 （5.1.1）

デフ ォル ト 値設定 （5.2）

プロ グ ラ ム名の表示

プロ グ ラ ムな し

「 メ イ ン メ ニ ュ ー」
参照

回路プロ グ ラ ムは
動作 （RUN）

「ス タ ー ト メ ニ ュ ー」
参照

パラ メ ータ設定 
メ ニュー

メ イ ン メ ニュー （Esc / > ス ト ッ プ）

プロ グ ラ ムの削除 （3.6.13）

パス ワード の入力 / 変更 （3.6.5）

メ ッ セージ出力のパラ メ ータの設定 (4.4.23)

プ ロ グ ラ ム 名 の 編 集
（3.6.4）

アナ ロ グ出力値の選択
（3.6.11）

メ モ リ 量の表示 （3.7）

プロ グ ラ ムの編集 
（3.6）

「プロ グ ラ ミ ング メ ニュー」 参照

「転送 メ ニュー」 参照

「セッ ト アップメ ニュー」 参照

「ス ター ト メ ニュー」 
参照

プログラ ミ ング メ ニュー （Esc / > ス ト ッ プ        > プログラム）
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D. スマートリレーのメニュー構造
スマー ト リ レーから メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 または メ モ リ / バ ッ テ リ

カー ト リ ッ ジに回路プロ グ ラ ムを コ ピー （6.3）

メ モ リ カー ト リ ッ ジ、 メ モ リ / バッ テ リ カー ト リ ッ ジから 

スマー ト リ レーにプロ グ ラ ムを コ ピー （6.4）

プロ グ ラ ム / コ ピープロ テ ク ト を設定 （6.1）

セッ ト アップメニュー （ESC / > ス ト ップ  →   > セッ ト アップ）

パラ メ ータ設定 メ ニュー

日付 / 時刻 入力 出力 アナロ グ入力

メ ッ セージ出力 ： 最大 50 個

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラス ト 設定 （5.2.2）

デ ィ スプレ イのバッ ク ラ イ ト の設定 （5.2.2）

日付 / 時刻設定 （5.2.1）

夏時間 / 冬時間設定 （3.6.14）

※本 メ ニューは使用でき ません

転送メ ニュー （ESC / > ス ト ッ プ → > カー ド ）

アナロ グ入力 アナロ グ入力 アナロ グ出力 マーカ カーソルキー

ス ター ト メ ニュー （RUN）

メ ニュー言語の設定 (5.2.3)

ベースモジュールのアナログ入力点数の設定 (5.2.4)
324



D. スマートリレーのメニュー構造  
D.2 テキス ト デ ィ スプレ イ

メ ニューの概要

ESC

 Mo 09:00
2008-05-26

>Yes

 Mo 09:00
2008-05-26

Analog Time
Tick Time

回路プロ グ ラ ムが

ビジー状態 (RUN)

プロ グ ラ ムな し

メ イ ン メ ニュー参照

時刻 / 日付の設定 (5.2.1)

夏時 / 冬時の設定 (3.6.14)

※本 メ ニューは使用でき ません。

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト の設定 (5.2.2)

テキス ト デ ィ スプレ イのバッ ク ラ イ ト の設定 (5.2.2)

ス ター ト メ ニュー参照

パラ メ ータ設定 メ ニュー

セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー (ESC / > ス ト ッ プ →  > セ ッ ト ア ッ プ )

パラ メ ータ設定 (5.1.1) 
メ ッ セージ出力のパラ メ ータの設定 
( メ イ ン メ ニューおよび 4.4.23 参照 ) 
デフ ォル ト 値設定 (5.2)

メ ニュー言語の設定 (5.2.3)

ス ター ト メ ニュー参照

メ ッ セージ出力のパラ メ ータの設定 
(4.4.23)

ス ター ト メ ニュー 

参照

メ イ ン メ ニュー (ESC / > ス ト ッ プ )
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D. スマートリレーのメニュー構造
ス ター ト メ ニュー ( ベースモジ ュールでは RUN 状態 )

 

 M o 09:00
2008–05–26

I:

0.. 123456789

1..0123456789

2..01234

Q:

0.. 123456789

1..0123456

AI:

1: 00000

2: 01000

3: 00253

AI:

4: 00010

5: 00000

6: 00005

AI:

7: 00000

8: 00000

AQ:

1: 00000

2: 01000

M :

0.. 123456789

1..0123456789

2..01234567

ESC+C

日付 / 時間 入力 出力 アナロ グ入力

アナロ グ入力 アナロ グ入力 アナロ グ出力 マーカ（内部 リ レー） カーソルキー

最大 50 の メ ッ セージ出力

パラ メ ータ設定 メ ニュー
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E.型番

種類 電源仕様 入力仕様 出力仕様 ディス

プレイ

時計

機能

入出力

点数合計

（入力 /出力）

型番

ベース

モジュール

DC 12/24V DC入力
（4点は
デジタル /
アナログ

共用）

リ レー出力 有 付 12点
（8点 /4点）

FL1E-H12RCE

- FL1E-B12RCE

DC 24V ト ランジス

タ出力

有 (1)

(1): バージ ョ ン 5以降 ：時計機能付き
バージ ョ ン 4以前 ：時計機能なし

FL1E-H12SND

AC/DC 
24V

AC/DC入
力

リ レー出力 有 付 FL1E-H12RCA

- FL1E-B12RCA

AC/DC 
100～
240V

有 FL1E-H12RCC

- FL1E-B12RCC

増設 I/O
モジュール

DC 12/24V DC入力 リ レー出力 - - 8点
（4点 /4点）

FL1B-M08B2R2

DC 24V ト ランジス

タ出力

FL1B-M08B1S2

AC/DC 
24V

AC/DC入
力

リ レー出力 FL1B-M08D2R2

AC/DC 
100～
240V

FL1B-M08C2R2

DC 12/24V アナログ

入力

- - - 2点
（アナログ入力）

FL1B-J2B2

DC 24V - アナログ

出力

- - 2点
（電圧出力）

FL1D-K2B2

2点
（電圧、 電流出力）

FL1D-K2BM2

AS-Interface
対応通信

モジュール

AS-
Interface
電源電圧

- - - - 4点
（仮想入力）

4点
（仮想出力）

FL1B-CAS2

LONWORK

S®

対応通信

モジュール

AC/DC 
24V

- - - - max. 16点
（仮想入力）

max. 12点
（仮想出力）

max. 8点
（仮想アナログ入

力）

FL1B-CL1C12

テキス ト

ディ スプレ

イ

AC/DC 
24V
DC 12V

AC/DC入
力

- 有 - - FL1E-RD1



E. 型番
品名 ご注文型番 備考

アプリ ケーショ ンソ フ ト ウ ェ ア 
(WindLGC)

FL9Y-LP1CDW CD-ROM 
（ PDF マニュ アル（ ハード ウ ェ ア）（ ソ フ ト

ウ ェ ア） 含む。）

通信ケーブル FL1A-PC1 パソ コ ンと ス マート リ レ ー接続用

USB 対応通信ケーブル FL1E-PC2 パソ コ ンと ス マート リ レ ー接続用

メ モリ カート リ ッ ジ EFL1 -PM4

バッ テリ カート リ ッ ジ FL1E-PB1

メ モリ / バッ テリ カート リ ッ ジ FL1E-PG1

直取付フ ッ ク FL1B-
PSP1PN05

５ 個入り

レ ンズ引外工具 MT-101 メ モリ カート リ ッ ジ引外し 用

イ ンス ト ラ ク ショ ン 

マニュ アル

日本語版 FL9Y-B1089 （ 本マニュ アル）

英語版 FL9Y-B1090

LONWORKS® 対応 

通信モジュ ール 

イ ンス ト ラ ク ショ ン 

マニュ アル

日本語版 FL9Y-B694

35mm 幅 DIN レ ール アルミ 製１ m BAA1000PN10 10 本入り

鋼板製１ m BAP1000PN10 10 本入り

止め金具 BNL6PN10 10 個入り

LONWORKS® は米国 Echelon 社の登録商標です。
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E. 型番  
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索引

数字

1 ショットパルス ...................... 140
4 原則 .............................. 63

A
AC 電圧での回路の保護 .............. 29
AND .............................. 111

AND ↑ ( 立ち上がり検出） ............ 112
AQ ............................ 90, 92
AQ モード ........................... 92
AS-Interface バス

接続 ............................ 45
通信失敗 ........................ 52
通信状態 ........................ 52
ネ ッ ト ワーク化 .................. 45

AS-Interface 対応通信モジュール .... 2, 10

C
CE マーク ........................... 14
Cnt ............................... 118
Co ............................ 56, 106
CSA ............................... 13
cULus .............................. 13

D
DIN レール .......................... 21
DIN レールへの取り付け ............... 22
Dir ................................ 118

E
En ................................ 118
ESC ................................ 63

F
FL1B-CAS2 .......................... 3
FL1B-J2B2 ......................... 316
FL1B-M08B1S2 ..................... 307
FL1B-M08B2R2 ..................... 312
FL1B-M08C2R2 ..................... 304
FL1B-M08D2R2 .................... 309
FL1D-B12RCA ..................... 309
FL1D-B12RCC ...................... 304
FL1D-B12RCE ...................... 312
FL1D-H12RCA ..................... 309
FL1D-H12RCC ..................... 304
FL1D-H12RCE ...................... 312
FL1D-H12SND ..................... 307
FL1D-K2B2 ........................ 317
FL1D-K2BM2 ...................... 317

FM 規格 ............................ 13

Fre ................................118

G
GF ................................109

H
hi ............................ 56, 108

I
I ..................................106
Inv ................................118

L
lo ............................ 56, 108

M
MI ................................168

MI、 MN、 OT 値の表示 ..............170
MN ................................168

N
NAND .............................113

NAND ↓ ( 立ち下がり検出） ...........114
No ................................119
NOR ...............................116
NOT ...............................117

O
OK .................................69
OR ................................115
OT ................................168

P
PI 制御 .............................225

R
R( リセット ) ..........................118
Ral ................................118
Rem ...............................100

RUN モード .................... 79, 322

S
S ..................................118
SF ........................... 118, 125
STOP ..............................322

T
T ..................................120

精度 ............................120
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索引
Trg(Trigger) ........................ 118

U
URL .............................. iii
USB .............................. 267

W
WindLGC ..................... 265, 266

X
x ........................ 56, 61, 119
XOR .............................. 117

あ

アップ / ダウンカウンタ ................ 165
アナログ出力 ........................ 42
アナログ出力値 ...................... 90
アナログ出力モジュール ............... 10
アナログスイッチ ..................... 175
アナログ台形制御 ................... 220
アナログ値 .................... 106, 122
アナログディファレンシャルスイッチ ..... 178
アナログ入力 ....................... 106
アナログ入力モジュール ............ 9, 10
アナログ比較 ....................... 181
アナログマルチプレクサ ............... 216
アナログモニタ ...................... 187
アナログリニア変換 .................. 190
アプリケーション例 ................... 269

階段 ・ 通路の照明 ............... 270
換気システム ................... 281
給水ポンプ ..................... 297
工場のゲー ト  ................... 285
自動ド ア ....................... 274
照明の制御システム ............. 293
複数ド アの集中制御 ・ 監視システム 289

い

インターネットアドレス ................ iii
インターロック .................... 23, 25

え

エレメント .......................... 105

お

オフ時刻 ........................... 157
オフセットパラメータ .................. 122
オフディレー タイマ .................. 134
オルタネイトディレースイッチ ........... 152
オン / オフ時刻 ...................... 157
オン / オフディレータイマ .............. 136
オン時刻 ........................... 157
オンディレータイマ ................... 130

か

カーソル .............................64
カーソル移動 .........................64
カーソルキー ................... 55, 209
カード ..............................262
カートリッジ

挿入 ............................261
カートリッジの挿入と取り外し ...........260
カード→スマートリレー ................264
開始マーカ ................... 107, 108
回路プログラム

文字セ ッ ト  .......................73
" 消去 " ..........................93
" パス ワード " ....................74
" プロ グ ラ ム名 " ..................73
ブロ ッ ク の追加 ...................83
" 編集 " ..........................66

回路プログラムの検証 ..................87
回路プログラムのコピー ...............262
回路プログラムの再作成 ...............256
回路プログラムのサイズ ...............100
回路プログラムの削除 ..................93
回路プログラムの作成と起動 ............66
回路プログラムの消去 ..................93
回路プログラムの設定 ..................73
回路プログラムの名前 ..................73
回路プログラムの入力 ..................68
回路プログラムの変更 ..................74
回路プログラムの編集 ..................83
回路プログラムの保存 .................256
回路プログラム名を読み出す ...........241
稼働時間カウンタ ....................168
カム ...............................155

き

キー ................................87
キー入力エラーの修正 .................90
基本ファンクション ....................109

AND ............................111
AND ↑ ( 立ち上が り 検出） .........112
NAND ..........................113

NAND ↓ ( 立ち下が り 検出） .......114
NOR ............................116
NOT ............................117
OR .............................115
XOR ............................117

こ

高速カウント入力 ......................33
高速入力 ............................33
互換性 .............................257
コネクタ .............................55
コネクタカバー ........................22
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索引
コピープロテクト
有効設定 ....................... 259

コンスタント (Co) ...................... 56

し

四角のカーソル ...................... 69
時間応答 .......................... 120
時間設定の方法 ..................... 85
時間単位 ..................... 120, 131
自己保持 .......................... 194
自己保持のオンディレータイマ ......... 138
シフトレジスタ ....................... 214
シフトレジスタビット ............... 55, 108
週間タイムスイッチ ................... 155
週間タイムスイッチの設定 ............. 157
週間タイムスイッチの例 ............... 157
周波数スイッチ ...................... 172
出力 .......................... 56, 106
出力端子の接続 ..................... 41
出力等価回路 ....................... 43
仕様 .............................. 302

FL1B-J2B ....................... 316
FL1B-M08B1S2 .................. 307
FL1B-M08B2R2 .................. 312
FL1B-M08C2R2 .................. 304
FL1B-M08D2R2 .................. 309
FL1D-K2B2 ..................... 317
FL1D-K2BM2 ................... 317
FL1E-B12RCA ................... 309
FL1E-B12RCC ................... 304
FL1E-B12RCE ................... 312
FL1E-H12RCA ................... 309
FL1E-H12RCC ................... 304
FL1E-H12RCE ................... 312
FL1E-H12SND ................... 307

共通 ........................... 302
消灯警報付オフディレースイッチ ....... 149

す

スタート ............................. 79
スタート画面 ........................ 255
ストップ中の AQ ...................... 90
スマートリレーの構造 ................... 5
スマートリレーの識別方法 ............... 9
スマートリレーの使用方法 .............. 63
スマートリレーのソフトウェア ........... 265
スマートリレーメニューの概要 ........... 65
スマートリレー→カード ................ 262

せ

接続方法
AS-Interface バス .................. 45

設置と配線時の注意 .................. 15
接地用導線 ......................... 29

セットアップメニュー ...................65
センサとの接続 .......................35

そ

増加率 .............................122
増設 I/O モジュール ................ 2, 3
増設 I/O モジュールのタイプ ............12
増設 I/O モジュールの動作状態 .........51
ソフトウェアスイッチ ...................211

た

タイマ ................................1
タイマの精度 ........................120
ダウンロード .........................267
立上がり検出インターバルタイムディレー .142

ち

中断時間 ..................... 143, 146

つ

通信モジュール ................... 2, 10

て

停止 ...............................241
定数 ...............................106
ディスプレイ ..........................58
ディスプレイあり .......................10
ディスプレイなし ......................10
ディスプレイなしのスマートリレー ........321

回路プロ グ ラ ムを作成 .............54
現在値の読取 り ..................322
パソ コ ン - スマー ト リ レーモード ..267

ディスプレイのコントラスト ..............251
適合電線 ............................28
テキストディスプレイモジュール ..........12
デフォルト値 ........................247
デューティー比可変パルス出力 .........145
電源スイッチ .........................47
電源断時現在値保持機能 ....... 103, 121
電源断時現在値保持機能の有効化 / 無効化

...................................86
電源の接続 ..................... 29, 30
電源の投入 ..........................47
転送メニュー .........................65

と

同期 ................................99
同期機能の有効化 ....................99
動作モードの変更 .....................63
特殊ファンクション ......... 105, 118, 125

1 シ ョ ッ ト パルス .................140
PI 制御 ..........................225
ア ッ プ / ダウ ンカ ウ ン タ ..........165
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索引
アナロ グ ス イ ッチ ............... 175
アナロ グ台形制御 ............... 220
ア ナ ロ グデ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル ス イ ッ チ
　 ............................. 178
アナロ グ比較 ................... 181
アナロ グマルチプレ クサ ......... 216
アナロ グモニ タ ................. 187
アナロ グ リ ニア変換 ............. 190
オフデ ィ レータ イマ ............. 134
オルタネ イ ト ス イ ッチ ........... 195
オルタネ イ ト デ ィ レース イ ッチ ... 152
オン / オフデ ィ レータ イマ ........ 136
オンデ ィ レータ イマ ............. 130
稼働時間カ ウ ン タ ............... 168
自己保持 ....................... 194
自己保持のオンデ ィ レータ イマ ... 138
シフ ト レジス タ ................. 214
週間タ イ ム ス イ ッ チ ............. 155
周波数ス イ ッチ ................. 172
消灯警報付オフデ ィ レース イ ッ チ . 149
ソ フ ト ウ ェ アス イ ッチ ........... 211
立上が り 検出 イ ン タ ーバル タ イ ム デ ィ
レー ........................... 142
デューテ ィ ー比可変パルス出力 ... 145
年間タ イ ム ス イ ッ チ ............. 159
メ ッ セージ出力 ................. 198
ラ ンダムパルス出力 ............. 147

特定のアナログ出力値の設定 .......... 91
時計 ............................... 99
時計設定 .......................... 249
時計のバックアップ .................. 121
トランジスタ出力 ...................... 41
トリガ入力 (Trg) ..................... 118
取り付け

DIN レールへの取 り 付け方法 ...... 22
壁面への取 り 付け ............ 26, 27

取付け寸法 ......................... 21

な

夏時間 / 冬時間変換 .................. 95
" 時計 " .......................... 95
" 夏時間 / 冬時間 " ................ 95
無効 ............................ 98
有効 ............................ 96
ユーザ設定のパラ メ ータ .......... 98

に

入出力混合モジュール ......... 2, 9, 10
入力 ..................... 55, 56, 106

アナロ グ入力 .................... 33
カーソルキー ................... 108
グループ ........................ 32
入力 ........................... 106
ポテンシ ョ メ ータ ................ 34

入力グループ ........................35
入力端子の接続 ......................31
入力等価回路 ........................37

ね

ネットワーク化
AS-Interface バス ..................45

年間タイムスイッチ ...................159

は

廃棄 ................................14
パスワード ...........................74

不正なパス ワード .................77
パスワードの設定 .....................74
パスワードの変更 .....................75
パスワード保護の無効化 ...............76
パソコン - スマートリレーモード ..........267
パラメータ ..........................242
パラメータ T .........................120
パラメータ設定画面 ............ 156, 205
パラメータ設定メニュー ........... 65, 240
パラメータ設定モード ............ 86, 211
パラメータ入力 ......................119
パラメータの設定 .....................239
パラメータの選択 .....................243
パラメータの表示 / 非表示 ..............86
パラメータの変更 .....................244
パラメータの保護 .....................122
パラメータ設定 ......................241
パルス接続時間 .....................146
パルス幅 ...........................143
反転

GF リ ス ト  .......................109
SF リ ス ト  .......................125
入力 .............................72

ひ

ヒステリシス .........................186
日付と時刻の設定 ....................249

ふ

ファンクション構成 ....................105
ファンクションブロック ..................57
プログラミングメニュー ..................73
プログラミングモード .............. 63, 66
プログラミングモードの終了 .............87
プログラム ...........................66
プログラム構造図 .....................59
プログラムの編集 ......................67
プログラムメモリ ......................100
プログラム名 ........................241
ブロック .............................57
ブロックグループの削除 ................89
333



索引
ブロック図 .......................... 186
ブロックの削除 ....................... 88
ブロックの表示 ....................... 58
ブロック番号 .................... 106, 57
ブロック番号の割当て ................. 58

へ

ベースモジュール ..................... 2
ベースモジュールのタイプ ............. 11
ベースモジュールの動作状態 ........... 51
壁面への取り付け

取 り 付け穴寸法 .................. 26
編集モード .......................... 69

ほ

保護 モード ......................... 86
保持メモリ （Rem） ................... 100
補正値 ............................ 122

ま

マーカ （内部リレー） ブロック ......... 107

み

未使用コネクタ ....................... 56
未使用出力 .................... 55, 108
未使用入力 ......................... 61
未使用の接続 ....................... 56

め

メインメニュー ........................ 65
メッセージ出力 ...................... 198
メッセージテキスト

文字セ ッ ト  ..................... 210
メニューの概要 ....................... 65
メモリ

制限 ........................... 100
必要量 ......................... 102
使用可能な メ モ リ 量 ............. 104

メモリエリア ......................... 100
メモリカートリッジ

データのコ ピー ............ 262, 263
セキ ュ リ テ ィ 機能 （コ ピー防止） .. 258
プロ テ ク ト  ..................... 259

メモリ量 ............................ 100

も

モード
パラ メ ータ設定 ................. 240

モジュールの組み合わせ例 ............ 55

ら

ランダム パルス出力 ................. 147

り

リアルタイムクロックメニュー .............99
リサイクル ............................14
リスト

BN .............................105
Co ..............................105
GF ..............................105
SF ..............................105

リセット (R) ..........................118
リソース .............................101
リレー出力 ...........................41

れ

レベル .............................108

ろ

論理入力 ...........................118
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